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フ アツ シズ ム はな ホの 困 家な 巧を をの ま，， 利用し 巧る もので あるか？ をれ と 
も それを 改を する ことなし じは 自らの 使命を 果し 得ない もので あるか？ 若しも 
改造す ると するならば 從 ホの 闽家 機構の が 何なる 點をか 何 じ 改造 せんとず るので 

あるか ザ これら】 がの 問題は 世が 恐憐 S 深刻化と 共に フ アツ シズ ムか 世が 的 

巧 潮と ならん としつ、 ある 今日、 た •、に ーィ タブ I 又は ー ドィツの 巧题 でな <、 
巧ら かじ 世を の 問題で あると おはねば ならぬ。 か 論み 巧の フ アツ シズ ムは 固を ち 
じする じ從 ひ、 夫々 特殊 的な おがを 巧し r はゐ るか、 それが 同一の 應 あの、 物 巧 
の 巧 巧 じを いて 錢 ちし ホろ ものであるな 上、 其處 には 义國 巧を 越えた な夕の 共通 
ながみ る。 風 家 機憐の 問題 じがても さぅ でみ つて、 み 巧の フ アツ シズ ムは 自ら 巧 




不振!"!^^ が^^^^^^^ 十 惟 是襄冒 政— 街 笑」 是夏 i 賣 Q 
を 旬 M H 秋た 來按 f る 滿洲ま 件 龜雪黨 S 繁で e むを 得ざる も •片 

を iif If 。、 歴||营し て一肢 

裏あび內か债の—をも考な， なけ一款斯於 

f 巧な て暮—— は— 小 f I し 

ことを 望む ...... 云々 0」( 々おはま 巧、？ 新曲、 巧 巧 八 年 I さ 一十 セ 円 巧刊〕 

卽 玉暑專 はか， る g 組 活の雲 的 改正案と して 留 制度の— をな 守 こ 進 
一て ゐ るので あるを 乍ら をの 改正案が 唯單 なる が 政の 必要の みこぶ くえ 
でない ことは、 をの 內 をを 一巧した 者には 誰の 眼に も 明らかで & ち 改正 柔 
r 現行 內閣 制度を 霎的じ 改革し 新 じ 5 廿る闺 策を 確甚 巧す る— 統轄の 谜 

sf 羣」 と f ゐ ミは、 をれ C ょつ 憂の 蓋— ん として ゐ 

る ことは 含で みる •か •普を たよつ T — に 化を 情み S — に 適 おし、 フア 

ホ 


三 • 


を じ 一脈の 巧 逆ず る ものを 持つ てゐ る。 たと へば 一例を 內閣 制度の 改造 問 越 じと 
つてみ やぅ 0 

我國 於 T 内閣 制度 S 改繁問 管な b 始 《た Q は、 本年が 頭 寶问盟 わょ び 
夏 お壽盟 にょつ T 相 前な し T 發ま ミむ 內ぉ 制度の 改正案 C ミ f 避して 
ゐ るか、 か、 る 問題は た •、がに 蓄の As 養み ではな <、 7 ; シ 3 化のを 
上 じある 團 々じ 於て は夕 かれ 少 かれ おらる、 ところの 巧みで ある。 今巧齒 じつい 
て 去へ ば、 異經 濟巧盟 は巧閣 制度 S 改 を 政府に 建議す るな 見 萬の 中で、 改正 
の 出むな さ 現 由 寒ら 讓 貼な g 破 捉にホ 《 T なの 如 < 述べて ゐる 

妄近 じを 義 罵む 篇蓄聖 貪 於て 可 f 装 請 養を 謡と」 て 巧な 異 

巧の 唆限襄 し、 昭和 八 年度 賣は史 S 出 S 蹇累を 雲る S 」’ 経 S を 
昭 巧ん 八 年 巧の 巧 巧を 通じ 遙 かじ 歲 出が じ 及ばず 今や 國 巧の 巧を 巧 ホダ •昭か 九 年 E 
の 見込が 8 Q 育 情 仁を。 財政 馨 S 巧を 5 る 12 非 ざれば 幫囊 餐及賣 を 


强力 政治 沒輔 となし •を 貝 セ 名の 田巧大 居を 置きて. 

^ 巧 U は 同時 i 、 外務 • i — を 兼— 得しめ、 な i 蔓、 ^ ぶ 

務の f If る。 巧くて？ 政— み 重め ち 謬^け^ 
M な ； rlf ろ i t 」 i ミ 、— 器 

お or は if i きされ i 養關ご 篡控と 一— 

r 這 はれて？ t 蠢の歷 Ifci 米の 巧 脚 

の—^^ をい ir 惡畜と 別 じ— 大臣に ょつ て？ れ i 蒙 

^ if f 。 S 翼 「塞の iii 」 と i 巧し 
，ところ Q 「|著 I が、 卽ち賽 霜 、 Aii 


ブ シヨ 的 巧 裁へ s を J ならし 《ん とする 一 お一 一息 養 術で &る ことん ホ 決し 
て をれ ては ならめ。 だか、 か、 る闽務 統賣關 はがら ば •化 何なる 巧 成を 持つ ベ 
きで あ乏 か？ 經喬盟 S 冗を はこれ を 具 質：.： 示す こと？、 た V， みの n 

きなおを まし 得る ものと 云 ふこと を お 件と して ゐる 

(ィレ、「 現在の 巧を 組热の 寞缺陷 たる 畫の畫 おがの ち 印ち 巧 算の爭 ち 
を— なの 霍 、チ 盾、 巧 愛び 經费莫 等を 匡正す る こと。」 

(こ、 「网 资爵 はお 閒 U 於 T 貧し 得ざる 之に 局限し、 豪の 衙な並 じな 赞 

のが 的を 巧ず る こと 〇」 (jew 巧 巧、 昭巧八 年 I 月 二十 セ 日 勒刊〕 

賣ぉ盟 U 改霎 はこ 《經 濟麻囊 C I ホを 進 《、新 C お？ る •へさ 闽務が 啓 
證のみ 植 案を 提示— 點： J 巧み •をる。 同努化 まの 馨 、中 登 則 氏は 器內 
历 制度 S 陷を廈 しわ 後、 ミ 改蒙具 粗を を 示し T み 《か < 述べ ミる一 

r 巧 巧は 是 じがて か內牌 制を 度し •备省 大巧を なて 省 長を とを し、 別 じ 巧舊を 設けて 


がし 氏が 國務院 を 現な sf の 信な 《上 c 置かぅ として ゐ ない，」 とだけ は 明らか 
である 〇 氏は 云ふ —— 

r 蔑會を 通じて 强力 政治を 行 はんと すれば •共 Q 背 管 賣的 强力慧 が 必要で ある。 
震 政篇の 逛學戰 がた る 地盤のを 得と •族 雲 張と では 用を なさね。 須 らく’ 地域 リ- 
惊業が じ •生を 消資 開な 別 じ •任を なる 組 巧を 設けぬ ば をら ね。」 (巧を、 昭巧八 年 二 巧な 

*10 セち〕 - 

しかし、 今日の 謀を はを の 背な じか、 る强 力な 國お的 組 巧を 持つ てゐ ない。 が 
じ 氏 じょれば 「議食 政治は 今 S では 業ない」 。「断乎たる 革新と 適正なる 施設 
一^^ん とすれば、 S と 目的と を 大衆 じ 置 ミ繁裹 いかが 新 心み^い 
を お槐褚 を確臺 をなら &」 ので ある。 圃が院 がか、 るを お 機構と して 巧を さ 
れてゐ るで みら ぅことは おな する じ 巧くない。 

巧 力 西の 賢 同盟を と 季ホ存 ホの 意見は 謀を 巧 おの 本 巧 ィ T スじ がても 巧 


雜 あび お まの 增大 等」 は、 省の 巧 合、 局 課の 改巧 等に 關 する 問題と 共 じ 随務院 の 
獨 おじを わらむ る。 闽務院 は これら 諸問題の 處 巧じ當 b 、 省と 直接の 利ち 關 巧が 
ないから 巧 治 的な 場から 自由 じ 巧を 組織の 改 巧を 巧 ふこと が出來 る。 闽巧院 じょ 
つて。 さ* たみをが がへ 或る 省の 利害と 巧 突す る ことか あつても、 闽巧院 は闽家 
の 利きを 代表して ゐ るの だからと 云 ふ 巧 由で、 省の 利己 ホ 義を巧 < 一樹し やうと 

云 ふ 墓で ある。 た •、非常時 じ巧應 しく 大蔵、 外務、 軍部の 諸ち だけは 特に 省 長 
官が 同時に 國務 大臣た b 巧る とされて ゐ る。 

だが、 化處で 問題 じむる のは 閣お院 と 謀を との 關係 である。 前 巧 中 巧 氏の 論文 
じ 於て は滿理 大臣が 圃お誇 墓と なること だけは みるが、 阔務 大臣の 任命 手 巧 
がどうを ふ 巧 じな つて ゐる のか、 をの 巧 巧は 何時まで か、 又 か < してぶな しこ 駐 
巧 护か一 枯誰じ おして 貴 巧を 負 ふの か 少しも 巧ら かで ない。 就中 闽巧院 の 謀を じ 
巧ず る閒 係は、 諸 巧の 巧を 的 巧な じ もょ るので あらう が 巧み じ ボカされ てゐ る。 


巧せ しめんと ずる も ご、 ドイツ わょ で タッ ふフ アツ シ ごか ぁ ミ 「閑を 
底」 わょ び 「雲 巧 涅は戍 程み 省 巧 養を W 產 じは 役立つ かも かを： こ 

お ^^ Mi ぶされ る i で i よ、 お を 

巧點 ，近付* ば？ 程 •養 統一 •か 濁 if 取爭 巧かない こと 
^ 想 f 手 ない。 奪 •トイ ツわょ び イタ？ の 7 アツ シ ごは、 寒の 
容 巧力 す •へて 軍司令官 一人 じぁる 如く、 援 碧のを 趙を挣 巧 一人の ホ こを 
^ をと を 要 ホす る。 ヒツ トラ， 第一 一宗 幽お ては 從 ホの 內 销製ク L 、 

曼指 養— 相 一人 ffs になつ ミミ、 问一 のこと: イ 

タブ， じ 於 ii 化？？」 かもを— 遺は て 

かやぅ じ考 へて ホる と內拍 制度の 改 遺と 云 ふ 一つの— でも、 决 してな 尚の み 

の 聞理で S ことが みる。 それは 巧ら かに？ ツシ 3 化の 着を 辿 6 つ、 るる 巧 

lb 


ホ 


^れ て! る ー ィゲッ スのフ アツ シヨ •モズ レ， 一派の ま 張 •ん卽 ち ミミ ミ 彼 
驾*/ はお S を 制 ミて— の經巧 恐備を 切が ける こと 
い^^の 親み f 族を 獨栽 緒を 政府に g して、 思 ひ 切;; わ 計;; 經 
KP と：：： ぃ：：じ のた め iii^ 

巧^^^ Ur なぃ 胃’— お？ をな するな おを— する こち 奪 ミ 
^ ぶ おちは 一— 臣 とし i 大臣は fi る。」— な霉 器々^ 夕^の が^ 

こ^^ 0 Dri け r 「越 お控 はモズ r 案じが ては 「 i 內閣」 と 一玄 達 

を 共に 爱 のが 任妥臣 ミて み々 の 風 巧が 養 脚を 
巧 巧 甘し 《をし T ゐる點 で U 問 一で ある。 

占 巧 同 i ょび ミ， f 管、 首— 人に if しての f 


質をから 何 管 7 ァッ シ：越 家 •ん s じ 示されむ る 如き 組織 お 態を とらを 
ならない か、 か、 る 越 家 組 巧の なをの 役割は 如何、 又を W お ホは？ 等々 の 諸 巧 
題ち ミ物留 根源にまで 遵 つて 巧 めんと するな を、 i は 云 ふ 一 ?1 
らの 人々 はなし < 本 等を 乘 b おえて 先 じ 進ま わ ばなら め」 __ と 〇何巧 ならげ 木 
寄は た •、それら S 人々 のた 《に 些かな 曇を 提供して ゐる じすぎ ないから でぁ 
る。 本 まの ま 巧は 請 者の 批判 脚が 取を 待つ てゐ るので ぁる。 

本 著の 執筆に 當ミ はがみる 文 s 中で も特 C み S 文 かにが えらる、 ところ 
が夕 かつた —— 

レ ー • ma 。 i 8 Fgci 昼 a 己 d why ? 空 lit をす To 巨 i 蛋一 さぐ 1931 

ザ Alfredo Rocco, The politi さ 一 doctrine を さ scis 目 , 192 の 
\ 3. Dr. とすき Pen 口 a6 臣夕 l-he Corporative Sta ぞ 1927 
4. Car 目 en Haider, Capi 岂 》nd labor u 日 <i さ 巧 ascis 目 , S 30 
\ 夕 H . W •本 chneider, Makin:he Fascist State, 1928 
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畫畫 共通 S 翼で わる。— 7 k ツシ 3 楚度含 應睾 营內閣 制度 塞 

の 問題で も、 或國に 於て は 既にが 巧の 制度と なら、 巧る 画 じがて は 円 下 制度 化さ 

たと 2 ゎ、 义雙國 じが T はま 苗 S 對 をと 5 君 b 上げられて ゐ 

る じすぎ ない と § たや •っな 望は ある。 又を の 夏 じがいても 7 アツ シズ ムの 

固 別 じ從ひ •夫々 幾み の 巧 島を 避が して ゐる 。おしを の H 指せる 方向 か 一つ 

でみ る ことは 爭 はれめ。 この ことは 7 アツ シ 3 化の 途古 担る 請の 語 擅 じつ 
いても 同じで る あ 0 


1 

まじが T はィ タッ，；； シズ^ょ；^ 新 誤の;^^ も 韵 
分て ゐミ しかし 乍ら をれ •かみし T た •、單 な S ィタ ッふ奚 とし T 解し まら 在 
可き でない ことは 云 ふまで もない。 それは 同時に 巧 風の 問題で も あるので あ ミ 

を 後に 本 S をは 霎夏 SS は 盛られ ミない。 蓋には た •、賓 巧が々 

巧と して 一巧 配列され てゐ るに 通ぎ ぬ。 從 つて 讀 まが 巧に フ アッ シスト 闽杀の 本 
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二 同上 施 巧が 則に 網す る 一九 こム 、 .ニー セ 
ミを 一力】 夕 年と パーロ 觀令 第一 一一!: 〇魄 ミ… i 
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第】 章 フ アブ シズ ムの國 家 理論 

フ アツ シズ ムを資 S を 治 機憐と 見る か 巧 かに 就いては 從來兎 契 2 かぁつ 
て、 或る人々 は 今 H でも 依が とし ミ アツ シズ ム をむ.、 單 なる ィデ ォ "T 画 

家 ホを、 養 囊 、巧 圍囊 、忿 進ま 馨 々と 云 ふか かき〕、 巧 ひは 運動、 赛等 

々として 巧 巧す るに 止まつ て 居る 。しかし、 フ アツ シズ ムか從 がの な 台 幾 桃から 
一應お 別され 巧る 巧自の 政な 機巧た る ことは、 今日 もはや 班 論の 間 題を おえた 傑 
がた る 歷史冀 をで るミ 7 K ツシご •か殆 を 完成 的な が じ 速した ィ タブ t じ 
がて は 云 ふまで もな く、 7 アツ シズ ムか政 f 据 つてを だ H 送き ドィツ じ 於て 
も 亦 その他の 諸闽じ 於ても フ アツ シズ ム のが 力が 大に 比例して 、蒙のを 治进 
ながま巧の改遺お更を脯；；^くか」られつ 、みることは巧をし巧き薄巧でぁる。 ’) 

第 1$ フア ブシご S 家 2 H 



の 巧 例— じつ いて 示さぅ 0 

5 三年 ィ タブ， じフ アツ シヨ— が 巧 立して 竭 それまで ィ タブ， じが 

をて ゐ含 由量囊 のを お鑄は 隻墓馨 更を加 へられた •^、 大技 t 

は 巧の 一 病 じみつ 5 •解す る ことかで きる。 第一 巧は 一九ニ ニ 年から 圣一阳 ホ 

までの 時代で あ ミ、 着 度、 義 度、 寡 制度、 課が i — か 

わ tfa 化で ある こ。 時代の 改革は どもら かと 岩へ ば 大稍巧 術 上の 改革 かま 
であっ て® 病に 巧 はれる 霎な 政治的 改蒙 お備 時代で あると？ ことお 3 
ホる。 第二 巧は 7 アツ シズ ムの 一斑 I — w 奪 お 一兰五 年から わって 言 

までの 時代を ーミ霎 なを 誇 改革 寡から みた なれた 時代で みる。 吾々 こ 
とつて 襄ゎ霎 な S こ S 琴； S 諸改 がで あ ミ、 ミを 馨 ずるた め-; 

巧が の 前提と し T それらの— を 化した 7 アツ シズ ムの圃 み S じ 就いて みし;^ 
述べて わか わげ ならぬ。 

第一 ♦フ アブ シ ごの ■家 ミ 


フ アツ シスト 画家の みお « 巧 .巧 

かもを の 改—更 は 從爹か is 組幫 則た る 民 棄義 扁棄を H 巧と して 
巧 はれて ゐる 急で ぁつて、 问一根 蕉训の 承 S 古な される ホ 節 巧 ほ 術の 
改—史 とけ々 しくを S 活 き-ダ 異にして ゐ る。 從つ 2 ジア ツシズ ムの累 巧 
巧を お ま ホ 菜を ぶ 調と する これ ま ミ 政 S 巧から 宗晓 別し T 理解 廿ん として 
も、 それは 少しも 不 巧では ない ので ゐる 。否、 むしろが くす る ことにょ つての み 
人々 は 奮 機巧と しての フ アツ シ •スム を 、换？ たフ アツ シスト 脚ぶ ち ヨブ 

f 巧が し 巧る も S と 15 ねばなら 3。 勿 證處で 私は お 重 謗 政 if フ 

アツ シ m 巧 洽巧棋 と。 紹お的 おなじつ いて 語らぅ として ゐ るので はない。 兩满 

は 巧に ま 李- 薰怒 をぶ じ 組 A 宴ら れてゐ ^ 對は同 C で 妻ろ ミ 

靈 S おみ 的 段階を 異にし T ゐる S でみ る。 從ミ义 夫々 円ら 爲 史的 段 瞄じ巧 
巧し い特 巧を 持ち、 ミ 吸 be 於 T 兩 者は 一應 これ— 別し 5 解す る ことが で 
きる畫 ふまで、 & る。 なは 今兩者 •ん 如何なる 點じ 於て 異 つて ゐ るかを ィ タリ， 


ニン じ 至る 凡て えら Q 囊 異講囊 ちな が援望 ひは 原子 的と 巧ぷ なを およ 
び國家拇雲ある〇ミー畫〇^〇〇〇〇-旨〇ミー匠家ーミ〇一巧ミ真一泛夕こご 

この 富 わよ ぴ 阐家槪 念は 彼 じ よれげ、々 の 二つの 貼 じ 於いて 誤つ てゐミ 
一、 反歷 史的で ある こと。 二 •援 的で みる こと。 

日 く 

「この種 Qf 萬は な 含を 空間 資性 じがて 考へ •時 閣巧性 じ 於て 考へ ないか 
的 じ 义反 愛 的で おる。 ミム S 肚會蹇 をた ご 2 裳 C 塞 i 妾ん とする 

力ら であろ かくてな をは 一— 人の 化ち 卽ち巧 へられた ほ閒じ 偶々 塞して ゐ るせ 
巧と 云 ふこと にを ろを が 原子 的と 巧 ぷ反髮 的な こ 0 囊は唯 物的—? 隐れ 巧の 
下 力ら 現 はれ ミ 何故な を それは 現在を 通 f 未來 からす？ を 客る ことじよ 
つて 畫 代が 暫 代より 速り 巧け •ホの 世代 じなり 季巧神 的 进巧嘉 巧し •かくす 
を. •とじよ つて 人類 巧を の 統一と 待璧誓 粗を 巧 巧せ をして ゐ るからで—。」 章 
J 〇 夕 cit •晏 ごム 2 一 

•一 早 7 アブ シご sss 


7 アブ シスト 國 家の 度 巧植卿 

_ ^にス —ム清 舉靈翊 肖 引 巧 2 ゾ i 觀 

まい の面爭^ を の寶とす る の—で あ る か 、‘ ^|?^:,豁：7撕レ て も：^が如を則 

まじ おし 有寶 寧し 得 ざ. 引」 り盏 由む でを 塞畜 掌-和 ィ タブ！ 

フア ごスム S 代表的 理 蒙、 n ッ n は蓉ホ 義と畐 牛； 義 とを 同一の 誤れる 思 
お 的をから を じた か 巧に すぎない としてみ の 如く 述べて ゐる 

「近世な 治— は— まで ィタ，， じめ てぶ 固 じがて ちえら の襄 S 窒義お 
よび 社を 主義) の 雲 的が 制 下 じあつ ちえら の 囊はご テス タントの 宗が肇 A 
ら的 をし. 十 セ、 八 世紀 じがけ る— 法の 大家 達 じ よクて發 達せ しめらた 壬リぅ 
アメリヵ. フランス 肇 命の 制度と 慣 巧との 中 じ •確固たる なを 下ろした ので あつ ミ 
十九 世紀た よび 基 賢ら； ッシご Qsi るまで/こた Q 囊は社 ミ •を 
治ま 化て ii たよび 巧 動ち®々 なろ 時 じは 反 巧の お腹を とつて. 巧 乎た る惡 

を 巧し ち ロンゲ •プ キ卞 ナン V ル サミスから 力， ル •マルクス •ウィルソン， レ— 


而故をらば吾 A が言つ たかく^^堇義と窒裹、 口か主義と 社雲をと (基はホ 
法の 差異 じある のでを を •社を 囊 •望囊 •冨義 を 一た たものと フ アツ シ 
ズムと Q 閒 Qi - ち槪重 S 舆 から おさ 起さを も 0 だからで をる。 货咳ア 'ソシ 

K ム屢產 _」」&^ 雪 程 をの— を 

ホる 時は 窒囊的 •又 時 じ S 皇遙葵 タニへ もこを 用 ふるので ある。」 

( rik - co , C で 色 t . 夕 16 〕 〔許〕 

ST ち 兩秀霎 は 方法 じあ ミで なく、 一に 根本 観を におつ て— とを ふので 

ある。 

^ D ご 5 れば 白畫？ 量* fs ツ ♦，と 5 され、 民 ま i は 胃 ま 意？* 
れ i で 言考 へられ ミる。 そ i は 富 妻 估 人 i ミめ に 巧 
家植 力を 度 制 掌 某を WT 賣すミ S 」 T 、 巧？ 营 基 ホに 賣ナ 

る ことな < 、更に これよ 。 I ホ ちんでん 民 ホな のさを 巧 せんと ナる K に ぁゐ と 立 

では フ アツ シズ ム か富击 あわ よびが 會囊の 所謂 原子の 困 S 


- i をん ので わる 0 


#1《 7; シ ご S 家 巧ぉ 


」 じが 立 サ 


力 


ファ ッ シスト 田家の みが 潰！！ 、 

自窒 薬は 蕃社を ホ義 と金 < 對蔽 的な 場 C A る ものと 考 へられ T ゐ るか、 フ 
ァッ シズ ムの巧 論から すれば 巧を は 共 じ •原子論を ぶ 礎と 廿 るな 上. 问 一物の ザ牺 
じすぎ ない T 巧を は 建 おめで あつて 吾々 か 二 S ホ裘の 蓋の 担 おわよ び 共ぶ 
の 塞 じを 近 すれば する ほど、 ミ翌は 巧 失する。 票 冷を •か n のの 望で 

なく 方 巧 S 巧 違 だと 一で ふこと W みるから である。 日 的は 巧 ホと も M じく、 卽も 

れを にんけ る哭這 利で みる。 異 ると ミは 島 ホ 茲お寫 ミつ T ミ かお 
助に 導かれ ミに、 化會— は 坂 買 生— 織に よ？ それを 達 草ん と タカす 
ろ 助 じみ ミな つて 闊家 S 違と 円 的、 個人の 蓉 じがす る援 .じ閒 する 化 b 、 

おな も 相を もない ので ある OJ ( ROC 8, 召. を t . P . 15〕 

D ブコ ，よ， ^ ば 思 巧の 根本的 お 立は かくの 化く 问】 お蠢 ぶを、 果つ たお 巧 

の 下 じ ま 現した. tm 望を と 社 至 葦 Qs 對 なでな < 、ミら 吝 おを 引きく 

るめ たも S と 7 K ッシ ズム表 巧 立で るる。 彼は をの 巧 山を 說 明して 云 ふ 一 



を かする 夕 •を 窺 か 舍集困 Q 島ち 襄 ssiLi 巧す る 個； Qg 的を 意 巧せ 
ず 種の 保が と 巧 達と が 個人の な 牲を巧 ホす る髮口 •阿へ ば肿爭 のかき 巧な じ 於て は 何 
時で も 巧 巧 じみる か〜 それらの 目的と 街 巧す る こと さへ あるので ある。」 ( WJ 。で 

么产夕 与' > 

r 人類の 眞薑* が 動物と 共 12 持つ てゐる 唯窝を Q から 巧れ た 這ろ 人問特 巧の、 
凡ての おを がその 發あ 段階 じ應 じて 出來 巧る 限り 達ぶ しよぅと 巧め ると ころの 巧 神 的 目 
的畫丰 る。 おつて 凡ての かを 樂 困の— も ホ かれ 少かた 同一の 言語 •同一の 文 
化 •同一の 囊 •同一の 傳說 、同一の 巧 巧’ 一 お 的 じは 同一の お 巧 同 S 生巧蔚 がか‘ 
同一の 孟 等の 物 巧的蔚 要素と 共 じ 重要を 同一の お 情 •同 S 怠 思と 云 ふが かき 搞神的 
諸 潮 ホ じよつ てを 透され てゐ るので をる 〇」 ( KOCCO , 〇 で at . P. 1 づ 

ちじよ つて 明らかな るかく、" ツ ri じよれば 7 アツ シ ごの 社嘉雪 をれ 
巧 前の なを § から 區 別す る重耍 なる 特質は みの 一 轟 C 義 される ので ある。 印 
ち 一、 なをを 空 閒的屈 性に 於ての みならで 時間 的屆 巧に 於て 考 へる こと。 二、 

第一 每フ アツ シ ごの 田家 理論 こ 


フ アブ シスト 巧を の 致が « 梅 一 〇 

とる. im ら の 閣家 論とは 如何なる もの か？； n じょれば、 人 問は 化を 的 動な 

でゐ つて、 客を 離れ わ 人間と 云 ts は 考へ巧 7、 赏 際には 決してが なしな 

い 。 SSS お 態 じは を々 な S ♦かみる か、 をた は 凡て 「統一 紐 據を巧 へら 
れた人 おごを なので あ ミ 人類は 何もを れ獨 ちの 譜ダ 持つ てゐる わけで な 
t 力ら、 化を はた •、一つの 動 一 的な お 態で なくを を お 態を 持つ てゐ るな であ 
るし々 しを々 の 社を はを れが蓉 たるな 上 常に おを の 夏の が じ 生物 學の內 を 
を 持たねば なら &。 蓉は牛 面人慧 一片で みるから.、 凡 5 おを は 人 巧の 舊 
を义 自己 S 特質と ずる。 ロッコょ 云，， £ 

「かくて 人が が 襄奠人 §? 囊サ ざる 如く、 をれ を 養せ る—— が闻 もち 
へられた 時期 li それ L1 所 届して 6 る俩* 人 S かを 意 掌る ことなく .がろ それを 煤を 
する 過去 現在 ホ來じ 互る 化 代の 霞の 系列を 怠 巧す る ことは 巧ら を ある。 がして 

人類の 巨絮 まる 時習 於： t る 個 文 〇易 を 寂 营ず •時 C をた 差 反 巧 Q ものを 


では •をた は擇 s 限 0 系列 中 じたて ちぇず 管 返される が一に すぎない。 自 
塞-とつ ては 社み は 巧 へられた 時期 じ 生な して ゐ るを 含が 回の 目的な かの 日 的を ホ 
をい。 フ アッ シズ ム じと つては •れ みは 巧 へられた 時 巧 じ その 社 f 煤？ 為々 入 
の 目的と 全 <異 ると ころの 寫— 8 正 反 S 二と さへ も あると ころ 0—、 口ち ± 

みの 保持 •媽張 •改 をと 云ム がかを 餘ぉ的 •內ホ 的 口 的を 持つ てゐ る。 

自聖義 じと つては 倘 人は 口 巧 化み は 手段で あつて •侃 人を— 巧 的の ため 1 ィ 
をる 道 かと 考 ふることは 許されない。 フ T ソ シズ ム じと つては •社 おは 目的’ 俩 人^^ 
段で あつて 社を 2 生活ち 俩 人を t 暮的 〇費 とし 5 用す る こと？ 

從 つて 関 家が 側 又の 紹 利と 震と をす •巧 薄す ミは. 舊倘 々人の^ 他 的 利 
^ の。— なく それら 個 又の 雲 f しての 社—— 基して ゐ るからで 
ある 力く 2; 旨め 蠢 じょつ 這 人義の 謹と 云丢？ eg 巧され る 1 
の (かき 轟璧 び— を 受け をれ る ことが 冀 る」‘ 义誘于 —が冀 ミミる。」 

g 一々； ごご 吕家 客 


フ アブ シスト w 家の 致た « 掃 

季る こもだが、 7 アツ シズ ム のか、 if _おをと倘 人、 
置との 關巧じ 肋す る 塁— る ことじょ ミ、 を じ 一曆が 明と むる。^ 
♦ ^1? •ミ 11■ 

閒「^^^^〜をれは 。 ツ コ じょれば巧を2律的惡である（ と图おと〇閒の巧 
HP ツシ： Q 塞に ょ ミを を i 霉れミ 自由 窒產薑 式. 

f は i のた めの® 入』 をる— 待ミゐ る。 化 II 
する じ も おらず > 7 アツ シズ ム はな 慕 西の 中 じ 個人を 3 し^ 
じ 夢— である。 ミ シズ ムは倘 人を 服從サ し 《るが これを ホ^ を 
这 こ-^^^?-!^ •るが 代の 一部で あ"、 かが じ _ 時 的ち— 巧な が おであらぅ とも . k 
逸む をご - i る 二 i 。 ない。 •がん— f ' け 為 i 
される 時 L ! は •かみを 體 Q 發展と 鍵と を 巧す C でを る。 f 

ち 一 iy . る urwi — •曇 的— とならねば—。 自望 
羣 塞蓉囊 はなみ 諸が 曲を— 個 又 i 口と なる。 フ アツ シズ ムじ とつ 


富 巧 ホホ證 家の 組織が 則を なし T ゐた 一二 樵 かな ホ裘 S 原训 でぁる。； n は 
S 满か立 ホ 裘を巧 おしてな のがぐ 述べて ゐる 

「 ....： を 含 山 囊惡ホ 輩る） 仰 人と して S 会が 福利を 獲け する ためじ 巧 
彼等の 能力 Q 白 由た 震を 裝皆限 6 攀 しない-; とでを る， 故 じ 闺藻產 な 巧な 

はた、 彼等 個* 人 Q 巧を 保 ¥ る やう 化綠 Q 是る円 山を 調 巷ず ろと をる 

國条 のな おを を Q 如く 费た つ、、 S 董義は 護が 口 S 一般的 護？ しての 

隐 能を 路み 越ぇない やう’ 倘人 Qg 的 達は 上 結對怠 嬰な 3 ぶ 上 じ 侧人〇 向め をな 牲 
じしない やぇ 寡 白ら を 專ら を 0 保 fs 富 雲し &てゐ る。 從 つて 化ての あの 
代理 全 わり • S 由を 通じ y を 人 S 羣福 sf 雲され ミる が ホ累蚕 なが 
力を 身 じなない やうを 力 堇？ 震が 行 はれる。 を i 器 翻と 鎮 (拖 制を を 
ぶして 統治を を 一を Q 制 眼 Q 中に 巧 じ 込めょうと 試みち えら S - け 0 中 主な ミ 
のとして 第一 じ擧 げらるべき も G は 巧力畫 Q 原則で ぁる。 權力 かき 原則は 人 巧の 取 
巧 ひじ 巧し •顯 がま 權 力を 十分た 〔使し 得ない やう 孚る ことじょ つて •侃 人 じ おし 

巧 一を 7 アッ シズ ムの田 5 を 


フ アツ シスト 巧 家の 巧 お « 巧 

これを 巧す る じ ロッコに よ X - 

「化 


巧 


i ff c # f ^ 

芭^^^— ミ 社— 茜冨 人屋 f ミ— 勝 f 巧い と 

をゐる 自由の ための 稚 利. 雲 ま 靜が要 輩る 共 かお 治 
をが塞する—整義のたの椎利—ち 霎するじ凡てを^、，，^^^ 
なると ミの も S 倘人 のお 利 或 ひは 個人 菱超 (階 g の樵利 である 〇 f ■:: t 
のン は tigf 個人 gIf つか ミで ある。 個人 利は 
家の fi 含され る fcQ み 2 される 基ぎ ない。 か、 る 霧 (奮？ じこ 
そ はフ アツ シズ ムの 持つ を 島の 偷巧 的 傾 値を fr ので ある。」 (巧 J or ド 

夕 5〕 

印ち 阔家 iif ので 奪、 賢に おしては た •、をれ-をろ 長 
^ のみを 敎ふ •へきで るると ー ミので ゐ る。 だ •か、 かふ か 占 家の 最高 權 を巧^ 

覆えと すた、 賢 《覇 《た 《 K 固 家 《巧 巧を 制 養ん とする 一切の 制度 
を 排棄ず S 必累起 ミホる。 此浸警 先 づ抢玉 C み げられ ミは、 これまで 


第二 章强力 政府の 確立 -1 巧閣 制度 

のフ アブ シヨ 的 改革 

前述の 如 <7 ; シズ 含阅家 1 S 第一 S 累は闽 S 力 S お 違を 巧なず 
る ことで あつた。 だが、， でのた めじは 一九二 羣 六月 二十 一円。 1 マの フアご 
スト 寞を じがい T ムッ ソッ 11 ，ん ホ 巧した 如 < 、執行 樵 力の 強化 か 先. っ必巧 で 
あつた。 ムッソ ブ I 二は 巧 處で 述べて ゐる —— 

「執行 努は資 f Q 達 Q 寡を 辜と 5 霞で これを f は暫 じだ 化し ミ 
ので ある。 何 かなを 執行 勇&質 —0 是磊厚 管， 常 じ 解 を を 至な 

ら S 閒琴」 直面し 了 f からで ホる。 それは 疊嘉吿 し •巧 かを 8 す— 力で を 
ろ この 執行 寶 S じ两 ぶの 化ての 8 推力 じ 指令を 發し •日々 棋 巧な 苗菱 〔はが 關 

夕 一さ强 力 巧な の# な 一 内閣 巧 巧の フ アブ シ * 的改ぞ I セ 


フ アブ シスト 田を の 致 お 機構 二、 

图 家を f 手 f 」5f S も 著 ミ 憂 《々—Iff 

して i 力に 人民を— し— 則 も ある。 f 强 力な このな 門 じは i— 
加 へらた それ じょつ て § のを 治 i じ 間接の 製が 加 へられる ので ある。 ... ..... 
(Rocs, 名. 妄. PP. 1 ド 13〕 」 

回 も 4- 八 器 篆人寶 漂 KS 請と され 來 つた 黒 霉ホ 1、 々やを 
れか閑 秦努基 ミと 受表 下に 雲 ミ T ゐる 。一九二 畫 S のが 1 
大— はか、 ろ i み 蛮 寶 裏を 制度 化」、 富 A 菜、 氏 ホ SS きを 

法 化した おで 注目 さるべき ものである。 


ばを の 巧を 辭 する ことじな つて ゐ るから お 意を が おした 巧 巧 巧 巧が 出 ホない 〇又 

巧 閒ミも ご 內部ミ い TAI 、 留は馨 C 於け る夕 襄の 篡 によ つて 
巧 はれる S 重で t から、 首實ら 幕と な b 閣 貝は 馨領 《怒の 者を W 
て 之た？ る こ矣出 ホ、 閒 巧の 調 誘 制を 保つ C 使 利で みる。 をの 上 論 おの 
夕髮 ミミ 留 •ん 組？ れ ると 5 ことは、 立 凄と 资 S 表 霧な 塞 

を 保つ 上 じが 合が よい 一 と大枯 彼等 S 考へ 方は かぅ でる る。 しかし、 7 ァッ シ 
ズムの 巧訟家 達に よれば、 巧 程 議院 內閣 制は さぅ した 特徴を 持つ ては ゐ るか、 を 
れは議 を じ 紀對夕 か獻か ある 場を ご」 とで あつて、 ，蘇を' じ， 孙 が^^^’^' 僻那 

を^^^:5^^|「か為か离’が資巧巧れ るザ辣な巧賊触 げをくる持ミ ミ を 
ミ。； n はこ S の 事 倩を みの 如く 說 明して ゐる I 

r を 近 十 年間の 證巧治 あじが ける 發を 0 おお 巧な 支が は 帝阐案 S 法に 關 してを な 
無み でを つた。 帝國案 Q 寒 法は ま權 Q 主なる 謹 能を 執 巧 推力 及び そ 05 たる 璧 
さ 一章 a さ？ ま I 內 S 度 C 7 ァッ •ご 的 ホす - Ly 


フ アブ シスト 田を の 致 お «« 


:^^^王^^::::^ミこれをきーホ的ミミ して辟規し、 §の氣巧れ 
I 巧つ て 踊る 攫たら」 &了 はならない 。寶 S さ 置 ミ— 椎 力で あつて、 しか 
，もを の 最离の 元首は 豐 である 〇吝 Walt ミ 扫 里口晏 ごさ づ e 。 氏。— 客、 爱 養〕 

この キ：康 はを じ 制度 化されて み 写つ の 法律を お成し わ。 幻を 絮蒂 ぶが-」 
じ關 する 一九二 五 年 十一 耳卒 皆の 法 勇 ニニ さ 露、^ 堯發 巧に 開ず る 
一寫鏡 S 棉化 じ關 する 一九 三 ハ 年 一巧 一字 一口の な冀 so 號。 

フ アツ シヨ 政權 確な 前 じがけ るィ タッ ふ 暴ち ィ T ス 、フク ンス をの 他 
の T 。 ツパ諸 脚 等と 问じ < 護內閣 制 じ 基いて 稚 成され 5 たが、 慕の 賴ぶ 
巧 大に關 する 前 _ K 法律は こ S 院爵制 じ 徹底的な 斧が を 加へ た。 民 ホ 塞^ 
巧 蒙 達：.： ょた S 內閒 制は 夕 S 諸 點に慧 •か あると 考 へられ T ゐ こ 。 P 

•つ 第一 じ內 i — 巧の 上 じな— るので あるから— 巧 制 化を 防止す 

る こ 表で—。 莫臣は 通常 富 C 安」 5? 任を 負 ひ 、 fs 巧を 失へ 


これまでの 憲法 上の 憤 巧 じよる ちな 院內閒 制の 巧 巧は 一般 じ 巧 動と 政？ の巧 のが 
一を 息 掌る 二と なく、 どちらを 云へ ばぞ ろみ 大臣が 化奚臣 Q 行爲霉 して 凡て 巧 
巧を 持つ と云ム 風な 大臣 閒 のをを な 速帶黄 巧を な 巧す る ものと おへられ てきた。 こん 卜よ 
ゎけで 內 S 統一と 云 ふことは 强巧 じなる どころ か髮 0 基 C なつた。 何故ならば それ 
はが おを 倍加し •をて 大 塁を してな 前よ。 一麻 慌 しさ、 短命な も 0 たらしむ る やぅ 
な ことじな つ.^ から。 フ アッ シスト 政 巧の 下 じがて 巧 內閣は 直 じな 巧’ 巧 動の 巧の 

巧 一を 巧 得し •それは 養 G 墓 じよつ て 蒸と 搪持 された。 ホい 連 雲 任 0 愚は 巧 
動の 夕樣 巧を 巧 想して ゐ るた & じ巧萊 されろ それ 巧 じ 1 つ Q 政策し ない 時代 こ 
は •卽ち 巧 動が が 一され る 時代 じは、 さぅ した も S 最早が 壽 山がない ので ゎる。 た 
e 技術的な 語 留 だ： t がが 一 G 任 巧る ！ J 過ぎない。 何故ならば こ 8 S がて は 側* 
の 化 まは 备 大巧 達 じよつて 巧され 得る からで ある。 

L 政 巧 SS 首長た るす 相 i 董 G 巧 能は •かくて 特別 S 塞を 帶 びる 呈る 〇 备乂 
巧 巧の 巧 《上 およびむ 治 上の 巧ち を 持つ たおを の 一巧 力 •或 S 一巧 西の 代表を とし 
夕 一章 a 力 R 麻の 宝 —— 巧瞄巧 巧の フ アブ シ a 的を ザ ニー 


7 アブ シスト H 家の かお «裤 二— 

r 巧 巧せ」 《馨 C 對 しては 筑ニホ 的な & 力と 巧 おがが § 能 をが なする C す ダない 
巧 挽な 立を 政治を 横 立した のでを つ to 

•しかる じ 憲法 上の 憤な は 長い間 じこの 憲法を i して， なじ 謀を」 •かく ミ 衆な 院 
じ ョリ タくの巧 力を 賊 巧し 來 つたので ぁる〇 ホ函じ 比較的 同薑を 持つ た夕 おが 户 
在て ゐる 力ぎ りか、 る 組 巧は 善を 惡 かれ 何等かの 巧 動を なおた 巧 違ない。 一 

^ し^^ .巧 孫- 詞 化なる 政 . 知 ；：^ 

f 脯し 得な くな ゥ 、墓は s」s も ミな つた。 i 院は少 繁备サ 集めと を 
り 內閣蔓 凡て C— がを Q 中 u 代表され てゐ をを 怒 協力 巧閒 となら ざるを 巧な 
かつち 一入の— の 下 じがけ を寶 なを 固な 一翠 位と しての 巧 巧の なをは •を 大臣 
が自 17 白— 屢 i 令 握 i くた 忘. をく 失 はれて しまつた。 こ 
のことは 香 避 的 じ 政 巧の 雲 能を をを を 冀狀態 じ 導かざる を璧 かつち 
巧 巧の 巧 一は 7T ソ シズ ム？ じょつ i た 基礎 0 上に S •とれ •ながょ。 も遙か 
じ 能 ホ 的な 》 完全な ものと され to 


ふ 必要が な < なつた 。首相は た •、政府の 政 おの お咎 のを 肢に其 b 、 网王 におして 
き 巧を 負へ ばい、 ので ある。 議 をの 信任、 不信任は を 巧の 地 化を 動かす が 等の 力 

を も 持ち 得な： >。 幕を •、 固’お"封 て 巧免 をた レ|れ：^";^衝か.巧み 
這 巧 か S 含現畜 S 豐ミ 被を の莉か 此^^が 辄 '帥 新； iN 

巧と する ことじな つて ゐ るかで， あるから、.， 若， しも 孤を 巧が 巧 滞 巧 抓を 命 W ピ 
副を さへ しな けれ 成 何時まで 現職 じ， 領 つで わられる ゎけで ある a か< の 机く 時 
巧の 地位は まし <强 化され わか、 反 おじ 謀 院內閣 制け 化のを むに 比して をの 地 化 
が 非常 じ 引き下げられた のはを お 大臣で ある。 議院 內閣 制の 下 じ 於て は 巧を 大臣 
としては备省大臣と曾巧との間に何等上下の關係はな^^いことになつてゐる 
が、 巧 法律は こ S 點に 根本 接 霞を 加へ た。 篇 とみお 大臣とは 並列 的 じ關巧 
から 上下 的な 關巧 にお へられ、 をを 大臣は 自己のを 巧 動に 朗 して 巧ぶ とを がに 寅 
巧を 負 ふこと を 巧 ホされ てゐ る。 しかも、 みち 大臣の 巧を はを 相の 申 詔 じを いて 
第二 章 ■力* 巧 eg な — 内* « 度の ファ ヴシ ■的た 革 二 一二 


フ アブ シスト 苗を のみ お « 街 

自 か？ な— を 愛 〔」 やぅ 參る ところ 0 •か S # 巧 治 C がける 蒙 
^ち •そのな寒じ巧らなぃ。 —蓄じ立つ囊の 一—を 擊る のは^^ 

くた 、一人の 人間でなくて はならぬ。 な 請議は 最も 霎な詩 S 閒と して？ 

、一^は f まても をい：^ • ^ 〔震 雲ち 雲^ 巧— な なお 獲 製り 巧な 
のて ある 。」 (If A ., Th こ if f 一 f f I す 日 J •二。 ジ 。を 目 
sd 暑？"* lited 夕 Tomaso 呈一呈 SS 、 写 ちム さ 


ロブ 3 


の； \ 上 0 留は 謀院內 閣芭對 する 批科 《を、 留 叢に 勒 ずる ファ 
ブシ ズ厶 G 霎な 雲を をんで ゐ る。 從 ホ內閣 じ警果 されつ、 あつむ 認が连 
の 覆を 首相た •、一人に 果 さし 《ん とする ま 張が 卽 ちえで るる。 一九二 五 字 

二月 I i 十 皆 G 津 ® 二5愛、琴^、&^器護5琶かならむ。 

この 法律 じょれば 宵 焚 蓬は 謀 院內閣 制の 首相の 地 停 比し T 化较 ミら り ま 
ど强 化された。 先 •っ 空に を 心， を かを 篆 八」^ 


係に ょらて 定まる こと 等は、 一す アッ シズ ム巧 制度のを おとみ 省大 f の關 g 
じ 似て ゐる V 對馨 S 問 管なる と 兩叫管 於け 奚 統領と 幕の 地 化は 非常 
じ異 つて ゐる S でる る。； ッ为は 可成 露な 一二 權を堇 葬を 採 b おれて ゐ るた 
めに 碁 讚た &大 S 及び 各部眷 は攀 一.: 議席を だない S 請で ぁ 6、 

なつて 又 自ら 蘇を じ 出が し 5 S 酬 ずる こ.^ •か 出がない や •っじな つ ミる) 勿 

寞 統領 S 場合に 遠 謹を じ 奪 W をを ミ 馨な政 おじ 擊&円 S 赢化义 は 

希望を 述 •へる こと •ん 出來 るか‘ それぶ ジ」 とは 許 3 をい。 講 をは 大統領 わょ 
びを 部 お 官 と獨 立に 自己 sf 隻し姆 る名& る。 大が 頼は 議 君 おして 俗 
f ダ かやる こと も 出を けな 閉令 又は 解散を 命 乎る 事 も 出 ホない】 f を 巧 巡 
した 法律案に 管 T は成攀 質 暴を 持 ミは ゐる •か •をと I みして 結 お 
的な も S ではない。 若しも 大讀 •ん 藻を Q 靈 さお 霉 案に 间怠 しない 端々 じ 
ち慧 をは I 二 かの 二の 多 か 決を 單既 巧と して これを 排除ず る ことか 出义 るから 

夕ータ g さ 巧の さ — 《阳 巧が のフ アッ シ BI 的な 革 二 正 


フ アブ シスト 田を のを お檐餐 二 5 

困 王 かこれ を 斤 ふと 云 ふこと になつ てゐ るので あるから、 巧 甘 〇 巧 3 加.^ よ 直 も 
じ 各ち 大臣の 地 化を ち あし 得る ので ある。 此處 では 唐が はもは や 巧つ ての 誰に う 
巧 かげ 代のを 巧の 姑く、 わ*、 單 なる 閒 なでな < 、名が 共に を領 G ので ある。 巧、 
局 課の 新設、 廢 <1 口、 をのが 織、 職制の 變改 等々 闽家的 軍 巧帘巧 じ,^ いても 巧つ 
ての 如 < を 大臣の 合 謀 儘と しての 內 牌の 手を 粹る ことな < 、巧 巧り 一 去 こよつ て 

島に おか— 言れ を 巧 ふこ 糸 出 f 。 幕は 必繁る 場な には 義 かによ 

b 一省 力ま かを を 自ら 巧 巧 お 巧す る こと も出乂 る。 

睁巧 とみお 大巧との 關 巧じ關 ずる 映 b 、 この 制度は 一見 アメリヵな ホ 關の乂 が 
巧內巧 制に 似て ゐ るよぅ な 印を を與 へる か、 巧は 兩 巧の 閒 じは 非常に 大きな 脚き 
が あるので ある。 成程 國務じ おする 巧 f 大 S 一人 かる ふこ もみ 部 お宮 (潔 
な 內閣ぉ 誰 s みお 大臣 じ當 が昌 W 巧を 事 おに gl 」、 謀を に 管？ く 

大統領 じ？ T 皇をを ふこと、 畫雙暮 命 资進资 一に 大續の 信な 峭 


* このお 義じ關 し T 2 義 •ん許 5 れ る： すぎない。 を 《謀 決： si 名 巧 祟 
じよる ことは 同前で みる。 壽 相は 屋ご方 じ 於 了雲 言れ わ 雲を 他 琴- 
^ 附 して、 を 謀、 養を ホむ る 護を 持つ てゐ る。 一な を盞お 雲が— こ 
がて？ ぶ 油 過 お) 時は、 震 案は 暑の 譜院 じ還附 され、 をの 修正 おのみ 

じついて 計 論、 議决が 巧 はれる。 か <1 ると 7ァ ッ シ •スム 新 制度の 下 お てよ 
苗 巧の 前に 議を •ん 如何 じが 方 化され T ゐ るか •、みるで ぁらぇ 

^ か、 蒸 食 Q 勇 袋た 《の 俟作 はた •、これの 舌 甲る も？ よない。 

費慷 化。 も 置 固を 單ミ 昏非趴 

，巧， U ド 夏た 立 寡を お i を」 了 も 引と-^. へし ミ. 

るので ぁ ミ卽ち この 法律は 寫携關 の 巧 ひ 得を 法— をを 卜微大 し、 巧 要 
な津を ffs 8 なし fes 關の 置よ ミ 雲し 得る 道を 開いた。 卽 
ち該を 律 第一 おじ よれば、 巧 《翼の 決を を經 、厨髮 (困み 機闕 となつ たファ 

k9 V ^ It t— r ^ p , ft', 


第二ち a さなの ミ I 內智ホ 5ァッ •ご 的を で 


ニ セ 


7 アブ ン スト 田家の 致が 機な ニ ホ 

である。 この 排除 か 成 巧す ると 議案は 巧 ぴ巧活 して 巧 律と なる。 法律と なつご W 
上は 大巧 箱に 執 巧の 義務 か 生ずる ので ある。 かょぅに 考 へて ホる と アメリヵ 大ぇ 
巧の 議 を じ おする ま 制 力は さは ど强 力な もので ない ことが かる。 これ こだして フ 
アツ シズ ム巧 制度の 下に 於け るを 相は、 講 をに おして 巧 倒 的な を 制 力を 持つ てゐ 
る。 巧の 權 化が 大に瞒 する 前記の^^^ 擅 出 VW - づ；^ 昭 擅に ち 
謀 權を睁 巧に 賦與 し、 か 何なる 巧 趙も睁 巧の 阴意 .巧し‘ じ 上下 お 玲 じ' 鄕 人-; T 
を A へからざる ことを 規定して ゐ る。 かくて 睁 巧は 夕< の 謀 案の 中から 迸 過 確 巧の 
議案の みを 自由に 選出して これを 議 をに 提出す る ことか 出 ホる ので ある。，； 

もな ほを 決せら る > '議案 か あれば、 巧院 の】 方 じ 於て 巧み せられた 謀を に關 して 
は、 最初の 謀 決 後 少< とも ー ニケ 巧の 巧に を かの 議院 じ 巧 誘 決を ホめ る滿 化か 巧 巧 
じ賦與 されて ゐ る。 をの 場合 計 諭は 許されず、 討論 拔 きのが 記名 巧 祟 だけ か 許さ 
れる 。しかも 再議み を ホめ る 場合、 な 巧が 原案 じ 修正を 加へ てこれ を 巧 出ず るけ 


—璧 否寶 煎じ 蘇 會震ま 何れ か 一方 じを 出せねば ならち もしも 兩院中 

の 一方に 於て これが を 巧され たなら ば、 この 枢 巧の 錢 まと 共 じこの 颗 かは 消がず 
る。 义發 かな ニケ 年を？ も 法律 じさを い 客は 紹 S 了と 共に ミ 巧 力を 
失 ふので お 寡 か かき 霜 姑 闲 3 大旨 巧の 椎裝 がと 製刮、 > ‘ 

’ 作け^。 までは 議 をは もはや 曾つ ミ 如くを の宗 源では なく、 むしろを 
巧 巧の 領巧 じがけ る 政赞た •、がなる が 做が に亂 ぎない。 從つミ 前 だけは 问じ 
洁 合で も、 lli を囊華 かな b し蜗の 謀を とは、 t 雪 泥の 巧を なので ぁる。 
しかし 何が じ 執巧權 力に か < 蘇を をが 服せ しむる 必巧か あるの か？ 何が じ 

葛 穿の 證を しか <增大 甘し むる 必耍 がゐ るの か？； 3 はえ 巧 由を 巧 
のかく 說 巧して ゐる 

r 執行 權力 SS 布權に 学る こ Q 法律は 審 Q 立法 活動と を S 力 02 巧 巧との 

第二 ♦巧 さおの さ 《巧 巧が のフ アツ シ * 的 化す 二 九 



フ アツ シスト 田家の 度な 樓梅 二八 

ブ シスト 大が 謀を のこと) の惹 見を 巧した るな、 おを は 次の 誰 巧に 賊 する 巧が を 
巧 布す る ことか お ホる とる ふので ある —— 一、 法律の 施な、 一一、 執行 推力の 礁化 
巧 使 •一二、 闽家巧 政の 組綻 ぶび 諸 機能、 をを 人の 組が (ボ 町け、 縣 、法人が をが 
する を 共 穂が 施設、 大學 、高等 諸を 伎を 除 <) 、叉を の 第二 俟は 外關 との 閒じ 締結 
された お 的の ホ 認は 、法律を 必要と する 場を でも、 巧議の 巧備み 蘇に 基き、 諸大 
臣の巧 術み 謀 わよ び閉務 院の惹 見を おした る 巧、 おか じよつ て 行 はれ 巧る 旨を 規 
をし、 巧 一二 傍は 政府が 巧が じよ b 滿 限のを 託を 巧け てゐろ 場合、 巧 ひは 忿 おせる 
ホ 情 わよ び紀 巧の 必要 かこれ を 要求す る瑞 をには、 巧 讓の巧 備み該 じぶ き、 おか 
じよつ て 法律と 同等の 劾 力を がする 規則を 蘇 巧し 巧る 旨を 規定して ゐ る。 が、 を 
の 際 何が 一 お 急 あ 甘る 事情 か、 何が 一 お 斬ち の 必要 か心齡 4^ i か^ 献 私： い 
のでみ るから この 巧 一二 お 巧 二 巧を 利用して、 巧が は 巧が 自己のを ふ 通 b の 規則を 
巧 布し 得る わけで ある。 がし、 この 第二 巧じ锅 する 巧 かは 他の 班 由な き 化 b をの 


第ー ニ 章 フ アブ シズ ム 新選 擧法 


執 巧 權ま强 化 S た 含 7 アツ シズ ム •ん— の 議—攻 # ずる ことは 前述の か 

くで あるが、， を」 とから 7; シ .スム は tf と 相 巧れ ない 表 だと 云 ふや 

弓な 8 を 謀き 出して はならない。 成程 7 アツ シズ ムは f の 「齿 をを 蒙す 

るか、 ホ 面 決して ミ 富 性を 霊す る ものでは S ので ある。 D 三は 述べて 
ゐる —— 

r フ アツ シズ ムは巧 程 謹を や逛 をの 巧を と戟 つて 舅顯畫 張した が •ホして 審の 
巧 力の あ 用を を お視 . J なかつ ち 五 口々 は 謹を が もはや 化 巧を して 大衆と 讀せ しろと 

ホの おがを 管ち 案 0、 ピ囊義 こ ミ^一 ミ > 一とを ま おす 

るので ある。 故 じ f はま 院內曲 制の 巧 をと まみの おおを とを 持# する J かし 乍ら を 

S 一章 7アヴ レズ A 巧 S 巧 



フアヴ シスト 两 巧の 致 巧«« 吉〇 

巧の お 巧を かを ずる ものである。 み巧權 力の 立法 活 巧を 制 化せん とする 债 向は フ アツ シ 
ズム 出現 前の な 年間 じがけ る 特色で わつ た。 それは まを が 侵が したから ガ とも 云へ やう 
し •化の 理由から だと も 云へ やうが •その 巧れ じ 甘ょ 巧の 立法の々 巧が 凡ての 合理的を 
限 巧を 培み 越えて 溃大 される ー ホ、 同時 じな 巧の 統制 力が 巧め られ たことは i である 0 
かくて 現今の やうな •經巧 上 •巧を 上の 急速な 移〇變 りが 政府 巧 動の 不 巧の 進 おを 必耍 
とし. を 巧 巧 動じな がょりも ョリーが 巧 寂 深い 能率的な 巧 巧を 巧 ホして ゐるじ も拘ら 
ず •執行 椎 力の 自 もは 益々 制披 される と 云つ た 樣を奇 がな お 巧が 現 はれた ので ある 。を 
つて 執行 巧 力じ充 みの 巧 巧のを 地を 巧へ る ことが 必巧 にな 0 た。 拙齒 じがて この 洩 巧は. 
巧 的れ を 的 進 ホが 巧稚 であった 時代の 小さい 駐 まの ためじを， れ でみ， だ ホ 化^が^ 
を ホた すと 同時ち 今や f 巧 合 は 墓’ 聲じ 学る 8 とされて るると ころ 
で立法權を巧巧する樣限をな府じ與 へ んとし て ゐる の である^(1100^,0、 411こ3ミっ0弓，なき 
をを •本 ミク quoted fro 日 4曼 5 a Fascia 日 und W す？ を ミ！ by T 旨 S 80151,1931、 夕 cn 


がれ じ 屈 おせしめた。 

大衆は 薑的じ 意思 塞を 巧ム ことが 出 米を い。 霎薑的 じ 代議 壬を 港ぶ ことを や 

大衆は メ ，ン (ぎ 星が 寫 做』 (読と i — 巧 S 塞 f つて •或るち 
庶 的み ろ卽ち 『指導 窒の憲 じ お ふが 向を 持つ てゐろ 政が の 

氣 f 憲擧 icAi —’— ミ 『 i — 声 ir 

い^^^;^^^ れ ばなら ち^: 替が割 じわり 、 おを-ぶ 
つ S じは 少しの 質み'; P 貴 y れ巧马 S 酒が^^^れ る 為を を 候補を 
や 代 謀 ま證蒙 完全に 遇— 骑 Q 5 握られる と 5、 一とち 農 志 S ら 大衆の 指 

導 ホ’ ilif ぶ & is 罩か 、曇— す— 

ホす るので t 。 ち力づ をち 

お 補 ホ Q 指名が 震 震 •蘇 じ 任 かされた 變ピも S は 少しも 改善され なかつ た。 さ 
ぅした 画は 臺 上を も— 恥を 困— 利害の ことな ど 少しも お へ をい •囊 じ 巧し 

ぞ 一: 夕 7 アッ シズ ム巧进 巧 法 


ファ ヴ シスト 雨 X の 致 巧 « 麻 J ニニ 

の 菜 巧から ちつても ホ その 巧 化の 方法から を つても* 备趣 おを 曲 植をま 配して ゐるあ 
おの 說明 者で あり、 旦つ围 巧の 大きを 利害の 代を 者た る 人* じょつ て憐 巧され るを 謹が • 
巧 おの 唐 法 上の 諸 巧 關の間 じが 立の お 地を 持つべき で わると 云 ふことは 巧 ひなを ことで 
ある oj(roc8. The t 3 呂 for 日泛 ion 泛 を®！ 3 ミタ q 口 泛 を！ Vom s - wb，t is Fas 色 B 日 sd < す？，- 
edit 里 一 bj To 己 aso Mill a 日 i- 1931、 でで •。一— 居) 

しかし、 フ ァツ シズ ムが議 をの お 用 性を 認める と 云 ふことは、 自由 民 ホ ホを 時 

^ の _ ^擧 话ド 書； す， る U ほふ— ことを 意が」 巧。 露—* 

巧を 制度は 寶 S 力 じ おず ろ議を S 濁 基と 人 養 樵 S 黏一 75^ い 

IIT ^ フ ァツ シズ ム のな 場からは 許しが きものと される 勺。 ツコ はる ふ 

「しかし 乍ら， 自曲巧 主ま義 治下の 逛お 制度が フ ァツ シズ ム じょつ て创 なされた 化 治が 
おの 中で が 持す る ことの 出 ホな かつた ことは 明らかで ある。 

フ ァツ シストの お 義は人 巧 ま 推の 巧 新を を 化する 〇 人民 ま 巧の 巧 K は ー ホ ま椎を なを 
のみ じあり となし •なをを 田 案のを 茵巧閒 とを すと 共 じ •化 ホ 代 發± の お夕を 大衆のを 


「人 巧 ま 椎の巧 まじ 巧して 巧 索ま權 をを おする フ アツ シストの おを じょれば •なをは* 
それ かじ 义讓 みを お 巧す る 代な i 連は、 國 おの 主-巧な 巧銷 じな する もので わる。 彼等の 
を 巧は その 制 巧の 目的を 達し 巧る お 良の モ法じ 基いて 巧 はれねば ならぬ。 ホな 院 はみ 班 
れ をが 困の 巧 ホや氣 持を 解釋し •これを 國 民の おお 的な 巧 急な が ホと 調 かせし むる こと 
にょつ て •巧 巧 じ 協力して 立法を 巧 ふこと が 巧 一の 任務で あるな 上 •い、 遇擧 制度は 何 

ょりも 先づ國 S 磬化 された 勢 さ 依 だ. 曼 S 院 li 逛 出された 人，, f が 困. 灰の 利 
害-し 通廣し ！ 云は ば それらの 人々 が 言 巣の 歧髙 のな 化 じ 於け る 化 ホ 藻た る ことを 保を 
する もので なければ ならぬ と 云 ふことは 明らかで ある 〇」 ぶ 〇 で。 F PP 度— 泛) 

I I _ 

なお 的 代を w 度の 改单に 照す る 一九二 八 年 お 巧 十と 日の 巧 浄はフ アブ シズ ムの 
巧 上の 耍 求を 制度 化 レ わ； e 叫 も をん ことかかが， <,‘ oi 一を 一 〇 年 十二月 (円 山 度よ 
ままげ 代〕 のィ タブ— 进擧 なに ょれば 二十 一诸 W 上の 巧 女 わょ び 二十 一 お W 下で 
も欺洲 大巧で 巧な じ 服し わ 者には 一 おに 巧を 巧 か 巧 へられて ゐ た。 巧涅 巧々 がと 
S 安 7 アツ シご 巧遺舉 法 一；； お 



7 アッ シスト w をのみ お 機巧 I ユ因 

てを も 放 巧 的な 諸政 族 じよつ て 巧 はれた ので ある。 かくて 人 巧 ま 巧の 巧 巧は 巧 巧の 問 西 

じがて はを 謀 おや 巧 動は 治まから 成る ルな ホ ま 巧の 巧が じ轉 化した 〇」 ( KO 0 CO , 召. を. 
夕坛〕 

だか、 ファ ッ シズ ムの現 諭の 化 辯 者に よれば、 巧 巧 おを はた •、人民 ホが の獨斷 
を おへて して ゐる許 b でな < 、みの 點に 於ても 亦 間違つ てゐ る。 卽ら 社# を バタ 
じ 引き離されむ 伯々 人の た •、昭 たる 巧が と考 へて ゐる點 である。 

「更に 舊遇澡 制 巧は 社を 生 巧 —— をの 中 じがて は パラ^.^ じ 引き 稚 された 個人は 度は 無 
規 しても 差 まえない ほどの 代物で ある ！ のすな を 認めな かつた。 化な はた r 單 なる 個 
人の 集合では なく •巧 機 的 じがみ 合 ひ •共な して ゐる ところの 两植 のが 合植 である 〇こ 
れらの 小 あが 粗が •をの 中で 俯 人が なられ、 6 己の 巧 神 生 巧のを 礎を 巧 出す ところの 图 
民生 巧を 特色 づける ので ある 〇」 ( 11008 , 〇巧 cit •で 援) 

がら ば祷 蓮を 制度 じ 化る フ ァッ シズ ムの羅 巧 制度は か 何なる 巧 巧の もので なけ 
れぱ ならない か？ 引き 賴き ロッコを して 巧ら しめよぅ 


たす ことじよ つて これを 賦 巧され る ___ 1 を 一六 年晋 吉日の 巧 律 第 冗 六 ミ 
號 f よつ T 鼓な 甘ら れた 囊叟 ag 組を を ま拂ふ 者、 が厕 、縣 、巿 町が じ 
巧し f とも so ッ ぅの 直 雲を ま拂 ふか、 又は 國秦 ひは 縣 のを—. 寄を 巧 
ぞ ずる U 、 或 S ミ 巧 謹 S 所有を にし T 年差 00ッ_ フ S 利子 收 入を 有す 
^ち围 家、 縣 •市町 巧よ b . を 巧 的じ收 之」 受ける 者、 (俸給、 年畫 の® 

如々 ッッッ ク敎貪 或 S 翼に よつ て 許された 其の 他の がを のを 貝。 

被 選 f がと し T は滿 二十 冗費 ま？ たる こと、 ィタ ッふ圆 f 有し 民 
ほ 上 わよ び 巧 望 S 满 利を 有する 者た る こと 等 W 要 ホ 3 れ ミミ 衆 强院謀 貝の 
を おは 网 〇 〇 名で る ミを 困が た •、 1 つ S 蒙 跨を S する。 

巧は 一を H ハ年荀 氣 — rnilsgr 阿 巧條に な 1 

ちれを これら S 图板 S 推 おし f 謀 具 候補 まれは 賛 まか 兰 
巧、 卽ん八 8 名で ぁつて、 をの 劑常 かは みの 通りで みる I 

巧 11 : ホ 7 アブ シズ A 巧 羣法 



フ 7 ヴ シスト 函 家の 度 ホ «« ご 六 

しては 一一 一十ち な 上 わる こと •わよ び選擧 法の 要求す る 諸 巧 件を たを する ことと が 
あげられて ゐ たか、 化て 画み よ b 俸給を 巧 < る 者、 お 侶 わよ び圃 家の 扶助を 巧 < 
る 者は、 被港擧 巧な きものと されて ゐ わ。 化し 陸海 軍の が 巧、 备 大臣、 巧を ホを 
わよ び备 種の 高官は この 例外で あつた。 た •、をのな か 大臣、 巧務 々官を 除いての 
十 人を 超 ゆる ことかで きない ことじな つて ゐた だけで あつた。 ホ 謀院謀 員のを お 
は 五 111 五名、 卽ち 人口み と 一、 〇〇〇 人 じ 付き 一人の 巧を であつた 0( 一九 一一 年 
圃み 調査 じよる：} 還擧の 方を としては 一九】 九 年の 選を 巧 改正な 巧 比例代表制が 
採用され、 を 國は五 0 八の 選擧區 じみれ、 この 透擧 廈は义 一九、 五 0 八に 巧 かさ 

IP • • • . % I - cw » 4t I If A . — ご • ， J _ 1 J 

れてゐ わ。 かぅ しわ 普 制 巧の お热は 今や フ アッ シズ ム巧 透を 法 じよつ て 完全 じ】 
巧され た 日 

逐擧 獲は 二十 一 お 巧 上の 巧モ 、および 二十 一诸な 下で も 十八 おな 上で お 巧し 子 
供を 梓つ て ゐる巧 子、 叉は 子供を 持つ て ゐる放 夫は みの 諸 巧 件 中の がれ か 一つを 


六 •を 齒フ アツ シスト お 行事 巧 貝 組合が なを 二の 

(ハ) •フ アツ シスト 自ぉ 職業 家 あ 巧 立 藝術家 化を 蹄を を こ ハ 0 

’ 合 計 八 00 


議員 候補を の摊！ をが へられて ゐ るが のけは を 詔 職 巧糾 な々 闊總 蹄な 件— の— ル 
じ、 あにを 認 法人 巧链 わょ ぴ 或る 事赏 上の 巧 お (法人が をが しない •ん义 化、 がが ス 
巧恤 、裳 兵 等の 目のを 有ず る 超 家の じ 有用な 蒂巧 上の 阁佈) か ある。 これらの 巧 
捕の 推 鹿し 得る 講貝候 柿 者 おは 議員 定 おの 半數 、卽ち 二 00 名で あつて、 か 何，；^ 
る 巧 結が 何人 推 虎し 得る かな 带令 じょつ て 定められる ことじな つて ゐる 〇 TT^> 
曲 括の 推 旗す る 燕 員 候補者 表は ずべ てフ アッ シスト 大評講 をに 捉 出される。 フア 
ッ シスト 大評 謀を 纸 •巧 おでは これを 巧 巧して、 一つの 候補 巧 巧 じ 議員 候補者の 氏 
名じ從 つて これを ア^フ ア ベット 順 じ ホべ、 み 候補を の 側 じか 何む る閒牺 か推應 
したかを記したものを造る。 この中からフ ア ッ シ ス ト大评满を^£^一が睽齡がお：^ 

第ー ニ サフ アブ シズ ム巧 S 擧法 ち ホ 
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言 

.-7J 

フ アツ シスト 闲夕の わが 巧み 

，巧が お 側 


を巧フ アツ シストを ま 化が 合な 

を巧フ アツ シスト エ柔お 蹄な み 

を图 7 アツ シスト 商 菜 巧が 合を 

を巧フ アツ シスト 海上 及 空か 運が 莱總 蹄な. げ …… 
を巧フ 7 ツ シスト 悼 上 及 巧 化 水上 迷稔 萊化聯 なを. 


六 •を 闽フ アツ シストな 巧萊化 蹄な み 
P )， 巧備 を 側 


1、 を閔フ アツ シスト 哀お 化合 蹄な み 

二， を闽フ アツ シスト エ莱 巧が をな 蹄な み 

ご 一、 を阅フ アツ シストな 業從 まほ 組を 蹄な み 

四 •を 屏フ アツ シスト お 上 及を 中 運を 巧が 組を 巧 合を 

ち > を巧フ アツ シスト 座 上 及 巧 巧 水上 ぷ巧 巧® 組を 胡 合#. 


; ク〇 


を閔フ アツ シストな 業插 聯合 會 

を闽 7 アツ シスト お 業 從業員 おムロ 聯合 會 

を！： フ アツ シスト 海上 及 空中 運輸 お储聯 なを 

ネ巧フ アツ シスト 海上 及を 中 運輸 巧慟 組た 聯 なか …… 
を阁フ アツ シスト 睹上 及內地 水上 運輸 業總 聯合# …… 
を网フ アツ シスト 陸上 及 巧 地 水上 運輸 巧 働 組な-蹄 なを 

を巧フ アツ シスト 銀行業 綻 聯合を 

を巧フ アツ シスト 銀行 事務な 組な 聯合を 

を固フ アツ シスト 自由 喊案滚 及 獨立藝 術 家 組な 聯合 貪 

大 みお 巧閒係 ホ 

アカデミ>閒係巧 

美術が ち 關係 ホ 

巧 巧 協# 

巧 一 こち 7 アツ シズ ム巧 巧み 巧 


巧 



7 アブ シスト 巧を の 巧 お 巧な 四 0 

る ものを 造る ので ぁるか、 をの 險大 評議を じ 於て 必巧と 思惟 するとき にはを 巧が 

^ 提出-^ わ議 貝候奠 名簿 じ拘 b なく、 羣 、文學 、お 術、 政 お、 軍事 方が にが 
て 適 當と認 むる 人物を 自由にを を 候補者 表の 中 じ 挿入ず る こと •ん出 ホる。 從 つて 
，巧 定换補 席 陳咕わ 採 择—さ i る講具 候補 端 巧 呼‘ 必 .かし もも 脚が 加 如-^^ 敵^ 
.候補者 おじ 冗 比例す る ものでは な：， 夕例 へば 一を 一九を 一片 二十の 日フ アッ シス 
卜大評 謀を は、 をの 樵 化に ぶいての 00 名の 議員 候補者の 顏觸れ をみ をした が、 
それら 候補者の 巧 腐 綿な 力ち 阁粧は 巧の 如き もので ぁつた (外 おお 情報部、 圃巧 
事情、 巧 縮 第 己、 昭和 お年發 巧、 二； 化と 一二 九九. な 參 照) 


を図フ アツ シストな 業が 聯 なな 

を罔フ アツ シストを 巧 組な 聯合 か 

を阅フ アツ シスト エ業 城 聯合を 

を闯フ アツ シスト エ業 巧 働 化を が 合な . 


公 巧が 龙な 

巧 助 ネ餘暇 利用 局 

この 中 お 傭 者 職 菜 組合と が 傭を 職柔 組を との 講貝 候補 まなを 比较 する ことは が 
がみる 樂 をで ある。 何故ならば 兩 者は 共に 問 おの 謀 員 候補者 推薦 權を 賦與 され 乍 
ら 、大 が 謀を じよつ てみ ぶされ たを を 候補者 ま 中に 於て は、 雇 俯 お 職 まがな の 方 
が 被傭者 職柔 組合よ b も遙 かじ 夕< の 候補者を 採 巧され てゐる ことを ポ して ゐる 
からで ある。 從 つて 平等の 推腊權 は，、； 必中し もや 等の 代 衷碟を 患， 化する もので；；^ 

< いを なのな 誓 候補者の みまは 7 ァド； 卜大評 誰を の 手-じよ つて 藉 やぅ^ 
もちち され 得る もの だとを ふこと を 化 患せ ねばなら 5。 か < して 一度を を 候補 ホ 
まが 巧來 上る とを の^‘ 巧^ 第 ミ^ おじ これ じ おする 巧 票 か 巧 はれる。 巧 泉の お 
まは ブクト の铸 (ファッショのを 徵で 慌义は 構の 木の 束 わた ものの 中 じぞか 
はさ A 込まれて ゐ る) の 巧の 遵入 つた 透を 川 紙 じ 「わがは フ ァッ シスト 大が講 を . 

巧 一一: 章フ アツ シズ ム巧 3 舉を 巧ち 




ブ アブ シスト 巧 家の 巧 おな 巧 のこ 

初等 巧ち 關 なぞ 

7 アツ シスト そ 化 協を 

中を おち 

伊太利 固 立す リン ピック 協轉 

团替 ェ龙閲 巧者 

« 道 お業貞 傑# 

s 倩を 話從ま 巧 巧を 

伊太利 ヵソリック 巧 本部 

在 おお 人 協を 

巧 巧 兵 協 お 

巧 まを 社關係 そ 

ツ ...リング •クラ プ關巧 巧 

グン テ •アリギ エリ 協 皆 








お 


阳 


がの 巧を でも 講 席の 阳 みの 一二は フ アツ シスト じょつて 占める ことが 出 巧る やぅに 
がつ てゐ るので ある。 

W 上 新舊兩 制度を 比較す ると 其處 じは 非常に 大きな 相を が 看取され る。 舊 制： 隆 
はフ アツ シ イムの 巧 謂 「人民 ホ權」 を 前提と して ゐ るが かじ、 轨巧權 力の 選擧へ 
の 干げ は 话力排 おさる ぺ きもので あつたが、 反 おじ フ アツ シズ ム新 制度の 下に 於 
ては 執巧權 力の ための おみな 干 ホの 餘 地が 巧 かれて ゐ る。 速擧は 今や 大 ホの 惠化 
じよつ てで な < 、お 斤 權 力の 意見に よつ て 如何 樣じも だ あし 巧る やう じか 組まれ 
てゐ るので ある。 か < て さなき だ じ 轨巧樣 力への が 從を餘 儀な くされて ゐ た謀會 
は、 透擧 巧の か る ファッショの 改化 によつ て お巧摧 力の 前には 完を じが 力な も 
のとな つてし まつた のでみ る 0 


S : さ； ブ シズ ム巧 3 ♦を 四 直 



フ アブ ン スト 田を のな 巧 «« 巧 巧 

のを 表しれ 議員 候補者 表を ホ認 する か？」 と 善いた ものを 渡され、 をの 巧を 余 描 
としてあ認ずるか否かを 「ィ ゴ ス」 か巧ひは 「ノー」 かにょつ て示すことにだつ 
てゐミ 投票が 終る とを 固の 投票の 結を かを 投票 おの 選擧 與お官 にょつ て、 を圆 
の 中央 逃擧 與務 おむ る。— マ 控訴院に 報吿 される。 日—‘ いー マ，^^ でけ が 効 投 ^^ 
湿 如が 別 到ち 候補者 苟ぉ お詞 じだ 操を じ^^^’ g ^,^私胡 D 1巧の萊 に巧げら れ， 
をて 化 候 術 お S 當 選を蔓 印ず もがを も 勢か數 §5^ か 心 和 散い 露节 しか 
しが 劾 巧黑の 過牛數 かを を 候補を 表に 反 おの 場を じは 其の 巧を がまして 巧 建 舉’ゴ 
宴 I けず ミ 鶏 簽^ 場合け 前 W と異 6 气巧 00 ん g . 上の‘ 組な 比を 巧^^^;^^^ 
れ たるを S みを おず) を あずる を 巧 諸閒結 かすべ て 議員 候補者 巧 (がし-こ の'!^ 
話 載 さるべき 候输巧 おは 满員定 かの かが 711: な 下 U ; の缸 出た 託ろ た-それらの 教‘ 
一? おして 巧 累か巧 はれる。 をして 過半 おの 投票を 推 巧した もの じ 謀が の みの ミ 
力與 へられ、 巧ぶ 网か 《一 か 巧 西-ル 數に應 たてみ 巧に み 配され ろ卜義 皆 だ 


參 


なので ある。 司法官と 共 じ 辯 誰 ± も ホ 「反！ 一家の」 辯 諭を 弄する 場を じは 直ち じ 
をの 巧が を 停 化される。 

司を 一打 か 組 热も亦 政府の が 制に 便なる ためじ 稅端じ 中央 策賴 化された。 從ホ五 
宿所じ大審院がわかれてゐわのを口！ マ大審院 一 倚巧じお中し、 をの下に十六の 
お訴院 と】 一 あの 地方 热啊 所と 一、 〇〇〇 の おお 側 所と を 設け、 ィ タブ ー の 十二 
巧 ホ じは 刑事 問 お だけを 化 扳ふ铃 別 裁判 巧を お 見し わ。 此 外じ尙 一一 一つの 特別が 啊 
巧が 組な されて ゐ るか、 これ こを フ アツ シズ ム栽判 巧の 前衛を ホる ものである。 

ー フ ァツ シスト 國防 特別 戴 判 所 

困 家 巧 衛法じ 包含 さむた 巧殊 犯罪を 處巧 する ためじ 一九二 六 年に ななされ たも 
ので あつて、 をの 組攝 はを < 軍事的で ある。 正規軍の お 軍を 巧 長と し、 ファ ツシ 
タト 西 巧 ま 勇 巧の 將巧巧 名から 巧 成され、 反 闽家的 巧る を 化した もの じ 巧し、 化 

♦ H そ 巧 法 個 度の フ アブ シ ■化 田モ 



フ アツ シ K 卜 w 家の な ホが 巧 四 ホ 

第 四 章 巧 法制 度の ファッショ 化 

睁 巧の 巧 化 巧 大じ瞧 する をが、 執行 機 脚のを 規 お 巧 權じ賊 する 法律、 まじ 巧が 
的 代 ま 制を の 改正 じ關 ずる 法律 等に ょつ て、 な 法 部た る議 をの お 巧が 力に おず る 
をを なる 巧從が 制度 化された ことは 前述の か < であるか、 刮法 部た る 我 判 所の か 
巧 推力 じ 巧ず る關 巧は か 何で あるか？ 蘇み と共に お 刺 巧 も 亦完を じみ 巧 巧 力 じ 
がが せしめら る、 じ まつた。 司法官の 身み 保 隐の撤 巧、 司法 巧を 組沒の 改革 等は 
この ことを 示して ゐ る。 

フ ァ ツ シ ョ巧裁下のィタリ1の官まは司法宮をもをめて、 をおがれの生巧を閒 
はずな 巧の 方 かじ だする かかき 巧 巧を 巧した まは 罷を される ことじな つて ゐ るの 
であるから、 な府に 巧して 不利な が 決を 下す ことは をち じ 司法を の 胃の 赃の問 擅 


最なに今一 つ、 曾つてィタブー自由ホまの誇6であつたを高巧を裁剩巧、 閱お 
お 巧 巧を 讓 じついて 述べて わかねば ならぬ。 このを 慧 はあ府 のを 法 巧を におす る 
巧 一の 软濟 手段と して 非常 じ ま 要な 役 おを 持つ もので あつたが、 フ アッ シズ ムの 
だ 巧から すれば これは 巧勒 的なる べき 困み 巧 力 じ おして 围 おじ 巧 お 巧を 認 むる こ 
とじな b、 围み樓 力の 巧 一 上 不便で みると るふ 巧 由の 下 じ 困 お院第 I 二を 謀に 併を 
され、 完を じを 府の巧 制 下 じな たされる に まつた。 ( i ぞ hn •田。 r , ELWJMaki 日 g the 
Faeciat 8 t •ぞ Iss . 夕 99) 

か < て 司法 部 も 亦 立を 部と 同じ < 執 巧 巧 力への 屈な を餘 儀な < され、 一二 巧 か 立 
ままは 化を じを を じ 巧 まされた ので ある。 


11 田 さ 司法 « 度の フ アブ シ ■化 a 九 



フ アブ シスト 田家の 巧 巧植供 a\ 

刑、 あ 役、 鼠 籍剝奪 等の 刑罰を 巧し 得る ことじな つて ゐ る。 

11 フ アツ シスト 地方 委お會 

地方を 員を は 陸軍 商級將 巧、 國巧 義勇軍 お 巧、 お 事、 フ ァツ シスト 蘇の 地方 海 
記おから成ら、 をの判決じょつて政おのを疑者をを部ィタリーの例へばブパリな 
等 じ 配流ず る ことが 出來る ことじな つて ゐ る。 ク弓 gl . EscllBann , ヴ er Fi 民 KtlKch 。 

史 St in rtali き •一 這 0 •妾 •奠 —60 い 

一ニ フ ァツ シスト 勞働戴 判 所 

一九二 六 ザ 巧 月 一一 一日の 巧 律 第 お 六 一二 條に をぃて 設置され たもので ぁつて、 巧 お 
巧御關 係の 誰 問題の みを 化披ふ 特別 哉が 巧で みる。 (なほこれ に關 しては 第二 ぉ 
第で ま ファ ツ シスト 巧 働 お 判 所を 照) 


がて 謀 貝 中よ b 無記名 おおじよ つて 互選され た。 义备 おじは 縣 食と 巧 參 事を とが 

あ 6、 な參 事を 員は 縣 を 議員 中よ b 互逐 され、 なか 事は おのを 員と 共に おを じよ 

つて 透を された。 コン ミユ I ン (ボ町 巧) を 蘇 員 も おを 謀 員 も 組て をの 巧 巧は 巧 

年、 コ ンミユーン (ホ町巧心 を議はお年二囘、 なをはお年一囘を巧に開かれるこ 
とじな つて ゐれ 。な S の 目 S -。 Year - Boolc , 1 S 2, 巧 1023) 

しかし、 か < のかき を 巧 制度は フ アツ シズ ムに とつて はを のぶお 頗 巧れ る 民 ま 
ホを と共に 許し 巧き もので あつた 〇フ アツ ショ 的 論法を 用 ふるならば、 それは 彼 
等の 所謂 「人民 ま 巧の 巧 巧」 の 地方 的 現 はれ じ 外なら なかつ た。 從 つて ファ ツシ 
ズム がか、 るを 選 制度は 國み巧 力を 弱める と 云 ふ 理由の 下 じ 排斥 しれと しても、 
をれ は 彼等と しては 彼等の 常が 巧 ふべき ことを 巧つ たじ 迅ぎ なかつ た。 

地方自治 がの 巧 止じ賊 する 一九二 六 年の 法律は な ホのを を シンデ クわ よびを a 
なか 事の 代 b じ、 夫々 ポデスタ (P も ミろ と 巧ぶ 天が b 的 執巧官 と天隆 6 の 縣か事 

» お 章 地方 自巧 巧の* ぶ I 



ブグ ブシ* 卜苗 家の 致 ホ g 卿 ぶ 0 

第五 章 地方自治 制の 撤廢 

執行 獲力强 化の 要求は 萬舍 わょ び おお 巧じ勒 する 中央を 府の巧 化を まし < 巧大 
甘 しめたが、 同じ 耍 求は 地方 巧を の 上には 如何なる 姿を とつて 現 はれた であらぅ 
か？ 吾々 はを の 解答を^ 厚を がの 巧 止 じ M する 一九ニ ホち 巧 法律 中 じ 見出す 
ことができる 0 

】 义二々年のか頭までィタリ》の地方巧巧な編中には、 民まホを的巧舉制をじ 
基 < 宝 要な 機 明が 存在して ゐ た。 n ンミユ ー ン (ホ 町が)# 議わ ょび おを が これ 
である。 备 n ン ミ ユ ー ン (〇〇日日旨る は 1 九 】 五年二月巧日の法律じょら町巧を、 
わょびシ ンジク (必る一。〕 ょら巧つてゐた。 ボ書巧貝は町巧ホ謀貝中ょら豆 
選され、 コン ミユ t ン のちた ると 同時 じな 巧の 役貞 である シンジ ク は巧听 巧み じ 


の 巧 巧は 五 年で 巧莲の 妨げな きこと になつ てゐ る。 をの 巧 格と しては 或る 特 をの 
が 育 上の 巧が を 持つ てゐる こと、 又は をれ じ 代る コン ミユ ー ン巧 政の 經驗を 持つ 
てゐる こと、 或 ひじ 或る 條 件の 下じ戰 爭じ參 加した こと 等 か 巧 求され てゐ る 。 n 
ン ズ^ 夕の謀 員は W 前の コン ミユ t ン會議 の 議員の かく】 肢の巧 祟 じよろ のでは 
な < 、地 ホ 槪業 組な 圃链の 推薦した 人々 の 中から 內 お省か これを 選ち する ことじ 
なつて ゐ るので ある。 な 上 ミを 如 コン ミユ ー ンの かじ 特別 市制の 施 かれて ゐるも 
のに01マ およびナみ=^叫ある。 一 九二ち年十月二十八口閣談のホ認 (一 九二直 
年十月八日}を經た命か法じよつて、 01マボの自お制は巧止クれ、 ホ政は敕か 
じよつ て 任命され た 政府の 役人に 引が かれた。 が監 一ぶ、 副お監 二を、 部 お、 
(Rector) 十ろ 證問機 觸の蘿 員 八十 名 か 巧 命され た。 この 中說 巧機關 2 蘇 貝 八十 
名は 地方の 文化 巧植 、が 育 脚 結、 を ま閒巧 等の 推薦 じよる ことにな つて & る。 ナ 
'がブ のが'®^ 义 これとも 異 b 皇室を 員 (梦え 00™™^ 一 旨ろ じよつ てを 辖 されで 

第五ち 地方 自お 《 の撤 S 五 111 



ファ ヴ シスト 田家の 皮 巧«« 五 二 

とを 置き 換 へた。 0 萬 人な 上の 化 民を 有ず る コン ミユ ー ン じは ポデスタの 外 じ n 
ン ズ^ク ( cog 巳す〕 と 云 ふ ホが 巧を に 當る機 賊が盈 かれて ゐ るが、 をれ はもは や 
巧つての がき 講决 携關 では；；^ < 、巧單 。る 諮問 楼闕 じすぎ ない。 二 0 名 力 至 四 G 
をの 議員から 成つ てゐ る。 ポデスタは 巧算 のみを、 課棵の 場合には 必ず コンズ 瓜 
夕の惹 見を 敎さ ねばならぬ バ 、法律上 何等 コンズ^ 夕 のか 蘇 じ 拘束 さるる もので 
はない。 從 つて 若し ポデスタの 方針 か コンズ^ 夕 のを 成を 得な かつ わ 場合 じは、 
がか 幕のを 認を 求めて 自己の 原を を 執がず る ことか 出 ホる ので ある。 巧 巧 お 千 人’ 
0 上 二 萬 人な 下の コン ミユ 1 ンじ 於ても ポデスタの かじ コンズ ルタを 持つ のかを 
通で あるが、 之は 決して 法律上の 强制 じを < ものでは ない。 化 拐 お 千 人な 下の n 
ンミ ソ じ， 於で， 巧 § 上の 場合と 異 b 、 ポデスタは コンズ^ 夕な しじが おを 巧 ふ 
事が 出 ホる やぅ じな つて ゐ る。 义處 じょつ ては お 知事 じょつ て コンズ^ 夕じ 代る 
權 化を 賦 巧され た乂 と共に ポデスタ か 施を を 巧つ てゐ ると ころも ある。 ポデスタ 


々年 十月 八日の 3 ンミユ ニケの 中で、 この 改革を みのがき 言葉を なて 辯 護して ゐ 
る 

「この 巧が 巧は その お 能を 實證 した 公 港 制 巧の 代 〇 じな 黨 巧の 上 じ 巧な たる 申み なき 政 
巧な 阴を 盾き 換 へる であらぅ OJ 

「輿論と をム ものは 拥領 とか 巧 おとか じを いて か运 される もので をく •色々 な 性 巧 じぶ 
いて 化 巧され るので あるが、 小 中む 巧 じがて は 輿論の 巧を な 巧が がか かして ゐ る。 從ク 
て 公を を 巧 巧から おはん とするならば、 巧 人的 惡をや 化 巧 じ お 右され をい 行政が 巧 はれ 
なくて はなら をい 〇」 

r 巧つて 自治が 化 巧の 更生は S まの 活動に ょつ ての み 達成され 巧る ものである 。公な 巧 
政は なれな 能力と 特巧 なか 餐 とを 必 おとし •且 それは 巧 方 的 巧が 件を ち 度 せず、 巧ん ど 
度み 巧き も出來 ない 人民の 巧 政 巧 力 じ 巧す る閒 をつ た 巧 信を を 巧と するな 法制 度とは を 
< 巧 をれ ない〜 ので ある。」 

r 巧 R 巧 かじが ける この 巧 巧 0 た 一 お 巧 力の 巧 信は， なみ 巧 狂の ためじが 去せられ なけ 
.» お 夕 « 方 さ巧隹 0撇« ぉ 五 



7 ァヴン スト 历 家の 巧 ホ！！ な 五 巧 
ゐ ミ フ ァッ シズ ム の 新制 度の ためじ n ンミユ t ンが をを g 冕を 一を した 化 
< 、が も 亦を くその 面目を 一新して. 了.つ~ た 9 がちを こじが ては を速縣 かまの た b 
じ中襄 おょ b 天が b なか 事 •か慧 され、 をの お 冀の下 じ 農 か 事 一ろ が 長 
か あ fi 名 力 至 八重が 畳 かる、 じ まつた。 おか 事の 證は從 前 じ 比し 棵 度に 擠 
大 され、 V - K スタ！.： 對」 ては 中央政府 霄 C がけ &挣 髮畫 大臣に 興す るか か 
ふ 大の椎 隙を お ふこと か 許された この 外な ホな 巧して ゐた 謀み 認 としての 
巧を わょ び お 怒 事 ホ か 巧 止さた をの 化り じ講资 として お 巧 巧 寶を爸 目ジ 
ジミ— を > 旨 一を— さ〕 W 投 せされ た 夏 じ 縣內の 生ま— 動の 統制の ためじ、 

】 九 一二】 年 一二 月 おお 調 組を の投 なと 共に 縣 巧！！ を 合巧濟 ホ 證 

( cons お U 。 proYincIal 。 

をち Economia corpostiT ろか 置かる \ こを つた。 

この 改革は 明らた 地方 sc わける 民主 まま 雙 ま をを」 をぎ C し T 地方 巧 
致を 完全 じ 中央を 府の巧 栽 じ 巧が 甘した ものである。 フ ァッ シストを 府ょ 一九二 


第 六 章 一 國一黨 主義 —— フ ァブ シス 
卜黨 i 風 家との 融合 

第一 節 反對黨 撲滅 法 

吾々 はな 上の 巧說を 通じて フ ァツ シズ ム 支配の ためじは 如何なるを 治 機 權か化 
巧と される かを かる ことが 出 ホた。 巧 じ 今度は か、 るを お 機構の 運用 者 W 問題 じ 
をら ぅ。 

一九二 五年フ ァツ シスト お 巧 外の すべてのを 黨は をの 合法的な 在を 禁止され た 
が、 をれ じょつ てこれ らフ ァツ シズ ム反お 派の 巧 動が 直 もじ をれ 化 b 停 北され 巧 
る わけの ものでは なかつ た〇フ ァツ シズ ム じと つては々 や駐家 機错に 巧す る 反 お 

第 六 章 一 國一黨 ま g —— ファブレ K 卜黨と 田家 i の 贈を 五 セ 



7 アブ シスト 田家の ft お «* 五、 

れぱ をら をい。 i 」 了 5 雜 ii ょ if 着、 i 度まで f をけ 

れ ばなら ミ。」 ( RO 0 CO , 目。 pi を eocf を Fi . i , 19 妾で ミ 


のは 111 ヶ月な 上の 懲役 じ 加 ふるに 二 千 ブラ 0 上六于 リラな 下の 巧を。 巧 おじ 虛巧 
の申吿 をな しわを 或 ひは 不完全なる 申吿 をな した 者は ーヶ 年な 上のを 役 じ 加 ふる 
じ 五 千 ブラな 上 一二 萬 リラな 下の 巧を。 更に 犯人は 五ヶ 年 聞を 職に 就 < 賓格 停止。 
申吿 をな さない 場を、 叉は 申吿 をな しても 虛僞 、巧 ひは 不完 をの ホ吿 をな す 場を 
等、 化て これらの 場を には おか 事は 命 かじょ つて 該屏话 じ おおを 命ずる ことか 出 
ホる。 

この 法律の 今一つの 重要な 目的は 反フ ァッ シスト 官 巧の 曲を である。 困 家の 凡 
ての 官ぞ 、被傭者 •代理人 じして 地な 等 おの 商 下、 官の 文武を 問は ず、 ィ タリ！ 
因 內外じ おなされて 牛 ばが 密じ 活動す ると ころの、 或 ひは 秘密 結な の お 貝を 巧密 
じ 包 巧す ると ころの 組を、 巧 巧、 協を じ 籍をおいて ゐる まは、 たと へや 化 員で も 
巧の地位力ま顶業を免せられる。 同】 の規定は縣、 コンミューン (ホ町巧) ゎょ 
ぴ团み、 巧コ ン ミ ユー ンの法律わょぴをれらの巧護の下じある諸施おの吏貝、 が 

第 ホ 章 1*1黨ホ« —— フ アブ ン スト 黨と 巧を とのな を お 九 



フ アブ シスト 巧を の 度 お «« 五へ 

おのが 巧を なをし、 それを 眞じ 自己の 支 お 下に わ <必 巧 か捏 つた。 をの ためこよ 
中央 わよ び 地方を 巧 じて、 一切のを 共巧贿 から 反フ アブ シスト 官 をが ひけを 巧を 
«をすること、 ィタリー闽內に於ける化ての反フ ア ツ シ ス ト結化の巧滅を闷るこ 
と、 新 巧、 雜誌 をが 制して 反フ アツ シヨ 的 言論を か碎 する ことか 必要と された。 

巧 巧 おな なが 法 わよ びを 巧 刊行物 取が 巧は 卽 ちか、 る 巧 由 じぶ いてな 布され たも 
のでみ る 0 

一、 が密 結社な 締巧 こを 云 年 十一月 二十々 曰 法律 第二 0 二 化が) 
この法律の第 1 の目の心ィ^リー邮かじかける心^趴取,^ ^ い ^ いが^心か 
巧にある〇 ィタリー晒內义はをの巧民地內じ巧なサらる\、 或ひはをの中で巧動 

する 一切の 組ち 畏 、巧を ちな 等の 肇 、規 巧、 內規 、活囊 、历員 名ち 

巧の 他を けの 巧 巧と 治 巧の ためじ 巧 巧よ b 巧 ホされ る 巧 合 じは 何時でも、 が 等の 
組な わよ び 活巧じ 明ず る 敦吿を 巧み じ 提出せ ねばならね 。この 規 まじを たしで も 


これ じ 代つ て 貴 巧を をはねば ならね。 これら 巧 事 わよ び 編 おちは 單 におの じを め 
らるる許らでなく、 職ま的デャーナリストとしてをけにをがされ、 を辖拴訴院檢 
をの 許 巧を 巧け る ことが 巧 件と される。 理事 或 ひは おお 長で 少< ともを 訴院に デ 
ャ ー ナリ ストと して 登錄 されて ゐ ない 者は、 法律上 デャ I ナリ ストを 概柔 とずる 
ことが出ホない。 この點1般のデャーナプストについても同じである。 許可の申 
請 じ 常つ ては 控訴 おじ、 凡ての 竊巧 只者 名簿、 みおの 場合 じは をのを 款 のな ちわよ 
ぴ巧貝 名 巧を をむ 申 吿黃を 熙書じ おへて 提出せ ねばならない。 かぅる ふ 厄 かな 手 
巧き を 經て渐 < をの 發 巧を 許可 されても、 爲當 局に 「巧府 の 外交を 策を 巧 おし、 
又は 國の內 かじが て围 民の 信用を なけ、 まひは ホな < 困 おを 巧ち 甘し むる」 と認 
をされ たがを な、 忽ち おか 事の ためじ 沒收 される 。有罪を 宣言され る こと 二囘じ 
及べば 巧 事に よつ てな 巧の 許可 がれ 消される。 を 行の 詳可 がれ 消される じを つて 
は 通常な 事が をの 現 由を 申 渡す ことじな つて ゐ るが、 これ じ 巧し 不服 ある 者は 先 

第义々 一 國一* ま# —— フ アブ シスト* と！！ 家との* を 々一 



フ アブ シスト 画家の 致 お «« 六 〇 

麻 ま、 代 巧 人 じ も 亦 適用され る。 官 を、 被傭者に して、 官の文 載を 問は ず、 ィタ 
ブー困內外じがて設なせられ、 或ひは巧動しつ、ぁる組を、 巧お、 おをに瞄する 
者、 或 ひは 居した る 者 (過去にまで おらん とすろ 點に化 意) は、 たと へ 彼 かやな 
貝で ぁ b 、 をれ がか 何なる 結な なる じせょ、 围家お 巧の 場を には 大臣 じ、 をの 他 
の 凡ての 場合 じは 縣か事 じ申吿 する 義務 か ぁる。 申 吿の通 かを 受けて 二日な 巧 じ 
この 申吿 をな さなかつ わ 者け、 十五 日な 上 一ニ ヶ月な 下の 俸給の ち 巧を 停 化され、 
叉 巧 意に 虛悅の 申吿或 ひは 不完 をな 申吿 をな すを は、 六 ヶ月な 上の 俸 おのま 巧を 
停止され る ことじな つて ゐる〇 • 

二、 定期刊行物な 締法 (一を 一 五 年 十二月 一二 十一 曰 巧な 第二 一二 0 とが) 

こか か篆 的は義 刊巧； ^ A い 一策を！ ^ い St 聲永齊 かい。 

凡ての 巧 巧 わょ びを 巧 刊行物は をの 內を じ閒 して 黃 任を 負 ふ 巧 事を をめ なければ 
ならぬ が、 巧 事た るべき をが 元老な 議員 又は ホ 謀な 謀 員た る 場合には 、おおちが 


臣の巧 かする かみち 局長を 一名、 わよ び 司法大臣の 巧 かする 控訴な お 薄 二 名よ b 
ホる 特別を 貝を の！！ 查 巧、 內 巧、 が 巧 巧 大臣の 申 巧 じぶ < 巧 令に よつ てま 言され 
るが、 この 宣言は 夕< の 場合 困 巧 度 失 者の 巧を 差 巧の 宣吿 、或 ひは 重大なる 場を 
には かまな 收の宣 吿を伴 ふ ものである。 かを 差 巧への おかには 差 巧巧閒 わよ びか 
、る巧をよらをずる收入の支をが巧おされる〇 同巧まの巧ザ者かィタリ^じ膊ら 
ず じか 西に 歸 化した 場合. は、 沒收と 差 巧へ との 如何を 問は ず、 同 かま じ おする 巧 
ぞ锥は 失 はれる。 又 巧 おのち 失 か 画 巧の 存在を 前を とする おお、 巧 給、 をの 他 巧 
位 等の 巧 失を 伴 ふことは 云 ふまで もない 〇但 しこの 法を の 規定 じよる 两籍巧 失の 
巧 力は 本人 だけ じ 止ま b 、 夫、 妻、 子供 等 じは 及ばない ことじな つて ゐ る。 

巧 おの 自由 S 禁 がに 關 する これらの 諸を がは フ アツ シズみ の 一圃 一黨 制を 巧 保 
ずるた めの 不可 缺 のな 手段で あつて、 フ アツ シズ ム はこれ によつ で 團家巧 巧を 自 
からの 思 ふま、 じ 巧が せんとして ゐ るので ある。 從 つて か < の 巧き 手段 じよつ て 
» 力 章 I 函一黨 主義 i フ アブ ン スト 黨と函 家と 《酿を 六 互 
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づ 司法大臣 じ、 み じ 西 お院じ 控訴す る ことが 巧 ホる。 值 しその 結果な 事の# 巧が 
立が 不當 であると 云 ふこと にな つても、 をの 閒の 損を じ 巧ず る お 巧を 請求ず る こ 
とは 巧 ホない。 固 民 じは た*、 ま 巧 あるの みで ある。 

この 外 じ 困み 巧 街 法と 云 ふやぅな なおな 反 お 巧 巧 おを もを 巧され たか、 凡て こ 
れら をな てして は助內 の反フ アツ シストみ モを なが b 得る にす ぎず、 外圃に 亡命 
して 反フ アツ シヨ 運動を 巧 ふまを か 何ともず る ことか 出 ホない ためじ、 これらの 
巧 お 的 亡命を をな がるた めに 前代 ホ 巧の 校 巧な 法律が 遣られた。 一九二 六 年 一月 
一二 十一 日の 法律 第一 0 八 號が卽 ち をれ である 日 
この法律じょれぱ、 围かにがてィタリーホ困のを的巧序を#をし、 ィタブー困 
民の利を、 ィタリーの名ホわょび恃權を隹窜ずる巧巧をなし、 义はこれに加巧す 
る 者は、 たと へ それらの 巧を か 法律上の 犯罪を 巧 巧す いいか^^い とも、 困 おを 
が ザされ る ことじな つて ゐ る。 困 巧の が ザは 菌お院 謀 貝、 を 巧 巧 事な 長、 外務 大 


るかの かき 巧を 呈 する じ 至つ わ。 がる じ 事 巧 上は 依が として フ アツ シスト おの 私 
的 機 明 じすぎ なかつ たので、 巧じ围 みの 巧關 としてぶ の 巧 がをお かに 巧が 甘し む 
るた めじは、 なし < 法が のじ も 亦 これを 國 みのをの 機關 として 確認す べしと 去 ふ 
議論 か 担 6、 この 講 論は 漸く フ アツ シストな 內部 のま 配 的 怠を とな ら、 一九二 八 
年 九月 十九 日 開を の 大巧 謀を じは 「大評 謀# のを 律 化」 じ賊 する 巧が 案 か 提出 さ 
れる 運びと なつた。 勿論 この 巧が 案は 巧 場 一致 可み され、 同年 十一月 十 お 目には 
元老院を、 间じ < 十二月 八日 じは ホ 強な を 迸 巧した ので、 直 もじき ホの 御 裁可を 
仰いで 理九 H 巧 律 第 一 H ハ 九 一二 强と してを 布され た。 これにょ つて 巧 巧 的には 旣に 
困 家 機 明 化して ゐたフ アツ シスト 大を 謀を はお 式 的 じ も 亦 困み 巧 供と しての 要件 
を 具備ず る じ まつた ので ある。 從 つて フ アツ シスト 巧と 巧みとの 巧には 大 邦謀會 
を 巧 じて 有な 的な さおが 保たれる おじな つた 0 

それと ホに、 從 ホ巧大 を じ 於て 巧 出されて ゐわ大 が 藻を 貝の 巧 命ぶな も ホ 改正 

第 六 ♦ 1 K 1 * よを — フ アブ シスト K と 田* と ejg を ホ 五 
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ブ ァブ シズ ムは 一方 反對 なの 巧 頭、 巧 動じ 備 へる と共に、 化 方を々 自黨と 西 家 株 
巧との なを s 進に 巧 《つ、 ある。 をのを も 雲なる 現 はれは 7 ァッ； 卜大が 
謀を の圃家 機關化 わよ びフ ァッ シスト 黨 書記長、 フ ァッ シスト 黨 外が 团巧 (困 巧 
を 勇 軍、 を 少年 團、 處女图 、巧 業 組を 等 3 じ おず る 特典の 賦巧 である。 

第二 節 フ アッ シスト 大 評議 會の固 家 機關化 

フ アブ シスト 大評證 をは】 九 ニニ 年 ムッソ リー ニの フ ァッ シスト 巧 級 戴 巧 巧と 
共じ、 ィタリーの內おか巧じ關するを高のホ議決巧巧として設なされたものであ 
つた 力、 爾ホ をの 地位は を々 强 化さた 屢じ熙 しては 事げ 巧 貴 上の 巧 ザを お 
つて ホ わ。 巧 じ 一九二 八 年 冗 月 二十 一日の フ アッ シズ ム巧 涅擧法 じよつ て、 ファ 

ブ シスト 大評馨 が ホ 講院賛 候補者のを 蹇巧 表を 作成す る 樵 f 晒與 されて 
からと 5 ふ も S 、 をれ は 最早 一を 羡 私的な 閱と云 ふよ b も 画家のを 的 露と 


(卜 r 巧 巧 少年 困々 長 
(チ y 國巧 特別 栽 判 所々 を 

(り)、 を閔フ アツ シスト 公認 械業 組な 總蹄 たを をみ 長 
(ヌ) •を お 協調 組な 總栽 

ご 云， 國 家み ぴフ アツ シスト 革命 じ 功 銭 あるを > 或 ひは 特殊 巧け おで 政が 首 巧の 巧な を 
をけ たるを (この 人々 だけは 特に 巧 巧を ー ニケ 年と 限られて ゐ ろ) 

前記の 中 はじめの (一/ごご じ 度す る 人々 は 政府 首 おか 中 講じ 茄き 物な じょつ 
て 巧 免され るか、 最後の (一二)、 じ 面する 人々 はを 巧 挣お自 みの 命み にょつ て 自由 
じ 巧を される。 大評講 をの 議員 總 おはは じめ 五 0 名餘ら であつ わか、 餘 りに 人 か 
が夕 いと 云 ふことは 秘密の 漏洩を 巧ぐ のに 不便で あら、 且 おお S 能率を 附巧 ずる 
と 去 ふので、 一九二 九 年 十二月 十 巧 日 じは 新 じ 一つのは 泮 (巧 二〇 化 化號) かが 
布され て、 大評 謀を の 巧 成* ん辕 をされ わ。 をの 結果 終み 蘇 貝と しては マ 逃 軍 

度 六# 一田】 度 ま 萬 —— フ アブ シスト 黨 i 因 装 i の M 合 ホモ 



フ アツ シスト 因を の 巧 あ 巧な ホ-、 

され、 涅擧 制度 S でに 天が 6 的 任命 制度が 採用され る C 至つ た。 一九二 八 年 十 

二月を S 法律：.： ょると 大 S 食 S 憐寶 とし 5 み G 者襄 げられ T ゐる 

(こ •お 身强員 

(ィ〕 •口 I マ 進軍の 四 巨頭 (バ ルポ •ド •ボノ I •ビヤン キ> ド •ヴエ ツキ) 

( py 閣な じして 一一 一年な 上大評 蔑を 議貝 たりし ホ • 

(ハ〕 • I 九 ニニ 年な 後が 膊 したる フ アツ シスト 巧 劳記長 
ご 一)、 な 巧上當 なじ 謠貫 たる ホ 

(ィ) •元を 院 おょびを 蔚院な 長 
( C 〕 •罔 巧 大臣 
(ハ) •みを 政な ホ官 
(三〕 •巧 巧 義勇軍 綻 司令官 

(ホ)、 フ アツ シスト 黛琪記 長及ぴ 二を の 副を 記 長 

(へ) •伊太利 アカ デミ I を 長 及ぴフ アツ シスト 文化 おを* を 


を转 つて ゐる ものと、 さぅ でない ものとの 區 別が ある。 大郭 みを* か 決み 巧を 持つ 
て ゐる事 巧 じは —— 

(ィ) •ホ rf 院發員 公を 候補者を 巧の 作 巧 
. (ny フ アツ シストな の 綱領、 が則ぷ びな 治 方 か 
(ハ)、 フ アツ シスト 黨夕紀 ち 巧を 記を •巧 政 蒂記長 巧び がな# を 貝の 巧 お 

等が みるが、 これと 異 b た •、啓 問を 巧け るに すぎない お 巧は々 のがき ものから 巧 
b 立つ てゐる 

(ィ レ、 王化 巧 ホ， 阐 王の 特椎 及び 大權 

( n )， 大詳 註# •一九を 院 ぶび 衆 讓院の 構ぶ ホび じ權化 

(ハ)， 政府な 長の 巧が 义ぴ巧 限 

(二) •法的み 力を がする 巧 則の 巧 ホ 

(ホ) •化 まあ 合 及びを 巧 化を じ閒 する 規則 

第 ホ 章 1M1 黨ま義 1 7 アツ ン スト* と 田家との M を 大九 



7 T ヴシ x 卜面家 0 致 巧 « 卿 ホ 八 

の 四ち 巧の みが 巧 b 、 巧 員で 一一 一年 W 上大評 謀み の 謀 員た b しを わょ び 一九ニ ニ 年 
な-な 辭巧 したる ファ ッ シストな ま祀 ちは 大評 謀を 幾 員た る 巧が を# はれた。 又 巧 
巧 上な が 蘇 員 わるを の 中では 巧院謀 お、 固 お 大臣の 外、 ファ ッ シスト 巧 正 創 第 お 
長ぶ ぴ度柔 、エ柔 なを w 合を の 各を ちの A がを 員た るの 巧が を 認められ 、第ー ニの 
ー ニヶ 年 巧巧附 きのを 員 中で も 亦】 巧の 者の 巧が が 奪 はれた。 をの わめ 巧が 置 十六 
名の 謀 貝 も 二十ぶ じ滅 かされる じ まつた 。大巧 资 をな 頃の 巧が は 元を な 話 員 わ 
ょび ホ 蘇な 謀 貝の それと 同一で わつて、 現 巧 犯の 場合な 外は を b じを 捕せられ た 
b •又は 刑事 おおや タタの ホ 問じ附 せられ たらずる ことは ない。 叉大評 謀を 誤 員 
じ 巧して は 彼が フ ァッ シスト 黨 貝で みる 場合 じ も、 大浑 謀を のみ 蘇を おる ことな 
しじ 黨 はか 何なる！！^ あかを も 加へ る ことは 出 ホない ので ある 〇大巧 謀を 蘇 員は 
ホ 蘇院謀 員と 卖 b 名 春が であるか らお 則と してが おで ある。 

大巧 巧 ♦のみ 事は 化て 巧密 でみ るか、 これらの 謀 事の 中 じは 大巧 謀を かみ 法灌 


ことで、 大評議をの方から自發のじを議の開催を要求することは田ホ^^い。 從つ 
てこの 一事を なて しても 大 評議を か 巧 府の上 じ 化する ものでは ない ことは 明らか 
である。 しかし、 大 評議を が 持つ てゐ る圃務 大臣 補 お S ための 候補を 人名 ま 作製 
巧は、 閣 貝に おする 大 評議を の 暗 おの 統制を 可 おならしむ るに 巧 かで ある。 问じ 
ことは 謀を じ 就いても 云 ふこと か 巧 ホる。 謀を はを 律 上な を 事 巧じ賊 しては 大評 
議 をと 巧 立 じみ 議し 得る やぅ じな つて ゐ るが、 事 實は大 評議を か 衆 講院蘇 貝を を 
候補者 お簿の 作製 權を 持つ てゐ るた めじ、 大萍講 をの 意思 じ 反する 者は お 談院に 
留る ことが 出 ホない。 從 つて 衆議院の 大 評議を じ對 する 巧 立な なる ものは 巧 際は 
有名が 巧で みる。 最後 じ 園 壬と 大 評議を の 賊係も 亦 前 二者な 上の ものでは ない。 
大評證 おの 國 家機關 化じ關 ずる 一九二 八 年の 法律が、 王位 織が、 固 王の 大巧 わょ 
ぴ巧巧 等の 問題を 大評講 をの 諮問 事 巧と なした ことは 前述の かくで あるか、 これ 
がフ アッ シストの 云 ふが <從 ホょ b も 「却つて 窓を 上が 障せられ たる 闽 王の 地位 

巧 六 章 一曲 一黨 まま —— フ r ヴン スト 黨と 田ぞ とのな な セ ー 



IS アブ シス* 田家の 致 お« な モコ 

(へ) •ィ タリ I 閱 家と 法壬睹 との 閱な 

(卜) •ィタ， 1 本 妾び 植堯の 領虫變 巧 •累 •お葉に 關 する 网陪條 の 
なほこの 外大 評議を はな 府睁 おた るを 巧の 缺 具の 場合 じ備 ふるぶ め、 か 巧な ち 

の 提案に 雪 豐： J 捧呈す •へさ 人囊 わょ び屢 大臣贊 の 雪に 備ふ るぶ めの 

候補者 人ぶ をを 作製 準備す る ことじな つて ゐ る。 

々くの 如ち 瞒化且 重大な 權版 かさなき だ じ 樵 劈を 振つ て ホた 大評 蘇を の 地位を 
益々 ザ ドなら しめた ことは るふまで もない 。をれ は 今やな 府 におしても、 講 な こ 
おしても、 將义國 王に 對 しても、 無言の 中 じ 支配の 手を 差し延べて ゐ るので ある。 
が稱 f をの じ兒れ ば大評 強を は 決して 政府の 上 じ 位ず る ものでは ない。 大郭链 を 
薑 々の 前述- 3 たると ころに ょつ て 巧ら かなる 如く、 一方な がの 謎 問機蝴 でんる 
と共に、 他方 政が とフ アツ シスト 黨 との 聯絡 機關 なので ある。 大評 蘇を を 召 策す 
るか 巧 か、 义巧 集して か 巧なる 事を 議す るかは 專ら 政府げ 長の j 今こ懸 つて ゐる 


官 でもみ る わけで、 巧と 國 家との 境界 煤は これ じょつ て 益々 不み 明な ものと な 
6、 兩者 のな 合は ョリー 層 化 進され る じを つた。 

か < のか <フ アッ シスト 谋と 聞み とは 益々 同化の 道を 迪 つて ゐ るので あるが、 
もれは 決して 一九二 八 年の 大評講 をの 围 家機關 化から 始まつ たもので はない。 香 
々は 更に 一九二々 年 十月に 逆つ て 常時 巧 はれた 黨規 改正の 幕 情を 少し < 述べて わ 
< 必要が ある 〇 一九二 五 年 反 おおの 一 挿と 共じィ タリ I じは 名せ 共 じ フアッ シス 
卜 巧の 一 围一游 制が 巧 はれる 横 じな つたが、 を々 一風 一な 制 か 巧 はれ 始める と、 
地方に 於て は 巧々 黨 のを 見と 围 家の 惹 見との 閒じ おをひか おじ、 中央では これが 
が 制 じ ホ 巧 じ ぉつた を、 を 時 おのを 商巧銷 であつ たフ アッ シスト 大が 蘇を は 一九 
二丄 ハ 年 十月ぶ にお 規の 改正を 宜 首す るに まつた。 をの 眼 口は ホの 二 おで あつた。 

一、 一切の 法舉 ホを を 巧し、 お內に 中央 お權 ままを 巧 立ず る こと。 

二、 黨 の 活動を 政府の 巧 制 じ 地せ しめる こと。 

第 ホ 章 一田 1« ホ 巧 I フアプ シスト* と H 家との II を 七 I 二 
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フ アツ シ * 卜8 家の 政 巧 •街 セニ 

一巧 ま 巧なら しむる ものである」 かどぅ かは ホ 常な 巧 巧 か あらぅ。 

第 S 節 フ ァツ シスト 黨义 びその 外廓 團體 

ファ ツ シスト 大巧！！ をの 困み 巧關 化か ファ ツ シスト おと 巧 家との なをを 化 進す 
るる 大 のが 動力と なつた ことは 云 ふまで もない が、 ちじ これ じ拍 単を かける もの 
じフ ァツ シスト 黨蒂 記ち の 問題が わる。 フ ァツ シスト 黨を祀 おはを なの お 部で あ 
つて 何等 巧 家が 關 でない にも拘らず、 一九二 九 年 十二 巧 十の 日の 法律は ぶの 巧を 
をを 府睁 おの 申請 じぶ < 巧 かじょ つて 巧 ふ •へき 旨を 規 をして ゐ る。 しかも 一岛巧 
命され て お 者が をと なつた 人は、 巧を 上 常が にを お 巧 巧を 員を、 巧 おが 育を 謀、 
を围 協調 化を を 議 、お 巧 化な 中央を 員を の 蘇 員たら しめられ、 且が府 をち じがて 
必要と 認 むる 時 じは をの 申静 じぶ < 巧々 じょつ て 巧 寒 じさへ も參 加を 許される の 
である。 從 つて フ ァブ シスト 黨ま 記ち は 巧のを 离お 部で あると 同時 じ义闽 あのな 
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をの 結を 從來 蘇の 年み 大 をに 於て 巧 はれて ゐた役 具の 改逐 は、 地方 ファ ッシ a 
自身の ずに よつて 巧 はれて ゐた 地方 奢 記の 透擧 と共に 廢 化され、 すべての 蘇 幹部 
は 中央と 地方との 別な < 上から 天降 b 的に 任命され る ことじな つたので ある。 を 
の 推薦な 命の 系統は みの 通 b である 〇 ( 々巧 岡が 參 照) 

即ち 政府 睁長 (黨 を) の 推薦 巧を 持つ てゐ るのは 大評 謀を であつ C 、 をの 巧 か 
の 手が きは 旣じ 第二 章 じ 於て 述べた 进 b である。 蘇 寄 記ち は 政府 挣 おの 推薦に よ 
b 園 王に よつて 巧 命され、 地方 專記 長は 黨寄記 長の 推薦 じよ b 政府を 長に よつ て 
巧 かされる。 地方 ま お 長は 义地區 ぎ 記を 巧 命す る ことか 巧 ホる。 地 お 薄 おけ 推 巧 
じぶ かや 地方 寄 記 長の 一存に よつ て 任命され る。 黨の 最高 機關 たる 大邦 蘇を につ 
いては 旣に 述べた から 化 處でお b 返す 必要が ないか、 を 幹部を 委員 九 ぷは谋 巧 お 
長 わよ び大邦 読を の 推薦 じよつて 巧 かされる。 地方が 部を を 員と 名は お 薄 記 おの 
推薦 じよ b 地方 香 お 長 じよつ て 巧 かされ、 地 瞬が 部を 委員 五名は 推薦に よらず 巧 



をはれ る ことじな つた。 が 巧 一香 五卞 人、 ち 辛 一二 十 w よ 千 人 (一九 一二】 年の 巧查 
じょる) から 成つ てゐ る。 何時も この 中の 巧 <少 部 か (その 夕< は將巧 である) だ 
け か 巧 接し、 年々 召 おされる 一二 萬人餘 b の 巧 年 じ おして、 巧 蒂の訓 蘇を 施して ゐ 
る。 この 巧な は圍 みの 巧 用に ょつ て 推 持され てゐ たじ も 巧ら や、 畏初フ ァッ シス 
卜 巧の 黨首じ おしての A あ 誠を 脅 ひ、 正規軍の か < 因 玉 じ おして 化规を 宵は なか 
つた。 そのため 正規軍との 閒か巧 巧 脚 巧に 巧かず、 久し <對 なが 態を がけて ゐた 
ので、 一九二 巧 年 八月 軍制の 改革を ザ行して、 この 軍 おじ も 亦 困 王に がする をが 
をち 求す る ことと なつた。 

一ー フ ァブ シス ト靑 少年 围 

ファブシズムのをク年組病はィタリ》じ於ける聲一 のをみ年組纖であつて、 を 

»^<章 im 篇ま « —— ファ ブシ 》 卜* ■家 i の！！ を 七 セ 
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巧 巧 記 S 芒ょ ミ 任 f れミ がが？ 一 

巧が 部 任命 方を のか < のかき 改正 か 中央 黨 がの 地方 巧が におず る饒 制を を 為に 
し、 地方 巧 巧と 地方 固み 巧 明との なを 促進 じ 役な つたことは 云 ふまで もない。 大 
巧 謀を の 困み 巧 巧 化 わょ び黨蒂 お 長じ對 する 特巧 のが 與は 、巧に か、 る 巧 巧を 前 
をと しての A はじめて 巧 現され 巧た のでみ つた。 

がしながら、 フ アブ シズ ムの 一圃】 巧 制は わ •、巧と 阐 みとの 巧 合を 促進した 許 
b ではない。 をれ は 巧の 外 廝諸曲 巧と 西 家を もな 合 甘し めんと して ゐ るので あ 
る。 をの まなる もの、 A じついて A ても夕 のかき ものが ある —— 

ー フ アブ シスト 國巧 義勇軍 

フ アツ シスト 西 巧堯勇 軍は n 1 マ 進軍を 可能なら しめた フアツ シズ ムのお 兵で 
あるが、 な巧巧れなも巧おされること；；^<、 正規すとホんで巧みの教用じょつて 



協調 組合 國 家の 建設 
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れ はもは やフ アツ シスト 黨の 私的 殺 おでは なく、 巧 的 根 扱を なする 國家的 事柔と 
なつた。 バリ ラ阐 (八をから 十 巧 蔑までの 巧 年から 成る)、 前槪隊 (十 巧をから 十 
八 おまでの 靑 年から 成る)、 處女 巧から 成る。 これ 等 託 脚 粧の巧 用は •図 家 じよつ 
てを 認 され わ 職業 組合から ま 出され、 軍事 敎 育、 枯持 •京が が 宵 等を 巧 ふかで あ 
る。 をの 指導者は 裘勇 軍の 將巧 、退役軍人、 學 巧敎師 等から 成る。 

ご】 フ アツ シスト 職業 粗 合 

一九 一 H ハ年抖 ホフ アツ シスト 職業 組を も 巧 前を と 同じ <フ アツ シスト 巧の た，、 
巧なる お 的お備 から、 巧 的を 礎を 有ず る 巧み 的事芙 となつ た。 (巧し < はか 二な 「ファ 

ブ シスト «詞 化を 田 おのを 技」 夕 照) 

な 上述べ ホつ たと ころ じよつ て 明らかな か < 、フ アツ シズ ムは 今や フ アツ シス 
卜 巧を 中む として 國民 生活の 凡ゆる 部門を 一色 じ 規律し、 をれ じよつ て强力 巧が 
のな 巧を 巧して ゐ るので ある。 


第三 早 序 說 

】 九二五年と云ふ年はィタリー • フ ァ ッ シズ ム にとつて割期的な年であつた〇 
何な ならばを の 年を 一巧 期と して 垂要な 政 おの 改革が みから みに 巧 巧され、 ファ 
ブ シスト 闲 家は 渐< をの お貌を 整へ る ことか 出 ホた からで ある。 をの ホなる もの 
、み じ 就いて みても みの かきもの か ある —— 

一、 睁 相の 媒化巧 大じ關 ずる 一九二 五 年 十 こ 月 二十 巧 日の 法律 第 ここ 六 ご I が 

二、 お 巧 谜關の 法規 發布 權じ瞒 する 一九二 六 年 一月 一二 十一 日のを 律 第一 00 號 
一二、 两抗 巧が 關 がの 規 なじ 關 ずる】 を 一六 年 巧 月 一二 日の 法律 第五 六 ご 窺 

内、 同上 施行規則に 贿 ずる 一九 一 H ハ 年と 月 十日の 巧を 第一 一一 一一 〇號 
お、々 侧耗葦 (一九二よ 年の 巧 二十 一日) 

»1 夕序 R 八 一 




ふわ この ストライキは 、ファッショ 政 推 巧な 後一 年 有半を 經てゐ たじ も拘ら 乎、 イ 
タリ ー 巧 巧 まの 問 じは、 今な ほれを まを が 化が として 根を 張つ てゐる ことを 示し 
わ。 フ ァッ シスト々 倘 組合では をが この ストライキを ホが に 巧 止せん としたが、 
到底 巧 止の 不可が なること を 看な する や、 今度は フ ァッ シスト々 働 組を 自身の 手 
で スト ブ イキの イニ シァ チ！ ブ をと らんと 試みた。 しかし このが みに も完 をに 失 
なした。 を お々 御 まの なを まを 的 組合、 ユフ •ァイ •ォ ー •エム (FIO ちは 化が とし 
て 大衆を を ゐてゐ た" これ じたして フ ァッ シスト々 御 組合が 動員し 巧た々 彻 ホの 
おは お々 を 金 おを がまの 一 お置か 力 至 二 おじ 巧ぎ なかつ た。 ムッソ リ ー ニは 化む 
の ロッソ ニ ( K086 旨 ごと フ アブ ナッ シ ( Farinawi ) を 派を してを 業 家との 閒に夕 協を 
巧な 甘し めんと 計つ たが、 企 菜 家は 自己の 背な じを々 と 迫る 大 ホの 腻力じ 巧れ て 
彼等の 申出を 直 もじ 巧諾 する 模 おがな かつた。 フ ァッ シズ ム とおを ホ義 とのが 挟 
じな つて 散々 苦しんだ 巧 か、 企業家は を じ最巧 W 切 化と して 大ホ 自身との を 巧を 
» 一幸 序 氏 八 一二 



ブ T ブン スト 協調な 合 巧を の 巧技 入 二 

ホ、 を 治 的 代 ま 制度の 改革 じ W ずる】 九 二八 年 九月 二日の 巧 律 巧 一九 九 一二が 
と、 大巧 謀を の围 をが 關化じ 明す る 一九二 八 年 十二月 九日の 巧が 巧 二 六 九 一二 號 
しかし、 これらの 改革 中 特に 吾々 のな 意を 巧 起す る ものは 巧 兰の两 巧々 曲賊巧 
の 規律 じ賊 ずるを 律、 第 巧の 同上 施 巧 規則なら びじ、 第五の み 倘恣 章で ある 。か 
諭 他の 諸 改革 も をれ が 自由 民 ままを のを 巧 機 確の 巧 案を 制 お 化 甘る ものである W 
上、 をの ま 要なる ことは 云 ふまで もない が、 フ アッ シズ ム じょる 闽家 機巧の 改革 
がたぐをれだけじ止まる；；^らば、 フアッシ スト駐巧はお巧おを巧み^上の何もの 
でも あ b 巧ないで あらぅ。 しかる じ 曲 巧 巧 御が なの 規律 じ關 ずる 前記の 諸 巧が 
は、 フ アッ シスト 巧み じ おを 蹲み とちる 一つの 新が ホを 加へ てゐる おでな 目す ベ 
きものが みる 0 

これらの 巧 律の 發 巧を 化した 直を の 動機は 一九二の 年の 金な 巧牺 をの スト ラィ 
キであつわ。 同年ーニ月先づプ ン ッ シャじ起ら、 みいで ロ ン パ ^デーのを化ぶ.をお 


のを 合が パク ブオ •ダィ ドニ ごを i vidoni ) にがて 開かれた。 この お あ 巧洁さ 
れわ 協を の 巧を はみ のかき もので ぁつた —— 

一、 ィ タリ ー を 柔瑶備 を 聯合 會はフ アツ シスト 職柔 組を 巧 巧 合を わょ びを の 加 
盟闽 巧を 唯一の 巧蝴者 化を と認 む。 

一 r フ アツ シスト 職業 組を お 蹄 合を はィ タリ ー ま 菜ち 傭を 巧を を おょびを の 加 
盟巧骑 を 唯一の 雇傭者 代 まと 認 む。 

一二、 语備 おわょ び 巧 御を 削の 一切の 契約 巧 巧は、 上記の 巧 傭 まがを 會 加盟 閒枯 
とフ アツ シスト 職萊 紐な 組 聯合を 加盟 巧 捕との 問 じ 於て 確立され ねばなら &。 

巧、 をの お 裝エ化 お. 诞は廢 止され、 エ 化を 講の諸 おがは 地方 職業 組合 じが 管 さ 

れ る。 地ぶ 牌莱 組を はこむ にお 應 ずる 语傭者 曲 おと 共 じ それらの 諸 機能を 巧ず。 
(Auvedo Hoc 产 ぶ 、 rhe I\>litical list 五 ue of Fascia 多 52 夕 7 4 げソ 

一九二 六 年の 月 一二 日 法律 第 直 六 一二 號わ ょび 巧 年よ ぉ 一日 勒か 第一 一一 110 號 、同 
第一を 申 氏 八 五 
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巧を宣言した。 ファ ッ シ ス ト巧侧組合及び ユフ》ァィ《ォ1* エムの代らじ、 を 
工場から 選ばれむ 巧彻 をの 工場 代表者を 議が要 ホされ た。 工場 代 ままを 謀の 巧 お 
I をれ はフ ァッ シストの 惨めな 敗 化 じ 終つ た。 選出され た 代 まを の 殆んど 化て 
が 社を ホ 菜 者で あつた ことは、 をに 闽家權 力の 發 動を 餘 儀な く- 3 た。 巧 月、 スト 
ラ ィキは 政府の お 力 じよつ て、 ま 而上兎 も巧フ ァッ シストの ず じよつ てがみされ 
たが、 ファッ シスト 達は この 爭講の 苦い 經驗を をれ なかつ た。 が 術 者の 問 じ 化を 
まを が 依が として 根を 張つ てゐ ると を ふことは フ アツ シズ ムじ とつて ま 大 U る危 
がを 意 ホした。 工場 代表者を 議 —— この 化を ま 義の亡 安は フ ァッ シズ ムじ とつて 
か 何にもして 紹滅 せしめねば ならめ もので あつた。 六月、 フ アッ シスト 巧のを 巧 
を 證 はす •へての 巧が 者を を 部け 別に 一つのを のを 認概業 組合の 中 じ 組 おせよ と耍 
ホし わ。 エ 代を 謀反 おの プ n パガン ダが を 地 じ組綻 されむ。 か < て 一九二 五 年 十 
月 二日には ムッソ ブ ー ニの 手 じよつ てフ ァッ シストみ 街阐 巧と を柔巧 本家 代を と 


こ 化-* 1 簡 巧では みるが フ アッ シズ ムの云 はんとす ると ころを よ < る ひ 現は して 
ゐ る。 フ アッ シズ ムの 理論家 まに よれば、 巧 一の 圃巧大 おの 巧 編成を々 と 云 ふの 
は、 從ホ 「反 趣 家 的」 なお 貪 ホを み 曲 組合 或 ひは々 ジ リック 巧 倒 組合 等の が维下 
じあつ わ 大衆を フ アッ シスト 巧柔 組合に 組截替 へす る ことじよ つて、 画家に おが 
ならしむ る ことを 意 ホず るので みる。 か諭フ アッ シズ ム とてもみ して々 御 組を 發 
達の お 史的を 巧を 巧を せんとず る ものでは な < 、た •、をれ か駐 家の が 制から な脫 
する ことを 排擊 甘ん として ゐる じすぎ ない。 フ アッ シズ ム にと つては 闽 家は 給 對 
不可侵で あるから、 をの ホ權 のな あを なつける ものは か 何なる ものた b ともが 認 
する ことか 出 ホない ので ある。 フ アッ シズ ム巧論 家、 ペンナ キオ^ 9 .►一す ミで 呂— 
§ 臣 ろ はこれ を夕の やぅな 言まで 述べて ゐる 

「フ アッ シズ ムの喊 業が < を 築を S つるた めの 礎石と なるべき ものは、 『赃齒 はお 巧 さ 
る ベネで なく •巧 服 さるべき もの ガ』 とま ふ モット I で わる。 巧 民の 向上を 目指す この 
誰 一章 ホ R 八 セ 
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法 施行規則は 卽 ちか、 るぶ 礎み をを 法典 化した もので あつて、 協 劇化 合 省 ( M 臣 T 
t きを 一一 • corpogi 吕〇の 設立 わよ び 化 巧 じ おする 一九二 六 年と ぉ 二 H 物 か 巧 こ ミ 
一が わよ び 一九二と 年 一二 月 十と 日 救 か 第の 〇 1 が •最後 じ 同じ < 一九二と 年 巧 ぉ 
二十 一日 フ アツ シスト 巧 御 記を 日に を 布され たみ 馈 '装を は、 更に 謀み 定 のをの な 
じ 於け る 發展を 物語る もので みつた。 

ワ ルタ t •パィン リツ ヒ (斗ら ミ 苗を 日 一を〕 は 曲 巧み 彻關 係の 規律 じ 巧す る これ 
ら諸 法律の 說巧 じ睽 し、 これらを を 律が 企 巧す ると ころの 日 的を 夕の 一二 つじ 耍巧 
して ゐる 

一、 困 民 大衆の 巧 編成を 巧 ひ、 これを 巧 家 じ 編入す る こと。 

二、 す •へての 巧 役 じ や 等の 化會 のが 位を が 巧す る ことによ つて、 巧級历 爭を廢 
止ず る こと 0 

三一、 困 民の 福利 巧 進の ためじ 生を の 向上を 巧る こと。 


とする 巧な である c 

第二の 円 的は 階級 閒爭の 巧 止： J か、 つて ゐ る。 フ ァッ シご はおを ホを の夕 

辟な のみ 裂 系 巧なる 表と」 T 襄 ずる 二と な < 、お ，ク」 れを合 我 雲と し 
て巧認 ずる。 講 級は 夫々 を S 級 特有 si を 持つ 了ゐ ミで みを ら 、巧 本 
養 級は 露に 適しない し、 冀護 級は 叉 工場 餐に 適しない。 雲 •か 相蟲 
ち 的に 相 協力ず る こと ミミ 始？ 鬻 な生產 の遂巧 ん碧 3 れ るかで あると 
考 へろ 階 扱 S か 裂 基 在す る W 上、 巧る 程度まで 膜 利益の 巧 突 寡なず る こ 
とは 云 ふまで もない V えことは 決し T 階扱閒 《協調 某 可能な ことを 意 ホず 
る ものでは ない。 問延 はたぶ 何なる 方法に ょ ミ 牌餐 調を 行 ふた おつて ゐ 
るので ある。 7 ァッ シズ ム はこた 货 してみ のかき 方法を ホ？ る 一 

一、 ち愤 をと 被 傭 f を 別々 じ 同一 お 巧のを 麗芙 組を に 組織し、 これらの 席 
柔叟 口に 巧が 上 同等の 地位を 冀 して 問題の 平和的 解かを 固 ミ 
第一ち 巧な 
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を 式は お」 い巧理 か臺れ i 萬ち 透 人的を s 男を— する 。 s できない 
ゴ— ルでは をを 现巧 G 活こた 力で, Q る 謹 Q 理想は •すべて S 巧 かそ 0 創冀で 
あり/又 そ Q 創造物で ある 苗 民 Q を— 管ょ つて 構 f れミ屢 はずべ ての 他の 利 
益す へての 利己的 動機の 吉震ミ もので ある〇」 ( pi 》 ダ こ ザ。？ ミ f 
Sta 夕一这 7, 夕 30) 

從 つて 偶人を くは 靈の 利益は 含と し T の國 民の 利益に 從 はねば なら 公 0 
r 人力 彼 真 Q 俯 人的た 利益を 賈 Q を fe 壹」 むる 時 C は 何時でも. ぉは 扁？ 
雲ち 直情 8 的ち 旦つ餐 的な 態度を 示して ゐる もので をる （ 、 をょ 質の.^ 
じ お 神 的 城 値— 識と 舅と して S 任を 震せ しめんと する 7 アッ シズ ムの甜 版现^ 
巧す る 底 度で ある OJ ( Penn ぎ 口ぶ OP . 么产 PP . 30 ムご 

がる じ從來 S 蓉囊蓋 組合は 彼 S 化ます る 接 利 f 常じ貨 利益ぶ 
じ 置いて ホた。 ち ジア ッシ プム の惠 から 許し 難き ことは 明らかで あ ミフ 
アッ シズ ム* か 寡击秦 御 組合 ご 切の 活動を 巧た、 闽寞恭 の 新 震を 巧は， ん 


巧 下 こ* ら 《 s のが 前記 諸 法律 藉なる おを とつ TJSb 込まれ T ゐ るか 
をが 說 しよう。 


>1 や 巧 巧 


7 アブ シストは 訪が合 田家のを R 

二、 これ じょつ て 問題の やか 的が みが 不可が なる 場を は、 國ぶ をが 判 巧と し 
て、 直を々 賓閒の 紛爭じ 干が せしめ、 困 お 的 利益の な 巧から 强制 的に 巧延を 解決 
する。 

三一、 國 家を 裁判官と してを 巧廿 しむるな 上、 階 扱 閒のお 的巧爭 はこれ を嚴 祭す 
る。 なは 階級 圆爭 の 排 おじ 常つ ては 自由 民 まま ミ 的な、 を 巧 的な おおは 巧 乎と し 
て 拒を する。 

最後 じ 今一つの 目のは， をの 向上を 園る ことで みる。 フ アツ シズ ム じょれ で、 
な 的を をが 織は 國家 利益の】 巧で ホる から、 企業み はを の 生まの 指夕じ 明して 巧 
夕じ貴 巧を をはなければ ならぬ 〇生 をの 指導 じ 巧して は圃 家は 出 ホる だげ 企業家 
個人の ィ ニシヤ t チ ブを諫 まする が、 これらの ィ ニシヤ —チプ がか かする 場を、 
又は 不 あみな 場合、 或 ひは をのた めじ 固 家のを お 的 利益が 偉 犯される 柴合 じは を 
がな < 化を じ 干 ホず る。 


一’ 馆馨叟 UQf 長。 一」 は •薑 ss 人」 た i 累を Qf I 妾ら る、 
かおな 門じ禱 言れ たる 豪磬數 Q 少く牵 か Q 一を 雇？ べき こと。 

巧が 巧 組合の 望 じぁり ては • 巧 蠻的じ 加入した 巧 俯 巧が その 叟 U の 湯 せらる、 
化 業な 巧 じ 屈ず るを 巧 働を 數の少 くと も 十み の 一を 代 あすべき こと。 

二 化合は 叟昌 の經巧 的’ 道徳 你利 如の 保護の みな 委义組 貪の 福利と お 巧 (ホ こ 
道 巧 的 •國ぶ 的 おち S 進を 目的と すべき 一と。 

ミ楚 口のを まは 自己の 能力’ 賢 如む が 霞。、 g かなら ぴ じがが 邮か驚 知に ミを 巧 
をな すべき こと 0 

第】 の お 件 — - 例へ ば 口， マ衷 まる 化 幸 柔叟 口が 法的 じを 認 される ために 
は、 馬 傭 者が 合の 場を にぁつ ては、 該 組合 加入者 か T マホ じがけ る 化 學て蒙 
馈 ホ斑數 S 十を の 一を な 俯 甘る こと、 巧 働 化合の 場を じぁつ てち 同じく 該 々働 
ぞ總 がの 十 かご ジ」 れじ 加查る ことじょ つて、 この 援は 巧む される ので ぁ 
る。 十み ごと 云ふ萝 5 資述 ぶるな 證を 《巧 化な 隻 C 比し 非常に 底き じ 

夕 一章 7 アブ シス ふ皮疆 巧な 合 


フ アブ シストな 既 はを 田家のを 巧 九 二 

第二 章 フ ァッ シストを 認 職業 組合 
第一 節 職業 組合の 公認 

】 九 二 六 年の 月 lllH 法律 第五 六 一二 號 第】 なは 職 菜 組な のを 認お件 じついて 規定 
して ゐる •ん 、このを 認條 件は フ ァッ シズ ムに とつて 特殊の 赢裘を 持つ もので あ 
ミ 何な ならば 元 ミ S 律 G 其 とずる ところ 笑ム S 菜 組合 苗を 巧が-ど 
が與 して、 一切の な ファッショ 的職莱 がな の 斌滅を 岡らん とずる にかる ので ある 
かじ、 このを •設條 か 2 如何は 直 も U 立な W 娶棉 神に 闕巧す をら で to 谣俯 
者 職 菜 組合 わょ ひ 被 俯 巧诚菜 組合のを 認の ためじ、 第一 おの 巧 ホず る おがは みの 
がき ものである • 


r これら Qf が 組 貪— 爵 利益 症 蘭な な講 動を 包含し なければ ならね 窒ム 
條件巧 ミ life 公 整 質 至つ て 雲 化される f でな く’ そた S をが 漸ホ 
階な たよび 徒な のた t 單 なる 防衛 機關 から’ 國家 のが 制 下 じある S 的 if じ？ 
て 巧を ばなら A と 云妾實 じよ つても 亦 正を 化される ので ある。」 (口，. 玄弓— 、。で. 

第ー ニの お件叟 n の 指 謀を。 賓 がじ關 する え お 件は 靈 じみら め 霎 巧を 
持つ てゐ る。 r 善な なる 道徳の 寫 J、 S 按的两 家信を かすべ ての 反フ ァッ シス 

卜 的み 子、 が畜 I: 羣 、塞 ホ囊 C 向けられ ミる ことは 明らかで ある。 
ご ナキォ S 說 明は 卒直 ごを」 とを 物語つ てゐ る。 雙彼 はち ふ 一 

r 围 まが 濃を 顚 度し やぅ 李る 組合を 巧 譲すべき であると ま 輩る •ことよ > S こだ 

巧す るた 《に國 家 S 巧を ホむ る やぅな もので をる。 えを 筆る ごの 望は 法的 

公設 組を に 政 溝暮を 5 る ことを C、 か i 賢 かかが が 心が い 心^^ 新が 

夕 一章 7 ァヴ •ごふ S なかを 


ブ アブ シ * 卜 ttw な 合 田家の gR ホ S 

失する ので あるが、 フ アブ シストは ィ タブ 1 を おの、 特にを 部 地方に がける 組 巧 
の朱發 達を 理由と して これを 正常で あると ま 張して ゐ る。 

第二の お 件 ちが 第 S お 件 じ 比して 更に ま 要な ことは 多 音を 巧し；^ い。 

組合は 組合 貝 S 霉的 利を の謹择 じ、 恃 C 篆； かがを 要求され て 

ゐ るので ある。 巧に 云 ふ 道德的 •巧み 的敎 育が フ アツ シズ ム がちを 息 ホして ゐる 
ことは 云 ふまで もない。 フ アツ シスト 化を な 外の 凡ての 組合は この 巧 目 一つに ょ 
つて、 み久 じを 認の 巧を を 失 ふ もので みる。 しかも 後じ述 ぶる ところに ょつ て 明 
ら かじなる であらぅ 如 < 、ィタ？ に 於 5 を認 S 巧 會を失 ふ，」 とは 同時に 組を 
としてのを 巧の 巧 巧の 可が おを 完をじ 勃# される ことを 患 ホす るので あるから、 
この 巧 目は すべての 非フ アツ シスト 組合 (特にな を まま 的、 共 まま 義 的々 巧 組を レ 
じ 巧して 致命的な 巧 巧を 與 へる ものであると 云 ふこと が 出 ホる。 ペンナ キオ はこ 
の お 件の 必 巧なる 巧な を 述べて々 のか < 云つて ゐる I 


* る。 

、一、 一、 IS 家、 がを 繁誤 がか.； を §柴襄 を聲暮 をい ぃがい 

この 望は 國 有囊、 S •電信、 電請、 發巧热 行、 ナポ ッ蓉 、シ シリ， ミ 
巧 •お金 お 等 一切の 四を 雰 •ホ 町 巧を 妻 力ま 半享羣 業の 讓 貝 組を のを 

認を 拒否 甘ん とする ものでぁる。 7 アツ シストは これを た •、お ミ 寡 上の 問 越 
たて 說 明」 去らん と」 てゐ ミ、 ザは 囲 家 S 機 的 巧閒に 際して 最後までれ を 

の 中資憂 養 せんとす る靈 なを お 的 まから ホて ゐる ことは 云 ふまで ミ 

% 〇 
〇 

最 なじ 肇 、窒 、空軍、 圃藻 、な、 ホ 町が 巧の 他ぶ 装ち 苗 (フ アツ シスト お 
兵} の規 役を 備 役が 巧 わよ びち ち司廷 g および 巧を ち 中等 わよ び 商 等 雲 

なの 畜ち复 、外務、 奠塞 のち 貝 わよ びな 貝ち か^い，、」 い^ 

夕 一章 7 アヴ シス... 公夏 おな 合 


フ アブ シスト 宙巧 化合 田家のを R 九 ホ 

たざる々 子の 隹入 乃至 巧 巧を 巧 止せん とする ので ある 〇」 (on Pennachi 夕 OP. oil. 巧 7 
ちムタ 

巧 上の 111 な 件を 具備す る もので もみの 二つの 場合 じは 法律上のを 認を巧 < る こ 
とが 巧 ホない。 

】、 を府の許可な<して两際田がいか邮心か趴斯^が！^、 

る 曲 か 

これらの 組合は 駐家巧 かの 困際阐 巧からの 巧 制を 受ける ためじ、 フ アツ シスト 
困 家の 統制 じを 幅 的な 服從を 捧げる ことが 出 ホない。 從 つて フ アツ シストは かく 
のかき 組合を 公認して をれ じ廣 化な 恃巧 をは 與 する ことは、 画家 ホ 權の紹 巧な を 
固 家 自らが 破 巧す る やぅな ものであると 考 へこので ある。 この 規 をのた めじ ィタ 
リ I の 巧柔が 合は をれ が 組合と しての 合法的 活動を 潑綺 せんとす る 化 ら、 持 じな 
府の 許可み ろ 場合の 外、 茵巧屏 巧との 提 巧を 永 义じ既 をし なければ ならない ので 


一二、 畜含し T 十 年 巧 上 ィタ，， c 居 葦る もの。 (但 お 曲 人は 役 貝ず ひは 

お 巧 まじ 巧 か ' a 寒 甘ら る、 ことが 出來 ない 0〕 

をじがても亦 「闽家的2^地ょゎ心^:一|;^い」 の文巧は、 反7ァッシストみ子のな 

を おを 備 へられ H ゐ ミで ゎる。 おし— 被 W ホ おを 又は 被傭者 組合の 組を 

貝た る S 資食 か、 る择を 管た だけでは まだ 寡 ザない。 施 斤 規則 第の がは 

これら 組を の 組 貪た るむ 《の蹇 たて、 お 貪た えとす る人臺 寡た 

被窒か S 巧れ 良 届ず る 者で なければ なら & ことを 巧 求し T ゐ る。 をの なれ じ 

るし な t 人は 例へ が おのな 件に 巧 合する 人で も これら 組を S 愛貝た h 得ない 
ので ある 0 

巧 じ 一九二 室 買 H 基臺勇 一二 養 一 一條は 巧な 義 家、 翌巧 術み、 自 

患 実み (雲ち 罵 等々) 等の 如 < 雇 奠と被 かまの 巧れ にもち しない 人々 
じつい T 雲し、 二れ ら； 々は 街 立の 菱叟 nc 奮 さる •へさ ことを かじて ゐ 

? 妾 7 ァヴ シスト 公 2 巧 巧を 


ブ アブ シスト*! 沉 色を « 家の 惠 R 九 八 

れ自 巧が 禁止され る。 これらの 人々 は 酉 家の 最も 植 巧な 巧 かじ 奉 化ず るので ある 
から、 特別 巧 まな 規律と 巧 制と を必 巧と ずるからで みる 0 

か < て これらの 巧 おを パスして を認 される ものは 結厉フ アツ シスト 巧 菜 組合の 
A と 云 ふこと じなる。 な 上は 巧 業 組合 公認の 條 件で ホつ たが、 みじか、 るを 錠 巧 
ホ S を 又は 被が 者 お 合のを を 貝た るの 夕が はか 何？ が おを 律 施行規則は 化を 
貝たら 巧る 者の 巧 巧を みの か <規 をして ゐる —— 

一、 巧 女を 問は ず 十八 才な 上の ィタ リ I 围お じして、 巧 律 および 組合が を じが 
巧せられ たる 必要 お 件を みおし、 且つ 固 家の 見地よ b 見て、 逍巧 上、 巧 お 上 第を 
なる 巧 巧を 有ず る もの。 

二、 法律上認可せられたる巧事をなおよびィタブ》困巧をぞするが人じして、 
その お夕者 わよ び 役員 か 困み 的 見地よ b 見て、 をを 上、 なお 上 著を なるな 宵を ぞ 
ずる もの 0 


一、 巧 占の 代表 稚 

を 認な柔 組合は 法人と なら、 該 組合の 組 豐られ わ 部門に 學る總 ての 馬が t 
^|^^|9、、獨でお術家、 獨な巧術家、 自由励業家を法が上代巧すミ い.い心を^ 

,^」^1^する許.。をい、 蠢烹が聲が卽蕾.^い繁をい户い心い^ 
でぁる。 墓、 繁黨默 も-い 抓 新 も 如 V 歌 誤 もん 一 

ホ 的で あ ミーを 充年 協調 組 か 省 C ょつ T 8 された 變 。貝と 變委表 お 
をはみ の夕 てあつた。 (Hsder, C., C をを and Labw under Fsei ， s , 一畜 一. こ 10 ) 

S 值者俩 - « な者拥 
なを 且 彼 巧夕巧 なを 貝 被 巧 巧者 

巧 巧 八 •二 五一 一 91 《七 二— さお 子 巧 八 0 
エ 巧 1 モー •巧 五 九 一ニ ミニ 〇 三 109000 子 至： 10 ふ-一 〇 
巧 巧-ミ S600 八 〇 五 さ ハ ー ーニ旧 六 •九 己一 さ 八み S 

• 巧 I 1 二与窒 .< ’ Toll 1 •異 '一-ミ 000 ろ 0 。 

夕ータ 7ァヴ ごふ S # 巧を 一っ- 
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る。 をのを 認の ための がが は 被 俯を 組合の 場を じ 同じで ある。 これらの 人々 と 反 
巧 じ 巧が を 又は 被が まで、 柔務 のけ 質 上 一を、 且つが 巧 的が 態に がて 巧が またる 
と共に 义 被傭者た る； ^ 化き が おに 置かれて ゐる 人々 は、 施行規則 巧と おじよ つて 
同時 じ お備を 組合 わよ び 被 傭を 化合 じ 加入す る ことを 許される。 しかしながら、 
これらの 規定は か 諭 越み、 巧、 巧 町 巧の 被が まわよ びを の 他のを 共 福利 施 おの 被 
傭を じは 適用され ない。 ちれら の 被が 者は を 認槪業 組を への 加入を 法 洋上 禁 せら. 
れてゐ るので ある。 をの 巧 由と しては、 これら 被 俯を の 化を 公認を 拒 巧し、 ず ひ 
は 組を をの ものの 組綠を 禁じた フ アッ シズ ムの巧 諭を あ 担 ずれば たかで あらぅ。 

第一 一節 公認 職業 組な の特權 

♦ 

一巧 法律上の 公認を 巧け た職柔 組合は ホの やぅな 一二つ の特 獲を 巧 へられる 〇 】 、 
巧 占の 代 ま 巧、 二、 謀 巧 獲、 一二、 爲員 候補者 推虑 お。 


達の 巧から 彼等の々 が じ 巧 じた 仲 巧を 選び出す ことを がされて ゐ るが、 巧® まは 
常 じ 彼等と 巧 も 由 巧 もない が 巧の 人 巧を が 御 ま 代 まとして 巧し つけられ、 下 お々 
巧が をの まがおで さへ 夕 街を でな < 天が b 的 任 かじを せられて ゐるぞ 横で ある。 
かぅ 去 ふが 化では 化合 じ 巧して が 曲者 か 安本み おお 患を 示し 巧ない のはな がで あ 
ると 彼は 化べ てゐ る。 しかし 兎 も 巧 法律上は 勞か をが をれ を 希望ず ると 否と じ 巧 
ら ず、 ファッ シストを 認巧菜 組合が が 等を 代ます る ことじな つて ゐ るので みる。 
巧 占 的 代 ま 巧の 巧 使 せらる、 を も 巧 まなる 巧 合は 巧の 一一 一つの 巧を である — 
(ィ) 、曲 巧々 傅 契 的の S 

法律上 有な なる ffl 巧 勞曲実 巧を i し 巧る ものは を 認巧柔 組合の ろで みる。 巧 
傭 まわよ び 巧 II 者のを 認巧柔 組合の 閒 に】 巧 巧る 巧 巧み 御 契約が 締結され ると、. 
それは 該愤柔 組合が 代表す るすべ ての ち 巧 まわよ びが かまに 巧して、 亂か i ; かい 
と 巧との を 別な <】 おじ 巧 用され る。 おを 貝なら ざるの 巧 じを の 契約 じを 反する 


夕ご 


プシ 


公 B « fw 組合 


1 〇ーユ 


プア ヴ シスト！ Iw 巧を！！ 家の 含 K 10 二 

B 上 運 《巧 二 9 二 五 0 五 9 互 01 一 五子 か ニニ f 

海上 及 巧 中 運 《巧 '六 II 一一 一 •八 二 〇 《七 •一二 八 セ ニ 五 068 
白 由 « 巧 …… …… カク ーニ 田 一〇子 八 ニニ 
巧 街を 二〇々，0〇0 H 1 一二 •ホ ホ ニ .…： ：：： 

植 肝 クー •二 田 ホ ー •囚 一一 •田 5 二 •九 八 〇 •五一 瓦 八 •矣 セろ ニニ 

この巧じはを柔语が者のが字か缺けてゐるが、 ィタブ^じがてはを柔雇麻者は 
非常 じ 大きな 割合を 占めて ゐ るので みるから、 をれ が 挿入され ると 組 計の お 字の 
上 じ 巧 かの お 正 か 加 へられ わぱ ならめ。 がし をれ じしても を 姑 的に 見て 結論され 
る ことは、 思が をの 紐を 員 巧の 割合が 被！！ 者の をれ じ 比して 非常に 大きい ことで 
々る0「フア.ツシゴム巧下の巧巧明係」 のまを、 々八メン*へィダ》(护„,,3良も3) 
はを の 巧 由を ホげ て、 ィク？ のフ アブ シズ ムが夕 本家に 巧く、 巧 曲 まじ 巧い か 
ら だと 云つ てゐ る。 一 併を みげ ると 代 ままの 涅出 方法：，- 巧しても、 賓 本み は自み 


巧 勞御契 的は ホの かき 擎をボ して ゐる ( i ミ、 夕臺 ジーき， 一—" 旨み さを f 
ち 3 夕 P . 1 客) 

エ 業 一一 ro セ 六 

る 業 お 九 八 

商 

子--,、 

お 上 及 空中 運 お 業 

巧 一一 ー セ 0 

巧 を 巧、 あ 六 お 

I かし、 か < のか < が おされた 契 おのが 巧は 必ずしもが おなが 態を 示して ゐな 
I 。 壺ィ タリ t じ 於て は 巧に 亂脈 でぁると 一で はれて ゐ る。 契 巧の な 期は フ アツ 
シスト 黨の 大惠ボ ツタィ cfoppe Bot 夏で さへ 認めざる を 巧な かつた 巧に、 
まとて 巧 末み 側から なされ T ゐミ累 を 1 しわ 貧 保の 引下げは 到る 巧で 巧 

ター 章； ブ； ►公 52 合 一 D 五 



IN アブ シスト « 画か 合 巧が の tt 反 - 0 巧 

者は、 巧 律 上 その 人を 代 巧す る 組な に 巧しての みなら や、 をの 契 的の 相手方た る 
复 口に 巧し T も 亦 民な 走惡， S はわ ばなら &。 こ Q 留苗 の內 をはを の ホ 
巧を 有する 諸設む 表樣志 諸規 を： J 基かざる，」 とを 必 f し、 その々 な 

は 除名の お 則を をむ 义ホ のが まじが てな されね •はなら め。，^」 の 文 ホには 巧が ち 
被が 者兩 當事盞 かの 同意 じ おき、 一、 问契 おが 結の 年月日と お 巧 一一、 締 おを 
たる I : なをの ぶ稱 、二 I 、 該 契約の 適用 甘ら るべき を柔 、义は 巧が 者 わよ びが 化を 
の 巧 別、 四、 囊 約の 適用 地 巧、 五、 有な 覇 、ろ襄 落 結の 目的の 諸 巧 目 
を 附記す る ことじな つて ゐ る。 この 中特 じな をを 要ず る ものは ぞが 巧閒の 問趙で 
みつて •農 契 おは 蓋 期 聞 S が 了 後 ニヶ 身 內に契 巧 闻巧中 ご 方 じよる 不平 
の 届 異な かつた 場合には、 該面雙 約は 一を 另 年と 巧 一日 勒令 巧？ 晨に 

よつ て 自 がのに 同一 巧 間-友 巧され る ことにな つて ゐ るので みる。 上記の かきな 
かので 一九二 六 年と 月 一日から 一九二 八 年 十 一宣 一十一 日まで じ締賠 された 两 


とが 巧 ホない ので ある o ( な 《 これに 巧いて は？ 一巧 » 五々 r フ アッ シスト 巧 働 巧 巧 所」 

こ、！ 齡 

を 認概柔 組合は 該 組合が 代ます るす ぺ ての 雇傭を、 巧が ま、 巧立藝 術み、 自目 
而柔家 f 割し 彼等 力 お 合 員た ると 否と を 問は ず 年々 巧が ち- •あつて まを リ巧 t 

する 巧窒全 なじ おする 一日み の 案 f 、 被窒 •巧な 巧 巧 家、 畐愤蒙 じ 

わつ ては、】 日み のが 貧 叉は 報酬を おえざる 組を 赏 を、 賦謀 する 獲 おを 持つ てゐ 
ミな がまは 彼等 S 組を じ おし、 お 年 f 一一 手 一日まで じ被寞 おを 雲ず ベき 
堯 巧を 有し、 をれ を 公さざる 者、 或 ひは 蹇を 擅进 し、 不完 をな 雲を なす もの 
さ 一、 80 ブラ 巧 下の 罰を じを 甘ら れ ミみ 組合は この 雲 じぶ ごてみ 組を 
かじ、 逵 C 從つ T みお 3 れわ 組合 ま 人名 巧を 作成し、 み 巧 人 者 C 對 する 化を 
資 の微收 巧を 決を する。 こ S 決を は 麻を 辖舅內 S 柔組衰 巧 合には 縣 巧を 會 
《、二 縣呈 C 琴 組 含 場合には 資 組を 省 S 可を髮 た、 こ 《設 可が 巧 

* 二 ♦ 7 アブレ スト 公 52 を 一 



7 アブ シスト g 巧 巧を 苗 家の 度 R 一〇大 

はれて ゐ るが、 巧倘 者は 自己の 晒を 失 ふこと を 巧れ て 巧 致を 守つ て ゐる〇 法が 上 
認められ わ 八 時間 夕 がが も 巧を じは 巧 はれ や、 十一 時閒 々御が 巧述 であると 云つ 
た 有 横で ある。 

(口〕、 代 まの 派を 

法律 わよ ぴ巧餘 の 諸 規則 じよつて 代 まなの 規 をせられ てゐ るを 巧の 巧 話を、 曲 
巧、 巧を 等々 じ お 俯 者 わよ び 被が 者の 代 まを 決定して 派盡 する 必要み る 巧を、 か 
、る 代 ま 派を の 龍 化を 持つ てゐる ものは た •、を 認成柔 組合の みで ある。 

(パ〕、 巧が 栽 お 

夕 が おおの 巧运 じがて はた •、を 認巧柔 組合の みが、 これら 組合に 指を された 巧 
轄區 巧內じ 於て 該組 をの お 巧され たが 門の 雇が 者、 叉は 被が をのず ぺ てを 代ます 
る。 從 つて 組合員は 元よ b 組合 貝なら ざる 人々 も、 团巧巧 曲 W 巧の 諸問題 じ 供し 
ては、 フ アブ シストを 鼓巧柔 組を の 手を 通 やる ことなし じは 眾 巧じ訴 誰を 担す こ 


ホ 巧 叉は が 貸」 となつ てゐ るが、 この 巧 則の 具 巧 的 適用 じ 巧して は 度々 財 巧な 問 
擅が ちる ので、 をを 場を じは 一を 一とを 一月 二十 皆の おか じょつ てを のを 
巧 的 決を を 協調 化を 省の 栽を じ 仰ぐ ことじな つて ゐ る。 をのた め 協調 化合 旨ょ こ 
の 原則を 自田 じち 右し 得る 巧 化を 持つ やぅ じな b 、 ザ お 現 はれた 結果は 前が の g 
則から 可成 b 巧 巧の ある ものと なつて しまつた 。むと へば 一例を 巧柔 じと らぅ 0 
巧柔 のな 合 巧は お 調 組合ち じょつ てを 《られ 、をの 金 巧は 一九二と 年、 一を 一八 年 
一九二 九 年を 通じて お 年 巧で 音 八十 巧 リクで みつた。 化々 人の 組合 巧に つ、 て 
見る に、 巧 菜を 巧む ための 保 詩 金と してを 人の 年收 入に 比例し、 一九二 六 年 十二 
巧 十を のが かの 巧 ホす る 供託を を 化 《たものは、 養 巧を の 利子を お 富と し 
て牧 める こと、 をの 他 のぞは々 の 揉 巧に ょるべき ことか 明示され てゐ る。 年收五 
OUO ブラに 達する ものは 二ち ブク 、五、 〇〇〇 ブラな 上】 〇〇 ブラを がず なじ 
〇 •よ 置 リブ 增 し】 巧 リラな 上 二 巧 ブラな 下は 一巧 ブクな 上】 00 ブブを 巧す# 
誰 二 章 ファ ブシ X ►公！！ •>!! 合 10 九 


フ アブ シスト BIB なを 画哀の 一 0、 

ら る、 と をのが 合の 巧 用を 巧て 巧を の 巧を じは 巧 吿示巧 じ、 巧 清の 場を じは を R 
じを 示しなければ ならめ 。巧 巧 巧み 話の みを 叉は 巧讀 がを 大臣の みを におず るを 
巧は、 を 示の 日から 十五 日な 內 ならばを 巧 じ 巧して これを なすこと が 出 ホる。 曲 
を 巧の 巧收方 巧は 巧が 者 じあつ ては 巧 使 局を 利用して 收 めれ 比い、 ことじな つて 
ゐ るが、 被が をのみ を じは 貸 錫 力ま 俸給 中から 天 引され、 巧が をの 手から 直ち じ 
巧を じを 付され る。 巧を 官 はおを 上の 巧 巧を ぞ し、 ホが 收の お 課 巧に 巧して は自 
ら資 巧を 負は ねばなら ないから 、是が非でもを 巧 巧 だけは お收 ずる。 をのが 收が 
濟 むと 巧 巧官は これらの 巧收 された を 巧を みおの 駐库ま 部に がて お 巧の 特別を お 
じを をす る。 しかし 备 場を じつき お收を 巧の 一割は 巧み じ おを され •園が 01 マ 
支な じがて な 調 組合 省の 特別を 計に 移される のでみ る。 

な 上は 法規 上の 大 おの 說 明で あるが、 巧 際 上 お々 巧 おじなる のはが々 の 撰 合 こ 
がける 化を 巧 賦課 おのみを 巧 題で ある。 化を 巧は 巧 則と して 一 被が を 一目 かの 友 


も 巧らず、 事 ザは これ じ おして 1110 ブラの な 合 巧 か 巧 ホされ て ゐる〇 かくの か < 
巧 則と ザ 際との 巧には 非常な 開きが あるので あるから 法律の な义を W て 直ち じ 事 
實 であると 考へ ては ならない。 

この 組 合資の 名 おは 通常 强制 組合 巧と 巧 ばれて ゐ るが、 巧 このが じ巧赢 組合 巧 
とい ふ ものが ある。 任赢組 合資と 云 ふのは】 九 一一 六 年と 月 一日 おを 第一 一ー ニ 0 が 
巧 二を 第 十八な じを めら れた事 巧 —— を 認愤柔 組合の 経 巧 的 及 おみ お 利 的 運動、 
お德 の 及 京が の 巧濟 、西 民が 育、 巧柔 がを 關係 のま 巧、 をの 他义 或る 場合には、 
「夕 ぶの 後」 國お 巧を、 母性 巧兒巧 誰围民 協を、 を 西 パリ ラ® ぶび 一九二 置 年 六月 
二十 六日 付 困 民經濟 省を にょつ て截 可され た 困 民 曲な じ おする 寄附 I W 外の 支 
巧 じ 巧て るた めじが 化せられる 組を 貧の ことで、 をの 組 巧は がな 萬 ブクじ 逢す 
る。】 九 二八 年の 任意な 合 巧の 技 字は み 俯を 巧 巧合會 (海上 あ 空中 夕倘 者を 除く 
化の すぺ ての 巧が まから 巧つて ゐ る〕 が 巧 高で 二、 一 〇〇 リラ、 が 巧 家が が合會 
第二 ♦ 7 T ヴ シスト 公 化か 1 1 1 
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じ ー ブラ 巧し、 一一ち リラ W 上は 二直 0 ブラ。 巧柔 巧が をの 組を 巧は が 則の 無視を 
がて ザ 名で あろ。 をれ は 夕< の 場を を かじ 一日み の 夕貨 を おえて ゐ る。 巧收 一こ〇 
0 リラの 從柔 貝は 一 五 リラ、 ミ 00 ブラな 上 八 00 ブラな 下は 1 二い リラ。，^ っ 〇 
リブな 上は 六 0 リラ。 なつて なにが へば 年 收二化 二、 000 ブラの 巧 業 巧 本家を 
とれげ、 をの 黄 本み は 前記の 揉 巧 じよる と 二 巧 ブラな 上の お 時 じ 居ず る ことにな 
るから 年 一一 五 0 ブラの 組を 巧を ま 巧へ ばい、 わけで ある。 これは この 資本家】 日 
かの 化乂八 00 ブタ のな々 一一 一巧 じあぎ ない。 巧つ てな 柔 員の 方は どぅで あるか？ 
一を 一六 年 四 さ 一一 日の 法律 第五 六 ミが じよれば 巧收 11100 ブラの 從柔 員は をの】 
日み の 收入一 0 ブラを 組を 巧と して 天 引 さるべき ものと 規 をされ てゐ る。 がる こ 
を t なま 員の ま 巧は されて ゐる 巧は 一 五 リブで ある 〇 すなは ち 彼は 一日み のた 乂 
一 〇 リラの 十 巧 五 かを な收 されて ゐる わけで みる。 巧 則 迸 b じ 巧けば 巧 化 I 二 0 O . 
ブブな 上 八 00 リラな 下は 一 0 リラを 增 すを じ 一二 こ ニ リラ 增 しなる •へきを よる こ 


* I 一八 r セ 冗 八、 000 

しかし 化 S 羣 S 組 蔓 でも 裏 is 閒 では 度か霉 •かる 6、 T 実泌 聯合々 

な 霎话稱 合を は 謹 動の 結 艰强制 組合な の滅 お、 巧憲 合のを 巧に 成 巧した。 

巧 柔热蹄 合を 及び 內地 運輸 菜赛審 も 亦奠蔬 蔓 S おに 巧 苦 わと 一で ょ L 

てゐ る。 ち：.： 反し 5 御者 側では な上义 空中み 掌を 除い T は ホ だか、 る 運 ぁ 
の 巧 巧した ことを 巧かない 0 

一二、 藻 員 お 補 ま お联巧 

を熬抵 まが 合 S 今一つの ま 巧な 特巧は 塞な ぉ貝 •が 巧巧會 謀々 員、 ホ T ホコ 
ンス； の 謀 貝の 蔓じ 巧し、 をの 候補者を 推庶し 巧る 點 じある。 (なは これに ご 
では 策 一が さ： 安； アブ シご 巧曼 法」 さ？ S 5 5 音 S 2 さ ♦照) 
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がを 高で 一 、 至 クラと な i ミ 卽ち馨 《身方— 家の それ t 

らお 8 いゎけで ある。 この ことは 叉 巧 制が をと i 化を f の S 一 f 千 
なと 十 雲 军ッタ esc ついて 看 も 亦 云へ？」 姜る &。 I 夕 f を 
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「伍し 正式 じ 公設され 田 まの 巧が に 服す る 化を のみが 》 該 組合の あな サられ たるを 思 w 
ネ階巧 又は 巧 麻 者 おれを 法を 上代 表する 巧 利を ちす 〇卽ち 困 おを ょび 巧 餘の晚 お 組合 じ 
おする 化 等の 巧を のを ホ， 詩が 巧 じ 届す るすべ ての 人 じ 義務的な 面® 巧 勘ち 約のを を* 
巧 没、 彼等 じ 開す る 公共 利を 代表者と しての 諸 巧 能を 巧が する 灌巧 これな り 〇」 

これは を < 人 をを つた 話で ある。 巧柔 組合の 自由は 設 める。 しかし 晒 ま お 合と 
しての 活動の 自由は フ アツ シスト 概柔 化合で なければ 認められな いと 云 ふので あ 
る。 巧柔 組を としての 活動の 巧 ホない 「成 柔 命か趴 I これが フ ァブ シス 
卜巧我 下にが て】 切の 反 ファ ッ シスト® 柔 組合 (特にな を ホを、 共 まま お 巧 曲 化 
食の き 巧し 得る？ の 自由で みる。 一九 一 一峯 質 1 二日 法律 第五 さ 一一 號第 十二 

條は カソリック タ曲 おを を もを む これら 一切の 斬护 心の 職 菜 組合 じ おして、 一九 
二 巧 年 一月 二十の 日 お 令 第 六阳號 への 化從を 命じ、 それらを 普通の 巧 おと 同一 じ 
れ がふべき 旨を 宣言した。 がか 第 六の 號と去 ふのは、 か 何なる 两椎 じせょ、 をの 

♦二 ♦ 7 ヴ シストを B« 巧な を 一一で 


ブ アブ シ K 卜«|1 おを 田家の 建 R JJH 

第ー ニ 節 職業 組合の 國家 巧な 制 

巧柔を 合に おする ファ ツ シスト 困み のが 制は、 該 なをが 單 なる 私！ 心か^ 
もれと も 法律上のを 合 かじょ つて 異 る。 

一、 非を 認巧柔 化を (を 古上の 化を〕 

ィ タブ t 第一 衰 法の 巧 あるが 侦あ章 (cart •ミ 1 51〕 第 ミな じ ミ 「献 心 か > 
ま 組合 組 おは 自由で ある」 と規 をされ てゐ る。 從 つて このな 巧に ょ 化ぶ ファ ツシ 

タト 愤盡貪 外 S 叟 n でも、 冀昔 由を 冀 3 れてゐ *0 か Q 如 さ 印を を 巧へ 

られ る。 しかし 乍ら これは フ ァブ シスト 廊柔 紐を な 外の 組を、 特にな を ホ ま々 曲 
化を 及び 共を ホ ま勞が 化を じ おする フ ァツ シストを 巧の 痛烈な 皮 巧な がの 何もの 
でもない。 何が ならばな ま 化合 組 巧 W 自由を 設 むる 前が の 文句の スグ後 じは々 の 
やぅな ことが 妃 されて ゐ るからで ホる 


てゐ る。 をし もこの 規を じを 反した ものは I ニケ 月な 上のを 役に 加 ふる じ 二、 〇〇 
0 リラな 上み、 〇〇〇 リラな 下の 巧を。 が 恵に 虛僞 の申吿 をな した 者、 或 ひは 下 
完 菱る畫 をな した 者は ー ケ年 ミの 懲役に 加 ふるに 五、 80 ッラ道 一二 萬 
リラ 巧 下 S 巧金更 C 犯人は 五ケ 年閒を 職に 就く 巧が を 停ち 串吿 をな さない 場 
を、 又は 申吿 をな しても 虛 な 叉は 不完全な ホ吿 をな す 場合 じは、 おかおは 命 かこ 
ょつ て該困 巧に 巧 おを 命ずる ことが 出來 る。 巧 働 組を に對 して 登が を 命じたら、 
其のが 合 規巧組 貪 及 お 巧 Q 名 巧 ま 等を 證甘し &た b する 方 巧は、 別 じフア 
ツ シスト 國み恃 がの 方法で もない が、 ィ タブ J にがては これは 巧 別の 庶義を ま 
つて ゐ る。 何が ならば 7 アツ シスト 巧彻叟 5 外の 組を じ坦 して ゐ ろと 云 ふこと 
は、 SQ 最差當 な 理由と なら、 轟 《最も 黒な が 巧と なる からでみ る。 を 

の上フ アツ シスト 民兵 おの 推 巧と ヒマ ヮシ 地とは 是か 非で も 巧 お 甘 ねげ なら &。 
なつて か、 る 危な— してまで も、 反 7 アツ シスト々 違を じな まることは 餘室 

第二 ♦ フ アブ シ *卜 公 なを 一 It 


フ ァブ シス ト*!! なを 田家の «K 一二、 

星 尝ご巧 又はを がを み霎 からな 立つ る ものは、 巧知 事の なをな 暮 をを 
くべき ことを 規定して ゐ る？ みる。 おか 事は i 西 巧の 會 計な 杳を 巧？ をの 
々金 か 「雲 まの たと じ 使用され てゐ ない ことを 發 見したならば、？ じを り 
函 巧を 塞 甘し むる こと W ぉ ホる。— 化を で 何が 一巧 f 暮繁 か，^」 ミが 
をは 縣冀の 自由 栽 量 じ 任されて ゐ るので みるから、 反フ ァッ シスト 务が 組合は 
これ だけで も 助からない ことは 明らかで A る。 しかし 宵 除 C はか、 &器 手段の 
强化 にも拘らず 客キ ：ま两 巧は 化が とて 活動の 手を 授め なかつ たので、 一九二 
五 年 十一月 二 主な じは 更に 髮 結な 器を S 律 第二 0- 二 九 璧か發 布され る 

じ まつた。 をれ じよる とィ タリー 國內义 はを の お 巧 地內じ おな 甘ら る、、 又は 活 

動ずる 一切の 組ち 星、 なをは、 彼等の 羣 、器、 內規 、活動を、 脚 貝 名簿 
其の 他を；！ 2 9 累と霎 《た 塞よ b 案され る 場合には、 器なる 时 たら 
とも、 化 等 S 愛 わよ び靈 cal する 報吿を 8 ij 提出 甘ねば なら & ことじな つ 


巧 巧 員たり しものは •をの か 巧なる 人 おた るを 巧は ず、 か 入の# 巧の み じより て、 二 年 
な 上 あ 年な 下の なが じ 巧し. 旦み久 に 公な じな くる 巧を 巧 止す。 を該 化合、 函巧力 至な 
巧の 主 ま •か 領 •巧な 方法の 宜傳を 巧 ム者も 亦， をの 人 わと ホを のか 何を 巧は ず、 同罪 
とず 〇」 ( Ha 乙 タタ 〇 タミ t . 召 • 240-2 た〕 

しかし、 フ ァツ シスト 巧 巧の 反フ ァツ シスト 勞巧 組合 «沒 巧は みして 巧 上を 巧 
てをきる ものでは ない。 なを ま義 ホ 任な をは じめ 化ての 反フ ァツ シスト 巧ぶ 組を 
が 巧 府の攻 券 じ 巧え 切れ や、 をの 巧 成員の あキ 巧が ファ ツ シスト 巧が 組を への 株 
向を 巧 明ず ると、 をの 組合の お まは か、 る冉 向の 認可な 前に 如何なる 人か該 組を 
のために これを 保管し、 管理 甘る 巧を じ も、 法律に よ b 巧 じな なせら る、 又はを 
れらの 巧 巧 員の 編入 せらる、 フ ァブ シストを 認 組合の 所有と なる。 該が產 のな を 
じ 先立ち 反フ アブ シストみ 子 じよる 巧 消の 巧みる 場合は、 がか 事は 命令 じよつ て 
】 時 自己の 巧 かした るかを を 巧を ちを して 該お をを 保を 甘し むる ことか 出 ホる。 

« 二 さ フ アブ シスト 公 組合 一一 九 


ブアヴ シスト ttug を 画家の 一一 L 

の人閒 でなければ 出 ホな < な るので ある。 

一を H ハ 年 巧 さ 言の 法律 第五 さ 二 巧が 出てから は、 事な 上の 化かの 巧な のを 
地は を々 狹 ミれ た。 7 アツ シス ふ認 職業 組合 じ賦 巧され た恃巧 パ、 それら 良 
ザ 上の 叟 る 活動を 臺 接 おじて しまつ わからで わる。 こた 加 ふるに 一方、 
一九二 六 年 十 さ 一手 夏 ログ ナ香 If 〕 じがけ る ムツ ツプ ， S 難 おがを 巧と 
して、 さなき だ じお展 ななが. 〇 は 益々 餐 とな 6、 蓉ホ 壽黨 はを々 が 地に 
陷 れられ た。 ながぶ 手は 現在 蹇 する もの、 上の み ミス ー度が f れて义 

巧 じち 紐 病を 企 固す る 表 《上 C も 亦 加 へられた。 羅整法 誘な C はみ のの 
<規 まされた —— 

r た^へ お まを まじし •あ稱 S じする とち 公勇の 命令 じょり て 解を を 命ぜられた 
る 化か •田 巧 乃至蹇 を 巧 建せ をす るを は •をの か 巧なる 人み たるを 巧は ず 三年は 上 
十 年な 下の なが じを し •且 えを 公は じ 巧く 巧 巧を 巧 止す 〇 を該 組合、 用 ほ 乃至な 派の 



二、 を認職 菜が を (法律上の 組合： > 

を認 職業 組を じ對 ずる 國家 的が 制は おつの 段階を かつて 考 ふること* ん出 ホる 0 

(ィ) 、を 認權 

職 ま 組合 か 公認を 巧 < る ためじは 第一 節に がて 述べた 諸な 件を 必要と ずる か、 
なは 該化 をの 担 源、 設立な ホの 巧 動が 態じ關 する 報 吿蒂、 晚貝錄 わょ び 組を 貝ぶ 
巧、 組合の 目的、 化合 本部の 所在地、 化を の 活動 區 巧、 化の 諸曲植 との 賊 巧、 か 
あ •規律、 特に 組合員の 加入 脫 あじ 明す る 規則を 明記した 組合 規 をを 提出し、 巧 
調 化を 省の 認可を 巧け わげ ならめ。 すべての 條 件が 備は b な 調 組合 大臣が 適を と 
なむる 時には、 圃が院 じ 諮 b 、 內巧 大臣の 同 息を 得、 巧 調 組合 大臣の 申 謝に ぶき お 
かじょ つて はじめて 認可が 與 へられる。 か < のかき を 熬槪柔 がをは 化づを 鼓が ま 
なをと しての 出を おからして、 フ アツ シスト 固み の あまなが 制を ぅける ので ある 0 
がち 巧 調 組合 大臣 —— 困な 院 —— C み 大臣 —— 困 王と この 巧つ のが 巧を 巧 巧せ し 

第二 ♦ フ アブ ン スト 公 »•# 巧を 二 一一 


フ 7 ツ シス なを 国家の * R 二 5 

れら S 巧寶 S 組合 ジ； シストを 屋を とし 5 可され るか、 又はを 
れらの 養 貝が 碧の フ アツ シストを 歷 合じ紀 入され るか 占 ちにちを のが 
塞か 亦 これら ils 霉支代 まを S ずに f 公 ことは 云 ふまで もな こ 
な 上述べ ホつ わかく 非 公認 組ち 特に お含ま 蒙か璧 糞を ま 蒙 街 組を じ 
おする 器り か梭 度を 株め たなに、 今 d では お 案義雲 組合は 閣內 にお 巧ら 

ず、 アム スブ火 ダム 巧が 組合 ィンタ 1 ナシ ヨナ； 談 解の 下にを の 本部を 己里に 

をし、 圃 なら ィタ ッふ霎 C 向つ 5 きかけ T みると 云 はれ、 •〇れ じ 反して 
共 宪ホ囊 は、 今な は 執 巧に ィ タブ t 两內じ 潜 巧 迸 動を なけて ゐ ると 云 はれて ゐ 
ミた ぶ 前 7 アツ シスト 勞御 組を； JS し ミた 为ソッ ツク巧 働 組合の みは 自 
ら餐 して 7 アツ シスト 雲な を じを おお。 か ィ タッ ふな 巧の な 巧 造 
を 運 巧の 巧臺じ 存在す* ものは、 た 姜 アツ シスト 雲 組合の みと 云 ふこ、 とに な 
つたので みる。 



「該ホ 認は化 何なる 時た b とも 巧 巧ず ことを 巧」 ( I 九 ニ ホ 年 四月 I 二日 巧 律 巧 五 
六 一二 战 第と 條を 照) 

(パ)、 をを 及び 保護 

市町が、 郡、 が 組合は お 知事の 監 をを 巧け、 巧 巧を を 謀 じょって 保 巧せられ、 
州 組ち 巧 州 じ 跨る 組を を 固 的 組合は み 調 組を 大臣の なち 巧 謹を々 け ミを 
震柔 組を •かち" を 裏、 又はき 組畫 Q 養を 巧く •へさ 事 巧は み S 巧で あ 

る 

こ〕、 巧 巧 

(二) •をを じ 巧す るを 巧 

(一二】， あ 年な 上を なじ 關 がする まは 

(四) • 巧 規則 义ぴ 人名な 

(五) 、 巧 課 お沒收 規則 

♦ニ タフ アツ シスト 公* 職 巧な 舍 -こ一 


7 アヴ シスト tta な 合 w ミの 运 R 一ニ ニ 

むる こと ミつ て、 十を 「反越 家 的 要素」 5 7 ク f が 巧 はれる わけで みぇ 
(口)、 組を 長 又は 專記 ち' レを 命 巧 

一を 一六 年 買 一二 日 基 律 第と な ミれば、 組合 曼は 重ち は 組な 規を衷 

諸 規定 じ 基き、 任命 或 ひは 遇？ れる 二と C な ミ f ♦か、 襄暮お 幕-、- 
よつ てな はれて ゐ る。 を闽的 組ち を じ 跨る 組ち 州 組合に 於て ち 組合 お 又 
は蓄記 長の 巧 命 或 ひは 遇擧 は、 基 大臣の 同惹を 得、 爵 組を 畜の 申請に ぶく 
蓉 じよつ て お、 郡 或 ひは 市町 巧 組合の 場を には、 內お畜 の あ認を 得、 讀 
組合 大臣の 命令 じよつて 、承認され なければ 巧な である。 なで も 亦 夫々、 な 調 曲 
を —— 內な 大臣 —— 岡 王、 な 調 化を 大芭 I 內務 大臣の お 巧か肢 けられて ゐ る。 
かくて 寞 S 巧關を 突破し 了 望 曼は 書記 5 難を 克 ち？ まは 7 ァッ ッス 

卜 ながのを では みら 巧ない？ ある。 しかし 乍ら 7 ァッ シストを 府 はか、 る复口 
おに 巧して さへ も、 何時でも 罷 をし 巧る 巧 巧を 巧 保して ゐる〇 ヨ< 


事、 巧 調 組を 大臣の みを がヒ ドク 不 常なる 場合 じは、 そのみを 巧 巧な 十ぶ 日の 巧 
じ 巧府じ 控訴す る ことが 出 ホる やぅ じな つて ゐ る® 

(二)、 組を 幹を をのが おお 

組合 お 事 會はフ アツ シズ ムの夕 がな 法 か 認めた 唯一の 巧を 制度 じぶ < ま 巧な 巧 
を 機巧で あつて、 これを 構成す る 幹事 か 凡て 組合員 中から 選出され る點 では H さ 
るべき である 。しかし、 をれ だけ じ义巧 巧の 統制 上から 云へ ば、 厄 かなが 化で あ 
る〇何 ななら ばを こじは 必す しもな 府のホ ま 通らの 人物が 現 はれる とは 化らない 
からで ある。 從 つてな 府と しては マサ かの 時じ備 へて わ < 必要 か ある。】 化 ニ ホ 

年 巧ち 二日の 巧が 第 八 お 第一 一一 巧ち か < て おか じ 宣言す る I 

「まな 大芭 (谅調 化合 大臣) は內務 大臣の 间 意を 料 •組な が 事を を 解な し、 一年を 巧え 
ざる 巧 巧 じ おり 一切の 權 化を 化合ち 又は 巧 記 長 じ お 中す る ことを 得。 主務大臣は 义巧じ 
重大を る 巧を じわりでは •非常時を 巧を 員を 巧 命ずる ことを 巧 OJ 

第二 ♦ フ T ヴ シスト 公 B* 巧れ を ニー 五 


7 アブ シスト & 請な々 » 家の！ •氏 ニー S 

ご 〇 一九二 六 年 四月 言を を 第 おが じより 巧 巧せられ々 る 保 雲よりの 支拂 

かくの かふ 證賣賽 はお か 曼は裕 語 奠臣 《指闻 ミな をなら な 
でぁ をら、 か 影 鼠 如 i む篇秦 をが^^ い 心 一 ' t かいいた 乃 
ある おか 曼 はな 調 紐 合 大臣 U 必要と 思 おする 時 C は 何時でも、 を認叟 口に 过 

し— ぶ 雙雲 S 提出を 求 《、該 I 《巧 管關 しか 査わ よび 調 蒙 施行— 
やる こと： M 來 る。 又 協調— 大臣は を 證 含を 種を の決累 法律、 諸規 
助、 叟蟲を わよ びが 合の 妻 目の じな する 時は、 何時でも これを 取擎 ことか 
曼 ミえ 外を 餐合 S 問 又は 寫巧成 貝が 法律の 耍ホ誰 おか、 紐を がち 
梦昌 挖從 はない 蓋 じは 藉 なる 時た 6 とら、 麻 5 又は 協調 組 奠臣じ 於 

てこれ じ 所要の 化 事のを 巧を かじ、 且 をの 資 用を 霞を の巧算 中に 計上せ お 
る ことが 寡る やぅに なミゐ る。 が ミ— 紐を の 活動は 巧 望繁ホ 又はぶ 
覇を畜 G 靈を 巧れ ミ b 待ぶ いわけ ミミし かし 乍ら お 行政 會證 、お 助 


なの 商 お 組を にを 巧ず る。 か、 る 直 居 巧な 組を がない 場合、 义 はなな 組を 肖を か 
をのを 事まで ある お 合は、 他の 同 巧 化合 員の お 利と 教育との ためじ 身 おされる 0 

第 四 節を 認 職業 組合の 組織 

e プ n じょれば フ アッ シストを 認 組合は 二つの 方向 じ 向つ て發 おしつ、 ある。 

】 はま 直の な 方向 じ、 他は 水平の な 方向 じ。 印 も 彼は これを 說 巧して を ふ —— 

r 垂直 的 組 巧は 國 家の ホ 部 じ 巧 現されつ V 國 おのが 制 じ 服し、 上がが 給た る 蹄な みぶ ひ 
はがが 合 食 じ 集中され ると ころの 巧 一な 門 又は 商業の 巧 化合を な 含す る。 水平の 化な は 
因を の 巧な じ 度 現され、 各 お まがけ を じすべ ての 生産 巧 素を なをず る 0 J (夕-ごコ呈ミ， 
H. W4 Makiisg Uie Fas 么 Bt state 、 】 泛 タタ 19 ご 

巧巧は 通常な調紐を と巧ばれてゐるものである。 

第二々 フ アッ シス ►公 «馨 巧な々 二 ー セ 


フ アブ シ： s 巧 合 賽の菱 ー ミ、 

(ホ)、 公設 取消 巧 

0 家の— 組を！！ 勒1 最後 S 大璧を S 消 巧 《香で t 。 器の 巧 巧と 
しては 前述を 謬 餐件 sf れざ& こと， わょ び 固み のが 治 的 利益 W を愁 
おを必巧 と認 むる こ 各け で 十み ミる。 こ 《 f 《手 巧は— 院 のを 見を 微 し、 

內な 大臣 S 暑を 得、 ま寞 § 畜 i 占 言ょ ミ 巧 はれる ことにな つて 
ゐ る。 これは、 內 素ら委 畫 •か 組寞ホ 《霎 化を f ん とする f 、 义ょ 
がをお 资— さを C 巧 ミ T 羅 SSC 版し S 受 n 等 凡ゅる S を— 

して ゐ るので ある 0 

か < て 一寞ム 認 •か 器され る もを 《なをは もはや 事 至の 組 t し ミを 
する」 とも ホな < 。ゎ、 が 方蓉の 場を じは がか 事、 夏の まを 
—大 f f iii れミ —算 it れ、 

かまを 愛」 T 霞 S 芝な」、 餘 W 哀篇ミ 獲 令を 俟— もを スグ b 


(ィ) 下 絞組热 縣 •郝 •區 •市町 巧のを 趣 組合 および それら 組合の 職 合を よりが る。 
( 口 ) 卜 i 紋組據 複數下 お 組按の 聯合た るを 國蹄 合會 (目 tional federation) もよ ぴ就合 
をの 蹄な たるを 國紛聯 な 待 (national confederati 旨) より 巧る 0 

を鼠總 聯合を の 組織は 巧の かくで ある 

(ィ) 雇 俯 あ 側の 組 お —— 六 個より 巧る 0 
(一)， を閔フ アツ シスト エ業 結 蹄な を 
ご 一〕、 を阔フ アツ シスト 携ホ總 聯合を 
(三) •を 闽フ アツろ スト 巧 策が 蹄な を 
(の) •を 國フ アツ シスト 海と 及 空中 運輸苯 城 辟 合# 

(五) . を阁フ アツ シスト 陸上 及 巧 地 水上が- 輸 業が 蹄 合# 

(六) •を 閣フ アツ シスト 銀け 業 結が なを 
( P ) 巧備巧 側の おな 二 個より ホる。 

(一)、 を阐フ アツ シスト 巧 働 組を 化 聯合を (通稱 々脚を 巧が なを) I 六 個より 巧る 0 

巧 一一を フ アツ シスト か 技 •まは を 一二 h 


7 アブレ X 卜 tt 巧な み ■家 一二 L 

一 垂直 的組餘 

この お 時 じな する 組 巧は 二つの 啟助 にょつ てな かれて ゐる 

o : r 1 化合】 隅な 主 

雇 化を 被 化 巧獨立 おがぶ 义ぴ 自由 陈業 まは 夫* 別個の 公 謎 化な じ 化 おされね ばを 
ら ね。 一 公認 組な S 中 じ雇攀 と彼攀 とを 一が じ 組？ る ことは 許さを い。 

(こ •一巧 巧 一組な ホ强 

雇が ち 巧 備ち巧 立藝術 藻ぶ び 自も隨 業 おは 一嚴お V 1 心齡斯 卽牺じ 一っの 
な證 なを 認めら る、 のみで ぁろた とへ 同盡 部け じ馆 储巧义 はが 俯を S つが 上の 
組合が 組 巧 されても •公認され るのは たど 一つ だけで ぁる。 

力 < のかき 膝 則 じぶ いてな 巧 甘ら れる 組合は、 下級 組 巧 わょ び 上級 化 巧の 二 巧 
じみ たれる — 



了つ た。 フ アツ シストは これを なの やぅな 言葉で 辯 藻して ゐる —— 

r 旣じ力 强く巧 動して ゐ るぶ 淫の 組な 組 絞を 极本的 じを 革 せんとす る ことは， たと へこ 
れらの 化合 組 巧が 十 かじ 新しい 巧 求じ應 ずる もので なくと も •ぶる 場を じは 不巧 なでを 
ると 考 へられた 。殊に これらの お 巧 組 巧が 實 巧の 結 巧で あり •か萊 化 化に 姑汹 である こ 
とが 巧ら かで ある 拽 なじは 尙巧 であつ た。 

かくて 现巧 なじょ つてを めら れた二 個の 化 蹄な をの 中 巧 在して みる ものは 1 個 (を國 
フ アツ シスト 巧が 組合が 聯合 貪' 心で あつて 》 化の 一個 (雇備 巧が 蹄な み) はを ゴ* こ. の 
巧 位は-個の 結聯 なをの 代り じ ホ ホ 部門 じ おつて 六 側のを 國 がが なみ (エ戈 •を 業 •巧 
柔 •お 去を 中 運 葉 •陡 妾內地 水上 運 お 業. 銀行業) じかたた をの 受は をく 化 

から 巧 立せ る ものと される じ 至つ た。 か、 るが 腔 じ おしては 法律上の 公設 おょび 槪 U 配 
合の 化を じを つて 少しも 修正が 加 へられな かつた。 何故ならば 巧 做 ホ 闽拖の 化な 目的は 
本 巧 上す ベて 同じで あるから •ぶる 目め 逢 巧の ためじ 一倘の 中央 指 巧が 掠が が 在し 巧る 
ので あるが、 雇 俯を の 巧 合 じは 巧が が 全く 異 ると 云 ふこと が設 めら れ なければ ならを か 

巧 二を フ アツ シスト 公 38 度 巧な 合 ここ 一 


フ アツ シスト 柏 調 化を 田を のを 巧 こ 二 0 

一、 を國フ アツ シスト エ業 巧慟 化合が 合# 

二. を國フ アツ シスト 農 巧 化な 蹄 合# 

ご r を國フ アツ シスト 商業 お 業 貝 あを 蹄を を 
ご r を國フ アツ シスト 悼 上 及び 巧 地 水上 おお 巧の 化合 聯合を 
ち •を 围フ アツ シスト お 巧 事務 目 化な 蹄 合を 
六 •を 國フ アツ シスト 巧 瞄巧筋 ホ 組な 聯合を 
ごご •巧 立フ アツ シスト 海上 及 空中 巧 物 化な 蹄合會 

一九二 六 年と 月 I U 朔令 第ー ニー： 〇號 第の 十 一條に ょれば、 一一が の總 巧を み、 
すなは も语俯 巧巧聪 をを と 被傭者 總蹄 なをの ことか 規 をされ てむ るか、 巧 際に い子 
在す る ものは 巧者 W 被 俯巧總 おを をのみ である。 を闊フ アツ シスト か彻 組を 巧が 
をを (进巧 巧 御を 總が なを 心 か卽ち をれ である。 展 俯を おがを をの 方は 寅 本家、 
地 まの 側から な烈 。反 おか あつたる に、 結局 實现 できず をの ま、 わ 流^ こなつ て 



(ィ； 、海 麦び 空中 勞攀 はミ叟 nS を f から • ss 豐と 異る霎 

じ强 力な 組 城を 持つ てゐ たために、 を認巧 もを の 巧を かな 雷され たこと。 

(曰〕、 海上ぶ ぴ 空中 巧 御 組を 蹄を をの 組截は 普通の々 御納か 聯合を のか < 、部 
巧 別の か网 組を 及び 縣 組を になれ る ことな < 、二俩 W を圃 組合 (を 闊巧肌 從業貝 
組を わよ びを 罔が 巧從業 員が 合) にかれ、 をの 备 々バ义 個々 のを 風 細を パを 巧洒 
長窟お 糖關十 組合、 を圈巧 船な 級 触 貝 組合、 を闽 船が 組合 •か 巧 商 她を社 海 お 貝 
が 合、 を 闲巧触 中級 職 貝 及 海な 組を-を 闽 空中を 內者 組合、々 閲 機械に 反 ホ’ ぶて 
組合、 を 晒統を 事務員 組な 等) から 摊 成されて ゐる こと。 

二、 を國フ アッ シスト ー朗 脂 か 御を 組を 聯 をを 

巧な 萄術 家、 獨立 技術 家、 ち 巧 職 菜み 等よ b 巧る この 組合は 木 ホから 一て へば々 
曲者 總蹄 合を の 中 じ 這 人るべき でない じ も拘ら や、 雇 俯 ホよ b もむ しろ々 御ち こ 
巧 害が 近を して ゐる ことを 巧 由と して 巧 御者 おがを をの 中に 組 歳され てゐ る。 

巧ニタ 7 アヴ シストな 巧 «讓 かを -ミミ 


フ アツ シストな 巧 巧を 田家のを 巧 - II ; 二 

つたから でを ス〇化 等の 閒披 はた r 單じ化 事の 問 趙じ閱 して 組合と しての 巧 おを 持つ て 
るる 許りでなく •生産の 發 おぶ び巧大 •化の 部門 じ 封す るを 生を なけの 保護と 去つた 棟 
な 化の 遙 かじ 廣 化な 任 巧を も 亦 持つ てゐる もので をる。 を， 5 中で もを 耍 なが 門を 巧げ れ 
ば 工業 •農業 •巧 ま おょびが 巧 業の かきは •夫々 異 つた 任務を 持つ 異 つた 經 巧が 曲な の 
である。 を々 の 組 おは その 特種の 急 おじ おず るた ろ 必然的 じ 別種の 憐 巧を 持たねば な 
ら ね。 おつて か、 る 巧 雜且す 同一な 集 苗の 集りを. 公 やじ’ 平等 じ •十分 じ お 巧す ると 
云つた やぅを 一個の 中央 闽拖の 創选は •ホち 上 不可能で あつたの であらぅ 0 J (ジ. S 日ろ 
ach ぞ〇で cit. PP 00162) 

が 織 上の 異例と しては このが じ なほみの かきものを 巧げ る こと ' が 出 ホる。 

一、 獨立フ アツ シストを 上 及を 中が 倾 組を 巧を を 

これは 巧 働 組を であるから 本 ホから 云へ ぱ當が 巧 倘巧お 聯合を の 中 じ お 入され 
ねばならぬ 答で あるが、 幕 ザは この 組を だけ 離れて が 御が 總 蹄を をの 外に 巧な し 
てゐ る〇フ アツ シストは をの 理由を 次の 二つ じ歸 して ゐる —— 



じが 按 される のが 原則で あるが、 巧では 反が じ 巧を をを 一組 掠の 中 じな をすべき ことが 
お ホされ て ゐる〇 

(口： r 裕は 曰が 倘 人で をく 雇傭者 および 被備 ホの 公認 牌 業 組な である こと —— 垂 を 的 化 
按じ 於て はを の 化紋の 構成 お菜は 個人 および 法人 兩植 となつ てゐ るが •巧では 法人 曲 
指 中で も 特に 雇恍を および 被 俯 ホの 公認 職業 組合た る ことが 架 ホされ てみ る 0 
な 調 組合 じは を闕 的な ものと 地 そ 的な ものと か あるが、 フ アツ シズ ム かを のな 
現を 期待す る 全 画の 谅調 組合とは 次の 如き ものである。 

一、 を國 工業な 調 組合 
(ィ〕 •を 國フ アツ シスト エ莱庙 がな を 
( a '/ を國フ アツ シスト エ業 巧 倒 おな 蹄 合を 
二 •を 巧 段 業 巧 調 組な . 

(ィ) •を 巧フ アツ シストを お 巧 巧な を 
( a ) •を 阐フ アツ シストを 巧 化合 税 なを 

巧 二 さ フアツ シスト 公 密か 巧な 合 一ー ニ 五 


7 アツ シスト 協 巧 巧を w 家の ft 巧 -3 — 

ご 一、 各種 语 俯を おがを を 

巧倘赛 合を に駐 する を 巧 S 合稱 合を か 大お割 一 的な 組織 (を 園 細な わよ び 
縣訊 合よ b ぶろ を 持つ てゐる S ちて を 巧 语俯憲 がかを の靈 はた ふ 
統一で ぁ & T 案 緒 蹄を 食、 囊藍 をを わよ び 巧 麦內地 水上 逆 輸莱總 蹄な お 
だけは 稍々 似通つ わ 組織を 持ミゐ るが、 他は 璧に異 つて ゐ る。 复 、ホ、 ファ 

ブ シストな 巧 « まな 合一 « 表を 巧) 

二 水平 的 組織 

通常 協— 合 (|ミ| と 巧び な 5 れてゐ る この— 篇 切は みの 點 にぁ 

る ！ ■ I 

‘c'l.y 雇が がか も 蘇" か (認 勢 かお 邮が 農を 真 一繁^^ 祭 

る こと一 靈 的 組 按じが ては 所謂 I 組合 一隅ね 主まで 雇が ホと 巧 雲とは 別* のお な 


を 居を 通じ •或 ひは 一巧を 巧 任す る 小さい 協調 組を な享 る。 ろの 大小 いづれ の お 調 
复口 をと つてみ てち 養 じ f る、 掩巧 閣披の 代表を は績夕 お攀— でぁる。 
(下れが ま 巧、 7 アツ ご 基に がける 《奠 巧、 ニニ 四 I ニニ 五 只を 照) 


巧 二を フ アツ シスト 公な なお がな 


フ アツ シストを 朗 なを w をの 趙投 一 3 ホ 

ご r を 闻お業 協調 組を 
(ィ) * を國フ アツ シスト 巧 菜が 聯合を 

(こ •を岗 77 ツ シスト 襄從瓷 組な 蹄 なを 
四 •を國 陸上 及內地 水上 運お柔 協調 化を 
(ィ〕 を國？ ツシ K 卜 陸上 及內地 水上が- 餘 i 蹄を を 

(口) •を國 7 T ソシ K 卜陸妾 寬至議 墓 f がを み 
お •を 困 お 麦 空中 運 お 業玲調 組を 

(ィ) を凶フ アツ シスト お 麦 空中 運辕 業お赖 合を 
(口) •を阔 77 ソ シスト 海 麦 空中 運 f 働 ff を 
六、 全闽 銀行業 協調 組合 

(ィ) 、を 國フ アツ シスト 銀行業 化 聯合を 
口〕 ■を 齒フ アツ シスト 銀 巧 事務 貝 組な 椅 合な 

これら 六 個の 大 if のか じ •上 お’ 下紋の 襲叟品 じを 生産な 門每じ •ぶ ひは 



をれ じ 比 ずるならば 一日の長では ないかと 考 へる。 巧つ ての 協調 組合 大臣 ボツタ 
イ ( Gig 鲁 3 Bot を〕 は、 この 言葉を 說 明して なのか < 述べて ゐる I 

「私が 化のと ころで も 指摘した やぅ じ •『コォ ー ボ レイナ ヴ 』 (corporati さ〕 と云ム 形を 
詞は •巧 通じ 受けを れられ ，を 用語と しては 勿論 政 あ 用語と しても 用 ゐられ る やぅ じな 
0 たが、 をれ にも拘らず •その 言葉の 持つ てゐる 意味 おょび その 言葉 じょつ て 巧 へられ 
巧と してるな 味は、 た r 除々 じ 巧ら かじな り、 除々 じ その 內をゎ おはしつ、 あるじす ぞ 
をい。 をは 履備 巧と 巧 做を の 開 巧を 巧な 巧 爭の立 巧からで なく、 階級 協調の 立 巧から お 
へる ことが すべて 『コォ1 ポ レイナ ヴ』 と云ム 言葉で 理解され てゐ た。 化つ てこの 言葉 
の 用を は 制限され •特に 政治的 •法律 的 悼 質を ちす る この 言葉の 十み なを ホが おへられ 
を かつた。 

この 巧 質が これまで 考 へられず、 现お でもい つも 考 へられない ためじ* 混な と 誤が と 
が 生す るので ある。 例へ ば 一九二 六 年 四月 一一 一日の 法を 巧 お 六 一一 一巧が 通過す るは が •イダ 
91 じは フ アツ シズ ム のがれを なみ •巧な 協調を 指 巧 巧 巧と する 固 家 まを 的な サン デ々 

夕 一一 章フ アブ シスト ga 化々 ニニ 化 


フ アツ シストな 巧な を 苗 家のを 巧 

第 S 章 フ アブ シスト 協調 組合 

フ アツ シスト 協調 紐 合が フ アツ シスト 公認 職業 組合の 水平を 辄城 である こと 
は 前述の 如 < であミ 、二れ からし T お 調 組合を 直ち が.'^ § 心 •い 料い いかか^ 
調阐補 だな どと 早合點 しては ならない。 何故ならす 言， C 於 T は 今や をれ 主 
特 巧のを 裘を 持つ てゐ るからで るる。 缓巧闽 じ 於て はおの 霸忌調 組を に 

巧る ィク リー强 の n V ホう ツ ィオ ー -I ( Corpo 3 zioni 〕 英語で ょ？ 33 ら §、 獨逸 

語では Korpo ま i 旨 I は、 をのな 链か 十を に 理解され てゐ なかつ わなに.、 が ひは 
「团 結」 と譯 され、 或 ひは 「共同 態」、 「共同 閒骑」 などと 譯 されて ホた か、 か、 
る諾からコ ^ポラツィオー ニ の特質を十かに窺かすることのできないことは明ら 
かで ある。 か 諭 私の 「お 調 化を」 なる 譯も 決して 完 をな ものでは ない が、 從义い 



ほフ アツ シスト 協調 細 合 塞を 支配す る 法理 s 明を する までは’ を s 叢 s 巧 革 
々じ 明白 じする ことは できない ので ある 0 」 (Bott も， The Corporathre state , quot る f3 日 
is Flisul 旨 一 4す？-* を It®d 夕さ igo 望 一 § i 、 1931 •妄 3 ご 32 〕 

卽も彼は 「コォーポレィチグ」 と云ふ言葉は從ホの 「悅級協劍」 とちふを味の 
かじ、 ィ タリ 1 に 於て は 特にを の 政治的、 法 作 的な 化 ♦ん秉 祝 さいなけ をたら め 
ことを 指摘して ゐ るので ある 〇旣に 一九二 六 年と パー H 物な 第一 一ー ニ 〇姚巧 叫 十 
ミ 條 じ、 協調 紐な か网 家の 行政 機關 たる ことを 明らかに ななして ゐ る。 を L ; 巧 
通のを 認職柔 組合と が 織巧训 ぶに 於 T 異る許 ゎで む < 、巧に 化の 點 にがて かを 
のじ 異る S でゐ る。 营迎 の黨 組合 S 場合には をのを 認と 共には 人が wg 巧 せら 
ミ か、 をれ！，！ も 拘らで をれ か 化が として 閑ぶ の 外部 組織た る點 にれ ては 少し 
も 巧 b なかつ わ。 しかるに 協調 組を の踢 なには 一巧を むか 公認 甘ら る、 と 巧 人が 

をれ 學る 代ゎ C 直ちに 层篇 とな b 、 网義內 部 組織に 巧す るので ある。 

を ニ タフ アツ シスト お 訝 化を 一 - 


フアプ シスト ttw ほを 曲を のを 投 一四 0 

リズム かな 在して ゐた〇 しかし をれ をはて 協調 組を 阐家 (corpora な ミ Mtat *〕 を 談卡る 
ことが 間違 ひで あつた こみは 明らかで ある J 

協調 化な 國 家は 國 をが を 巧 あがなの が 制 じたを 培み 入れ •それらの 組な を 法的 地 ホ こ 
引き 拐げ， それら じな 的阐摇 としての お 質を お 巧し •圃® 巧 働 契め を 締結し •組な むじ 
組合 巧を 課する ことので きる お 別 代を 權を 巧へ たと を じ •渐 くを— 一 步を齒 みがした 
じすぎ ない おつて 『コォ I ポ レィ チヴ』 と I お ふ 言葉の お 巧は、 巧ら フ アッ シスト 関を が 

それ 冒の 中じ自 み自矣 をのを をの 一形 態 I をのな をが’ をの 中 じ 於て 自らを 發揚 

し それ 自身のを をな 自治を 逮 巧す るを をな が一® たる 巿巧 班を を 抱擁し つ、、 白 

ら をな S 裹闊ぶ Q 具 爵 典型たら」 《ゎ，^ か 蕾 もを を^^、、-^ 斯 いお 

がぃ。 

ま々 は 『コォ— ポ レィ チヴ』 と 一おム 言葉を •公認 磁證 合じ閒 する フ アッ シスト 立法 
画ち 言の 法律から を闊 協調 組合 おなじ 閒 ずるを 後の 雜じ 至る まで) 0 巧 底 じ 巧は 
る 巧 原理 Q み析 にょ ミ •碧 的な •馨 な靈 C 用 ふる 二を 窠を •をれ でもた 



規 をして ゐ る。 

(こ、 46 歡 亂じ龄 家む 心暮驚 嘗緊む f が 歎が かがが 

一九二 广年巧 月 一一 一日 法律 第 お 六 一二 お 巧 十條第 一二 項 わよ び 同年 セ 巧 一日 勒み 第一 一一 こ 〇 
か 第 あ 十六 條 Lif 協證 合は S 叟 n からを Q 護の 雲を をけ た爱 ちは’ がな 
か 掌を ドの 巧 傲が 件じ閱 する I 板的規 をを 發ホ する ことが 化來 る。 この 巧 化のを 壬よ 可 
を 化を 規を 中に 規を せらる i ことじな つて ゐる 。協調 組合は か t る 一 板的規 たの 發布じ 
をつ ては 公平を をと し r 雇備 巧た よび 被 俯 ホの 利益を、 生産の ヨリ 商 絞な 利な じ 調 巧せ 
しむる 事」 がげ 嬰で ある。 この 規 をはが® 組を 間じ締 おせらる、 廚 お巧侧 契約と 问 一の 
巧 力を 持ち 當該 化を が 代表す る盾備 巧を よび 被が ホの すべて じ おし、 糾か糾 か 如^ 
とを とを 問は ず、 等しく 讀 されろ そして こ〇規 をが 一囊 雲ら る、 と’ 所 招 化合 
閒 じが f れてゐ た 震 S 两植 《雲め ち ミが を 部 蔓は部 か 的た が おのが たじが 
觸卞る 限り 巧を 力 至 修正せられ なければ ならない ので ある 0 

C こ’ 窒なる5&が1,!繫が东，^1霞ぃ襄が心義_ぃがか.^;,^、、一，；^ 
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因 互 


フ アブ シ* 卜宙巧 はを 田 ホのを 巧 一巧 二 

か < て閣 家機瞒 となつ たな 調 組合は々 のかき 任務を 果 さわ ばなら ぬ。 

】 、化會 的 任 お 

な調叟 口の 社 鳥 巧務 としては みの 諸 衰擧げ る ことか 出 ホる — 

フア 'ソシ ごじ ょれば’ 協調 化な は 「巧 へられた 生 巧 部門 乃至 かお 部門 じがて •巧 做 
組合が 雇傭 S 合と 提携 T る 全 阐乾央 組 お Q 新が 態」 であり >支 馬 f 挺 俯 有との 
薑的か 解 Q 具 E 的ぶ 班で あるが 故 じ、 推力と 推ぶ とを 持ち •た 巧なる 化かけ 倒しの 
を 調で なく •巧の 協調を 保證 する ものな ので ある OJ (？. P 。 ロミ。 氏夕。 P 良. PP’ 巧ん 夕 

おつて 所属 叟晶爲 攀 fQ 器攀が 起つ た进合 じは •直ち C その 調を」 
さなければ なら S 。 一九二 六 年 四月 一1| 日 Q 法律 雲 六 3 號輩 セが を 苗は’ 協調 組合 
が 整せ らおる 巧 合 じは •をれ じ 巧な する 化合は 雇 俯巧爱 C たると 巧 俯 巧 叟；： たるを 
問は す兩 ホ 問 じ S た攀 の 解が じついて はホづ 協調 組を の 調停 じ をれ、 その 調 巧の 
失 化した る ことの 證巧 がを ければ •か 何を る 訴訟を もな 做を 判 所 じ 提起し 巧と ご】 とも 



完二广 年 セ さ 日勒令 第一 一 Is 羅四 十四 巧に ょり •壽 化合は 見舅銜 ホの 破 
柔 复た 《ち 所, |8髮星 誇な 一巧 望— 布す る ことが 出來ミ 
(ホ y 巧教蒂 もを が數^ がか 驚 

證 化合に 巧 へられた な 上 五つの な會 的を 巧ち 階 お 協調の 困 家の 鏡た る 協 
口^^^^^^^^^^ あ ミ、 7 アツ シご はこれ じょ i ホ 「糾趴 恥 
一^の 武器：.！ 用 ひられた 勞御組 か，；，、 歡 暮^^を かたい^かい 心^ 

る〇一 

二、 經巧的 巧な 

が 記の 蓉の諸 任 おと 共 じ證 組合の 霎な 巧を としてる げらる， へきは、 経* 
蹇 のみ 定ミ る。 わと へば 留叟晶 0 有囊 益な 擊を 防を、 不完全な t 

巧 組 痛の 改菩を 巧 ひ、 畫產 要素 を 巧 ふ 等の た& に、 一を の 方策を 樹立して 
これを 巧 度叟口 じ 提示す るか 化き である 〇 ぉし巧寫逞じぉする畜ぉをの 

>己々 7 アブ シスト 宙 a なを 


t 囚 £ 


フアヴ シスト 宙葡な 合 田 おのを 巧 一巧 巧 

壽 組合 省を 創設」 ゎ勒 令は 協調 組合 L ! 對し •繁^ 6一| も 6 を昭 おし ミる。 矩 
つて 围家 巧關 たる 協調 組を の 設立 卞る惊 業 紹介 巧の-ザを おず して， お人义 はな 均枯 3 是 
供す る 職を 受容した 巧 働 ホは、 をの 人物の か 何を 問は ず 二 〇〇 リラの 罚 を、 失策 ホで 班 
業 紹介 所のを 巧 じ登錄 しない 巧 も 亦 二 00 リラの 前を •ホを 錄の巧 例 ホを の 俯した 瞄祕 
をは •巧 樹巧竺 人？ 五 0 リラは 上 1118 リラな 下の霉 。就 喊じ睽 しては ホ づフア 
ツ シストな 貞 および フ アツ シスト 巧 働 化 ム員じ 巧 ホ 椎が與 へらむ •おし も 二人の 敦 U 义 
は 組合 貝 中 どちら かを とらねば ならぬ ときは 入 お (加入) 煩， 入 巧 (加入 心の 時期 问 じきと 
きは 年齢 晒と 云ム ことじな つて ゐる 。かじ 今日の かき 慢性的 失業 時代 じは、 フ アツ シス 
卜 でない 人々 の 就職は をく 聞 雑な ものと をは わ ばなら ぬ。 しかし •巧 巧 じは， この 規巧 
が 必ずしも よく 守られて ゐる わけでは ない。 資本家の 中 じは フ アツ シストで ない 巧 働 ホ 
の 巧が 力が フ アツ シスト 巧慟 あの をれ よりも 安 巧な 巧 合には •お々 とこの がかを 無規す 
る ものが あるから である 0 

(-0 •技術 訓巧 および おを 前 巧の 統^ 



直ち じ网賽 か 鏡と な b 、 巧楚特 巧を 藥 5 れる 。協調 叟 nG 設立を 許可ず 

る 協調が な 大臣の 命な は 义谣調 組な の 轨總を かぶず る。 組合の 機關 としては 化合 
長 ータ叟 善 蘇一俩 かみら、 組 かお バ讀 が奠臣 によ？ 任を され、 叟 口を 蘇 
は 所が 化合 S 化を 巧 (履 俯 者 わよ びが 俯者阳 お) をな て摊 化される。 代 ま 者の 巧 
か 力 法 わよ び該を 蘇 S 義 巧ち 組<長9|3| 化と 共 じ 前；^ お ま々 じよつ て 规をさ 

れ る。 


第 li 一单フ アツ シストな 蘭 巧を 


フ アツ シストな 巧 化合 田家の 巧 巧 一巧 ム、 

干 ホは た •、「お 人の ィニ シャ I チ ゲの缺 か、 或 ひは 不 おか、 叉は 越 家のを おの 巧 
益 か 危樣じ 立つ 場な じの み 巧は る」 (巧 働 あ 章 第 九 傍〕 ぺ きもので あつて、 なら じ 
千 巧の お 巧を 巧つ ては ならない。 何が ならば フ アツ シズ ム は、 「ち-をの 巧 巧 じがす 
る お 人の ィニ シヤ t チ ゲを闽 家 利益の 最も 効果の な、 且つ 有用な お 關と見 化す」 
(ホ 御 あ 章 第と を) からで ある。 

卽ち 協調 組を は 化を 上 わよ び お 巧 上の、 これら 二つの 大きな 巧が を 持つ てゐる 
が、 か、 る 巧 巧のを 巧の ためじ 耍 する 赏 用は、 1 を 一六 年と 月 一 R がか 第一 一一 一一 

8 講 十一 一运に 某き 闊家 によ 6、 公認 馈ま蓉 の叟基 中阐 家の 變 する 一巧 

の 巧 巧 中 よらを 巧 はれる。 

協調が なか 殺ぶ 甘ら るる わめには 先づ 協調 組を を 組織 せんとす るな 俯 者 わよ び 
被が 者兩 組合 か、 合な の上該 組合の お 立を 「自 がのに」 巧 ホし、 谋調 組合 大臣 か 
これを を認 しなければ ならない。 一巧 協調 化合 大臣が これを を認 すると' を,. よ 



ず 託さい、 護を 巧け わ資は 縣養賽 と Ts 曇 s に、 瓷 審街援 

の 事務に 關し縣 知事に 協力ず る ことにな つて ゐ る。 地方 協調 叟 〔 f の 活動の 監 

ち 一 化 二 六年理 二！ 基 律 第 十が によつ て 縣廣じ お託さる .へさ 陶 尚ぶ 御 契 巧の 

寫 本の 巧 巧 • f 等を をの 巧 おとし、 縣經濟 を 議の議 具た る こ 糸 出 ホ ミス、 

お 巧 政を 謀 •ん 職莱 組合 S 巧 謎 機 Si として 活動ず る晦 6、 該貪 謀の 謀 貝た る こと も 
出來 る-レ 

協調 組合 省は フ アブ シズ ムな食 理論の 窜的 表現で ぁるた めじ、 をのが 否は 直 
ちじ フ アツ シズ ムの巧 命を 制する ものと 云 はれて ゐる 。從 つて 7 アツ シスト 逮は 
異常の 教と さを 巧て え 讓谜關 の 機巧に 巧め、 今日では 可成 膨大な が 織に。 つ 
てゐ ミーを 充年化 月 二十と 日の 勸令 じよれば •蒙 巧な ご 巧を 巧 化して ゐ 
わ阔民 巧言ち は、 谅調紳 をの 株 能 膨脹の ためにを のが 案 由を が はれ、 をに を 
まを 巧を をる，」 と、 なつ わ。 卽 も、 ミ 馨中了 策 謂に 關 する も S 悉く 巧 
巧网ホ S 留合 をみ よび 含む 讀を喜 


ブ^^ブシ K 卜 tt 巧巧合因をのを K JHk 

第 四 章 協調 組合 省 およが 全國協 
調 組合 會議 

ィ タリ ー を ± を 油 じて、 或 ひは を閒の 規模 じ 於て、 或 ひは 地々 の規巧 じがて、 
巧な 甘ら る、 協調が をの ピラミッドの 尖端に 立つ てゐる ものは、 協調が 合 省 
言 f delle co—zf である。 な 調 組合 省の おち 閱 する 一 当— バノザ ヒバ こ 
日 おか 第一】 一二 一號 によれば、 協調 組合 省は 內 なお、 が おち、 隣が 巧 等々 と 村が 
の 巧 要。 風 家 巧 政機關 であつて •他 省と 同じく、 大臣 わよ び 化な 次な を おつて ゐ 
る。 中央 わよ び 地方 S 兩巧政 部よ. 〇 ぶる。 毫 行政 部は 職莱叟 "おわよ び 諸が 
倉の I 鳥から 憐掌れ 、前者は が 御が 合わよ び 靖攀が 合 送が 装 錠の おお 
を 司 b 、 巧 ホは 協調 化合の 設な 事務を 司る。 地方 巧が 部の 事を よみ お 巧のを U こ 



ミれ が s じ おされた s は 一 九 MIO 年 一二 月 二十 ミ 法律 第一 5— パ祕 c よつ てで. 
ある。 これは 協調 組合 活動の 參謀 本部と も稱 すべき もので あつて、 を 巧を 講霉と 
し、 證§ 大臣を 嵐 おとす る 謀 星？ 冗 0 名の 大食？ るる。 このみ 謀は 
をの 名稱 力ら 巧々 誤警 るが く •決し T 企莱 別に 組織され わ 協調が をの 中央 雜 
關 ではな < 、をれ とはを ふ 顧 係な 表で みつ T、 みを 認囊 f から 夫々 化 表 
者が 巧 か 5 れ 、こた 网家 •か 適任と 奮ず る 巧 名 Q 賛 •ん 加つ T 錢クれ るので 
ある。 議貝 S 巧 免は を 相 S 串 請に 葦觀 かによ つ T 巧 はれ、 巧 期は 一一 牵 、煮 巧す 
る こ-^ か 出 ホる。 このを 議の巧 化は 頗る 巧 化で あつて、 7;, •'ー ィン ブッヒ 
はこれ をみ ご 二種の 場を にみ けて 說 巧して ゐる — 一、 講靈 としてのを 岡 協 
調組嘗 謀、 二、 をの 意を か榮務 として 巧 求され る 場合のを 農 調 組みを 謀、 S 
命令 機闕 としてのを 固 協調 組を を 議。 

】 、 器問斯關ぃい 篆獸那を襄 

ホ 内 幸な 望を 宙わ よびを 夏 巧な 合を U ISI 


フ アツ シスト 協 巧 化を 巧 装のを 巧 I 五 0 

調 組合 省 じ お 管され、 わ •、良 菜 お 巧に 触ず る 業を だけ か 別に 一巧され て 新設され 
わ携が 省の 手 じ 移された ので ある。 しかし、 それらの 業務 中で も、 を 菜 契約、 度 
柔職ま おな 等 じ 蹲す る 業務は 協調 組を 省の 管辖 にを ねられた ので •お 調 組合 巧は 
地 わょ び 森が 経 巧を 除 < 外の 一明の 紹濟 政策、 商卖 政策、 み姻保 誰、 信用、 て 
柔 、巧 業の 一が の 指 缚權を 推つ たゎけで ある。 何故に 特に 搭莱お 巧に 關 する ホ 
務 だけ か轄じ をが 省の 新設を 必要 としたかと 云 ふじ、 フ アツ シストは これを フ 
アツ シストと 政府 か、 特にを 柔 おおに 一段と 力資を 入れた からだと 說 明して ゐ 
る 0 

か < のかき 羯 化；：^ 巧 おの ぷ 巧の ためじ、 な 課 組を 省 じは 一つの 巧 嬰な 補が 機 脚 
が附 巧して ゐ る。 を 凹 協調 組を を 装 (oonB 看 〇 Naxlonale を lie Corporazion ごお即 もを 

れ である。 一九二 六 年と ぉ 二 H 耕 か 巧 一 1 1 一二が わょ び】 九 二と 年と パ 十 巧 H 敕 
み 第ニ ニと 阳 號は旣 じこのを 蘇の 設置を 巧 想して 暗示 的規 をを 示して ゐ たが、 を 



祝廊お 部け じがけ る 職業 組合の 輕頓 •巧慟 大衆の 就職 •な 調 原理の 巧を 的， 网が 的， 
宣巧 •喊業 組な 巧の 統制 等) 

二 •そ 寡な が 蒙.^ い \ も款か 心み 獸 讀如暮 

みの 二つの 場合には を 凶 協調 組合の な 化か 義務と して 要 おされる 1 

(ィ) 養 組合の 巧 利 じ 關卞る 事 巧 I 例へ ば 組合の 法が 上の 公認-をの 取消. 新讀 
結 蹄 合を の 公認 •下な 公認— 組な ぶ お 槪龙叟 口への 加 人 •晩 退じ關 する S の 
申立 等か卽 ちそれ である。 

ご) •侃々 の 協調 組な の 組な 規 おじ 關 する 事 巧 

=1、 を 藤と い 衣を 斯那繁 <5： 觀 

を 聞— 組を— は i 囊に賊 し、 法律と 同等の 効力を 持？—— する こ 

とが 窠 る。，」 s § はお 8 奠曼壽 に f 、 鳥 《命 かと」 T 發畫 I 

る 〇 】 をの 事 巧とは ホの 如き ものである —— 

(ィ) 、晚— 合 おょび 協調 組な の おな 巧 動の 統一 — I 巧を 政策 的 巧 動の お 導 
第 巧 ホ 》詞 巧を さわょ ぴを 巧は 穀ム ロを な 


フ アブ シストな 勘は 合 巧 おの 廷巧 I 五 こ 

を 岡 お 調 組を か 諮問を 巧 < べき 孽 巧は みの 誰 巧で ぁる —— 

(ィ) •生 巧の 統制、 巧 序 おょび 巧が 關 係を おを とする 法が 又は 巧 案 

(a) •巧 脚 憲をじ 含まれた 諸 原則の 施行， 補充 

(ハ) > 喊 業 組合の 側から すろ を 巧 部門 利 签の保 謹 

(二) •國民 的生產 のが 大 •が 一， を戍を 目的と する 協調 組合 巧 關の巧 巧 

(ホ) •な莱 化を とお 調 組合 閒の閒 係 

(へ)‘ 路業 化を の おな 巧 動 

(卜)， 喊を化合の救巧巧動とみ巧闊巧協食 (母性幼兒保護凰お協#. ドーポラボゥ《 
卽ち 「巧 粉の 後」 罔 ほおを •前衛 お、 を國 バリ ラ圃 等) •其 化の 半を 半 巧の 化み 施 
設 •フ アツ シストな との お 巧 活動の なを •調整。 

(チ) •企業 指導 じがけ る お 人の ィニ シヤ I チヴ 及び お 導の 自 もじ 關し •職萊 がな 立を 
あび 巧 お盖巧 中 じ 包含され たる 原則の 酌 丑 
(リ： r 晚案 組合 及び その 依 巧 商 おの 巧 股 •組を じがず るず 項 —— 晩 おおな のかが， を 


一空 los 月 二十 ミ 法律 S 示す ところ じょを、 み霉 及び 小 か 巧を のが 
ホは 次の 如 < である —— 

なな 巧 巧 政 

r 自由 瞄ホ义 藝術か 巧を 

、ご 一一ぶ 

(ィ) •自か 喊萊小 か 巧を 一： 

(日) •藝術 小み おを 一 〇 

一一、 H ま 及 乎 工業 分 おを 

* ••■二 じ 

(ィ) * 工業 小み おを 一 1 

(口) •乎 H ま 小 か 巧を 

ご 一 •農業み お# 

- A 

四 •巧龙 みおな 



五 •海上 及 空中 巧 おまか 科會 二つ 

(ィ) •海上 運輸 ま 小 か 科を 一一 

度 因 幸 《 巧な 合 巧 おょびを 田な 碧を ザ ま 一 五ぶ 


ファ ッ シスト tt 巧 巧を 巧 家のを 巧 一 五 a 

(口)、 ® お 契め の拘 おを 受 くる 巧お閱 なの 調 あ 

(〇、 を 望 業 部門 s お 幫諸關 が i 制 I 震 妻の 指導 

全閣 協調 組合 會 S 制季 る规刚 わよ び 间を議 笑 認を經 わを 認誰脚 储の蹇 
はを 報よ よび 協調 紐 合 省々 報 (Bolle ミ 日 〇 U 巧 こ •复 にを 巧され ると 时 ホに 効 3 ご 
窒 する。」 かし 違に 於 むる とさ iJ は 如何な 高た ゎと もを のを 
まを 禁李 る，」 とが 出來 る。 これ；^ 對し T は 控訴は 許さを い。 著 も ホを がの 
巧 巧け 紹お である。 

な 上互辖 S 機能を 掌た 《に々 闽 賣紐嘗 謀は なのが さ 讓瞄を 持つ てゐる 
一、 を 巧を 及び ル か 巧を (穿—-。 ぞ ttii —〕 •二、 巧 巧を む#; coiigioni 

P 勝—)、 一二、 热を ({一 さ i 己。〕、 巧 協— を i なを (口 

Co 目 ita す corpo 3 tiTO 《お ntrale ) 

一、 み 巧を 及び ルみ 料を 


二、 常 巧を 員を 

問題 ii 《馨亭 f 4 f 、 器寒 ミ i の 

痛缺 を代豎 」 11 であ ミ、 常 雲 f 亦 か、— 分 器と 並な 
する 特別を— ゐ ミ— 叟 ii に f —fif 

ミ 其の 任務は I 般獲 f がする 請— 夕ひ 技術 撰 おを かず— 壁の 巧な 
じあ ミを s§f SS 中から 選任され る。 

ミ亂 か 

全闽— 紐を— の S 蘇 決機關 でみ つてを の巧寶 は々 の扣 くで ある 一 

(ィ) •首 巧 (講 長) 

(to* 協調 組な ホ 巧 (副議長) 

(ハ〕、 內巧 大巧 
《二)、 農が 大巧 

ぞ巧巧 &調巧 合を？ 口を 夏 胡は を々® 


ファ ッ シストは 巧 化合が をの 巧 巧 一ぶ-、 

(口) •空中 運— を § 化 

六 •陸上 及內地 水上 運 お 業み 巧を 一一 

七 •织巧 業み 巧を 

. 一〇 

合 計 一二 四 

广 V ミを .、 Walter He : 弓 k - h ， a . » P , 必 •巧) 

か 巧を は 個々 5 誘な 問題を 研究ず るた &の 專門賈 をで るる か、 今 口で ょ 
非 f i 基 -？、 i I 51 ミ Hif i 調 組を と 
誓の 霞を 監ク る、 に まつた。 卽ち 一九二 六 年 買 ~ 言の 法が 第 湯に ょつ 
て— 組 言賦 f れわ慷 帳は、 爾 すた 《霉を れ 、協調 紐な じは た 

•、調停 事が だけ 藻され る ことにな つたので ぁる。 從 つて？ 惹 ホから 云へ ば、 
ファ ッシご •かを ミを の赁 現を 期た わ 協調 組合は えみ 客の 中に みおの な 
まを 現は たと 云つ てを 蜜！：！ ではないで ホら，， っ 0 



(ソ}、 「巧が の 後」 國巧 協を 化を 

(ツ： T を閔 化# 扶巧团 梅の 巧 巧 

(ネ) * 麽 丘 ハ 及び 大戰參 加 巧 脚の 閒お 

(ナ) •政 巧の 許可す る 公 巧 用人 閒隨の 代を ホーを 

(ラ) •巧 他の 類似 觀 巧の 代を ホ ニ あ 

(ム) •職業— 及び 協調 組な の— 閒题 •法 巧な 調— 舅の 胃 奪 協調 組合 大 
巧、 協調 組な 中央を ci か 

協調 組な 中 义を巧 をはを 巧 (謀ち：^ じよつ て 巧 集され、 みの 人々 から 構ぶ される 

I ー ィレ、 協調 m 奠弦副 f / (こ、 7 アツ シスト お 萬 記 お、 之、 內を 
大臣、 ご 3、 慧大ち (艾、 協調 紐を 酱わ よび 內務あ 政 蒙 巧、 (こ、 を网谣 
奠 おが 合舍 組が、 (卜 7 全 闽被俯 巧總髮 "みお 栽、 乏 、を 凹協问 紐を 總 栽、 
(ブ) •余圃 おお 扶助 農總 戴、 (こ、 を剧玲 調が 合 令 强ま記 お。 をの 任務は みの 

巧 巧を tt 面な を さわよ びを 夏 巧れ 合 會* 一 


7 アヴ シストは 巧 巧を «夕 のをの 一ぶ へ 
(ホ) •フ アツ シスト 黨を 記を 

《へ)， 協調 組を 巧 政 巧みを 

《卜 } •協調 組合 巧綻務 局長 (を齒 協調 化合を 謀の 萬 記ち となる) 

(チ)， 個々 のか 巧を じ 巧 風す る お 俯# 及びが 化 巧 組な 綻蹄 合を のみ 代を を 
〇) •自由 瞧柔及 藝術巧 蹄な な綻を • 

(夕 y 自ホ槐 業义藝 術み おお 代を 巧 十 g ： を 

(ル)， を网 協同 組な 巧び おを 化な 化 栽 

(ヲ) 、フ アツ シスト 黨副妻 記 お及びが 部み ローを 

(7)， お 調 組な 省を 局長 

(力) •な 林 巧 局ち 

(ョ) •巧狀 局長 

(夕) •級 道 •ホ 巧 巧 道 •自動 单お 杏を 長 
《レ) •他 巧の 代表を 



塞の f で みら、 お 一 葵 現」 で ホる一 の 創設と 共に 霉 s に f た。」 
|さ Hif ，0 •泛 . f なと 述べた が、 ちは でに ミシ ごの ー ミん 

童と，」— ミミ——— 養 一 i 篆ッ シズ:; を 

靈<|の保|现ち^.ゐるものと云ふこと¥ち 一るのである。 なつてを の 

養 si ちに； ッ シズ i 堇奉& ものと」 T 、 f ; のリと 

なつて ゐる〇 ! fi 


巧 章 S は畫 わょ びを 客 历な合 巧 3 


7 T ヴ シストは 詞 なを 巧 家の 巧 巧 


お じぁる- 


六 0 


(ィ〕 •を 図な 調 組を 塞の 巧 動を 統一す る こち 

(o’ 5 ち靈を 季る髮 結を S か？ 代行す る こと。 

(< r れら Q 中. 主なる 冀 は— 巧 f 0 た & SS 制ち 墓雙巧 則の 团 
を 個々 の 巧け 間 じかけ る冀關 なが 制 巧朋の 制を 等を 巧 ふこち 
( -こ .囊 組な 巧 動 Q 養 上 Q ホ かを 尝 する こと。 

(ホ) •賈 望： SS 累養 —i 《島 C 要 i 遵じ 巧」 

する こと。 ホー 


卽 ち、 を 穩歷— は これら § を—」 T、 ii 終を 寫サ 
ん として ゐ ミで ある。.,, V ッ， シ ごの 雲 巧、 ツル f •パィン ブ 
ごは こ Q — 協調— を g 創設を 霞し T 、 「ィタ？ 貫 翼の 雲、 巧 
詢組 合糾 度は— 請 f を 蘇—— 組を 省の 霸 じな へばを な 晶 おお— 



〜巧巧 進んだ か 固の 法を でさへ 護 我がに 葦れば 遙 じか 稚で •不完全を 强制調 巧が 

賓吉 曲て ゐ ない" 調停を の賓 はかして 巧 判官の それほど 滿 足な ものでは をい。 9 

巧を 判 所は 巧雾諸 閱植 にょつ て 遇 ばた そのため 下さを 判 かが それら 諸 兩歷の 利害 

を 反擎ろ それ故に その 判 化は I 時 的實の ものと なり、 ミ 母なる 夕 協と なり •云 

ミ 契約み たいな もの じな つて 了つ て •横が 堇亟サ ざるを 巧ない ので ぁる。 おる じ 

他方 囊を 執行し •正しき ホを 非— 的 じ •薩す S やな 組な じょつ て 下される かを 

ち 巧に 護を 持ち •培 巧す ると 二ろ なく 霉が S 志？ る こを で—。 がつ て 

ィタ？ の 立法は 中 筆端で 不完全な 强制 調停の 段 隅を 飛び越ぇて、 蕃葬じ 直接. 

間接 ホを 閲 なを 持たない を 判を ち换言 すれば 公 中な 判 巧ち 直 雲く ことじし たので 
ある 〇」 ( Dr . rsi 区夕召 •を ド！, •な) 

フ アッ シスト 巧 御 裁が 巧は 卽ち 7 アッ シご g か、 る 要求の 具 巧と し T 、 當 
がを 闊家 0 中！.： 特異 S を在畫 張し ミる。 それは 冗に 蓋霎 第五 おか 冗 巧に 
も規を 言夕 、「現 sf は 違 Q — 香 遺から f 蓋— なると、 巧 

第 ボタ フ アブ シス is お 巧 巧 、 


ブ アッ シスト お 孰な 合 的 家のを 巧 一六 二 

第五 章 フ ァブ シスト 勞働 裁判 巧 
第一 節勞働 裁判所の ファッショ 的 機 成 

な 調 組合 圃 家は ファッショ 的 階級な 調ち 薬の 具 挺のを 巧で あるか、 この 网 家ょ 
階級 問の 調和 かどぅしても 不可能な 瑞合 じは、 如何なる 手段を とる か？ 豎は 
围 家を お 判官と してを 按 か巧閒 のがを じ干涉 甘し むる ことじょ つて 解決され る 0 
，力 か、 る 方法は 强ぉ 調停と 云 ふ 名 S 下：.！ 部み 的： .一 は旣 ：2 薑民 ホ. 裘闽 みに 
於ても 巧 現 5 れ ミる か、 それらと 7 K ッ シズ ム S 方法と 品 C は 詔なる 開き 
ヵホる のか？ ペンナ キオ はこれ じ笞 へて 述べて ゐる 

妄 原が お 法律 ( I 九 二 六 年 置 一言 雜巧 五六 ご 揉) Q 巧 •要 中 じがても 巧 じ 述べた か 



じ 壽院長 s 透 任ずる 生を、 s 諸問題 じ 賊す& 藍 巧を 巧董昼 一ち ょ b 巧る。 

一、 判樂 

フ ァツ シス" 闲家 公夏 股 巧が 律は を 私 がれ S 生活を 問は で 夏に して 巧す 
ご 般政舅 かに 反ず るか 如き 巧 f 爲 たる も 送、 直ち じ罷を ミべき 旨を 
望し てゐる。 判事 も 亦 ミ 例外では ない。 がに 2 が 政府の 奮 反して 判決を 
下す ことち 直ちに 彼 夏の 地位の 問 趙と關 がして ゐ る。 從 つて か、 る不夕 をな 

塞 じみる 2 •貧 お 雲 S お 地 ss もな <巧 い 鏡 S 適用 じ當ミ 、彼等の 

利 決を か 何なる 方向：.； 導い T 巧'.^ かは 自ら 明らかで あら •っ。 をれ は 巧 巧 じょ b 或 
る 巧を S ま 9^ 悼を 君た 自由 養. 堯闽家 S 事とは ホ 常に 異る零 ある。 

二、 市民 巧を 陪審 宵 

ホ 格訴院 はす. へて， VS を 辖蹇內 にお 在す る企柔 S 巧に ぶいて み？ れた巿 
ち窒 巧寨 官名 巧を 持つ ミる。 こ S 名 巧は、 はじ 《縣雲 襄の爱 おもの 

巧 あ タフ ァ IS シスト S 巧巧诉 


フ アツ シストな 两 れ合國 をの 建 お 一々 四 

々御な 件 G' 霎に 際し T 担 奏攀 謀た ると を 問は です？ 謹 S の 統あ の 

ずめジずホ巧關」 ；；^のでみる" しかし孩で化愈してわ_^ねばなら夕」とけ、 巧な 
栽剌 巧に 於て 囊 される 問 逆ち 巧 則と しご 漂み 御關 がの 諸 問 器み であつ 
て 個人 籌關雙 も S は 法律 じ 規定せられ たる 或る 特殊の 場な (一 化 二 六が 阿 

月 一二 日な 律羣さ 二襄主 凑誘育 S 、 個人 葵倒累 U 關 するな を々 を 
賈舍 、霸實 畫び憲 送— 機器 望 に筆& 養) を 除 ふ、 お 上 

げらを いと 云 ふこと であろ 一九二 六年肾 一音の 巧 律 か、々 彻我判 所の 薑 
じ 放すべき 問題 S 篤を 規定して 、特に 「陆 S 做 契 的 C 關ず るす？ S 霎 
とと 云つ てゐ るのは え 故で ある。 透關 巧の が 人的 紛爭け 油な 帮 所の 盟 
として 此處 では 取 巧は ない ので ある。 

ホ 倾栽宗 はを 圃じ 藍ず る 十六の 控訴院 含々 に 特別 巧を 設け T これを 組な 
す こ。 其ぶ 寡 巧は お事ーニ 名 (巧 長 i 、 控訴院 S 宣 一名〕 わょ びが 娶に應 


てこの 巧： m だけを とつ ミ T も、 壽 院長に ょつ r 法 任 9 れるホ s 籌害の 
を 治の 色彩は 明瞭で ゐ る。 印ち それは フ アツ シス ふ、 又は ツ アツ シストに 妾 
を 持つ もの かの いづれ かで なければ ならめ。 蓄 上の 賓格 じ關 ずる 第 攫 口は、 
嘉义 はな 巧囊！ J 於け る 妻 上の なが 者に おし 除外例 か愁 めら れてゐ るが、 賓 
畫 謗じ鬟 されて ゐるィ 4 ッふ S では、々 彻 者の 子 巧が 一般に 大學の 課 
幸を がへ る 二- VJQ 累 ない 二とは 明らかで みるから、 蓋 者は 雲上 市 お 逆を 辟 
塞 巨た 4 ない。 こご」 とは 票 民隻 陪臺の 最初 《推靈 たる ss か谜 
の 構成 メ； ふ 過半 ち か禱を ミつ T 占 《られ 了ゐる 雲から」 了 も 推が す 

る ことかで きる 0 

々倘お 判 巧 S 人的 巧 巧は 正 じか ふかくで ぁる。 卽ち 7 アツ シスト 政府に を 
な 判萍と プア ツシ ，スム のま 臺 たる 巿巧 隻陪害 — これ：^ 蓋義 巧の 妻 

メ ン バ1なのである0 

《ぶ タフ アツ シスト 巧！！ 巧 巧が 


フ 7 ツシ ストな 巧は 合 H 家， の « 巧 一六，、 

じ、 みおの な 調 組合 機 K お 正を 加へ、 最後 じを 訴た ちか 雲 我が 所ち の賣を 
巧して、 二れ を 塞す ると 二 2 も S で、 二 音营更 f れ る，」 とに なつて ゐ 
ミを の 霧に 當 つてみ の 一に 養ず る 者は 雲陪書 わる ことを 得ない I 

一' イタ リー图 巧なら ざるを 
二， 二十 お 歲ホ滿 のぞ 

ご r 不正直 じして 善を なる 道德的 •な 治 的巧爲 をな さどる ホ 
四 •大巧の ぞ菜をが •又は それ じ 巧？ る 資格を 富ざる ぞ 

この 裏 一巧 わょ び 第一 苗 じは 差實 問題が S として、 寶 すべさ ものは 巧 
一二 巧で み ミ 何故ならば それは 明らた 7 K ツシ ズム S 反 霎逮に 向けられ たも 
の- k ! からで ある。 何 力一活 「歪 直」 で、 何 か 一巧 「菩 をなる ぶ徳 的、 あおの 巧 
な」 かは、】 じフ ァツ シスト 固み 巧朗 の】 方の 認を にを < の であろ から、 ファ ツシ 

ストを 府は二 sfs 讀 にょ ミ皇 C 曇 fw 擎る 二ち でさえ なつ 



明 係 じが ま— i 籌 をな 」 f &|蠢合 養、 替」 b 得る 

もり も 巧を 認蓉 U 跟 る」 とみら、 又 同お講 巧には、 「裁判所に み b てょ-:、 な 
旨蓉 S ク-こ ィら叟 〔に 指畫れ たる SS 巧に 於 T 鏡 合 W 組織せ ご ， L 
たる 部門 S 语俯 者、 被 靈？？ を 代ます る ことを 皆と ある •かが じ、 巧るじ 
場じ荫 S 攀？ r ん捏つ 5 浸々 御 ま S 問題を か 法的に 解を や 5 とする 故- 
ら 彼等 グミ 蠢 むと f ざると C 論な ぐ、 是 •ん ホで も 訴訟の— を； ご 
スふ麗 介 S ず じを S ねばなら As でみ る。 勿論 彼等 •ん該 i 蓉の毁 具 
て あを 巧 かは— でなぃ。 7 ; シス ふ認 組な は 一 f れか琴 •ずる やおや 
バ の 訊 織、」 れわ 部門に ぉする が 倘ホ义 はを 莱家ミ 驚 -4 部 
貪 ミら ぅ：；^。 から •ふ 法律お^^，、」 いも つ ' T 、 ん •もみ V た 巧と 
との 閱 巧は す獨我 的、 强制 的、 一方的で あるから、 巧 側 者 や— ぶぶ か 
事 ミ それを 円み 等 S 代表と 認《 やぅ •ん認 《まぃ •ん 、かを は 遣 も 彼 勇 代 ま 

巧ぶ タフ アツ シこ夕 化 巧 巧 巧 ここ 


.® 巧 かを* 家の 建 技 


六 A 


第二 節フ アツ シスト 公認 職業 組を じょろ 

訴訟 權の獨 占 

S おする もの」 のみ じは 「載が される もの」 を 明らた 

一 H ハ 年晋夏 寡 わょ び 一勇 J 一 Hi ち 曲^^^ 

訴訟 巧を 巧 使し 得垂 《館 脚を み 《如 <尝」 ミる .1 . < 

一、 ファ ツ シストを 認職 菜が を 

二を 訴院 おの 巧 命す る 特別た 成し 

い 巧ぶ じ 腿る。 


フ アツ シストを 認巧業 かなの 巧な し， ぶ 


一二、 八ム 省 I 蕃蓋共 利益に 閱 巧みる 菱 n に 化る。 

一、 ファ ッシ六 4 驚を か 

前記 法律を とお じよれば、 「I 替の存 巧す ると ころ ら てよ、 


巧 巧 巧 御 



霎 達は 被磬併 もな が 覆 も、 巧 等が 問題を を理 のじ お 決せん とする 限ら、 ち 
等 力 それを 好む と 巧 まざ & とに 拘らで 何等の 緣由 QU き 所謂 官连器 訴人に 訴 
誰のを 巧を 一任せ ねげ なら A ので ある。 

一二、 を 企業 省 

を 企 馨は憲 ジ金莉 f 臨 係す る—— 樓を 巧 へら ミ 7 アツ シスト 幽 

みの 代 現 者で ある。 

かや， っに 見 r 來 ると 「栽 判され る もの」 も 亦 基 判す る もの」 と 同た く、 ずべ 
てフ アツ シス ふを 7 アツ シスト じが 意 的な 人々 のみ だと 一で ふこえ 累 る。 
何な ミ ば 訴訟 權は t フ アツ シ m 的み 子の 手に 濁 もされて ゐる のでん るから， 
力くて 巧 御 我 お 所の 法捏 じは 7 アツ シスト 栽 判 おと 7 アツ シス 曾 M 合 幹を 
の 間 じ、 曾つ S 白 由 民 ま々 衾 時代とは を 4 透い 平和的 風景 •か 娘閒 5 れる ので 
みる。 

g 五ち 7 アブ シスト 巧 《巧 約 巧 


ブアツ シスト 拓閲 化を 巧を の 巧 巧 ー セ 0 

を，； る r でる る。 故にを 屋 をの 存 章る 地方 じがて は、 がぶ 巧 倒 塞 
や 企臟證 は— 白身 S を學 白ら sf — ずる 滞 利は 猜し ょ，， ので 

みる 0 

二、 特別 化 訴人 

ファ ッシ 石を 震 靈賣な 在を い 地方に 掌闽 S 攀 S おつむ 際に 
ち 雲 S 羣雪 G た 《じ 壽鬟 ミつ 5 別 代 訴人 基な 3 れ ミこた 

の 特別 化 訴人は 一度 任命を 受ける と法琶 於け る 爭議當 寡 農の 人格の 代表者 
と。 ら 5 は辟吿 とし T 、 5 は被吿 とし T 裁 S 《審問 じ？ る。 特別 代訴 
、、、、、、 W f ホ-^ ると おし 

的 政治の 巧巧」 を 巧し 得る 人で ゐ るか 巧 か •、をされ る。 これにょ つて フ ァッ シズ ム 
じ 巧して 管 塞を 持たない 人々 は 這に ノック •ァゥトされ るので あ ミ かく 
て 特別 代 訴人 も 亦； ッ シスト 又は 化 等に 好惹 的な 人々 の 巧 占に 婦 し、 爭 謀の 當 



磊合 •ん更 《 5 調停 sf とる。 一を 一六 年 質 一二 日の 讓覃襄 こょれ •ょ、 

が—？、」 襄 ，磬 S 和ぃ SS 貧が,： んを 、謂い， る 

訴訟を も—-」 なぃ 二と じな iii 一 sii か f 突 彼 
され..： 時に、 はじ 《て 最後 品 禦降地 I 雲 截判 巧ん をはれ る。 だが、 

: J がても 蕃繁下 3 れ 葉ち、 化 ，3 黛 動 •かな 是ね •ょなら なぃ ので あ 
る。 一九二 六年强 f のな 律季二 i 一一 荀 わょ 苗 年よ バー H 5 為 革が 

第一 巧は この ことを ポし てゐる。 幸 ひ S •か 成 f わ雙 "には 和が お 件を 記 鈴し 
たを 謀は な 律 志— 霎 がと 同一の 効力を 持つ か、 えに だし 調 裳 劈の 良 
を じは、 巧に じため て 巧 傲 栽 巧 巧の 判決 か 巧 葦れ るので ある。 

一 r 利か 

倒 決 か 著れ る じ 當ミ判 器 化る •へさ 蜜は 次の ごと ふす」 れ ミる一 

I ■巧 か 巧 判 所と し V - Q 控訴 巧は 规巧 契め §用の巧 合 じあり てち 巧 約の が賴 •说巧 じ 

第五 章フ アッ シスト 《なな 巧巧 ，ここ 


ッ シストは 巧れ を 曲 ホのを 巧 


七 二 


第 ー ニ 節 


爭 決は 何ょりも 先づ r ヨリ 高 殺な 
生 產の利 篇」 のために！ 

我 判の ごグ クムは 最に 進行す る—】、 墓 S 胡 伶、 料 
みのな お、 修 冗。 ： - お 

I 、 がみが の 調停 

，のろ， めて ホり さるべき を 後 的 手段」 s であろ 唆と、 で 

疆 gi —」 わ 1、 — li ず 部^;; 

: シスト 么馨 働 組 貪、 问 た< ミ 蓋 部門を 奠 する； ご 
スト 么が lit 装し T 賽を試 言。 ミ 調爲失 管た 芝ぶ 
はこを S 蓉 爲學& 上な を 證受叟 S 壽 わょ 誘な It 父は 留 


事の 判み s を 施を 拒 巧す る， ^ のは ーヶ月を 一 費 下の 恣役じ 加 ふる じ 一 §ッ 
ラの 查 CXD ッ ラな 下の 罰金。 判決 S 施 じついて 蓋の 雇 俯 者 わょ び 被が 者ょ 
らも 一 聲巧を有 する 7 アツ シ T を麗壺 <る襄 •か 同 ま 罪を 化す 域 合 じ 

は 免職は か 論 ムハヶ 月な 上 二 年な 下の 懲巧 、且 をれ じ 加 ふる じ 一、 -フな 
上 一 〇、 CDCO ッラ U 下 S 罰金に $ られ る。 

一二、 おみの 取消、 修正 

巧侧 裁判 巧の 判決は 夕の 場を じは 化 消、 或；^ は 俊 冗す る ことかで きる 一 

一、 蘇 件美產 籌 3 れ 、大 露が骑 繁 取消、 修曼認 《たる 場合 

二、 判み 後 謗の 重 -K なる 錢あが 起つ わたろ 該 訴訟 单 件の 巧が 者 又はを へ 止ま 
省かを の剌 決を 下 お 翼 じ おし、 をの 判み の 取消、 な 正を ホめ、 な 判事に 於て 
これを 安當と 認め わる 場合。 

々彻裁 制 所 S 判决は ミを 示 後 十 音 装に ホ网大 をな に 控訴 出 ホる や， っじな 

巧 おさ フ アツ シスト 《働 巧 巧 巧 


ブ アブ シストな 巧な 合 苗 家のを 巧 ーモ q 

阴 する 法律 Gs 奮 管、 巧 管對」 管 製を 睾る霞 slli をゥ ては •巧 

平の 原則 じ 基き 雇備 f 巧が？ 利 f 調 かせし め’ 且 すべて S を 3 ，巧な なを 產 
の 利を を 確保す る やぅ 判 おを 下す ぺ きも Q とす。」 ( I ろ 二 i さ 二日な 棒 巧 エハ襄 一巧) 

卽 ちを じ 云ふ罢 S 利 香とは ムッ ッブ ，二 S 政府 かま 本義 制度を お止し 
なかつ た 3 H 、 具 質：.： は寶 S 経済 お 制の 利 f しか 解し や， っかない か、 ミ 
は 現在 維持」 なければ ならを ので から 孚 《蔓に 養 3 れ をなら めと 
云 ふので あ ミし か」 含 こご」 とは 爲績完 TS 拿 案 側に 有利に 解 
み 甘ら れを ならを 15 二と を 豪す る も？ はない。 制度を 《糸、 存じに 

朗 し。 L 隙り 個々 の 巧 本家が 時に 徐巧 にが 甘ら れる ことは々 しも 差支え， よ、— の 
で ゐる〇 

上記の 規定 基き 制 決 ご度曼 すると それは 攫 蓋衰と 同等の 謗 効力 
を 持ち、 西 家な 力に よつ て 其のせ 巧 か保證 される。 巧璧 わよ び 被が 者 中々 御剌 



巧 じ おする 前記の がを と共に 渐夕巧 巧 じなら 巧 < 傾向 か ある。 何が ならば 一九二 
々年よ 月 一日 赖令第 八十 九襄一 苗に ょれば、 判み の 器、 な 正の お ホが、 若し 
もを のが 要な しとし T 却下され わ 場を にち 該 要求の 提讀枯 は 一 萬 ッ-ブ な 下の 
巧 金 じを 甘ら れる ことじな つて ゐ るからで あ ミちは 7 アツ シス ふな 場から 
すれば 藻 裁判 巧の！！： みに 漂を 持 だめ、 をの 器、 な 冗 巧求權 のを 用 者を 
一^がる た 《 C は*、 る規 をが 必 でみ る Q だら 5 が、 え罰训 S に々 冀 のこ 
れじ おす &利 茂餘地 •ん狹 ミれ て ミニとは 香で 書。 がつ T 々掌 達の 巧 
じは々 曲 裁判所に 巧し T 不平を 抱 < 者 •か澤 山ん るが、 をれ にも 拘らす アツ シズ 
ムの 2 家 達は 今 もな ほ 口を 揃へ てこの 制度の 「を董 さを ま 持して ゐる 。たと 
へば 彼等 S 中 ご 人： ヘンナ キォ はえ 制度 •かを の 施行 寫 、巧 本家と々 馈 まの 
巧 側から 同じ 模な薩 か 出た ことを をて、 をの 中 冗なる 質を 說 明して ゐ る。 

+0 /N — 

第五 章 フ アブ シスト 巧 働 巧 巧 戊 -fc レー 


フ アツ シストな 说 か 合 w をの 巧 R 

つ^? 大 i 判' |离、 且| な も 《でゐ るから— 巧 I 巧 こ 
これし 服從 せわは ならぬ。 

^二 の菱 "はがへ ば 器 案」 わ W 掠 《た 《じち® 茜 塞ぶ 巧 曲な がで 

^ 止 菜 S 採算が なむな < なつた ゎ、 まひは 义被備 者 か蠢な 物が 雙の ためこ 

•の^ r — は 奪 ゅだ<|場| 夕、 I 起襄 大な累 

の 巧 定を認 とて 聲器 器、 登-を 求ク fs で 至。- 甫 

U 倩 i 」 じ賊 し、 墙冀 側と— 側との 削 じ— 不一 f る 「一^ 
こを 兩常単 者 じ 「直接、 酌を 關 巧な 斋民窒 辟 富」 の J かぶを の 
^ ザと。 ミこ S 融迎信 富んだ 規を はま 木 牛 美 fit 失つ Tr つ こ 
かき 時代 じがて は、 企 豪 達 じょつ て 非常 じ 現されて ゐ る。 S 載 判^ 
の 「ョッ 廚巧蓋 まの 利薩 保」 は、 ミ睽 彼等 じと つて 益々 巧 利な;^ のとな 

らつ .、ぁる。 二た f 倉 害ょ if 雪 5 碧は、 け 決 


巧が 爭議じ 於け る强制 栽！： 制度の 巧 立は. をの 當 がの 論 巧 的 巧 おとして、 階 巧 勺 
自島衛 S 禁止を 耍 求す 。ス t ラィ 5 び エ證錫 Q 禁止 C 賊 する 一を 一峯 
貿一 二日 S 法律 第一章は 卽 ちか \ る耍 ホじ應 ずる もので るる。 7 アツ シズ ムの巧 
諭 家 達は これらの 規定を 辯 誰して るふ 1 

f r 雇が ホ も巧攀 もす ベて Q 攀 C がて 覇程 訴える ことを 强 制されて ゐ るな 上 •自 
己 防 巧 Q モ段が 許されな いことは 明白で わる。 赛夏 S ふるところを 他 Q 人* じ 巧 
して 膀手 ！ i 巧ム ことが 犯罪と さるべき ことは 現代 法 2 囊 原則で あつて、 イ タリ— じ 
がても 亦 そ Q 巧 蕾 じ 設&ら れてゐ ると ころで ホる 夕こ Q ， 一とは 例へ ば ストライキ や 
H 巧 閉雜の 里 合 じ も ホ當お まるので ある。 

ストライキが 一 故 じ 認め， . T れて來 たを どと ち ふこと も 蜜し < を い〇イ タリ— 法を じ 
ょつ て 許され々 团お權 と； ライ* を 混同して はなら をい。 ス ►ライ 辛は 团結權 じょつ 
てた だ巧認 されて ゐた すぎを いので ある。 しかし‘ ストライキは ミ それ だ S もの 
ではを い ストライキ 特に 大衆 的 スト-フイ 十ち エお巧 巧 もさぅ であるが ，おじ 巧手 ホ 

C おさ フ アブ ご トタ働 巧 《巧 


フ アブ シス-* •な 巧ね 合历 をのを 技 ー セ.、 

r 强制 8 巧に 封ず る Hi 反 對は囊 判 所が 巧奠衆 S ホに 巧 李る やろ じなる の 
ではない々 と 云 ふ、 心配を 起つ たも わ でを つちえ な考 へがち くを いと 云 ふことは 
巧を 業を 達 Q 司蓄 Li 及 ぽす影 巧を 恐れた 巧 脚 冥、 同じ 霎を 一》 したと 云ム 幕げ じょ 
ウて證 巧され る。 司法 だが み理 S 誘 可能性を 曾 重し ないで をら うと か， 巧 俯 ホ じ 巧 
をて H 業を •或 ひは 雇 備をじ 味方して 被 俯を ち 危殆 じ 巧せ しめる であらう 糸 倍ず 

へき 巧 度 何 をな^。 を も 司法官 喜 お ま U 0 引下げを 蹇」 たと するな を’ 
それは 詔と もし 難 さお 幫必霎 Q た さう する Q でを る。 さう S 急迫し セ 巧 巧ょ 
組合 力経對 L 1 雲して 巧 治して ゐる とさ哀 亦 起る。 を荣た 《 C 利潤 S 地がない お 
合一 2 、 K トラィ* を 起」 て 2 引 志 或 ひは 貨が 引下げ 免除を 雇馨 S 要する ことは 
出來 ない。 冀產 業が 態が 利潤の 餘 地を 提供して ゐる時 じ’ 司法を が 累ホじ 巧 ホす •へ 
き 理由は ち 巧ない OJ ( Dr . P き TWC 臣 〇、 OP . dt . PP . 49-50) 

第 四 節 ストラィキ 义ぴ 工場 閉鎖の 禁止 



f じかつて 規定して ゐる 一 一、 夏 的 昌密、 -1 一、 養 的 白 己 巧 ぉ。 

一、 經濟的 自己 巧 お 

备の 動機から 巧 はれる スト-ブィ キ わよ びエ 瓷销は 二つの 爱 "にお 別して 考 
ふること か必耍 でゐる I 三)、 お企柔 の 巧羣 わよ び 被な ザ、 つ ご、 西み、 を 
共 曲 巧、 をを 樂柔 のを 巧者 わよ び 被な を。 

(一) おを 柔の 巧腑 まを よびなが を 
(ィ) 巧が を 

が 記の なを 輩 八が じえ ち 雇 俯 ホが 「正を なる 巧 かなく •巧 じ 現寡寥 めのを 
更を 巧が 者 じ— する ことを 目的た て’ 昌のエ 巧、 S 議 たよび 豪が をが 巧す 
る」 巧 合は 「一? ラ 置 10 巧， ラな 下の 飼 含じ虔 すれる ことじな つてる る。" 
かる 化 罪の まなを •計 まちな がそは 巧 じがが まいと ぁつて’ 前 おの 削を のか じ 一年な 

夕五 々 7;: 卜 々 SS 一、- 


フ アツ シ * 卜な屏 化を 围 家の 建 R 一八 0 

じ 巧しての み をら"’’ 奚のサ かと ぞ巧 とじ おしても ホを 力や泌 なやを 接 的 脅迫を 加へ 
がちで ある。 化ての ま 星 まは 馨 され •從 つて 一 板 因ち がを みを まろ 個人が 益た よ 
び 辟ね おを の-お 网巧 利を への 從屬 をホ献 する フ アブ シストの 敎理は •それ 化 じ 巧な W 

羹護 Q た 《 6 力 望 段を 用 ふること を 許さ & かつち 漫 をを えらは おを じと 

つて 危 おであり •巧 窜 である ことが かつた からで ある 0」( ロク PS 日 •。ザ タ 。でた* 口で W ミ ご 

巧 御 葱を 第一 一條には こ- 40;^ み 《や-っな 言 まを WT 消 巧 的に 一で ひ 現は されて 
ゐる 

「巧 化は な 的なる と •をが 的を ると •巧 巧 的を ると を 巧は ず •凡てれ み 的 茜な をり 〇わ 
かる も Q として* 巧 か > ，る も 夏して Q みそれは 困 ま_」 よゥて 保 蓮 せらる 〇」 

巧 もこれ によると、 勞 曲の 「かを 的を が」 なること を をれ、 生 巧 利 希の ためじ 
ストラィキを 巧 ふ々 ぶ 者は、 W ホ じよつ て 保 譲 甘ら れな いこと がかる。 

一を 一力 年晋 一二 日の 法律は 階紋嘗 日 巧 巧の ためじち される 巧 f 、 二つの 


(二) li ま •公義 吗 < 蓋囊 §理 ホ およびな 冀 

国家、 縣 、巿町 巧の 被傭者は フ ァッ シスト 羅の手 やおで t 、 これが 巧 かな 
くなる やぅな こ 糸 あつて は大變 である。 若しも さぅ おが 態か瑣 はれるな •レげ 

固 家は 中 夏 罹つ 交 S 如くを < ミ 護を 失つ T 了 ふ。 巧じ囊 わよ び冀闻 
巧の 活動 じ 支 時を 來す梭 な 行 巧ち お 企業の 場を よら も 一 蔣薑に 器る 必巧か 
ある。 同様 ご」 とはを 益囊 についても 5 こと* か 出 葦。 & 蒙 菜と 曼 S 
化を 海柔 わよ び 其 他の 諸 企業 中、 協調が をち の 命 かにを いて 編篆 せられ わを 盛^ 
<^の中！.！記載：^^られたものを一^^ふのでみ つ了、 藉なる巧おの化薄かを益が良 
であを は、 をの 最誇隻 を 一に 協屋 をち の羹に 待つ ことにな つて ゐ る。 
通常 备 市町 暮局 •か 協調が 畫 S 命令 じぶ さ羣 一巧 中に 慧囊 表の S を 終 
ゎ、 十五 日間 これを 一般 じを 表す ミホ おす J の 表に 異議 ゐる 者は それに 引 巧く 
星 目 W 內 C、 誰でも 縣知を 宛 じ 抗壽を 提出す 5 二と •ん でさる。 縣 知事は 提出 

巧ぶ 巧 7 ァブ シこ香 巧 巧 巧 


ブ アプ シスト！！ 謂 担を » 家の g 巧 一入 二 

上 二 年な 下の 懲役。 

(こ 巧 傭を 

同一の 法律は 讓 をじ閒 して ホの かく 巧？ てるる— 「現な 契約の 巧 巧を 巧が を じ 
强 ぉする 3 灭堂 群を な」’ 合を Q 妾衡を 停止」， 替は 巧が S 寶乃 歪規性 
を IKlg する がか— 巧 じ 於て— する 巧が ホを よび 巧馨 は. ~ 〇? ラな 上 一 • 8 
0 リラな 下の 罚をじ 庭す。」 こ、 では ストライキの 囊 がが 常 じ 巧く 解され てゐ る 。 S 
〇 リラな 上 一 • 80 " ラな 下 S をに よ 0 て虔 f れミ トライ 牛が 法が 是宰る 
ための 霍 tr (イ) 僅々 一二 人の 參 加ち (こ 合 息、 (ハ) 完全なる 巧 做 S 止に まらず と 
もた： 巧 傲の 連な 性 力 至 正規 性を 拽 なする がかき おぎ S 蒙け で おみと されて 
ゐ るので をる。 從つ 2; 皆 由 民 ま* 義國 をに がて よく f と ミ® 一み 閒サ ボタ— 
ごの かき も’ こ Q ;’ ソシ品 法を じよれば 明らかに ストライキを 憐孽ろ スト ラ 
イキの 首謀 ホ’ 計 馨’化 巧者は ちじ 罪が まいと & つて、 整の 巧を のか じ 一年な 上 一一 
年な 下の 懲役。 



化、 巧 力の お 巧と おか 

1 0、 公共 雲、 葬が ち ド 水 痛 お、 宙芥獲 巧を を 

一一、 を 共 ぁ# 

一二、 挺 巧 修理 

ニニ、 巧な 巧 巧 及ぴ巧 巧、 その他 薄 巧に 拥卞 る-切の 巧な 
一四、 水道の お 巧 巧 ぴが理 

0 司 巧宵§ 

すべて G 監獄 及び 應化院 lis 入、 そ G 雙 S 5 續 S 用務を 基と 千る 巧務。 

〇大蓉 

一、 な ¢1® 功に 巧つ てな 巧して ゐる化 規巧務 

二 团巧 S 拒^}114本巧(>\ £1ぺディトー7|卜，ごそ7,ぃ) へ《 用巧 の 巧入 
一二、 巧 負 雲 沒 S に 巧な されて ゐる 市町が 完 巧な 者 地 3 J の 器巧ぴ その 巧 お 
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二、 f のを 理 
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お、 屏や巧 
A 、 巧 巧 巧み 
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柔の 場合 じ 比し、 s 雲 (卽 ちを 二では 罰 翁ので じ 謂 差 妻れ てゐろ 

じな つて ゐる ことは 上記の かくで あるが、 7 アツ シスト 阀 家の 法が はこれ でよ ま 
だ不 募な b とし 夏に 夕 《かさ 規定まで 設け てゐる。 卽ち 一九二 六年晋 f の 
法律 饋 二十 おに よれば 

邑 家’ 公義 应 Q 被 瓶？ よ ぴ公羣 業 0 霉者 •讓惡 して、 スト ライ キスよ 王 
譚頌 の場 今を の 權限內 じ 於て is は 公 蒙 策の 正規 巧 動の 謹 力 i 逆の ミ 
じ 曇 口の 巧 力を 爲さ ざと をは、 ーケ 巧な 卖ケ 月な 下の 養 じ處ご （ 

と 云 ふので ある。 な ミスト ライ* 及びて 場 閑 鎖が 担つ わ 蓉、 前記の 人々 が 
をし も植上 S 罰を をれ や •。とす ミら ば、 スト-ブイ キ不蠢 その他の 所謂 お 
巧 巧岛じ 出る 算じホ 巧がない？ ある。 
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めじ 公を をな す ときはな 罪を は 一二 年な 上の 巧 房 禁巧〇 
(こ 被が ネ 
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上 巧 f 停止し •或 ひは— SIg 赁重規 性を 巧 学る が 如を 巧是 がて 雲す る 

ものは、 ーヶ 巧な 卖ヶ 月な 下の 巧房繁 巧に 加 ふる じ 六 ヶ巧閒 公撤じ なくを 餐化 •首 

なち 計 巧ち 組な をは 罪が 里く 六ヶ 月は 上 二 年は 下の 巧房禁 巧. 且 一一 一年な 上 公が じで 
くを が 巧 止。 

巧み、 ち 巧 町が わよ びを 霞 柔の 星？ 被寞じ おする 器ら ご おお 企 
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巧 じ 現存 曲 巧 巧が 契約の# あを 目的と する ものでは なく、 困ぶ、 お、 ホ 巧す g 
巧 八 ま团括 貝 S 決ち 蹇 しさ C まつて は冨 の 雲に 髮を 加へ、 これを 胥蜗 
せんとす る 目のを なて なされた る お 傭を じょる 夕 御の 妨蒂 、又は 被が 嘴 こょる 巧 
かの 正規 性 の巧亂 ホは、 経濟的 薑防衞 の 場合に 比し、 幕 重大なる を 巧 ごを 
が 者は 一年 里 Ills 下の 巧房禁 錫じ處 廿られ 、且 一時を 職 じ 巧く 賓格を 停止 さ 
れ る。 首謀者、 計を ま、 組 减者じ 更に 罪 •か 重く = 牵&ち 意 下 《須房 禁銷じ 加 
ふる じみ 久 じを 巧に 巧 < 安 がをお 比される。 卽ち これは 巧 おの ストラィキ 义ょエ 
巧两 がを 巧 巧して 規を 甘ら れ たので ある 0 
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ィ タブ，； ァご： 岡 家 じつい T 述べた 後で、 現在 ドィッ じ？ 巧 現の 途 
上 じ ホる ナチ ス (ドィッ 闽粹蓉 蘇) の 華 一宗 茵 (ナチ ス かその 赏现 をが して ゐ 
る 巧 巧 風 家 S こと ご觸れ J くこと は當 を 得た こと、 思ふ。 おし 乍ら 私の 手 
許 にがつむ ミ新圃 家：.： 擊る 夏ち ホだ發 表すべ ふら じ® でみ ミ を- 
を はせ 處で をれ •ミッ， ，ファ ッ シスト 福と 詔に 還つ た S を 持たん と 
して ゐ るかを、 た •、暗示 的に 季 C 止め やぅ。 

t ッ トク， は 彼の ま 「余 S 巧爭」 の 中で 述べて ゐる 一 

「巧 良の ま— じ 閑— なは • をも| 的に 當該 田家の 最も 蓄 せる みおの 人物を 指を 

g 技？® ヒット，， 《一一 斋 ■ - 1 : 



め〇 ヒットブ》はこの點を强調して云ふ I 

長 ま* ま 的 •大衆 的な をを 抹し 最良の 巧 族、 從 つてな 嵩の 入が じ此 S 巧を 巧 へんと 
巧、 力す る 所 G 民族的 世 i ち此 Q 民族。 內 部に？ も 亦 必が的 じ 同が。 接襄軟 
則 じ 晒つ て •楚 民族 內 Q 最も霉 なる 人 接 共 S 家 §? 巧 力と を 保たせね ばな 
ら め。 促つ て s 世界 觀 莫夕囊 Q 思想 Q 志では ゎらで， 少數 S れた 人物と 云 ふ 

民族的， 图 奮み 裹的围 家が •お 巧 生活の 3 9 良き 雲、 巧 富の,, ,9 良き 平均 • S 

巧 過程 じ？ る廣 化なる 誰が 言リ 堂の 參巧巧 .公正なる 巧 巧 制、 過 巧の 差 緣—制 

の 巧 除 等 じよつ て 他の 巧阐 家を 酉 別され 得を の 如く 今日 考 へて ゐる 人々 ち 巧々 が 

民 埃 的 世が f 稱 して 居る も Q にないてを が考 へ も 及ばない の だ。」 (ヒ； ，— 、前 巧ホ 
八 二ち】 

がち ヒット ク ー 第一 ニ ホ 阐の組 巧の 巧 成が 如何なる 巧训 じぶ かねば なら & かよこ 
れ からしても 巧ら かで るる。 をれ はが 靈尾民 ホ々 蓋 C 對 する 反 對が训 によつ て 

建 巧を 上の t ブト ブ— #11 一巧 M 


a 巧を 上 ご ヴトブ ill 妾國 ー ホへ 
的 巧 化 じ 巧 かしむ る ことを 保證 する 所の ものである 0 
養 じは 最早 多な 化は 存」 ない。 只 妻 任を 食へ る少巧 § をな 人み がわる 0 みで あ 
り •岳 まひは 『臺』 とを ム 語は 曼 をの 本 ホの 意 巧 じ おず る ことと なる。 睾の 
人み が 側 握談受 して 居る が •最後 《をを 唯一 人 0 人物が f 巧ム 0 でを る。 
^^51^11^,^'シ‘ヤ常^^てドィッ閔巧のな異的な巧おたらしめた巧の彼の原則 1 1 
ら ゆる 指導を の樣 威を 下部 じ 及 的い， をを 苗に-惑-^ •一: r とち ふ 原則 こそは’ 襄を 
してな て 巧 困の 蠢 のを 養の 巧 本 原則たら しめねば ならない 〇」 ( ヒご ラ—、 巧ち 的 化 
ホ 巧 內 かせ gsK 八 五— 八 言) 

g ずヒッ トラ ふ 所謂 「まの 闽 みお 壁は、 卓 おせる ホれ 者の 囊を蹇 と 
してげ 建 ミれ ねばならない 《であ ミ資 よれば、 「人 巧 異一趕 決し r 霞な 
る大お C をはな <」 、人 SBK たる Q 名に 巧應 しさ 少 巧の 創造的 才 がの 持衷 
中に ある。 なつて 風 家の— 的 指 咎—わ 決に よつ て、— すた 「 I な奚 
をの 手に よつ て 巧 はんとす る 民 ホ々 をの かきは 結ち じ排 巧され なけれ でなら 



^務を 胶じ關 するな 府 s 問機閒 たる 作用を 含む。 巧 困 家には この 廷 なは 一 募 
を か あ b、 前 二 巧の 協力を が 謙す る。 

ホは 泉で ある。 ヒット T 證 のを 府は 養々 裘羅 のがが の 如 <:1 の 
宿 任峭係 じょ ミち 右され る ことなく、 をの 古 S たる 獨某 巧の がな であ 
ミえ ことは ナチ ス S 湯— •ん 、雪 宗國提 ける 政を の 巧 任を 高 一人 か 
負 ふと—」 乍ら、 挣寶誰 じな f 5 のかを 明らた し T ゐ ない 二え た 
て 主® Kf こと •ん叟 ミィ 言， お 5 凡 ミ現赛 制度と なつて ゐる 
だけに ミ點が 頗る 明瞭で みつた。 卽も蓋 じ 於て は寫 はを の 養の 指 謀じ關 
し、 た •、署 U 對 して 貴 任を 負 ふだけ で A つて •謀を 《不信任は 挣 相の 也な みを 
をる^ 等 ロカ もな 力つ た。 しかし ヒッ トク ふ网 にがてち ホ だを の おおかを 
まか々 義 ぉかさへ 疑問符に 包まれた ま、 なので ある 
るふ のか 明らか じなる 笞 かない か、 f とも 皆 巧ん— じ資 

s を 上の ヒ ブト，— 第ー ニ 帝* こっ, 


巧 段を 上の ヒット ブ— 第？ 田 

を かれて ゐ るので ある。 從 つて か、 る巧刖 じぶ いてさ^ 00 
y ! して、 

り には 論聲 ある。 民よ々 證家 おて は講 をはを 终ぞ ¥ ゐら、 
i の 如何は 直ち じ孜 がの 死命を 制する も 《とし 量 i 擊提も 票る 也' こ 
を 占ミゐ る。 ヒ ご- フ ，ホ 闽に於 T は 事 浸 逆にな ミ議 食は 産の ホ^.^ 
ば な n ない i はた •、が iii だけの、 謂げ 薄 

機 開* す ミ ts ミミ 馨襄 S 死命を 制する どころ か、 
^^^^1。て^!|^み、一^甘られる。 ヒ バク、，ミれげか 、 る謀をパー^院，か^ 
I う 外—'*^ . 如 蘇を であら、 他は 巧を を \ である。 職能 講 をは 囊じ關 す 
し r を を 《賛 はみ 巧 職菜闽 括から 選學む ミこれ こ 一己 
て かお 證意 ミが が— C ょつ Tf 3 れる二 00 资費 貪から 葦、 


を 


t ッ トラ ふ 困は 叉を 府强 化の た 《巧 地な 寞集權 を 要求す る。 ナチ スの i 
じ ょれげ 地方 か灌 はた^ •、固 家 獲 力を 弱 《るの C 替つ だけ だから ミミな つて 
ミ新圍 家に 於 ミ冀制 胶暮を 新は 巧 止され ミ 
更に ヒッ トラ ふ 固は 画家 衛 の 賣ま S 一を 要求す る。 靈 家を 逢 用し 巧 

るものはた*、凰粹おを巧一满ゐるのろである0 ゲーべ 火スは云ふ I 

喜* が ひとたび 图 家を 戰 ひと ミなら 巧，； か卧 をを^ 緊^^。 その 時は 吾 
々のみ かこの 阐を のま 巧 ホと な^, 作 あらぅ 。今日 吾々 はな 敗を なと 載ム ー個の がで をる 

—勿 iM 宴？ u ない。 ミ屢 ミ 奪が 晚 g も 黯 77 む •乳. 即^;;;^ 

る 時で ある。 その 時 吾* は 吾* のな 本 原則 じ從 つて 顯 蓋？ ぶので ある。」 fi ザ 
Dr . Jos み D ミ N * zl - so * i , 1S ド S . 514 ) 

なつて 茵巧社 食み じが 意を 有する ま、 又は ホ是じ 反する 者 等々 は 望 ホ 巧のを 
を 巧た る ことを 得ない。 

2 を 上の ヒヴ ►ブ ISIS 二っ-二 


s を 上 ご：，— タニ 巧 g 

うと 云 ふこと だけは お 像す る こ.,, かで きる。 しかし 萬 か一责 f 5 とおら、 
アメリカ S チ T ナッ； ノ ，ディ 为ス ff) 会つ たや •っじ、 ヒッ トラ 

^ 夏 W 任命」 た 50 名 S 讓裏賛 じ 管 T でも、 f < は— を をふ 

であらう。 對議を S 問題から 減 ミな 府 島の 內部 護は どうかと 云へ ミを 
れ mff f 2 ミ 5—f 言: •フ 

^需夕、 If 謬護にあミ 第一看 

璧島各 畜 わょ び劳者 《馨を 巧 ひ 二れ を 任季る こと •ん でき ミ 

を 大臣 聞の 意見の 不 i を 決を する 表ち 留 でな < 、為一が 人で ある。 を 

^ と。 备？ と 《—餐 f」T 墓」 寡？、 韦 驚に 置か 

る 巧は 政府と 云ふピ クミ ブぶ翼 じな つて、 一切の 画家 资に命 かす 
慧會も S 巧 ももは や资前 じは をの 巧 等 巧畫？ る ことが でさな、。 じ 
ッ トク， ホ 困 じは 屋か 辜： 勢 お賣餘 地は ない S でみ ミ 


苗 巧な f 義 的な 國民的 固を の 建設を 目療 とする 巧々 は •未 蒙 图ま制 まは 巧々 s 
動 そのものから 巧 長して 來る ものなる 巧を 忘れて はなら をい。 唯權力 さへ 巧捏 すれで.. 
何等の 堆備 なくと も fit て t る 獲を お逸 する 事が 巧 ホる と 思 ふのは 大き 
であろ 巧が 的 じ •靈じ 作り 得られる 外的 お まょり ちそれ を 充す內 き 一 そ i な ■の 
^ ある。 未來 SI すで 寡 在」 て ゐる逞 Q 中から C み 生れて 來 る。 置な みま 義 

的 困審護 I ミ U 置 崖 S 襄望 f をんで ゐた 

ければ ならない。 故に 國巧社 お 主義 逆 動は それ 習 0 巧 衡爱莲 動を なすべき である。 

• •こ； ••••ミ ••••：••• 

養 ミを n わら f 璧 わろ 账 かも 露か蔓 良糾如 
^^^^關一^非ずして. 憐襄熏戴^^ 賢繁豪獻.を告襄』 ^，を 
•そ 政氣备 むも^ •義卽 一、，^ 繁を f が裳斯 養^^ 

巧の 市ち、 及び 暴 象た 4 も おを も繁 もした 裳を^。 

田 巧な 畫義的 If 巧國 香の— なか 美 《てみ 巧 じ 階 没と お巧 せし ろ 同 

S なをと 〇 AJ y 卜 iK f S ご t P ^9 


- I 巧 一二 帝* 


二 0 ぶ 


‘巧 巧を 上の ヒッ トラ— 巧 Is 巧 

最後に ヒ ッ トラ， ホ 固 if fi どぅか？ る 問 —する 
解答は 旣 にヒッ トラ， にょつ て、 彼のを 「をの—」 を 於て-暗示 的に 巧 へられ 
てゐ る。 そこで 彼は みの 諸問題 I 
I •巧 衡爱 "は必 が 的で ぁるか？ 

二、 國義會 ま 蒙 裳 富ら 巧 ㈱ 組合 巧 動を 巧ム 可 そか？ 

一二は^^^ 會 ま— 組合は いかな— で— きか？ 5の巧務 おょ ぴそ i 
じを へて 述べて ゐ る。 

で 問 rrf る。 現 寒は 巧 f i 養 if II 

L 口^^ み ならず •围蠢 巧 § 域 じがても あ 意義な まで ぁる。 まし 1 

^ ミ も 酉 も—!。 賈 社—— i の 

ナベき でぁる。々— 屋は 厄介 でぁう 肯寶 ‘ i な 


であるり 

こ、 じがても？ は黨 ょり 围ま をまん ずる 事を 忘れて は をら をい。 

困 巧な 會 ま— 慟—の 任務は この 目镑じ 向つ て 大衆を お 育し •準 巧す— である。」 
(じ ットブ I 、 置か 某ち 《ホ 夏 S ち 二 一六— 二 一九ち をお) 

ぶ々* ヒッラ， 身 S 上り 言 菜を 通じて 巧 画家の 巧が 組を じ おする 態度の 
大要を 知ぅ」. 〇 •か 出 ホる。 雲 望は お 史的 C 必密 ながを であ & から、 圃巧寸 
會 f らも 亦慧 組— 動を 巧 ふ 可 さで るる。」 かし 乍ら 靈 家の 下 じ 於け るが 
衝 組合は 瓷爭 S 證 でな < 、ミ それは 賣に靈 的 お f 及ぽ ずな々 なる 
馨を除 まし、 賢 婷濟の 力を 强 化する ための 窺で なければ ならない。 從 つて 
蓄 じがて は ストラィキは 禁止され、 夕攀議 は霎兩 階披じ 共通の ヨリ 養な 
置 整 蒙ら、 讓の手 じよつ て 解み されな けたなら ヒツ トラ ふち 

强は卽 ちかうな ので ある。 


巧 R 途上 〇ヒ ブト ブー第 一二 巧婦 


二 0 セ 


建 巧を との ヒット ブ ，第一 一宗 眉 

の if i — はし f iu か 、 i を 

1い する 意 冀をぃ 。款 繁^ かいか か焉新 影』 か^ 趴矿 

マルクス まを が 巧が f を 階慧爭 S 閱と をた 0 でぁぇ 

啤^^^し^養畫養—— は， 围お的餐—へ の貨巧の 一 を群を化な 

用を 零’ 一 • 3‘.1 よつ て— 的 姪 巧を より 確固たら しめる •そして 义寶 じ馨 的 作 
舅 笑を 强 《る^ 接 害を 巧へ る 所 扁之馨 を 除 事る を じよつ て 因が 的 

が 含 塞—— 合に とつて ストラィキは、 因 養を 義芝 賣的囊 

力い まグ巧 立せ ざる 限り じがて 用 ひらる 可き 手段で ぁる 

び H の 一夫—— 看す ベての ものの if 巧 

案 にがては 困皇び 中央 香— g て奠 される g をらねば をら をい 

く # lif を、 —かされるの 



同月 胃、 ごシヤ 州巧寶 ，ごさ 二人 會 蘇を 閉 きご シヤ謀 f 蜜す。 
二 さ 革を、 ドイッ 画を 謀 事 孽全燒 0 

二月 二す 日、 ごシ 卞這ゲ ，ッ y グ 氏え 蒙 裹の 塞を i ホ じがし 
雲留代 謀ち 〇〇 名 S 逮捕 かを 發 す。 議 なる 共 裹巧お 始ま ミ 
二月 二十 八 H 、 ヒ r _ T 內閣 Q 蹇閑議 C がて 望 f 葉が 《をが におす 
る •トイ 义民 防護 莫馨 G お f 得 Tf : J を 布 3 る。 巧 大讀令 S 查ホ 

々菜 的 ワイ マ， 备 巧は 事 — S さた フ アッ シ i 我の 氣 i 々爱 となる。 
大が锅 令 swrrr なのかし — 

ー ワイ 7 ル 患 法 巧 二 編 「ドイッ人 巧の 薰權 及び 某 本義を 中の 重. 要が 巧を なま 
し ザの 自め 巧を 巧 t す。 

(イ) 人 巧の 自由 (患 法 巧 j 一四が- 

(口】 信を のが 靈 じがち S 信ぶ ぴ i のが 榮 をな 巧 一； 楚 
2 を 上 《ヒット，， S ! 帝* -51 


/ It 


fe ブ 


5 をヒ e ヒブ トク， ♦己 ミ 

ラ， ぶび 其の i にょ— f れ— のかき 「新 画家」 は、 一九 一二 
の窝 1 r ナ *チ スタ 年の— •であつ た ヒット f 留の 香と 共に 今やを の W 現へ 

琴步 を培番 しち 左 じ留墓 音までの 霎 なを 跡を 襲して みやぅ— 

ン 】月ミ十日、 ヒツトラー內巧ぶな 

二月 一日 t ン テン 7 ルグ大 が領 ヒッ トク， 巧 府の满 を 解 おを 赛 名す。 

を！! rr 、 ごシャ 謀を 苗廷 If が—? 巧 決し、 ごシ i 巧 

一 吾一 ph 提 わ ;::：:？ D iif f I も ホ 

同月 同 ミ 大が留 がの 富 制 器 じ 暑 名て 

二 f 、 瘡 sf . てプミ 違.— ン 民を— し、 ドィッ 刮巧 

巧ゾ へ ン巧 をして これ じ 代らし む" 


i す。 同 ii 規 5 られた i 、 大 s 、 蠢 養維罢 をの 
重要 部み を 勝に 譲 甘ん とする も だし T 、 こたょ 6 を 浸 S 霍 なす。 

.巧 月と 日、 t ット T を 府の没 栽 制 覆の た 《を 州に 巧 化なる 横披 をを する 子 
な 長官を 巧 かすべき 大巧 巧 かを 布 さる。 

.貿 八日、 新 文官 i 蓉塞 さた ユダヤ人 官界ょ b が f る。 

音 二日、 富 民 半： 窦 巧 働 組ち 巧 似 組を 巧 同盟 ヒッ トラ I を 巧の 大巧 度を 
巧け、 達を 着な <3 ミ 驚 これら 赛最 f 雲 組合を 部を 置 おを ま 
秦が叟 n 「ドィッ S 裹 お」 じな 豐 をす。 

賣 音、： ッン 、ケルン 兩 をの ユダ j お 名— さ ミ 
，五月 一一 一日 ヒ ご- フ— 政府 讓が 制を 策し、 ドィッ 麵巧 をが 節する 囊家節 
巧を 直を 翼 政府の が 制で 昏サ しむ。 C 

/ 晉 音、 大讀 買と 日 笑 霉令じ 基き、 ゥ ユル テンべ ルヒ 、パ， ご、 

ミを 上の ヒット，， 第 ミホ* 


を投を 上の ヒット ク—拓 11 丢田 こ 一 0 
(ハ) 言語、 ホ 寄 及び 岡 書 その他の 方法 じょり 自 ホに 忘な を發 おするな 利 (を 法 巧 一 

一八 度 ‘ 

〇 こ 所 巧 椎の農 (公用 徵 收じ關 ずる 则岐 )( 憲法 巧 I 瓦 一二が) 

二 •み 州政府は 惭巧政 おの 命 かじ 服擎 ごとの 命令を 實 巧す る萌 なを 巧し •贫巧 
府力秩 ホ 快復 Q ための 必要 S をが 怠す る 場な 蹄 巧 政 巧は S がの かがを 接收て 
一一 一大が が 政 巧閒貝 の 審じ危 きを 加へ •または 加へ をした る もの、 治を を ホり 

をく は國 S 、 巧 蓋 •謹 犯罪 じして 雲 さも Q は 死刑 C?。 公的— 

力 至 獲 じな する 犯罪 じして S きも S ち 巧の， 讚 またはを 巧 じ處ス 
ご I 冥 H 、 •トイ ッ 總選礙 にがて ヒッ トラ， f 巧 端な 透 幸 ホを 巧 ひ、 巧が お 
食黨 謀が の 遇 半 巧を 獲得ず 日 

言 二王ち ドイッ 稀 巧 謀を 召集 さる。 を 巧 共を 義員 におし 謀み 召 お 巧な 
状の 巧 送を 拒否す。 

> 1 言 壬 二日、 マイ T < 養 S# 更 io 日 的と する を 巧を 任 法 ドイッ 赛 謀，！ 


ニ ハ 月 二王ろ ごシヤ 基 兼寫ゲ ，リング 氏の 命じ ょら、 阐が衰 をシヤ 
ブ W 商 お 並 じ画權 資羣团 裏され、 をの 蠢 •かま、 制服 等を な 收さミ 
力 巧 二十 一 口、 オル ごご グ州 巧留— 誤を シ ヤツ 巧 屡を が 敵す。 

、資 二卡 音、 寡 お ま お 靈令凳 9 6 ふ^ 晏 如し 

一、 强 ちを 州 誤を にわけ る 富 民 まが 議員のを なを 停止し ぶ 薑をま 
ホ。 

二、 を f キ： 巧の 5 を 一切 禁止し、 畜努 奪を 禁じ 瓷 巧の 慧 をみ 
一う 巧 かまを な收 す。 

巧 一切のを 尝は同 巧 員 ドる ことを を。 この 點じ つきを 州 巧府も ホ遲冻 
な <费 邦 巧が じな 力す •へき ことを 巧 巧す。 

育二 十一を、* ツッツ タ 中央 黨の ザ巧キ ，スト か々 倘—が 散され、 な府の 


巧 1 H を 上の ヒット ブ—巧 I 二 巧— 


ニニ ニ 


な 技を 上の ヒット ラー 巧 一;; 巧 苗 二 I 二 

文 テン ごグ 、サク ご I 、 へ ッモ、 アン： 卜 、ブこ スウ イッ クを 州の 巧 
をを 巧 命し、 ホが ドイッ W ホの お史 ぁるが が 制度を じが 消す。 なは 大が巧 かじよ 
るが 州が 監の樵 化ち のかし —— 

，一'、 州 皆 相 並び じみ 大官の 巧を 
二、 州 謀を の 解散 
け パ 法を 施行 

四、 州を かのを 巧、 巧 察を 並び じ 司法官の 巧を 
巧、 刑の 執行 おな 

お 月 十日、 ナたス を 生じよ bj 切の 「ホ ドイッ 的 固を」 の沒收 、お ザ 巧は る。 
五月 十日、 ヒッ トラ， を 巧 ライヒ スパナ ふ (なを 民 ホ 菱ぴ共 か 雲 巧の 黨 
貝よら成ろ じ大お描をで、 その本部义びホ地去部を 一巧じぉ1#し、 同遲じ 
巧す る 一切の 化を わよ び巧關 巧を 沒收 す。 


1、 巧 ああの が 纔は 謀反 巧 貧と 見 化す。 (大阪 巧 日 巧 面 お 農 こぶる 一 


HR な 上の ヒ ブト ブ I 巧 一二 巧 M 


二 


ぶ 


a 巧を との ヒット ブ I 巧 s 巧 画 II 一田 

か ドょ ら网 おおを ホを が 御 組合 「ドイッ 勞 御者 巧 お」 じ 合併 さる 0 
六 巧 二十と 日阐家 戰線黨 (网 裙黨の 後 身) 巧 消し、 巧 巧な を 巧に 合流す。 

六 さ 一十 八日 • II 頁 G 雲に 警蓉 民秦と 共同 養を 張と 二と を 班 由と 

して、 駐家巧 議貝八 名 失が せしめら る。 

/ お 巧 音、 中央？ ット -T 幕 SSIJ 抗 し？、 ¢1 ら解敌 を宣？ 。围巧 
なを 巧の 一 固 一巧 ホを 成る。 

レと 月 十 巧 日、 巧が 財を を收か 可決 さる。 巧の 娶 旨み のかし —— 

- 、 ちの 各 巧の 一に 該樣 ずる 巧 おわょ び 巧 人を 「困 家のを が」 とを 化し、 を 
のを かを を沒收 す。 

(イ) 、が 固に がて 謀反の 巧 動巧爲 をな したる もの 

(口)、 な 外を 巧 ドイッ人 じして 围家じ 巧し おな ならざる もの 

(パ) •本圍 巧 泣を 命 やられ わな 外巧留 ドイッ人 じして 歸 田を お 皮した る もの 


国體 勞働關 係の 規雜 に關 する 一九二 六 
四月 一二 日 法 禅 第五 六 一二 號 

;e 己 曼 . 臣ぶ ns corpo2 ミ e Mta を， 1927, Appendix 六〕 


年 




】， 一を 一六 年 四 51 日 法律 第五 さ一號 

(一九二 六 年阳月 十の 日 官報 第 八と 城を 示) 

ヴィクトル •ュ マニュエル ー三 世 

神の おな と 因 巧のを ホと により 伊太 巧图王 
おを 院巧ぴ ホ g おこれを ホ 巧す 
巧 ホ 左の 巧 法規を ホ 巧し これを を 巧す —— 

第】 章 職業 組合のを 認 ぉよび 團體勞 
働 契が 

巧 一が 巧 痛 者を よび 巧 麻 者 —— な 的な 化を •巧 巧な 箭 者を 共 じを む —— の 晚業祖 合 

(ayndical psaociati き) は ホの 巧が 件を 巧 足せし むる 時 •法を 上の 認可を をく 

♦一章 宙 《なをの な B かよび 々働ち わ 二 一九 



&を じして 現在な 巧し •を ホ 上の 訟可 をを けたる ものは 引な そ 現行を 及び 現 巧 規則の 杭 柄 
をを < 。巧し 誤 法を みび 諸 規則は 現行法な 規 おとの 期 かを 計るな •曲 謀を 巧た る 後 巧ボサ 
られる 巧 令を なて 修正す る ことを 得 0 . 

巧 ホ ま •膊議 の爱： 規を ( conatitut 夏 じして 現行法 0 公 ホ じ畫ち 公的 制を として 
誌 ザせられ たる も S ホ. 本 法巧規 をとの 調 巧を 計るな あ季る ことを 巧。 

き i •を sli 建 •へられた る 望 tlQ 巧 見は 瀑者力 至惡ま § れかー ホ S を 包を 

ナ るの もたらざる ベから ず 0 

巧が ホ 及ぴ 巧が をのが 合は 中央 か 柔巧介 巧 (を 口な と 》 目 をち 目な 泛 ちきを ミ) を 通じても 
同の 上な 惡 S 結 せらる、 ことを 得。 但し 雇璧 及び 被 雲 Q 代 雲は 常に か 巧 じせら 
るへ きものと す 义數部 S 巧仿 ホを 代表ず る 組合の 端 合 じを 了は •を 部 S を 別 じ 方 
表せら るべき ものと す 0 

巧 阿 依 前 茜が じ 音 及せ る 組合の 譲 可は 闽務 に (The でを Co 目を) じ 謠詢し •巧 巧大 
巧の 同を を 得 ま 巧 大臣の 申 巧 じを き’ かか じ 化り 化 許す ろ設 ザを 化 許せる かかは な 合 
第ー ホ疆ま 巧を の 公！！》 ょび ss 巧 約 ニニ ー 


面 f f 規—する 一九-ニ ハ 年阳月 I 巧を 至 i ニニ 0 
一 •雇— 含の 巧 合 じあり ては’ 薑的じ 加入 

れ —if くとも十みノ ー 

* 薑 地域 巧の すへ ての 組を 讀 さる。 を 

ての—— さろ 代を ナヘき ものと ス肅 はを i ? へ 

ま^をは 爱县の 舅 的 . iii のみ をらず • i 
じ 道 读巧困 ま 的 巧 巧) 0 化 進を 目的と すご。 ホ おち (も 

巧 一 ^ 一 igi 力、— な ——/ Jiif つ 墨 

U 二 か 巧立董 がま •巧 立な がま •自 庭— の 爱口 はがが じ 

しむる 時 •法律 去 認可を を<。 苗 巧 I 巧 暑 

巧 i 術荣 •望義 ま • S 庭 — ii さを を霉言 二— •おょび 


ホる 两 括が お li がて 組合 s ふべき 議屉 2 费用 li ? られ ざる •へからず" 

該を をは 施行規則の 規をじ おひを 巧 せらるべき ものと す 0 

濤 者は 薑 S 合 装」 羣 一一 昇 一手 一日まで 12濤ホ& を 雲ず •へさ S をち ス 

この 雲を f ざる も Q •まは 震を S し •不 をを なる 巧？ なず も 0 は 二. 80 リ 
ラな 下の 罰を じを す 0 * 

これらの 組ム r 费は巿 巧 巧 潰 お 法 中の 施 巧 規則 じ おひ 巧收 せらろ きものと て 巧 供 ホの 
な 合資は 赁銀力 至 棒が 中より 差 引かれ •化合 じ 巧が さる 0 
爱 口の 巧 動’ 巧 負 QS •任命 s ?? をはた r 正規 受具 Q み じ 限る。 

雇傭を および 被 触# の 代を を 迸を し •法律を よ ぴ胡餘 の 諾規巧 じよって か、 る 代を 巧の 
規 をせられ たるみ 猛の許 謀を、 西 括 •なを じこれ をが 遣し 巧る ものは た r 公認 組合に おる 0 
を ハが 复口じ 巧 町 巧爱 n 、 郡 組合 •縣叟 口 •州叟 口 •夕州 組な •を围 組合 ぁり。 

塞 含 蹄 合を 言 ein ) 力 至が 盟？ 夏 女よ びな 蹄 合を の紀蹄 合を (£。 を 
ミミロ) は 塞の 規季る 雲 件 じを き 法 巧 上の 設可 をを くる ことを 巧 えらがを 堇 

第一 巧 S なをの 公 5 よぴ 52 巧 《 ニニ ーー- 


用粗夕 律に ■する 一九二 妄田 2 百 法を 第ぶ 室* ニニ ニ 
のな 資を なて 巧 困を 報？ gcialGIf K 寡 do 日) じ 公表 せられる 受 口？ 
( colltutio 日) を も 又み 認 すべき ものと す。 

なを 規 をはな 合の 目的 •巧 貝の 任命 ホ 法 •組 貪の 梦條件 じ閒し •正な をる 通 吿をミ 
さざる ベから ず 0 加入が 件の 一は 图ぷ 的な 地より する 菁 をなる 政治 巧な たるべき ものと す。 

組合 規定は な— 巧襄的 お墓關 •道 德蹇國 巧が すの なのな を •塞莫 ホ 1 
を 所を よ ぴ图曼 化藝術 協を の 設立を 規季る ことを 得。 

委條 公認 爱口蔓 ミ ild an •旨) はを 人と を該爱 口の 巧 養域內 
じがて は 8 食 加 人せ ると f を閒 はず •詩 受查按 せられた 5 口」 季 るは ミ 
苗が ち 濤ち藝 がまを よび 自由な 柔 f 法な 上 巧ます。 

公 訪—は 該—が 代を する すべての 漂ち 巧 化を i ま、 自庭柔 まこ おし •彼 
巧が 爱 A たると 否と を閒 はず •丢績 ホに ホり ては ミ義 がま 一日み S 酬涅ぉ ぉ 
ち— ち 蒙ち S 遠— じを ては I 日み—® を @ ぶざる ちを Iff 一 
を挥 する 權 能を 有す。 これら 望 易 ミ中少 くと も 十 かの 一は ミ 差 引を、 f が績 


な大 ちの 票 li 基 < 客に 管臺 せら 5、 赛ぞ 5 ホ 効と ス蒙 s 藉 をる 時 t 

りと も 化 おす ことを 得。 

复 "規 — —i 咨 f 言を f f i 、 ？》 を權— 

> せられ たるま 員を をみ 巧すべき ものと す 0 

.巧 八が 复長雲 證 長は— 規輩 § gcf 爱員 中よ。 護せられ たる 若 
事を ク he Board ミ Dire き 3) の 補佐を 巧 <0 

巧 町が— •巧爱 S 磬 素養を をけ •揖 g 臺じ よ。 

: ptpli— J 爱 h 

まが 大 盾は§ 妻 § を巧爱 if #^ 」、 igA ざ蠢こ g 

顧 i 壓羹— :: をて 

林— ひ Kf 梦 」 f gi —。 ミ f if U # たな 

か •雲な をの 公 ■および ss 巧 《 ニニ 五 C 


ss 哀 s 巧 £ する 一九二 《年 胃 一:; 夏 蔓芙一 s ニニ 巧 
ひは 巧 蹄 合を Q — 堯 f 2 艾受吝 pff 包享 。碧 S ごれ たる— 
ち 巧 化ち お 術 ま， 富 雲 ま S 合を 乃至 巧が をを 巧を の S 芭 ホ 5 惡者巧 ひ 
は巧供ホ0<§屬！2巧ひ法がま設可を巧<ることをを〇 

蠢 • エ案 •巧柔 の 雇が ち 力まが 麻— がを まひは S 庭— の— 門 じ 瓦る を离 
8 なをが 露 置ら れる 時は、 かをる 曼 りと 雖も詳巧 がを をの 一？ 養せ ざる 巧を 
を 乃至 化合の 設 可は 禁止 さる 0 

玫 巧の 許可を く」 了 農 農と が 脚 Q 攘を §或ひ はえ お查 るち" は •か 何な 

る 巧 合た ゥと雖 も 認可を を < る ことを 得ず 0 

巧 七 條蠢 合は 組合を おな •代表し’ 曼 組合の 巧な じ閒し 巧な をを ふ 組合を 力ま 書 

紀長 をち？ ろへから t 組合 舅？ 農 a ち為窜 0 霉告基 そ •任な ぶ ひは 进 

舉 せらる。 

を 這 合 ( sti — iociat 夏、 夕州爱 口 ( if 昼— iciln 】 わょ ぴ州 化な 
な を 0 ミ 1 ie — n ) 這 合 秀ま堯 go 霉 5 遙芝 •みが ホ衰 S をち ま 


ぶが じよ*' 代？ るすべ て Q 人* に 適用 さる。 

綺 なすれ たる B®i 契 《および 雙 S 規？ f ? せられた る一餐 をの 忌し 
は 巧 町村 琴 郡 組合 •お 組を iE ゎりて は i に 供 巧し おを i ち 州 組合 •夕 
.州— •を國 叟基を じを ては 置ち 巧 省 じ 供 乾し 巧 田 裏 じ 公 まさるべ きものと て 

A • • * 二 ■ CH k U I 一お規 をを 遵奉せ ざろ そ 

* 契め Q 締結に SV る 盾 箸爱 f をら す 被蔓尝 i 」 ミ 亦 巧を 上 

ホ留 ini す ai 蕭 i 妻 ilf り g 

季 一が 稅ま叟 "の 法的 認を閒 する 本 法の 巧規 をち 顯 •躲’ ホの 惡 ホた 
^ の他夕 i 利 施設 sn ホより 巧る 巧 含は 幫 せられず。 これらは 養〇襄 ひを 

巧し 巧ぎ •擎 •空軍 •雲. 巧 •ホ 町村の 共 化のを 裝お 困の 現ち 巧惦巧 狩な たよび 

巧 一々 《巧 なをの 公 5 よび 苗巧夕働 お 《 ニニ」， 


s 巧 s 巧の 巧を £ する； 一三 ハ 年 四月 一二 日を 巧を 至 ハー ニが ニニ カ 
可し その 組合 規 巧を ホ認 したる 法令は、 蹄 合を 或 ひは 姑 蹄 合を じより 奪 震の 化て 5 
至は その 一都が 巧 巧 さるべき 旨を 規を する ことを 导〇 

第 九が 同じく 里 要 時 •およ ぴ— 項じ規 を甘る認 ザ 獲得 條 件の 充 されざる f はか 何 
をる 巧 合た 〇 とが も國 務院 じ話詢 し、 內務 大臣 Q 同を をち 主 巧 大臣 0 中 詩に ぶきて を 
令せられ る勒 令は 詰 認可を な 消す ことを 得。 

季條 雇が ホ •巧が ちを が 家 •自 農業 家の 公認 組合に 巧り 謬せられ た— ほ g 
おの 冀 する 部門 じ 届す るすべ ての 雇 備ち被 傭ち 爱術家 •畐 はま 索. ならび じ？ 
が じよ。 それら Q 組合が 代表す る 姑て Q 人 4 C 適用 さる。 

西 植巧勸 調は 除を Q 罰則を 含む 文 寄 Q お 式 長 5 さるべ を も 0 とす。 漂巧樹 契ね 
はがを のな 則の 下 じ义寡 期間を おを すべき ものと ス 

雪 一が I 規 をせられ た KJ 中央 職業 巧 介 所ち 雇 がをおよ ぴ巧 がま 代表の 巧備 なを じを を 
當該 企業 § 勸諸條 件じ閱 する 一肢規 をを 確 辛る ことを 得。 えら 巧規 をは この 規 をの 
讀サら ミ 詩 じ 学る— ち 露ち をら びじ それら じ讀 せられた る護合 が 巧 


巧 爭は荫 記 s 巧を c おひ 民壽を 法 巧 八 隹は下 Q 諸 規定 じょ. o ま 判 貫-」 掌。 ずる こと 
を 得 0 

一な =1 年 六月 十 音 法巧萃 一九 S 及び 一九二 一二 年 十二月 二日 勒 令を 一六 八 六 巧 じ そ 
*規 をせられ たる S 盜囊 貝 含 及びな 的 fc ? る囊 S 具會 《護 品して はが 
規 巧の 巧 入を 許さず 0 

個人的 巧樹 契約に 攀る 2 霎靈 ちま 判 S な 及 •ひ悲 Q 法 巧諸蠢 0 巧 かじ 巧 
する 控訴は 巧 働 栽 ぉ 所と しての 籠を 掌る を 訴院じ おを する ことを 得。 

輩 四が 巧 雲 判 所 事 巧の ため 十六 個所 Q 控訴 おのす ベて じ 特別 部を 組按 す。 みなは 
料 事 一二 名す をはち 部長 一を おょび 格訴院 辟を を ( eg — ミ。 f th。 purt Gf appe ろ 17 J 
ょり 巧る。 時 Li 應 じホ條 SSLi 從ひ •接 i 長 s 掌る s 中 Q 生を > 巧 尚 諸 削 酉 
のをを 貝 二 あを これに 附加 する ことを 导〇 

巧 巧を 判が おょび 巧 法文 寄 課の 胳員錄 は •大篇 大度の 同な を将 •司法 乂 おの 申な じぶ さ 
で 贵廿ら る、 刺 令 じょり 本規 をの 巧 巧上必 f るを 正を 施さるべき ものと て 
第二 さ 巧！！ 巧片 W ここ..^ 


s 夕 s か s 巧に ■する 一九二 六 年 胃 ご 百 法な 董六 =お ニー ー、 

兵卒の 同 8? 組合 •司法官 及び 巧暮 Q 組合’ 中等 および S 裏 SS 組合 •內 な、 か 
な 巧 民 諸ち のま 貫 および 盾 貝の 組合は 禁止 さたえ を 化す ものは みおな じつ*, 持別規 
を じを き設巧 せらるべき 左 巧 •巧を、 免な たよび をの 他の 懲巧 おみ じ 度 せらる。 

巧 十二が 雇 がを’ 巧が ちを がま、 自 曲说棄 菜の 組な して 法的 認可を をけ ざる もの 
は 現行法 じ 從ひ臺 上の 爱 3 としてな なて この ことは が 化き 妄の規 を 二 巧 《せず 0 
えら QW 合 Li をて jn 九 I 面 年 一巧 二十 晋勒令 畫ハ四 巧 Q 諸 規定を 護 ス 

第二 章勞働 裁判所 

巧 十ー ニが 两巧巧 お 契め じ關 する すべての 攀ち護 契約 溝の 巧 巧 巧 則の 適用 じが 
がする も Q をる と •まひは 又 巧 管對 しおた s を せらるべき 條件 C 学る も Q なる を 巧 
はず 凡て 巧紛 巧が 所と しての 巧 能を 巧す ろ 控訴院つ 穿 〇含み ミ。 ち 0 と) のを 稱じ屬 す 0 
捏訴 院長は 自己 S 化を 下す じ畫ち •俩 巧を 試むべき ものと て 


巧樹じ おし 設蹇ら る •へさ 霍 件 Q お 式を を 備卞る c 巧」 ては’ 常 c こを 諸が 件の 宇 
巧 期間を 明確 じ規季 ご。 ち 鶏 間は 通常 自由 締！ め？ れと 同一た るべ まものと す 
巧 銜我判 所と 」 W SRQ 裂は 公業 省 Q as 意 暑 養」 たる 萬 渡さる。 

巧 做 我 判 所と」 VQ 譯院 8 かは 羣露羹 五ー セ 管 諸 言れ たる 理曲じ 基き 

お 巧 訴訟を 巧 ほす る ことを 得 0 

司法大臣 Q 中 謀 li 基 $賴 令を U て發布 せらる、 規 をち 訴訟 so 研究 & よび 執行 上 お 
別規 をを 累 •必： 菱る拽 今 U は羣 訴訟法 S 常 諸規慧 効力を 臂お すべさ ものと す。 
輩 セが 公認 化合の 存在す る 巧に ありて は •農 巧 粉 諸關係 じが まる 攀の ための 訴 

訟 をを？ も Q は 公護 合 so •馨を 得る も Q も寥護 なじ 限る。 

公認な 合の が 在 せざる 度 じを りて は •訴訟は を訴 院長の 任命す る 特別 代 訴人 じより てな 

さるべき も Q とす。 後を Qf にを ては 拥露 兩 担は 隨謹 訴訟を をム ことを 許さる 
べき ものと す 0 

雇 がをおよ ぴ巧 がをお 合が 棋 合み 力 至な 巧 合會の 一巧を 棋 がする 巧 合 •まひは お 病 そら 
巧 二 巧 巧 « 巧 巧 巧 こ ミ- 


5 巧 s 巧 sg : s する ー ホ ーニ ハ 年 巧 月 I 二日 法 s 五空 占 二 s 

巧 十 あが 各 控訴院は その 管辖 瞬巧內 のか 業の 适巧じ 基き て 大別し’ 更に これを 細 リ^ 

たる 產 • I 幫 S 要— 貝る 巧？？ •へま も C 丢 。蒙 巧 さ牵每 に修季 

る ことを 專" 

田 民 お寞臣 (the Minster of National Economy ) の 同 恵を 巧、 2 大巧の 中 巧に 基き 
て發を せら ミ 魁 令は を 巧 S 短と 修是關 する 規則を 8し •司法 ま 8 《ためな 巧 
せられた る 人* じ おする 日當 をよ ぴ その他の 報酬を お季 べき ものと ス 
毎年を 訴院 長は - Ks ^ および 細別 Q すべて li 就 さ 大別 および 細別 JJ な 巧 せら ミ 諸襄幽 
なの 事件 じがて 度 定囊官 としての 執 おのた めじ 召が せらる ベ 灵 * を お命 ス 5 攀 
じ 直接 力 至 間接 Q 巧ま閱 係を 巧す る も Q は 栽 S 吾,」 包含 せらる、 ことを 3 ず。 

巧 十六が 巧馨 判が としての 控訴院は 現行 巧 おの 適用 S 合 じあり ては •契め の 解 ミ 
痛 巧じ閒 する 法律 S 規定 接り •雲 S 」 おた S ? 筆る 諸條 S 爱 n じあり て 
は 街 平の 原則に をき、 雇が まと 誘 ホの 利益を 調 巧せ め’ 且つす ベての 巧 合. ヨリな 
巧な 生まの 巧を をな 巧す る 株が かを 下すべき ものと す 0 


第て が蓄 なる 巧 由な く 巧 じ 現が 巧寞 のの 雪を 霧 ホじ强 がする ことを 目的と 
して、 昌 QH ちを ま讀 および 事 巧 所を 閉罕— 蓋は 一巧 リラな 上 一 0 萬 リラ A 

下の 巧を じ處 す。 

現 宴め の靈を 雇 化を じ 巧 制する 爲 ’ ー ミな 上 群 もを し， 合を の 上 巧な を 巧 化し’ 或 
は巧衡 S 讓舅 重規 す ミ かさ 態度 C がて 累す S 霧を およ ぴ巧窒 
は 50 リラな 上 一 • CXDO リラな 下の 巧を じ 巧て 挈 巧は 巧が 訴髮巧 二 九 八が な 

下の 就規 をを 逸 用すべき ものと す 0 

が 巧 じが へられた る SQ 首謀ち 計 租ち餐 まは 膝 巧 C 規を せられた S 巧を のか 
一年な 上 二 年な 下の なが じ 處す〇 

巧 十九が 囊’ 糞屋 Qff よぴ公 巧公菱 f 巧冀 t て 一一 一人な 上 おを 
& し、 宴 至 雲を 管」 •善 a 露 ci 性 力畫規 性を 第— 巧 じが 

で巧：^^-^るものち ーヶ夏卖ヶ巧な下の巧房を巧に？‘ 六ヶ巧閒公かじつく巧みを 
停 化す。 

第一 一！々 王 巧历 なわよ び スト， ィ 年の 巧 止 • S ニー ー- 


s 夕 s 侍 s 律 ■する I 当 《年 田 月 I 二日 法襄至 ハー； -g ニー ニニ 
ょびなが 蓋を 肋 じ 中央 囊巧介 所が 組 巧され たる 爹口 じあり ては •愛" を •化蓉 皆 • 
又は 中央— 巧 介 所が 攀？ # 葵 か Q た A じ％ 力し •且つを § 力が 不寡じ おり t 
る こと S 巧 あるじ 霎 れザ藉 なる 訴訟を もを ことを おず。 

藏判所 じあり ては たぶ ム誌 組合の みが •こた 化合 じ おを された# 接 巧 域 巧 じめ て該 
复 〔が 化 巧せられ たるが 口 Q 續ホ •巧—? ベて を 化 表する ことを 得。. 

えら 公護 合の ためじを された る 製は すべて S 巧 田植に 適用 さた ホ 町村な 合. 

班 化ち お — li をて 寡囊哲 •州— •夕 州爱 "> II 芝ゥ ては 帝 管 巧 

ク he 0 江 ci 色 Gazette cf tho 巧 ingdo 呂) こ 公表 さる 0 
i お 判 所と して i 訴院 の 手が じ閲 する すべての 巧を. 丈ち i— のを 字る 一 

第一 一章 H 場閉鎮 わょ •ひ ストラィキの 禁と 


ち 化な ホは I 二 年な 去年な 下の 巧 曇 巧 s 直つ 永を 公餘 じつく— を 巧 李。 又 

お 化 罪 Q 參巧 をは 一年は 上 一二 年な 下の 巧 房禁锅 じ おし •曼 一時 公な じつく 巧が をが ヒ 

す 0 一- 

を 一十 二が 盾が ホ もよ び 被 巧 ホ じ’」 て巧樹 判事 苦 3 を ま，. を) のが 化の 實 施を 拒 
るする も ヶ 巧な 上 I 年な 下 s 巧に 處し 、且つ 一 〇〇, ラな 妾 8 V ラな 下の 
坑をじ 庭す。 こ Q ことは 裳 Q 黄 璧 よび 執行 0 た 法 上 0 责 任を 規奪 るを 通を の 
巧規 巧の 適用 じ 位 « せず。 

公認 爱 aQ 理？」 て 巧 低 判事 Q 製 Q 度 施を 拒 章る 者は • 免管 加を 兵ヶ 巧な 
上 二 年な 下の な 巧 をら びじ 二 • 〇〇〇, ラ 望 一巧 リラな 下の 飼を じ 庭て 
巧が 判事の 判 かを ぎ 施せざる G みなら ス 該化霎 (。巧— ミ) が’ 义エ 講锁ぶ ひは ス 
トラ ィキを 巧 ひたる 時は、 i と 刑巧閒 if 規 なせる 刑法 § 規 をを 讀 す。 

萃 I 十一 一一が 本 法 じ 巧す る {切の 規を はお 巧と ず。 

量の 政府は 助 令 §0 塞 QS 施 Q たを 塞— 諸規ち およ ぴ所 S が 正を 擎 

夕一妄 エ巧用 巧わ よび スト ブ ィキの 巧 止 


田 壁 抽保 si する I 九-ニ ハ 年— 夏 律 巧 至 i - ニニの 
該手 巧は 巧 事 訴訟法 巧二芳 がな 下の 巧規 をを 適用て 

を 謀ち 計を を •化 f は六ヶ 巧な 上 二 年な 下の 巧 房讀じ 庭し •羣ち 公な じつく 

公ち 公益事業の 管理を じして •里ち の 理由な くを の 5 .巧 馨關 乃至 事— の巧惕 
を 差 止めた る ものは •一時 公炼 じつ くを がを 巧 字る のみならず、 六ヶ 巧な 上 ーヶ曼 ド 
の 巧 房禁ち およびち CXDO リラな 上 一 萬 リラな 下の 巧を じ 庭て - 
本が の規を じより 公安を なす 巧は 有罪 者は I 二 年 堂の 巧房讀 じを て 
巧 二十が 国家 •公共 历植の 被が をを よび 公務’ 公 空 事業の 篡ち巧 等 こ 一て、 ス 
トラ ィキ 乃 重 請 3 SS 合’ を— 限內 にがて 公務 寒は 公益 裏墨譯 動の 巧 f 
至 快 S た： € 馨 G 巧 力を 爲さ r — は、 ーヶ月な 上六ヶ 月な 下© 變じ處 て 
巧 二王が 濤ホ じし 5 物を 馨 し、 又 露 ホに して 完 をに— を 停 化し •ぷ ひは 
巧 仿の巧 巧を 不規則なら しむを 一と じより、 顯 •巧巿 町村 護 乃至 田 ほな のみちを 
でき じ 至つ ては 墓の 望を 髮 し， 或 ひは こを ホ 右 せんとす る 巧ち 臺ち卜 ち 


附を二 

同上 施行規則に 關 する 一九二 六 年と 巧 
一日 赖令 第】 一三 〇號 

(pen 日 achi ぶ！' he Corpora こ ve 必 Ut ぶ 1027 ，を 一 pendix B ム 


s ミ！ 一保 Q 規巧 cll する 一 九 I ニ ハ 年 胃；；； 口 化巧窒 空； g ニー 云 ハ 

べき 一九二 一一 一年 十月 十九 日勒 令を ニニ ーーが •一八 九 二重 ハ畢音 法を 第二 著が、 一 
九 二 一二 年 十二月 一言 勒令法 (the Rayal Deel - eelLaw ) 第ー ニ ハ 八 六が ならび じ 尚み Q 化の 巧 
法 巧の 諸規 たと 本 法と を 調 かせし むる じ必 巧なる 諸 巧を の發 ホを 許 がす。 

巧々 は幽 がを 押された る 本 法を が 太 利 帝國の 法# 法を 樂中じ 巧 入し •關係 ホー 同 かこ 1 
を 遵奉し 國法 として 遵守すべき ことを 命令す J 
一九二 六 年 W 巧 一二 日 サン • B ッソ I レ じがて 發布 

ヴィクトル •エマニュエル 

ムッ ソリ I -1 、 ロッコ、 フエ デル •ッす 二 •ベル ッゾォ 

巧 法 大巧 》 ッ n 贸了 


二、 一九二 六 年 四月 一二 日 法律 
第五 六三號 施行規則 

一九二 六 年と 月】 日 おか 第一】】 一一 0 が (寡 さボ) 

ダィク トル、 エマニュエル I 二世 

神の 巧 « と國 民のを 姑と にょり 伊太が 

一九二 睾 一月 111 十 一日 法律 第一 00 蒙 三條 を確設 し、 一竺 窒寶言 巧襄丢 ハー ニ裹 
十が、 季 一條、 巧 十 お條 、季六 傑、？ 卜 i に 於て 巧 等 C 雪せられ たる 曲 巧に より 、 B 
K に 路^し、 司法大臣、 賣妈奠 反、 大 W 大巧 Q 同 ミ 下に 璧 大巧 《串 巧に 基さ巧等 これを 

第一 篇單】 職業 組合 (初級 職業 組合) 


> 1 麵 単一 «巧 巧を (巧れ 疆 g 巧を〕 


二 一ニ ホ 



同 斑の 規累 望# 計署 錢幫 •郵 •最 信. 軍幫 •巧 裏 貪 • gc をス ナミ 
リ 銀行 •シ シリ— な 行’ 半 羣民蓄 を 巧び 曲 お’ I - 局 こも 適用 さる。 

規 〇;; ミ— §1 了妄 i 妻； 二 51 夏— 六 層 

巧 四が 叟岛の 物質 上 •道德 上の 巧 なを 目的と する 爱 口ち これらな 貪が 
^巧傳 をた SS ざれば、 一九二 六語 さ 言 S 律 c ょ。 畜野 を受 <5 ことを 得ず。 
それらは B 括 雲ち め £ 言 SS 規定た ょび 巧 雲 慕 S 居 掌る ことを 

但し 農作！ ぉ？ して •該 所有？ 巧輿サ る ま 趣— 者！ 證食加 李る 
こ 可 せらる。 なしみ 汲 蓋ち f のが 治 蠢じ芝 代表 ホを 巧すべき ものと す。 
試 代表は 困 雙雾髮 S 磬 if さ 一とを。 

ま y f f とし’ i — 富 


g】8 


霸巧 巧を (巧 ft ■巧 巧 合】 


二 四 


一ろ 三 ハ 年 815 基 勇 至 ハ Ills 行 s II 田 0 

第 I 章 職業 組合の 組合 規定 ぶびな 認 

第一が 巧た を 問は ず 4 .八な じ 達した るか 义利困 巧 じして、 法な 及び 組合 巧を じ 記 化せ 

をた る必 i 件を 磊」 •且 S 夕算？ 〇吝 •謹 上 •養 上 S なるな 巧を 巧 

する ものは な 業 化合 じ 加入す る ことを 巧。 

法的 じ 認可 甘ら れ たる 商— £ よび 受利 夏を 事る そ 0 他 0 法人と て •その お 

巧者 および 貸が 闭お寶 地よ 。みて、 道 望’ 政董實 なる 性質を おする とそは 义《 
柔巧合 じか 入す る ことを 巧。 

琴 戾か國 人 じして 少く とも 十が 閒 伊太利 じ 居住す る 者は 公 訟说證 なの 化 八 M たる 
ことを 得。 但し 巧ち の 地位 •或は 指羣の 麻 務じ寡 乃至 遇？？ ことを 巧ず。 

第 ーー症 田 { T ち ホ 町村の 巧 政ち 奚巧利 施設の 愧 貝は 一九二 六 年 四月 一一 百 法律 巧 
空ゾ ーニ 巧 Li よゥ 法律 ま 賢が 直 食 か 李る ことを 琴。 又 W 雙 めを お 抜 ム同法 
の巧規 巧 およ ぴ巧物 巧 判 所の 護 じ 掌る ことを し。 


巧 も •これ じ 加入す る ことを 得ず。 

巧 八 化 協調 的樣 まじが てお替 せらる、 巧 企業は •な 合目的 上 •同理 の 資本み 的 乃至 巧 
值ホ的 企業から 構が せらる、 組合と まり， それ 自身 特理の 組合を 組 掠すべき ものと す。 

第 化が 公認 組合への 加入を 拒る せられた る拽 合及ぴ 個人が 組な より 除名 乃至を 巧 せら 
れ たる 巧 合は •を 後 的 手段と して 協調 組な 大居じ 控訴す る ことを 許 巧す。 この ことは がを 
上な 組合の 化合 規巧 じより 規定せられ たる 諸方 巧じ附 加す る ものと す 0 
第 十が 一を 一六 年 四ち 言雜第 一條 第一 巧に 記載せられ たる 諸條 件の 巧 養 確認せ 
んが爲 じは •同 法 巧 おが 第二 一項の 强が 届出 規 ちじを きお 巧せられ たる 巧 お ホ 名 級を 利用す 
ぺ きものと す 0 

誌 あ 巧は 知 おじより お 聞 さる。 な 合は この 目的の ため 直ち じ 知を じ屆 出を なす 義務を 負 
ろな 58 巧 含議じ 諮詢」 たる？ れを冀 す。 望 藝術索 乃至 自も 喊藥 の强 なじ 
わりでは •市町村の 報 吿じ基 ま •縣 おじより！^ せられた るを 巧を 利用すべき ものと す。 

一市 內 じがて 藝術 乃至 專け 的な 業を 替 まんと する をは • j ニケ 月な 內じ巧 詩 市 巧 巧 じほ 巧 
策 i 巧 一巧 菜 化合 (巧れ なおれ 合〕 二 巧 I 三 


一ろ 三 ハ 年 B ： 月 一一! 夏 寡 至 (111 蓋 行 黄 二 巧 二 
雲が 薑の 計な じがて 生業を 巧み’ 自身 該エを じ 糞す る 技術ち 小裏ぷ •ミ 
巧 掠 商人、 仲 巧 人 •問 房 業ち な 的 雇が 契約 法の 諸 雲の 恩惠じ 巧らざる ち 農作が のが 
有を じして 且つ 借地 人た るち ホび じ霍 小作な 別派の— を 構成すべき ものと て 

を ハ 條智的 《慟を および 筋肉 巧 働 ホは 同 I 企業 形態 乃至 企莱 部門 じ 蘇 せらる、 曼口 
と雖 も* 同一 組を の 一部を 形 巧す る ことを 巧ず。 

これに 反しは 細な 及び 歌 お 部の 巧 化を は 同 1 組合に 围 おする おを 得〇 但し 代表 ホを 巧す 
る 一み 派を 憐巧 すべき ものと す 0 

技術な および 裹部 Q 部長 •髮化 役所 乃壽馨 お 所 Q 所長、 代理人 & よび 一般 じた 

巧 植を賊 巧せられ たる 巧 俯を は > 別個 組合の】 部を おがすべき ものと す 0 
巧 七 條履雲 •被 俯 巧 じして 案 巧の 性質に より、 一を、 旦つ 傑が 的 狀態じ 於て 巧冀 
たると 共 lii — た fQ は •同時 i 雲— および 被—— 荒 李る ことを 巧。 
公證 今‘ Q 叟 〔賣」 VI 庭 ffs 時は’ 一を 一六 年算言 0 雜輩 二が じ 

より、 審 ま 上の 組合 鲁 facta assocs き) が 同一の 叟昌 的を なて 組 巧せ らおる おを と 



は 一 かおを 樓 巧し •人格 的 じ 代表 せらるべき ものと す 0 

巧 十二が 一九二 六 年网巧 一二 日の 法律が 巧 力を 發生 する 時 じな 在し， 且つ 法 巧 上の 設可 
を おた る 同業を を 乃 巧问業 組合は 保持 せらる 。但し 新たなる 同 菜 ホ 待は をの 設立が な 前の 
法を じより 巧 巧 せらる-^ 盛 合と 雌 も 認可を をく る ことを 得ず。 

法的に 憐 はせられ たる 同 策 巧を 乃至 同業組合 なき 一巧の 藝 術、 ぶは 喊 策を 巧む ため •名 
» もしくは 问莱 ホを じ 自己の 姓 あのな 記を 必要と する 巧 あるときは ，如何なる 時たり とも 
を 巧の 保 おおよび 加入 巧の 規律 じ關 する 同業者み 乃至 同業 組を の 巧す る 一切の 義務 •ち お 
は晚業 組合 じより て 巧 化さる。 公認な 業 組な なき 處 じがて は 》 これらの お 巧. が 化は な W 
所長 じを 化さる。 

巧 十三が 法 巧じ規 をせられ たる 諸條 化の 滿 おせられざる 巧な の 知なら ず •义ぉ 名 上* 
巧 巧 h 乃至 社 お 上の 理山 じより 認 W 卜不 をな りと する 時は. か 何なる 槪業 化な の認 W を も 
巧る せらるべき もの 4 .す 0 

認 W は 組な 規た 0 1 なじ 修亞を 加 ふること じより •これを お 巧ず る こ を 巧。 

巧 131 巧 一な まな 合 (がが 城 巧 化合) I - 巧 K 


一九二 六 年 巧 月 吉日 法が 巧 五六 一一 一致 巧 巧 規則 二 巧の 
づべ きものと す 〇么じ 違反した る 巧 合は 一 00 リラの 剂 おじ 處す〇 
第十 一 が -^^人が 一 巧の藝術乃至巧巧的な業ををむため塞じより同莱ホを力至同ホ化 
合の！！#^ する を 記 巧の 一じ薑 のけを 芙"； 記す る 要を ると きは •阶業 製" は 試 同を 巧 組合 
と 併 立して 法的 認可を f る ことを 得。 か、 る 巧合該 慌業叟 U は 一を 一六 年阳巧 一言の 法 
をの 諸 巧を じ 從ム。 

本 法 じより 組合 貝の 道な 的 •わな 的 利益の 保護を をすべき 椎能 および 彼等を 扶 巧， 指 巧 

すべき 義 巧を 巧す る ものは 廊お 組な じして. 同業 ホを 乃至 同業組合 じ 非ず。 

因 {ホの 政治的 •行政 的 •技術の 酌 照 及び 爾餘の 公 お 围拓に 代壽を 任命すべき ことが 法 

を 及び 諸 規則-」 より 規 化せられ たる 爱口 •か、 る 代を ホの 任命 權を窜 る も S 喊 ホ 組合 
じ 限る。 

H 棄 .蠢 •商業‘ 運 お •學 〔業 巧 じ 雇 瓶せられ たる 自轟莱 ぶ 蹇藝術 家は 两賠 巧の 
契の の 目的の ため 巧 備を晚 業 化合の 1 部を お 巧すべき ものと す〇 化し 彼等は 义 代を ホを レ 3 
する 一み あ卽ち 巧立自 g 慌ま お及び 寶術架 組な じ おな する ことを 巧。 か t る 巧な 巧 化な 



巧 十八が 公認 組合の ま 出は 强制 的、 任意 的の 二活 じみた る。 

隨業 化合 •紹約 的 及び， 班を 搞利的 活動 •道な 的 及び •宗お 的 あ 巧 •國 巧が 巧 •喊 まが 
育關 巧の 支出は 强 制の なり。 

ホの 支出は 誌 組合の 加入せ る 公認 七な 組合の ななを 巧し， 協調 組な お 令の おむ る 剌合じ 
をき 亦强制 的なる ことを 巧 —— r 巧 揪の後 J 閣巧 協な •诗性 巧兒保 誰阁巧 協み •全國 バリ ラ 及 
び 一九二 瓦' 年 六月 サ六 日付 國巧粧 巧 巧 令 じよって 認可され たる 國 巧が 描 じ おす 曲る をが。 
一九二 六 年 四月 一一 一日の 法を 第 瓦 條じ巧 おせられ たる 巧 話を 設巧も 亦强制 的な り。 

誌 目的の ためじ 巧 用 せらる.- 貨 常は 据掛公 巧 ほを じ 巧 資さる。 

巧餘の 一切の ま 出は 任意 的な 〇。 

巧 十九が 賺業 化を の 諸 巧 動を r 巧 働のを」 巧 巧な を •母性 幼兒 化譜阁 がな を， を 因 •ハ 
リラ 团 •困 巧 田 歷の巧 巧 じ 協力せ しむる ための 諸巧定 はお 令 じより 制を さる 0 
を不條 組合の 認可が お上げられ たる 巧な 乃至 おがされ たる 妈合 じあり てち お 件な 
K 巧內 のが 合の 巧 合は 知が •二 おな 上 じ 跨る 組合の 巧 合は 協調 化な 大臣 じより 淸巧 人】 を 
第 1 S 單1« 巧な を (有 《猶 まなを) 二 巧 セ 


一九二 六 年 巧 月 一二 日を 巧を 五六 I 二な 巧 行 巧 則 二 巧，、 

季 巧が 認可を 得ん が爲 じは •組な は 組合 規 をのみ なら ス 設立の 曲來 .設貴 ホの 
巧 動じ 關 する 巧吿 •化な 貝 ホ 巧、 なら ぴじ巧 貝を 巧を 添附すべき ものと す。 

叟口規 をは 組を の爵 、組 含 活動 震 •本部の 所在地 •化 組合との 關巧叟 昼の 加 
ろ腊 退の ための 條件 •一九二 六 年 四月 言の 法を 巧 托條じ 巧を せられた る 組 合資の ま 巧 
管理 員た よび 統制 貫 じより 化委 ちか— 式 •組合よりの 除 あ 理由. 收入 及び 祿 をのを 
巧規巧 およびな 合の 强制 支出 じ 使用 せらる る收 入の 巧 合を 巧 巧すべき ものと す。 

巧 十 冗が 量の 政府は 公認 組な 規 をのが 正— 吿し •必 f る 巧 じは 瞒權 をな て是を 
命令す る權 限を 巧す J 

. •• 第二 韋 職業 組合の 組織 及び 管理 

巧 十六 俺 一九二 六 年 阿 巧言の 法を 第 八が じ規 奪ら れ たる 組合 霎 みの 權 限は 組合 
規 なじよりか 定 さる 0 

が おを は 組合を おすし' 代を する 巧 合 長 乃ち ま お 長 じより まを さろ。 



ケ巧 間の 命令 巧說 期間 巧 じ 認可の ホ認 をを け 巧 ざろ 時は 如 仰なる 時たり とも 誌が をは 强が 
產の 保管# 乃至 管理 ホ じ お遺さる 0 

を ミ 療喊策 組合は 巧 勘 關係じ わらざる 限ぇ 化な 貫の 巧 おを 巧を ミな くして’ 
組合 貝の 企萊の 管理 おょび、 技術的* 商業 的 お替じ 干渉す る ことを なず。 

莖一養 組合 费 

を 壬一疲 一九二 六 年 四 巧 晉を律 第 冗 僚の 規 華る 組合 费蚊課 Q か 巧は’ 縣 倚が 掉 
巧內の 組合は 縣巧 政皇 、二縣 堂に 跨る 組を は 協調 組 富 Q 認 W をを く •へき ものと て 
認可 巧みの ホ 巧は 該 組合の 巧 用を なて、 前を の进を じあり ては 縣吿巧 巧 じ、 を ホの 巧な 
じあり ては 官報 じ 公示 せらる d 

縣巧 政み 議の巧 謀 又はな 調 化な 大巧の 命 かじ おする 控訴は 如が なる 人たり とも 么じ閲 係 
を享 る限ゥ .公示 S 日ょり 十 音 4 內じ璧 G 政府 じ 封」 てこれ を牽 がを 巧 
巧 二十 凹が 協調 叟吝 は證 Q 聲 又は 企業 QS 上 一 C1Q 報酬を 囊 とする 巧 率の 

巧 一巧 巧 一な ま 化合 (巧 巧は お 化合〕 二 巧 九 


二 因 入 


一九ニ ホ 年 巧 HI 二日 法 巧 第五 ホ I ユ巧巧 巧 お M 
を 任命す 該巧巧 人は がを を 現を じを へを ほを ま 巧ム〇 

U 完了後 巧り たる 貪 獲は 勒令 じょり— 合の 加を 星 上な 楚口 じ馨さる。 公 

第二 十 5 認可な 前 蹄 i 合 じちした る— は‘ 註 組を のた め 詔なる 人が えを 巧 
をし、— If じち 法を じょぶ 認組 なのが 産と なる。 

但し 一九二 六 年 四月 fs 律 じ 規定せ えたる 目的の 5 或は 全部の ためじな おさ 

11 ち義ミ i 門— fu 星せられ 

11 f 。 誇— isi 公 i 忌 李 f は 詔 — 

i み 雪 立ち— 命令を 琴 前 二着 f — 薑 着」 た 雪 

の I 人 じ 移管す る ことを 哥〇 

誌— が 誇 琴を 巧け」 受 。は fs 薑 —Is 律 0 代表を if る。 •六 



巧 巧す る IS が 巧 li 基 さ’ 巧お官 はこた 登錄 巧よ。 徵收 せられた る s をみ 縣 Q 國库ま 部 
じがて 縣 鹿の 悼が 含 計 じ 移管す。 

.知 審は厢 ホ •巧 一組な およ ぴ詰 組合' の 加入せ る 上な 組合 じ おし 拂 渡しを 許可す 。これら 
組な 巧 Q 率は 备媒合 じつき •賣 一組 合 Q 加入せ る 上な 組 含 中 請 じ 基 墨 せらる る 協調 
化合ち かじより かを さる 0 

み 場合 じつき ◎收 を额 Q 一巧は 濃 JJ ? され •国庫"， マ ま賣 於て 協調 受 各のを 
則會計 じを を さる d 

第二 十 セが 組合 規 をは 組合 負 じ 巧しての み 迫 かな 合 巧の ホを 巧を •且つ 巧を する こと 
を 巧 0 

追加 化な 巧は 組な によりな 收 さる 0 

巧 二十 八 條な調 組な 大臣は 命令 じより 强制 化合 巧 も 亦が 合 じより 徵收 せらる ぺ きこと 
をかず る ことを 得。 この ことは 巧 二十 六が をを の 二 項の 規を じよる を 錢の分 酷 ホ 法を お 巧 
する ことを し。 

度 1« gl « 奠 なを' 巧 巧な 巧な を〕 二 己一 


一九二 六 年 四月 一二 目 法が 巧ぶ 六 一二 » 化 行規財 二五3 
かを 不可能なる 時は •賦課 巧 おを 制を す 0 

第二 十五が 住居 U 從？ 分 S られ たる 叟晏納 人を 登錄 巧は み叟 暑に ii 。 
これら 寞 をの 日より 少く とも I ヶ月吗 市町村を 判 所 公報 じ 巧 載 さるべき ものと す。 
巧 載 後ー ヶ月 4 內 Q 期間 じがて す •へて Q 爱晏巧 人を は薑 S ? 封し •縣巧 化合の 
巧 合は 揖 〔なをな じ、 一一 縣な上 じ 跨る 組合の 巧 合は 協調 爱 暑ち 異 度を 芸ミ巧 利を 

巧 巧 巧會？ S および 協調 叟 a 大臣 S 巧は 最お 的を 9 •但し 課携 C 閱し 上訴が 許される* 
合 および 條 件の 下 じがて は •該 上訴は 我 判 所 じ おしてえ を なすこと を 得。 

I 费巧入 者登錄 巧は、 お 擊赏錄 巧た よび 擊 i 巧 じみた る。 讓錄 巧は 襄の命 
を じより 有効と なる。 知 5 對卞る 控訴は 幕 S の 過誤の みえを 許さえ 

巧 二十 六條屋 をは お 課が 養の 義 巧を 巧す。 巧務官 はがな 上の 護を ぞ 、未 徵收ま 
採 巧 じ 巧し 责任 をを ふ- 

一九ニ ニ 年 十月 十 セ 日勒令 5 四 5 接よ。 ホ f られ たる 直接 お變囊 十八 依の 


ホ、 お 課が 徵化 規則 

へ、 一九二 六 年 四 巧 三日 法律 第 あが じより 褚 巧せられ たる 保證 をよりの ま拂 
組合の 巧 間 力 至 執 巧 部喊貞 じして 法律の 要 ホ條件 •諸 規則 •組合 巧を、 組合の ま お 目的 
じ從 はざる 時は 如何なる 時たり とも* 知事 义は必 おなる 巧な 協調 組合 大臣は. 所要の 仕事 
のを 巧を 命じ* 該巧用 および 其の 化の な 巧を 巧な 中 じ 包含せ しむる ことを 巧。 

巧 巧 政を 薄 •知 巧 乃 至大 居の 巧を じ對 する 巧ず-政 おへのを 訴は十 冗 日な 內 じこれ をを す 
ことを 肾〇 

巧 一二 十一が 腐 巧な を 謹が 烁業 組合の 保 蓮機閒 として 執務す る 場合は •知净 をな 長と し、 
なち より 許な 員 二 あ. お 巧 巧み 謠 じより 二 年毎 じ 任命 せらる る 巧 ほ 巧 名より 巧ぶ さる 0 

第二 編 上級 職業 組合 (聯合 會 ぉよび 
總 聯合 會) 

巧 二 巧 上 巧巧袭 化な C 冉 をを わよ び紀 巧を な) Ir . 化 ご； 


一み 二 六 年 巧ち 一一 一日を 巧# 五六 一二 巧 巧 わぶ 則 二ぶ 二 

第 四 章 監督 および 保護 

萃不 九が 縣— 霉內 Q 組合 S を あり 了は S •一岳 上長る 組合の 受" じあ 
りて は 協調 璧 n 大居 ち 寄が 慧 化の 報芝提 化を 氷ろ 蓉の 諸が 動じ 關し檢 がた よび 
調 杏の 施行を 命ずる ことを 巧 協調 組合 大臣は 詔なる 時たり とち 公認 組な のみ M 機蝴 
の望儿 か 法律 •諸 規則、 叟：規 なおよび 誌 組な のま 蓄的じ 反ず る 時は‘ ホ訴 じを き > ぶ 
は 職 椎の巧 使 じより これを みがず ことを 3。 

莖手條 ホの 馨は齡 巧 化み 謀 乃 憂る お 合 じあり ては 協調 組 富の— を受 くべき 
ィ •巧な 

C 、 巧產じ 關すス 寄が 

《，お 年な 上 巧な じ關蹄 する 支出 

二， 諸 規則を よび 人 あ 巧 


巧 巧ち ホの み 別 おを は 上な 雇が ホ 化を じ 加入ず べき ものと ず。 

巧が 依 じ 基き 組洽 せられた るが 半 小作人の 备が 組を は 上な 農業 巧 お# ななに 加 人すべき 
ものとす"^ 

萃 手. み 佑 巧 立な ま 家の 同柔 ホを および 同業組合 じして 阿ち 言 法が 巧 二條を I 页こ 
おひ 保持せられ たる ものは •巧 合を ぶは 化の h 絞 粗 合を 機巧 乃至は これ じ 加入す る ことを 
得ず。 

5 壬 ハ條巧 5 巧主运 •巧 品が •第 十 お條じ 包を された る 單 £ 合 認可 現 巧は 
すべて ホの 修正の 下 じ上按 化合 (蹄な を わよ びが 聯合を) の 認可 じ 適用 さる 1 

な 組な じして 認可を を けんとす る 時は 巧 十 巧條じ 述べられ たる 組合 規を たよび 報吿の 
か •巧な 下級職 お 組ち および 一九二 六 年 四 巧 一言 法 巧 第 四條を 巧の 巧 じ 言及せ る 口 的の 
た わなな 甘ら れ たるを の 他の 組 巧 •協を のを 巧を 括 出すべき ものと す〇該 上な 組合は 义加 
入 申込 寄 •を 組 掠の 化を 規 をなら びじ I 化 二 六 年の 巧 一二 日 法 巧 巧 一が およ ヴ巧 二が の規を 
する が 件の 滿 おせられ たる 旨を 證巧 する みがな 所在地 縣 おの 巧 巧 寄の お 本を 巧 出すべき も 
巧 二|| 上 巧な 合 ( W を會わ よび «巧 を々〕 二五お 


ー ホ ニ 六 年 円 Hill 日を 律# 五み 11 s 施行 規巧 二 五 巧 

S 1 十二が 上れ 公認 組合 (蹄を 貪よ ぴ 巧が 合 食は 法人と をる。 

? 壬 二が 下な 組合 じして 上な 叟 口への 加入を 拒否せ お ミ 巧 合ち i 的 手段と 
して 協調 組合 省じ訴 ふること を 巧。 誌 手段は 化合 規 をの 巧 季至訴 じ 親 せらろ 

下な 組合 至な 組合よ 〇 除？ る 權利含 する 控訴は 除璧 言の お慧藉 S はず 協 
巧 化を 大臣 じ おして ホ これを 提巧 する ことを at。 

第一 二十 四が 技師 長 •事務長 •巧 巧の 所長 •雪 樓 をち する 代理人 および 一 お ま 貞は 履 
倩を 組合 蹄 合會じ 加入すべき ものと す 0 

協同 か 業 組合は、 をの 巧 動の 性質 および 仕事の 方法 じが ひ •雇 お ホ •或は 被が をの 上 巧 
は 業な 合 じか 李べき ものと ス えらの 組合は 亦 か、 る 協 置 合 精神の 化 進 1 を 目的 
とする 寞 snr 5iQi— じ 加 李を 一とを 得。 該 加を 組合 《任な たるを 
同化 業 Q — 上 •技術 上 •囊 上— 用に 學 辜が 權が 組合 C 許？ た 且つ 加入の 時 
じがて 票 SS 蹇られ たる お 合を 除く を か 4 干 養を i すを 一とな し。 

巧 あが じをき惡 せられた る 技術ち 小 商人 •ホ 組 奮 人 •薑の 蓋を お 作す るを ホ 


誘權 眼の 雪は 如を る 時を とも’ 圃務院 じ 諮詢し •お 令 じよりか？ ことを 巧。 

許 椎蚁は 雲せられ 巧る ものな りと 雌 も 協調 組な 大朽 .および 縣巧瞎 內の爱 りじ あり 
ては 知事は 上な 組 絞 Q が 制 li 服す る 組合 C 對し •巧 じ S •器 Q 馨 0 澄を ホめ •を 
接 調 益 およ ぴ檢 お0蓉 を 要求す る 梅 利を 享。 該椎 利は 上證 おじ？ る お ホが 施行せ 
られ ざる 時は か 何なる 時たり とも 巧史 さる。 

巧 一一 不八條 空 編 輩六條 •第 十 セ 條’季 八 俺. 第一’ 第二’ 第の、 第ぶ 項 および 

巧 十九 條 •寧 一十一が’ 第二 十二が 中の 凡ての 規 をは 亦 トーれ が 業 組を 孫な みおよ ぴ總蹄 
合 含) じ 適用 さる。 

卜 ，敍 組合は 巧 I 組な 員 力 至 下 巧 組合員の 企萊 じがけ る S 上’ おが 上、 襄 上の 運用 こ 

閒す 辜涉は •誌 爱县 QS する 巧 合と 限 おと 方法 8 苗を 起ぇ てえ を 試む る こと ご 
得ず。 

窒一 十九が 上な 爱 口は 個々 の 雇 俯 ホを よびち 俯を じ— 巧を？ る ことを 巧ず。 

詩 組を 規定は を 壬ハ條 基3、 i 愛" 大臣 S 葦る 率 12 附 加」 •萬 下な— よ 

ぞ云ヒ £ 英 巧を ( w 合會 かよび 5 を會〕 二 五 


一九二 六 年内 巧 一二 日 法を 巧 五六 lllM 祐わ規 w 二が ム、 

のとす 〇 この 規 をはを 閣 化合 じ 適用 サず〇 を 固 組合の 巧 合は これらを 件の ち 足は おお 協調 
巧 合 大臣 じより 確認 さる。 

すべての 下な 慌莱 組を •み 化の 巧ち 組 結 •まは 铭 をのを 巧は •上な 化合の 組を 規を とち 
じ 承認 さえ お 巧 中 li 於け るを C 後 S 巧は SP によ b み認 さる。 

上 奴 組合を 認孚 る該勒 令は 字べ て g 巧 風下 較職證 なを も 認？。 i 々篡 一九 
二 六 年の 巧 三日 法を 巧叫條 を 巧の 巧 じ 言及せ る 目的の ため 化 おせられ たる 串 ぉの 巧 巧 組合 
をよ ヴ協 をを も 認可す 〇な認 組 巧は この 認 W じ. り 法人 格を か 得す。 上 お 組合 認可を 加、 

する も Q ぉる 時は •該 下— 合 およ ぴ 上述 證 S 雪は •公 S 技 組合 《中 請 じ f 持 
則 命令 じより ホ認 さる。 

望 十 セが •上な 組合 島を を およびが が 合 食の 組合 規を をみ 認 したる お 令が 巧な 下 
證 をの 監 が、 保 謹を h - お慧 の藝 をと 規季る 時は’ 上な 叟 n は 特別 じ 除 まされた 
る 護を 除く のか、 法律 および 施行規則が 知 ま、 縣 行政 お— よびを 調 組合 大臣 じ i す 
るすべ ての 權 おを 巧 巧 せらる 0 


田 海上 及 空中 運叛 巧が 巧 働を 化说 をを •を 固 随麦內 地ち 巧 お 囊储巧 倒 あ 巧が なち 
を 围お巧 從業員 結 蹄な を。 

ハ 巧 立廊業 家の 場合- — を 図 獨立费 お 家、 獨立 技術を •自由 旅 業 家が 聯な お。 

二 個の 一 肢綻蹄 合を ずを はち 雇祕巧 蹄を おわよ び 巧 做 ザ 獨立 職業 家紀 聯合# も ホ 認可を 
まくる ことを 巧必耍 なる 場を は 詔なる 時た。 とち お 令は 閒議 もよ びを ss なを 
なの 怠 見を 獲し •化のを 固な がをお および 一肢綻 巧な をを 許可す る ことを 巧。 

第 S 編 中央 協調 楼關 わよ び 職業 紹介 所 

第 四十 二條 •一を 一六 年四皇 一日を 巧 望が により 規 巧せられ たる 辟 業 紹介 巧 ほその 規 
ちじめ てを 國 的な ぇ 該蹄義 介 所は 特を Q 產 部け 或は I かお 乃至 敬 かぶ 部 口」 がける 
盡 のを 藝素 •すなは ち 雇 望 •郑 的を よ ぴ@ 肉 墓を Q を譚慌 i をな なす。 

巧 巧 A 逗おは 協調 組合を 憐 がす J 

度 =岳 中々 た 巧 S かよ ぴ g 果 おかが 二 五 k 


一カ ニ 六 年 巧ち 一二 日 法 巧 巧 五六 一二 か 化 巧班朋 二ぶ 八 
り窝收 せらるべき 追加 賦課 额を 化を する ことを 得 
第 四十が 第 5 第二 十九 條 •第？ が •を 一一 十一が じ 包含せられ たる 監 ちな 證じ細 
する すべての 規 巧は 上较 化を (蹄 合を およびが 聯合を〕 じ 適用 さ' る。 

誌 巧を は； 二 六 年 四月 言 法 囊四條 の 曇の 巧 じ 言及せ る 目的の ため § せられた 
る团巧 および 協# じ も 亦 適用 さる。 

一八 九 〇 年 ー ハ旱セ 日讓完 セニが およ 講 @ 補充 管— せられた ろ〔& 肇 およ 
び 目的 Q 8 K 更 ！ i 關 する 諸 巧を は 該困植 をよ び 協 おじ 適用 さ ミ 

巧 四 王が •み 瑶詹 聯合 待 •各 理を國 組合 •隙 業 組合 〇を窃 蹄な み 乃ち 化が なみを 包 
含ず る ホのを 固化 蹄な をは 認 がを 受 くる ことを 巧 

ィ •雇馨 Qf — ^ 國裝を 業 ホ 結 蹄な-を’ を 閔裳業 巧 黛な ちを 巧囊 ぶが 蹄な 

ちを 固 海上 及 空中 運お龙 幕な ちを 國巧妾 內地ホ 上運餘 おが f を. を 日が わ i 
受 口を。 

口 > 濤 ホの 巧合 I を 困 エ義備 巧 勘を 8 合 含 •を 因 良 ま 被 保 巧 箸巧樹 f を 


巧 介 所の 設立み を 止す る ことを 得。 この ことは 誌 問題 じ 開す る 巧み 法規 およ ヴ諾 規則 こも 
亦 適用 さる。 

巧 四十 扣條閣 巧 巧彻 契め Q 締結 C 閱す るすべ て Q 問題は •一九二 六 年 g ち 二日 法 か 第 
十 セが じより な 調 機 關が調 巧の 巧を とる 要 ある 巧 合 •および 更に 同 法 巧 巧 S が じ規を せら 
れ たる 諸 規則の 發ホ 巧を 巧す る 巧 合の かは •該 協調な 關 巧* 組合の 自治 じを する ものと 
す。 

巧 阿 十六 俺 協調 組合の 复 S 長は 協調 組合 大臣の 命令 じより 巧 命 さる。 を 協調が、， よ 一 
のを 謀を 巧 卞〇該 # 巧は該 みな じより お 合せられ たる 西 おの 代表を をな て 巧が さる。 巧# 
巧 じを る 雇傭 ホ閒描 Q 代表 獲は 智的巧 俄ち 巧 巧 巧が 者を 共 じ 包含ず る 巧が 夕闻 描の そ 
れじ 平等なる ベ そ ものと す。 

これら 代表 巧の 巧 命 ホ 法 •誌を なの 義お および 組を 長の 巧 化は お 調が 合 設立な 令 中 じが 
て 確を さる。 

巧な をはを を じ 協調 化な 大臣の 直接 統が下 じ 立つ。 

ホ ー:: a 中央は 说機 H わよ び« おな 介が 二た 一 


一九二 六 ザ 内ち 一二 日を 律が 五六 一二が 化な 規則 ニ ホ 0 
協調 組を は 協調な 合 大臣の 命令 じより 設立 さる 0 

あ 上 行政 •海 日 および 船渠 巧樹 をの 義務 じ關 ずる 現行 規則は、 一九二 六 年の 巧 云 日の 法 
ホ •又は 本 規則 中の 巧 定と部 か 的 乃至を お 的 じ 調 かする 眼り， お 規定の 導 人を 許さず 0 
第 四十 一一 一條 協調 組を は 法人 がをお 巧せ ず’ 化し 國ぎ 〔政 機關 とな ミ 
協調 組な 設立 命令は 誌 組合の 樵利苑 巧を かおす。 詰 組な は ホ その 中央 及び 地 ホ 巧 お 局の 
管按 椎を規 ちす る 同一の 命令 じより 設立 さる。 

協調 化を 巧 閒の巧 動じ 關 蹄して 生ずる 巧 用は 國 まじより， を 合 お 課が 中围 まの 受取る ホ 
ム ロ中より 支拂 はるべき ものと す 0 

巧 四十 四が 協調 組な 巧關 はを の 目的を 巧の ため ホの 權 おを おす I 
ィ •巧 お 組な 閒じ 起る 紛 巧の 調停を よぴ 一九二 六 年 四月 一一 一日 法 巧 巧+條 じより 規 なせら 
れ セる 諸規 をの 發 布。 

a •生を のを 合 および ヨリよ き 統制を 目 ざす 一切の 巧 力の 化 進 •お 励 •補助を 巧 巧。 

ハ、 必 巧なる 巧 虔じ喊 業 お 介 所を 設立す る こと。 お 令は 任 息 的が か巧爲 および 化の お ま 


か、 る爱 a にお o ては 該ま認 が 喊累ら る、 まで 該 契約は 効力を がせず。 

第ぶ 十が 上な 化な (聯 をを および 紹蹄合 含) の 組な 規 巧は 所 筋 組合の 稀 結ず る 關お巧 
働 契約 じあり ては 蹲め をの 許可を 受 くべき をを 嬰 ホす る ことを 巧。 

か、 る 巧を 一の 許可な くして 締結 サられ たる 契約は 無効と を 言 さるべき ものと て 

誌 許可は 一を の期閒 じなり、 雇 化ち 被 俯 巧のを 補な け じ 一般的 條化 として 賊巧 せらる 
、ことを 巧。 

巧 革 一條 •网 描な 樹が 約は 一九二 六 年 貫 一言 法 雄輩條 じよ。 S •公表され ざる 
時は 姑； 効と ず 二 贊吉 跨る 組 食より 透 苦られた るち 約は 阐鬟巧 巧 0 か •简調 組 
な 巧 じ もがを 錄 せらるべき ものと す。 

契約 じして が Q 巧な 义は形 巧 上 無効と 宣言され たる も Q は 公表す るを 巧 マ。 こ，^.。 お， J 
公を の 契 だを すろ 訴訟は 巧 樹我判 巧； J 向つ ミれ をな す ことを 巧 巧 做 栽 巧が は 公 企業 
大巧の S を披 取した ろ 後’ 蠢を にがて 我 化し’ 理涛 の馨を 琴す。 

两隨 《树 3 に 下された る 調停 判み は 碧の 規を じを 墨錄 •公を されざる 時は 巧 f 
否说 巧の 巧 粗ち わか よび SS 巧训 - ご、 ミ 


一九二 六 ザ E 巧 己 日 法 巧を ボ六 llj お 施 わ铅が 二，、 二 

第 四 編 闯體勞 働 契約 わよ び關係 諸规則 

誘 十 セが 公認 組合は 閥 悅巧樹 契約を 楠 結す る ことを 得。 

公認 化を じより て 締結せられ ざる 聞 お 巧 働 契約は 無効と ず。 

巧 四十 八號！ 一路 契め は 試 契め じ閱 なむる 一 企業 乃至 おか 業の 篡 .か ホた よだな 做 ホ 
のな お •誌 契約の 適用 おがを 巧 記すべき ものと す 0 

こ C 馨 なき 瑞な にぁり てち 園捏 契め 巧 一九二 六 語 月 言な 巧 第が じより て締 
結せ る 化合 じ よ。--- 法的 li 代 S ら K > 、 凡て Q 雇傭を および 被賺ホ S 用 さる。 

巧阿卜 哀岡艇 W 約は IQ 轟 0 言が 結— S ホ 上の 代 奪 或は 寡〇ホ泌を 

巧ず る 人 じより 巧 あさるべ きものと ず。 

两雙 めは ホ叟结 を Li 從ひ各 組合 S 限を 具 享る議 0 ホ認 によ。 これを がな する 


巧 も 十四 條闽拖 巧 働 巧め じ從ひ 個々 の 雇齡を および 巧 化 ホ じより 締が 甘ら るる 闲 人的 
巧 傲ち 約は 巧 巧 だ じ 調 かせし むべき ものと す。 

該贿拖 おがの 綿な 前 或 ひは 締結 後の 個人的 巧 働ち めじして か 巧なる 字が をな をす る もの 
.は •なか じより 託 尚 確が 約の 字 巧を 置换ム べき ものと す。 但しを 巧の 字が が 巧 船 ザ こが 刊 
なるおな はこの 腰り にあらず 0 

西 梅 巧 約 中 じ 包を せられた る 諸 巧を は 工場 諸 規則 じ 比し 同一の 効力を 巧ず。 

巧革羅 農が 約を 締結した る 組合は. 託ちめ 中じ設 をせられ たるを 巧の 不废 巧よ 
り 生ずる 巧 蕾 じがし ま 巧を なム〇 

がな 貝 および 非 化な 貝は これらのを 巧 履行の ためを 善の 巧 力を なさ i , りし 時 じ 化り •組 
合 加入を S 義務 不蓉じ おし 雲を をろ 梦員は 組を 規累證 含を ま I する が 制 巧を 
を 重すべき 義務を なム〇 

困 おち 約 中に •誌 契め の歷 巧は 組合 じより 保證 さるべき を 巧 白なる 協ぶ ある 時は， 巧 巧 
巧證 人と しての がな は、 これらの 義務 履 巧に 關し所 再 諸 化合の 過失 じがし 责 巧を なム〇 
巧 巧 巧 用 «巧麵 巧 約 かよび H 巧な 規則 二 六 五 


I 九 一三 ハ 年 巧 月 言 法が 巧 五 2 な 碧 規則 ニム、 

設剧 《がれ I る揉吉 f を 纷 され 《る 時は. 民 麻を— 串援 じょ if g 

ii #‘ —If ま養 契め 

同じく 闲摇巧 傲 おめ は 倘人劳 至應的 利を のた め 締結 遞、 ことを 巧ず。 

これ 等諸規 おを お化して 締 管れ たる 屈鬟 約け 姑 劾と す。 

巧军 一二 俺— 巧 約は— 巧 期間の 滿 了と 共 じ 自動的 じ 同一 證 

^ 一と^ 誌 契—— ぶた i 弓を i — t ， ^ 

ケ 巧な 居 契約 闽路中 ご 方 じょよ モ— 的を と蕃に 1。 ！ 一 

く羣 Q 。 屆叟 。し f 除き •契 i 證學と ザ ピ’島 C お— さな 

該 不平は 挈团植 じ— さた お ss ,2^ の 契め の 巧 合 じを りて はを •占 
の 他 S 合 iif ては 裏； J 公表 3 るべき も 0 李。 • 


をる そまと 共 じ 印 巧ぶ び 登記を を 免除 さる。 

巧 幸 化 條巧巧 契約を 締結せ る まる 爱口じ 巧 へられた る 認可が 撤囘 乃至 累 さるる 巧 
をは 該 化合の 巧 產は法 巧 上の 統制に 服し* 誌 契約のを 巧 間 わよ びそのを 年中 試 期 おが お 
中に 設 なせる 霜務殷 巧の ため 巧 用 さる \ ことを 巧 d 

認可の 撤囘 乃至 取消は 詰阐捏 契約に よりて ホ認 せられた る 巧 利 じが 巧す る ことなし， 本 
規 おは 法が 上 巧 巧なる 巧みに 適用 さる 0 

か、 る邀合 •すべての 關係 者は 自己の 利を のた めを 可せられ たる 控訴の ホ まじ 基き 巧ち 
巧じ對 する 不 やを 屆出づ る ことを 得。 

巧 六十 條 一 乂二六 年 四月 一二 日の 法律 および 本ぶ 巧 規則の 適用を き 西 巧 巧 おちめ じは を 
巧 法の 諸規 をを 適用す 0 

第五 編 围體勞 働爭議 

巧 おが W 巧 巧 化 ホな こ 



一ろ 一六 年 四月 一一 一日を 巧窒六 I 二 蓋れ 規則 ミ ハ，、 

巧 瓦 十 六 條 一九二 六 年 四月 晉 法律 第 十が じより 中央 協調 組 八 接 細が 巧 物 化 件に 閱ず 
ろ 驚を を發し 巧る ため •备 厦國 描は 該 中央 協調 組合 謹に 糞な ス護衾 詔す る 
ことを 坚 す。 該粮 限は 义 化な 規を中 じ 一 肢的じ お 巧 さる i ことを 巧。 

協調 髮蟲程 < 奉なる 囊 Q 上 C こた 諸碍 ピを發 布し •雇馨 および 巧 俯 ホの 巧を 

を义巧 巧の 利な を 生産の • 3 リ髙 ななる 利を じ 調 巧せ しむ。 

上 さんの 諸 お 印じ關 しては 異議 Q まを 許さち 但し 巧 巧尝 口は 囊廣巧 契約の が おじよ 
り それら 諸 規則の 適用を 停止す る ことを 身 0 

巧 革 セ條 協調 細な 槐關 じより てを 雲ら る备 規則は 閱係所 展農間 じが おせら I 
たる 闽披 々變 めと 同 一 S 舅を 窜 。又 圓雲約 0 ための すべで 0 巧を は壽規 则こ自 

用 さる d 

該 諸が 則が 资蔓ら る、 時ち 巧な 組を 問の 現行 曲 震め は それらが をが 的 乃至な か 巧 
じ試規 をじ祗 巧ず る 限り 度棄 义は修 おさる 0 

雲 十八が 围體 《變約 および 之と 同 I S 力を 牽る巧 規則は 巧 鑄 お § じ必巧 


誌 控訴は 該事 巧の 關な ホを 部 じ 巧 達され* を訴院 の储げ 謀み じがて を かさる。 

このな め Qs 響は 控訴院 長 •巧 慟お刹 S として 執務ず る药 S 部長. 控訴院 長 
の 指 命す る 控訴院 睹を 官充名 I 內二 名は 雲 我 判 所 じ おし、 一二 名は 第一 法 巧に なす I 
ょり 模 がさる。 

お。 が議 待は 關 係を Q 文 寄 Li ょる 讓を をた るな 審强 墓-」 於 了 裳擎。 

該 をを 法律 Q 屬を 理由と」 了 十 K 日な 良さ 美 じ 上 9 る 二と を 巧 

巧广 十一 1 一條が I 岳 Q 諸規 をは 二年薑 C 巧 はれる、 ちらを 《 Q を 正に 巧しても 亦 適 巧 

さる 口 

萃ハ 十网條 更利賈 なら ざ 募 •二十 墓 未受ち 正？」 了實 をる 逆が 的 > 
巧 治 的 S をな 5 ざるち 美 Q 辛 雲 曼 はを _」 相 寧る を 格を？ ざるを は 8 巧 

じ 編入 さるる ことを 得ず J 

か 育を 格 li 關 しては 壽 まひは ぞ門腺 f 香む じ？ 特巧 《熟 f 享 S 惡 限り 除か 
巧を 認 むる ことを 得 0 

巧 お 巧 由 tt 巧！ •ホ g こ J 、、 



一丸 二 六 年の 月 lllH 法律 巧 五六 I 二な 化 巧 規則 二 六 L 

第三 早勞働 裁判所の 組織 

を ハ 十一が み 縣經巧 食 疑は 巧 衡を判 所 じがて 震囊 官 として 巧 動すべき 要の 累 
を靈 すべき ものと て 市 香を Q 氏名の 靈卜 受けた る ものは 讀判 所の 巧鶴惡 のじ 
な 在す るか 業の 瑶 がに 基す て 大別され， 巧 じ 細別 せらる 0 

こた 要の 人 あがは 裹 中央 協調 組な 機關じ 移さる 〇寞 協調 組を 議は必 累る報 
吿を 巧け たるを •碧 夏 思惟す る 眼。 如何なる 修曼は 追加を も爲す ことを 稱。 

な 調 組 八結關 なき 爱 りは •縣經 巧を 謹 じより 推 巧せられ たる 名 巧は 直接 控訴院 じを さる。 
巧 六十 二條講 院長は これらを なをを 巧す る じ 巧し 巧 慟を鬻 ちじ 諮詢した る 後’ を 
を巧蒂 だとして 執 巧すべき 巿 民の 巧 名を 逛 曲す 0 

確ん すがは 控訴院の 所在地 および 該 管轄 お巧內 じを をされ る 凡ての おの 縣 おじ 巧 示さ 

ろす ベての 公認 組合は ホみ S 示？ 音な 內じ 誌ち 巧より 前 除せられ るた めの 養を 
括 起す る ことを 巧。 


努的遥 合 L!」 て § 雲 Qs を 得た る 時は、 壽 院長は 名 《中 li 包 喜ら れざ え 
を も 鉛 おする ことを 得 0 

巧广 十七が 司法官 だ 控訴 おの 特別 巧慟 をが 所 じ 勤 おする ことを 拒 零る 時は’ 巧巧訴 
を 法の 諸 規定を 適用す る ことを 得 0 

この ことじ 關 する 諸問題は 控訴院 じより を理 さる。 

巧 事 訴訟法の 節規 ちは をを 巧を 官が 勤務を 拒る する 巧に も 亦 適用 さる。 この ことじ 關ず 
るを 訴は巧 巧を 判官を じより を理 さる。 

をを 陪審を は 法を により 許を せられた る 理由な かの 理由 じより 勘務を 拒る する ことを 
得。 こ Q こと！ J 關下 i 訴は 前？ 從ひ搏 雲ら れ たる 巧 任を 倒宮貪 50蠢 さ ミ 

第二 章 訴訟ぶ び 裁判 管轄 

巧 六十 八が 下 巧 および 上な 公認 組を は 曲 板 巧做朗 なじ 關 する 爭 なの 訴訟 がをおて 
公 か 業ち も 亦 公共 利益 上必耍 ぁる 巧 合は 訴訟 椎を享 。か、 る 巧な 關な慌 業 組合は 訴訟 

« 置！！ 面な 巧！！ 争な こと _ 


一九二 六 年 巧 月 一一 一日を 巧が 五六 一二 巧 巧 行 規則 ニ セ 〇 

か- •る 場合 お 巧へ S 斯 を 控訴院 お Q お寶 より 了 巧は たお 震 長は を蒙理 かを 煤 

巧すべき ものと す。 

顯 及び 霉 Q 公共 置 Q 被 傭 f 亦 該ホ巧 じ 編 妾ら る、 まを 气 
第 六十 お 條巧銜 を 判 所の 度を 陪を なと して 司法 走 執務の ためじ 召 巧せられ たるを 
は， 备 一日の 勤務 じ おし 一 8 リラの 日 f 受け‘ 更に 控訴院 陪審の ためじ 巧董ら I 
たる 旅行 ホな 及び 巧 在 手 おを をく。 

華ゾ十 s 黨霸所 農の 鑑 {結 寧 信 あ 巧は お 年お訴 院長 じより 巧概 我が 所を のを 
見を お 取した るを. 前が-」 從ひ 準備せられ たる 名な 中 じを C 氏 fs せられた る 市 だ 中 
より 編 巧 せらる。 

巧 倒 栽が 所の 經を 巧を をは 巧 働な 刺 所長 じより 巧 命 さる。 

巧 働を 判 所長は 常 じ 控訴院を におし.— 栽靜 々窒巧 かの 與 .門 家】 名な 上卜 謹を 
审官 をのを なじ 任命ず る？ 囊 する ことを 巧。 馨は壽 院長 じより 一 おあみ 中 じ 包を 
せらる >> 巧を 中より 巧は る。 


ホを 代表す る 公設 組を じ おし 効力を ぞす〇 お 巧樹が 件の 刷を より 生ずる 爭 a じがけ る 巧を 

はお 巧餐 S 樹立 さるべ さ濤 S よび 巧が 者累を 代表す る 公證含 fe 」 効力を 巧 
す 0 

新 巧 おが 件の 制を を 巧 ホす る 訴訟は 巧 おち 約の i された る 巧な •をら びじ その お 巧 巧 

間の 滿了 がたりと も、 該 契め のが 結 後 おりたる 事 梢の 重大なる 變 巧を が 件と して これを 巧 
巧す る ことを 巧 0 

巧 セ 4 ■二が が 記の 訴訟は 訝爭 まの 管 按權を 有する 控訴院 じ おして 巧 ほせら ミ 化しを 
爭巧夕宿な上の控訴おのを辖じ巧する巧合ち C , マを訴院じ巧して巧巧サらる〇 

第一 一一 章 訴訟 手續 

巧 セ 十一 一一が 原 巧 1¢ 吿は 自身 訴！^ じ 冀卞る 二と を 得、 义法廷 代訴 よ 9 了 代表され、 
一名を 巧り たる 辯 巧 丈 •および 一を 义は數 をの 巧 術巧閒 により 補佐 せらる ことを 巧。 巧が 
件の 巧 ホ じ 比しが のな 餘 りじ 夕 きじ遏 ぐる 時は •司法を は 命々 じより てこれ を « 少サ しむ 

♦五一! Httil 働キ « こ たま 


一九二 六 年 四 01111 日 法律 巧 五六 一一 一巧 施行 巧 巧 ニモ ニ 
じ 立 合 ふこと を 巧。 

なを 件に 利蒂闕 巧を おする 上な 晚お 組合は 下な 組合の なした る 訴訟 じ 立を ふこと をち 
逆の 巧 合 も 亦 許さる。 

巧 六十 化條 訴訟 じめ ては 一九二 六 年 胃 言 法 ホ 第 セが じより 叟 n は該叟 n を 代表す 
る 組合ち 乃至 書記長' 或 ひは お 別 代 訴人に よりて 代を せ . k る。 

第 セ 十が 一九二 六 年 阿 巧晉を 律 巧 十 セが じ 述べられ たる 特別 代 訴人は •同 法 第 1 が 
巧を の 資格を がする 關 巧腫備 を 又は 巧備 ホ 中より 鈴 おさる 0 

巧 雲ら れ たる 代訴. < は そ Q 攫を 运季 5 を學 。こを 化す 者は 8 髮を なぜら 

る 0 

巧 十セ條 によ 〇 訴訟 じ 立を ふ關巧 ホを は 三を を 超過す る ことを 巧ず。 巧し そ， 1 な 上の 關 
巧 ホは 巧 別 代 訴人を 通じて 訴訟 じ 立を ふこと を 巧。 

第 革 一が i ちめ およ ぴ をの 化の 現行 諸認の 適用より 生す る S じがけ る 訴訟は 
誌ち 約 および， 討 規則 じ 服從し •且つ それらのを 巧 じ閲 して 巧 任 ある 雇備 ホ および 巧 ホ ホ 双 


ら るべき ものと す。 文 ま 課長は これ じを 巧の 日附を おし •直ちに 巧 働を 判 所長に 巧が すべ 
夕 ものと す 0 

巧 セ 十六が 巧 勘を 判 所長は 受理 後 二十 巧 時間な 內じ 訴訟 踊の 末尾 じ 記入す る 命令 じよ 
り •原 巧 巧吿の 法廷 じ 曲 巧すべき 巧を の 曰かり •被吿 が原吿 じ共囘 答を 巧が すべき 巧 おを 
巧 巧し •巧 巧 ま 及び 寄 巧と おじ •义必 おを る處 じがて は 一九二 六 年 四 巧 三日 法が 第 十セ條 
に規 をせられ たる 特別 代 訴人の 任命に 關卞 るを 意 寄と 共に 文 ま誅じ 提出ず べき ものと す 0 

訴該 頭を よび 命令の 寫 本は 直ち じ喊權 をな て お 達 證明附 專留巧 巧 じより 巧 巧巧吿 •たよ 
びを 後 じ 法律 巧 十 セが じより 任命され たる 特別 代 訴人 じ 巧 付され、 公を 業ち じあな さるべ 
きものと す。 

訴訟 巧 およ ぴ 命令の 巧 萃は义 そ 寅な じより 巧の 栽 お 吿示巧 力 至ち おじ 公を まるべき もの 
とす 0 

巧と 十 セが 巧な 巧吿 への 通 巧は 巧 方 共じ爭 まのを ホを 巧 ホす る 巧 合は これを 省 時す る 
ことを 巧) 

第ボ 編 謂 tt 々働 争这 ニモ 去 


一九 一三 ハ 年内 月 一二 日 法が 巧 五六 一一; « 巧 行規舟 ニモ 曰 
べき ものと す。 

司法官は 雲 中 詔なる 時た 〇 ともお 巧 雲 鼻 《出 習命卞 f とを 得。 こ 0 ことは 

か 何なる 巧 件 じ も 適用 さる 0 

第 セ 十 网條面 舅 攀發 li がける 雲 a 觀雲义 a そ Q 代理人 sf る お i を 

巧す。 訴該願 じ 記載 さるべき 巧 巧 ホの ホし —— 

(ィ) 巧吿 •原吿 の 代表 ホ •たよび 化を 代 訴人のを 
( C ) 巧吿 •或 ひは 雇 馈ホ雨 お 又は 巧 俯巧閱 おのを 
(《) 訴訟の 理由 および 目め 
〇〇 訴訟の 準 揉すべき 要領 ま および 巧 おの 表 

訴訟 願が 公 企業ち よりて 提出され たる 巧な は •該 訴訟 巧は 化合の 名 •巧 ひは 拥な雇 麻 

ネ两巧 及び 露 ま西扭 S ち爭な Q 理寞ヴ 巨 的、 公 企業 省のを 化’ 要が ま および 墓の 
表を 記 巧すべき ものと す 0 

巧 セ 十五 依訴 震は そ Q 義 をを 千壽巧 及び 霞と 共 じを 訴院文 養 にがてを 巧せ 


g ホに 巧し 巧吿の 先づ巧 巧す ベを ことみの かし I 
(ィ) 巧吿の 要求 じ 化する や •まひは これを 巧を ずる や 

(こ 司法を の 管轄ち 巧吿の 法律上の 權巧 巧を、 を 巧の が 巧に 知す る 巧 おの 化ての 
巧 囲じ關 ずる 自己の 意 お 
お吿 のが 巧ず べき こと ホの かし 
(ィ) 自己の 要 ネを巧 執す る や •が 罔す る や 

(こ 巧吿の 法律上の 權瞬 おょび •を 巧の 巧 巧じ閒 する 巧を の 凡ての 問 涅じ閒 すろ 自己 
S 巧 ’ 

立を 人が 一人 又は 二人は 上 ある 巧 合 じあり ては •立を 人は その 巧 出した る 巧を ホを 巧み 

すべき やを やを 巧べ •前項 ( n レの 下 じ 示された る 巧 巧に 閲し 自己のを なを 巧 巧すべき もの 
とす 0 

(口) にーボ された る 巧 おが 巧 I ホ じ 於て 寄 巧せられ ざる 巧 合は •それらの 巧 おが 巧 事の 
-»植 をな て 巧 示し 巧る ものたら ざる 巧り* 立を 人は それらの 巧 おじ 閒 する 巧 巧權ゎ 巧え す 
巧 お！！— «夕|! 夕 g ニ セ セ 


一九二々 年 因 月 一二 日 法を 第 あ ホ 施行 規 M ニセ^.^ 

話讀 巧は 原 披兩吿 S 名 サる訴 設 願を！ 十 阳條じ 1}^ された る 通 巧 まと 共 C 巧 巧す る こ 
とじより これを なすこと を 得 0 

誌 病 巧は 香？ はてえ をな す 一とを 得。 か、 る巧堇 ま S は幫通 S を 事？ 
お教 したる* をを 作 巧し 巧 働を 判 巧 長の 命令を 誌 « 書の ホ おじ 記入し おくべき ものと す。 

巧 セ 十八が 訴訟への 立を が 許された る 巧 合 •立を をな すため じは， 巧 巧 巧 吿の出 巧 日 
より 少く とも 一二 日が じ その 旨 中 かづべき ものと す 0 

化を は 巧を をな て 申出 づべ きものと す。 巧を じは 立を 人の 巧 あ， 化 所 •巧 巧を じ閒 ずる 
なを 人 QSIr 立 富を i とする 理由 Q 說呵立 交0霎 ホを 妃？ S — す。 曳 
呑は を Q 囊と なろ き累 香 お 妾 g 巧と 普を 訴院 文含誅 jj 讀 さる。 

願書は 巧 セ 十六が Li よ 〇 通知 公 ¥ るべ さも QC して 公 企 ホ 省 &」 て も 亦通吿 さるべ 
きものと す 0 

巧 セ 十九が 谋慧日 li は 原被 兩吿は 公 企 棄省列 ホ Q 上を 判 長 Q 曾 化？ べき ものと 


を聽 取した る 後 —— 

(ィ) 第 セ 十九^ (こじ 規 をされ たち 見が 巧 出された る 巧 合は •ホ づ？ じこれ をを 
みすべき ものと す 0 

(口) 必 f る 巧 今」 は 達を な 5 事件 Q 囊上必 f 思惟 さる、 手段—々 すべき 
ものと ず〇該 手段 中にはな 巧兩吿 がな 前の 公判 中 巧し 得ぞ りし 杳 巧の 提出を も 包を さる 0 
义該ホ 巧な 巧の 手段 および 期限を あちし •調 杏の 性質なら びじが 巧 さの ため 必 巧なる 巧 合 
じは 該 事件 8 理を 補助す るた 《一资 上 Q 技術 爲を 任命すべき ものと す。 

(〇 誌 事件 Q 素： 手段が 命ぜられざる 菱！ 一は 馨に從 つて 該事 件を かを すべき も 〇 と 
す 0 

2 ’ C こ’ (ハ) •じ 述べ おたるみ おじ 閒 する 調 ま および 判 化は 备別 じな さるろ こと 
を季 。巧 任藏 判官を はえら の諸お送 てま ひは その？ C ため iSI 香 および 裳を 一巧 
しで 發ボ 卞る樣 命令す る ことを 得 0 

一切の 判 かは 直ち is 室に がて 煤 f れ •爱 は公薑 li がて S さろ べき ものと 

# 五 巧 W 巧夕 働 争 裏 こヒ b 


一九二 六 年 因 月 一二 日を を 巧ぶ 六 行規 M 二 七 八 
る ものと する 〇 

第 八十が 原巧兩 吿の賽 のな をを 巧ざる 巧 合は’ 巧 判 長は 何よりも ホづ § の 至な な 

る 解 巧を？ ベく 全力を 盡 すべさ も Q とて 所長は 訴訟 巧が 中掛 f るな じ 同铁8 みを 
をす を 要す。 

調停 巧 巧の 法を は 聞藝約 S を S べき 薑中 じ記錄 すべき ものと て 
調 累巧巧 Q 場合 巧. を 判 長は 十日な 內に 開催 さるべき 诗任获 判を みじ厮 器？？ 
べき ものと ス覇 長は 父を を陪春 を 任命し •記錄 なを お 命すべき ものと て 
巧 巧兩吿 はを の 主張の 管 寄を 作が する ため 三日間の 雲を 巧 へらる。 諸が 巧は 巧を 
そ およ ぴ公 企まを じ 通知 さるべき ものと す 0 

該酱 吿奇中 L 1 がて 原壽吿 はなが 8 訟願囘 夸立庭 中に なした る霎 求を な 松す る 
ことを 得。 巧し これを 巧大し •器なる ことわる もこれ を變？ る こと 美ず。 

本條に 巧定 された る 日限は 藉 なること 乏も これ 美 季る ことを 巧ず。 

巧孚 一條 ま 巧 じな しては •《任を 暮 をは 記 錄巧巧 巧 雲 および 公 企ま 巧の f 


のとす 0 

巧巧兩 吿は薑 Qs 至？ 作 f • s? 通享 るた ろ 蠢お了 後 音 閒の期 
間を 髮 'さる •へき も Q とず。 二た 0 ま 張は 亦 公 企 ホ資も S ずる ことを 筆。 

本が じ規 おせられ たる 期間は 巧 巧す る ことを 巧ず。 

公判 じがて は 想 震 判な 貪は 原な 雲を ょび 公企棄 をの 意見を おおした ろを. 託 巧 件へ 

この 公判た ょび 判 化！ ii 革 i 最巧 i 項 S 規をを 適用て へき ものと す。 

灵十 あが 霸官 は爭 謀のを かじ 巧し、 を 部 萝は部 か 的 じ 判 かを ですべき ものと て 

彼は 亦霸緊 SS をを 得 ざ 票を 宣享 る受 U と 雖も異 を 下す’ へさ f て 

巧 判官 か 訴訟 S S する 塞を な 十 時 じは 命令を？ ベき ものと ず。 

命令は お 巧し、 が 正す る ことを 巧。 

命令は 說 明を 累 ず， 養は 寞な S 誘を 季 。巧」 苦 焚 主丧 S 霎じ 巧ム 

ベ さものと す。 

第五 g SS 爭巧 こ、， 
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巧 i が對 巧を 下す じ不 ホみ をる 巧を ちか 何を る 時を とも. 近き 襄 こがて 
至 それな 上の 追加を 理を なすこと を 巧。 

其 化の 巧 巧は 許さる さ J とを 巧で 

巧 军一凌 靈容の あ 調は 巧 任を 判 なを たよび この 目的の ためじ 特に 迸 ばれた る 一 

あが 上の 巧 員 じより て 巧は る。 

公を 柔 ちは 常 じ 彼等を 授かすべき ものと す。 

巧 革瀑原 巧 巧吿の 同ち なき 跟 りを まの 巧爱 巧を よ ぴ生產 《の證 巧は •原な 贿吿 
じより て 一; 小さたず ひは 公表され たる壽 ちが 化の 穿 類 •原な 雲の 轟 •誤— こ關 
巧な き巿屋 巧— 官の— .現 護檢 じよる かの ホ 法 じがて これを 爲す ことと 3 ホ。 

巧军 四が 璧を 料官食 又は その 代覇 お— 事件の 究明を がりた るを. 諸 審^? 
を 十日な 內じ 開かるべき 公判 じ 巧 巧ず べき ものと て 

命令 力 養 S 出に 限られた る f は、 公 S 日 おはこ 《命令 中 じめ て璧 さるべ そ も 


第 八十 七が 闻植雲 朗 s 諸問題 よゥて 下された る 裳は 新 《供が 件を 
巧 立し’ 閣履 契約の 効力を 有すべき ものと す。 該判 かは 第 お. J . 一囊 一巧に よりて 公 おさ 
た 本 か 雲 十二 條第 五十一 焉第 四十 w が •第 お 去が •第 革 九が じ規 をせられ たる 

諸規 をを 適用すべき ものと す 0 

個人的 巧樹靈 Q 判 か 詩ら か li 承 養ら れ たる 後 •巧 働 8 官 が团雙 篇係じ 或る 
一つの お；^ を したる 琪ち前 ホと 巧を との 閒にネ 巧 あるときは •巧 巧嘛吿 およ ヴ公 企裝 
省は 巧が 栽 判 所 じ そ， の 取 巧を 要 ホす る ことを 得 0 

個人 葵 霞な s 問 胃 巧 さ夏議 の 下す 製 C 」 て围舅 衔 契約に 違が する も 

の’ 或； b は 巧ら をを 認 せられた る 《彻 我が 所の 製に ネ盾 する 一切の 判 かは •な 吿巧十 
音な 內 S 壽蔓 よび 公企羣 Q 手を 通じ 巧樹覇 所に 控訴して え襄 おす ことを 
得。 

■か、 る 巧 合 巧 筋を 剌 所は 試爭 謀の 特質 じ 基き て藏季 べき ものと す。 

巧 革 八條 《倒 栽 判 所の 製は お巧霎 •を訴 する ことを 巧 

#お巧 si 爭巧 こ、 ミ 


一九二 六 年 巧 月 111 日を 巧 巧 五六 一二 なお 行 規則 二八 二 

がま および 文！ $1： Si 長 S お 名せ る 判 化 Q •妨 -14 は そ Q 中 渡」 後 十 音 a 巧」 文 寄 課 じ證せ 
らる \ ことを 巧す 0 

义巧讓 は蹄椎 じより-除 巧 兩吿じ その 寫本 I 通を 巧 達 證巧附 まがが 便じより 送连し •註 判 
かの 通吿 をな す〇判 化は ホ 公 企業 省に も通吿 さる 0 

第 革 六が 原ち 巧吿 おじ 公判 じが 蘭 せざる 望 U ち 公を 莱 巧が’ 原な 闻吿の 驚な 
がを 要求 甘 ざ々 限り. 註 事件は 記錄 中より 抹殺 さるべき ものと す 0 

原被 贿吿中 巧れ か ー ホの みが 出頭した る おん" は 他方 § がの ま、 誌が 件の 囊を巧 ふべ 
きものと す 0 

上記を 巧 じ 巧し 原被 蜗吿の 就れ か r 報吿 寄を 巧 化せざる 巧 合は， 原 吿义は 巧吿は その S 

由 わよ び S を述畫 ことを 吗 巧し 二の ことは 訴訟 中 養に 宣吿 された がか および 命令 
にが 巧を 及ぼす ことを 巧ず J 

第 四 章 判決 および 控訴 


羹を S - K 臣じ報 軍べき 權 おを 巧季る ことを 得。 

^ 九十 一條 判 かが お 巧され たる 時は 誌 事件— 附 され* る 巧か簡 所は— 上の？ 
じ 枕し 备 f じつ 美を なのかを じが ふべき ものと す。 

■第五 章國家 被傭者 組合 おょび 其 他の 
公 お 諸国 體被 傭を 組合 

巧け I 凑图お 巧 •巧 巧が 巧！ 叟 。ぉょ ぴ公益 事業 复 。•本！ 一 i 一巧 

琴 眉——— i 囊歴 f i ミ 

の 命 f 。 一 愛吉 筆 i 夏 — MIf 

じょり •幫 さるべき 表と す。 ミことは 證 巧が 法廷ょ 名 許 さられ 基 合 こ'^ 
用 さる。 一九二 六 年 買 If 化に 規 奪ら れた曇 件は 充足 さる ベタ もの 

g ま 力び 蓋の だち 寞曲 括の 巧箭 ホを 包享る 下な— たょび 上な 

♦S ま 《 二八 五 


一九二 六 年两巧 一二 日な 巧# 五六 一一; 巧 巧 巧 巧 助 二八 円 

それらは 養 訴訟法 じ 從ひ裘 す ことを 巧 化し 慕 S ホは 十 お H ちに 孚 ことを 
巧す。 

巧 八十 蓋蓄 Q 曼な 5 畫起〇 たると さは 原被 署 および ハを 蹇 8 判 かを 下 

したる 司を {巨 じ おし > 判 化の 有 巧 巧閒內 とが もを の 巧を を 要求す る ことを 巧。 

此の 願 出が 拒を せられた る受 S 願 出な 一巧" ラな 下 0 巧 金じ處 さるべ さものと て 
巧 九十 巧 雲を 辯の おがは その 公 吿後十 瓦 日な 巧 じ 帝更蠢 じを 訴 する ことを 
得。 公 企業ち も ホ その 通吿を 受けた るを 十 晋な內 じ 控訴を なすこと を 巧 8 化の 公が 
前 じ 下された る 冀も塞 判 C 於て 下された る 製と 同じく 控訴す る ことを 3。 

大審院 Q 檢事化 長は 民 壽訟法 雲 一九？ よ 〇 •法律 S 益の た 《巧 攀熬 のが か 
じ おする 干 涉權を 巧す。 

公 か-業ち の 代表は 現行 我 おが 儀 巧 法 じより て規を サられ たる to < 司ぶ 大黄 こ ホ 巧 す 0 た 
の 組 巧は 巧 巧 せらる、 ことを し。 司法大臣 はち 令を なて •大を 院檢お 化 長 じ 》 巧が おじが 
ける 公 かを 巧 SB 巧攀 寄に 閒す る柔務 を 巧 S おし’ 白 己 S 化と な. マる S ら よび 


ぴ敎巧 巧閒 よりの 化逐 をな て 巧 せらる。 

第 六 章 犯罪 および 刑罰 

巧 革 S H 譚餓 • K トラ ィキ および 不規則な 業が 一九二 六 年 買 言 法を 巧 十八 
が じ 示された る 島と sg 的 Q た&に 起る 時は’ 刑法 第二 S 囊 I 巧お よび 巧 二三 六 
がの 刑 飼を 課する ことを 得 •旦正 巧の 職 巧 上のを 围を をすべき ものと す 0 
巧 革 六が H 場 閉銷’ ストラィキ および 不規則 就業が を 力の 脅迫に よりて 巧 はれる 巧 
合は •刑法 巧 一六 六が および 第ニ ハセが じ規 奪ら れ たる 刑 飼を 試すべき ものと ス 
を カスは 脅迫に」 て 刑法 5 お四條 第一 項 12 違孚 S 方法 長て なされた ると きは、 該 
がじ規 舊られ たる 刑罰を？ ベ さも Q とす。 一九二 5 四月 言 法律 0 規 葦る 巧 巧 中 
更に 重き 巧 巧 ある 巧を はこれ を誅 する ことを 得 0 

巧 九十 セ條 一九二 六 年腎言 法律 季九 2 よび 第二 〇 が S 用 長し • if 
大臣は 命令 じより 公益； 3^ お 又は 公を 棄務 と兒 なさるべき ま 巧の 種類を 巧を す 〇み巧 町 巧は 

« ぶ 11 fln 巧！！！ 争 g こ \ヒ 


一九二 力 年内 Bill 日を 巧# 五六 化 わが 則 二八 六 
臣ホ びじ 閱な諸 大臣の 同意の 下 じ •政 巧 首長の 命令 じより 許可 さるべき ものと す 0 

許可は 一九二 六 年阳巧 一一 一日の 法律 じよる 設 ザを 怠 巧す う ミを く •又 法人が を 巧 巧ず る 
もの じあらず 0 

を 可は か 何を る 時たり ともこれ を おおす ことを 哥〇 

第 九 まを 巧 巧 首ち は 巧 芋 二が じ 述べられ たる 盛 合 じつき* それらの 諸 おな の 巧 動 
が 善良なる 巧 巧 あび 化 お 上の 規律 じ 反する 時は、 例へ 許可し 巧る 巧 合と が も、 主 巧 大芭* 
內巧 大臣 > な 事の 同 底を 巧、 公な 事業が 瓶を 組合 および 巧 I 二が じ 述べられ たる 共 他の 巧 苗 
相と 同じく 图 ま， 縣 •ホ 巧 巧の 巧储ホ 組合 じ おし、 これが 解な を 命ずる こと シ ，巧 J 

を 巧 首ち •大臣、 およびな 事の 命令 じ おする 違な はを 大 なる 規律 遠 反 巧な とを 做され* 
これを 化した ろ 巧は 免 慨じ處 せらる。 

巧 九十 四條 一切の 程 おのが ち 巧關 にがけ る 寒 生の 巧 修上义 はお 業 上の 巧を を «津 する 
ための 組合は 祭 止さる。 

この 理の 組合の なお および か 入は 重大を る 規則を 反と な 保され •留內 のはての 巧 おおよ 



蚕 f — 養— •一九ニ ー韋 十二月 一—— 一六 八 

^ ^ l >^ sl じ關す i を判ま l およを央雪を• 一八ニーー幸十巧十を救かち 
一一^ 一一 一巧 r よる 同業 霎 およ ぴ廉 判を—. 公金 業 大臣の 護じ關 しては、 商？ 

广〇 響れ— 謹 i 音く •詔を i 應をも 許 辜 

-- 菜 務は縣 舞を 蔑 か 組な せらる ム まで 知事 じより て 行は るべき ものと す。 

大 ミ f セ條 じ— る 名 巧は •公益 業 if 擊 るを i 
大 居の 命令 發令後 I ヶ 月 內じ編 巧 さるべき ものと す。 

巧の羣こ關^一^^一^一^^年^^^^ーミの讓重び蓋行規則の讀&^^^著. 困拉巧份巧閒 

巧の 薄 件-. 關 する 訴設じ おしては 、民事 訴髮を 適用て 

警 二が—— 令は 協—— 酵 た——— 

香 i 賽 it ささ こ—- 班 

— Ir ^ よ uf I 則は 一九二 六 ili 勇歴 

こ 、 b 


二八 九 


一九二 六 年 w 月 ill 日な 巧 第五 六 一 こな 化 わが 則 二八 八 

誌 命令 じぶ き 一巧 中 じを 該巿町 巧內の 公な 巧 業を 巧を お 巧すべき ものと す。 

巧 名 巧は 十 あ 日間を 判 所に 巧 示さるべき ものと す。 

々の 十 音は 巧 L 1 於て は一囊 乃 i 蠢 S 寡へ S 妾は がか じがし •詔なる 

人た 〇 とも 知 辜 じがし 異議の 申立て なすこと を 巧。 

巧事 は その 巧疑 を蠢 したる を •萬 町な じがけ る 公を 事 まの 箱 囊を訟 W す ベネ もの 
とす。 此の 巧を 表は お布吿 示が 上 じ 公表 さるべき ものと す 0 

巧 九十 八が 巧 生 事 おじ 從 薄す るを •辯 蓮 ± •巧 巧 壬、 公證 人、 技師 •建 集 架 •測量が、 
農 おお 師 のま 巧は 常 じ 公を 上の 棄 おと；： おさる。 

巧 九十 九が が 船 罪を の 化の 海上 犯罪 じ關 するな 船を •まひは 其 他の 法 巧 中 じちを さ 1 
たる 諸 規をじ 巧して は •か 何なる 新規を を もがかず る ことを 得ず。 

第 古 章 追 則 

巧 百が 一を 一六 年 四 さ 雪を 律 巧 二 ま 表の 規 をす るを 合 巧を のを ホまで、 一八 九 三 



附 巧 I 三 

協調 組合 省の 設立 じ關 すろ 一九二 六 年 
と 巧 二日、 剌令 第一】 三 一 號 

存 しこれは を S 部 か 的 じは 一丸 lllC 年 一一 頁 一子 H 法が 第二 
〇六號 じょって な 正された) 

( pennach 夕 〇リ oit . appendix P 】 


一九ニ ホ 年 田 月 一二 日を 巧巧ぞ ホ 111« 巧 巧が 助 二 九 〇 
よび 本 令の 巧 施じ必 巧なる べき お 則を 包含す ベネ〜 のとす 〇 本々 は 巧 a 官報 じ 公を せられ 
たる 日より 効力を 窗 生す 0 

巧* は团 里を 巧され たる 本 令を が 未 巧 巧 困のを 律法 令 集中 じ 挿入し、 押 巧を 一巧が こ 
れを 遵奉し •困 法と して 进 守すべき ことを 命令す。 

一九二 六 年 お 月 一日 ヤン •ロッソ I レ じがて 資巧 

ヴィク ト I ル、 エマニュエル みん 

ムツ y リ 1 二 •ロツ 3、 7 エも ブォ ニ、 ベル ッブォ 、ボルピ 

司法 大芭 B ッ n 巧 了 



協調 組を 省の 設立 じ 蘭す ろ 一九 ニム ハ 年 
巧 二日 勒令 第一 1 一二 一 號 

巧 一條 協調 組合 省を 設置す。 

協調— f ぴそ iT に— 望、 一を 一聖 さ— 律 雲 一 i よ 
び 同 法 施行 講暑 •農 C ま f 襄 3 琴蓉 •霸活 一 切 島るべき もの 

^0 す 0 

萃 一條 協調 組合 省 じ 大巧を よびな 鬟官を 置く。 同 i ホ 官の地 化は 現な 斑 お 巧 
ホ官 のが 化 じ 比すべき ものと ず 0 

華 二が 協調 f 大臣 S 寡よ び囊 奮して 奠か 0 形 長て 馨 じが f f す 
時は •該 法令た よび 諸巧定 はを 畫務大 居 Is 下 じ 採用され、 且該 大弓」 より— 又 

巧 四が 全 固 協調 組合 お 議を 設置し、 壽尝口 省 じ巧窒 しむ。 

B 蓄畫 会立£ する 一九 云 ハ 年 セ さ 吉は令 度 一ニ ニ i 二 九 一二 



附錐四 

協調 組合 省の 組織に 關 ずる 一九二ぶ 年 
一一 一巧 十よ 日 剌令第 四 〇一號 

(但し、 これは をのな 部み のじは 一九 一二 0 年 I 一一 巧 二十日 法律 第 
二〇 六が じょつ C 修正され わ。) 

(pennach ぞさ • C ジ • Appe を iz ジ ) 


tt 助な なぞの R 立に 曲す る 一九二 六 ザ セ 月 二日 巧々 第ー ニニ I « ニ ホ 巧 
本# 谋 はま 長た る 協調 組を 大臣、 協調が な 政 おホ官 .閔 おお 巧お闕 なの 巧 做 監が巧 長* 
困ち お 巧ち の 代 ま 二 名 •局を 紋 のみ 省 代表 •工業 および 農 まを 巧 公認 職業 化を 聯 ななの 代 
を ネ各二 名、 巧 おの 公認が 業 化合 化 聯合を の 代表を を】 名 •雇 化を および 巧 化 巧 公認 一な 
化が なをの 代表を を 一を •を 田 保 ま 困の 代を を •を 田 パリ ラ 由の 代表を、 を 巧 巧 性 巧 おな 
1 をの 代表 ホより 巧る。 な 員の 任命は 巧 令に よりて 巧は る 〇巧巧 四ヶ年 •且 ま 任す る こ 
と t 巧 0 

本を まは を 揉 お 調 化を 又は 該 化を 巧屬 組合 じ關 する 諸問題 および 協調 化を 大臣 じより 
巧 田され る 其 化の 巧 問題 じ閒 する 意見を ま 示す るた めじ 召 巧 さる 0 
巧 おが 本 巧 令は 帝 困官巧 じ 公示の 日より 巧 力を 巧 生す。 

(一九二 六 年 セ 月 二日 •サン -n ッソ I レ じがて 沒 布) 


て 



協調 組合 省の 組織 じ關 する 一丸 二よ 年 
S 巧 十 ホ 日 勒令第 四 〇 j 號 

ま 一が 巧 調叟口 省は 協調 組合 局 おょび 喊类爱 口 局 〇二哥 t り 巧る。 

巧 調 組を 省閒 巧の 組 巧は ホの かし I 

一九二 六 年 七月 音賴令 第一 一一 一二が じょり 碧 せらる べきを 固な 調叟 口み 巧 
一を 一六 年 セ 巧 一日 お 令 第ー ニニ 〇 講 四十 i じょり、 省令 じを きて— せらる •へそ 
巧 調 組を 

協調な 合 省は鬟 諸磬 Q 研 5 ょび 省 Q 藝走諸 問 f お 巧ム露 •蓋 S のち 

巧の ため 常設 特別 諸閒 委員を を 組 巧す る ことを 得 0 

巧 i 巧 5 調 組を 機關 の お惇は 生を •巧が おょび 官 ちの 指 講じ 卓越せ る おちの ホ 巧 
じ 委託 さる。 

な 2 富の 巧篇に ■する 一九ニ セ 年 一二ち 十 セ 日な々 巧 巧 〇 1 》 二 九. AI 



巧。 义該巧 員は お 結 巧み 謀の 議呂 たる ことを 巧 0 

本が じ 述べられ たる 義務は お 具を よび お 渠巧お ホに 閱 する S じついて はすべ てお薑 
を官 じより て 巧は るべき ものと す。 

上な の 吏 具は おか 事 じ 居し •縣 知事を 通じてな 調 組を 大巧 じ 連なす 0 

巧 四が 協調 豐口省 および 協調 組合 諸 お 閲の巧 動じ 必巧 なる 人 日’ 建物’ 備 お の费 用は 
田 まの 一 おを 巧のを 巧と す 0 

な 調な を 省 じ 馬す るを 阐 協調 組な 中央 あ 巧 ホみ 遠 •共 化の 歪 貝 みのお 巧 貝 じが する 手 
ち 日 當そ〇 化 8 酣じ をつ ベを 《用 および 一九二 六 年 阿月 言 法律. 同上 施け 規 リー 
九 二 六 年 セ 巧 二日 賴令巧 一二 一一 一巧 中 じ 言及せ る 共 化の 目的の ためじ か 巧なる 巧 用は •大 
g 大西 じより 困 おじを を さるべき がを 資 中の ホ 合より 巧る 特別 舍計 のち 巧と す 0 

巧 あが 大 # 大臣の 申吿じ おひ •围 巧院 たよび 销 なの 息 f なし、 壽 組な 大臣の 申な 
じ ま そて を せらる、 巧 令は* な 調 あを 巧み 局の 人 あ 化な 巧 および 採用 •昇な 規 ち* 现巧巧 
規巧 により 主 お 省 事務の ため 中央 主計局の 人を 巧じ附 かさるべき 地 化に 關 する 班を を ホ 或 
* 夏合夕 のな 《に ■する 一九ニ セ 年 II - 巧 十 セ 日な々 奮 Q 一巧 二 九九 


な 訝な 富のは 巧に 81 する ー ホ ニ セ 年 II 方 十モ日 刺々 巧 巧 Q I ® 二 九へ 

巧 i を蠢の 組を 長の 愧巧 tr 俸給 又は 共 他の 固を 報酬 じがし 寅 任を 巧す る ことを 
< •た r 巧 四が な 下 じ 基く 省令 じより て 蹇廿ら た 一九二 六 年 じ 月 一口 勒令巧 ニー ーー 〇 
坊巧サ 六が Q 規季る f 《よ ゥ？ 協調 爱吝 特別 S 中よ ゥ支巧 はるべ さま ぉを よび 
日を じ 巧し 责 任を 巧す る じ 止る 0 

み 局の 權 限は 閱係化 巧の 同意を 巧、 協調 組を 省令 じより 巧を さる 0 

巧 |二 がみ 巧 じがけ る 協調 がをお 閒 なの 業 巧は 巧ち の 吏員 •又は 苗 民 お 巧 省 巧 ホ 局の ま 
員 じ 委託 さる。 

該吏 なは 自己の 通常 義巧 のか， 一九二 六 年 四月 I 二日 法 巧 巧 お 六 一二が > 一九二 六 年 セ 巧 一 
日 か 令 第一 11110 號同上 施行 巧 則に より 規 をせられ たる 柔務 じ關 し. お 知が じ 協 カス 試 
吏ち は 一九二 六 年と 月 一口 賴か第 四十 S が じ規を 言れ たる 巧 ホ お調叟 S 關 のな 動を 涅 
をし 西 ほ 巧 化ち 巧じ閲 ずる 法を および 一九二 六 年 四ち 言 法を 巧 十が じより なお じ 供託 
さるべき 困 巧巧货 契め じ閒 する 規則を を理 し、 岛 これを 巧 摩す。 

該吏負 はお 巧 政み まが 囊 組合の 保 謹が として 作學る 眼り 該 みなの 賢た る ことを 



附錄五 

勞働 憲章 

(一 化 二よ 年の 巧 二十 一日 フ アツ シスト 巧が 記を 日を 布) 
(ぞ h 日 e 乙夕 田. W., ぎ ki 日 g the Fascist ぎ 夕一泛 タミ 


爸 


® s な 合を のか 繰に ■する 一九 ニモ 年 I 二月 十 モ日巧 令 巧 巧 Q I な 一二 0 ご 

す 0 

人事の 俺 件た よび 待遇は 图を 行なの 等な 組 巧 じ 明す る規巧 じより てが を さるべき ものと 
す 一九二 四 年 セ 巧 十日 賴令 第一 1 〇〇 が 巧 一一 一條 第ー ニ 項 じ 言及せ る諸規 巧は •本 巧 巧 一巧 
じよる 刺 かの 適用 後一 一一 年間 •協調 化を をが g 人員に お 張 適用 さる。 

籌組 $ Q 薑 および 巧が まは 一九二 六 年 四月 言 法を 巧 五六 三襄十 一條 0 S す 
るな 規 をの 飼 W の 下 じ、 組を の 化な を禁 化さる 0 

巧 六が 義 令は 帝圉惡 じ 公示の 日より 巧を 發 生て 

(一 乂 二た 年 一二 月 十 セ 日 • a J マ じ 於で 巧だノ 



勞働 憲章 

云な フ ラ； ぞ をのん 舟宜 言に 巧る 岛 のな 會巧 めと L て、 巧 « 立法に 反 巧の 止めを 巧す ものと ち 
へられて ゐる この 文 香は、 一 化 I 一七 ホ 四 巧 二十 一日 ファ ダ シスト 巧 0 記を 日に を 巧され た。 巧 巧 y 
的から ロッブ ュ 1 CRCSSOni ) がまと して 其の 局に 當 つて ゐ たが、 十二月 そのが ちがな の 手に ょつ で 
巧を された。 ロブ ブ -11 の 案は をに 巧！！ であつ た。 從 つて 又 それだけ 曲 g 巧のに あ 用 さるべ を* 巧 
的な 巧 伍 諸が 件の 具 巧め 法制 化で もる と考 へられて ゐた 。巧しながら それが な 巧 粗 合ち の 手に入り 
反 治 家 達 や、 届 ま 速の 批判を ま < る になつて お 巧な 法的 とを ふょりも、 むしろ 這おぅ 憲巧 的、 
S を 持つ 巧な 理の一 お 的 お 明に 巧 へられて しまつた。」 (ぞ— der. 口 op. を.， pp.33a-3 沒】 

本文 

協調 組合 國家 及び その 組織 

gw なを B 家 A びその 巧 « 30 ミ 



する 利 蕾の 調 巧 および 彼 をの •ヨリ 髙れ 畫產の 利を へのが g 中 じみ 巧 的 じ 表現 せらる。 

第 冗が 巧 傲 我 判 所は 巧働爭 蔑が 現 巧 契め 又は 共 化の 諸規 をの 適用より 起れ ろと 新 巧 倒 
が 件の かを じ 巧して 起る とを 問は す 巧街爭 薄の 統蒙 ための 卞 涉巧閱 なり。 

第六條 法的 公認 赚萊尝 口は •雇 備畫 ぴ濤ネ 間の 法的 平等を 巧 保し •星淹 及び 巧 
樹の規 f 維持し •をの 完 はを 促進て 協調 組合は 生 ホ 諸み 力の が一 的 組な 拖 じして •を 
を じ 共 Q おを を 代表す。 そ Q 完全なる 代表 性 JJ より、 協調 組合は 法を C よ 6 固架掛 M とし 
ての 公認を 受く〇 蓋し 生產の 利を は 卽ち围 家の 巧を なれば をり 0 
巧 セが 協調 組を 國 索は 生產の 巧な じがけ る お 人の ィニ シヤ I チ ヴを囲 菜 利な のを も 効 
巧 的且巧 用な 巧關 とな 巧す。 な 的 生を 化 巧は 围ま 巧を の 一巧 能なる が 故 じ •企 巧の 化热 
者は をの 產の指 巧 じ 關し雲 じ おしま 巧を 有ス， 產諸巧 力の 幫は 自ら 彼 巧 巧 五の 巧 
巧 義務 畫 ちな 冀は 技術 專け おた るち 薑 たるち 巧 做 ホた ると を 巧は ず 凡て お 巧 
的か柔 じがけ る 巧械的 協 傲を なえ そ QS は 誌 企業 L ! 责 任* る 器 f れを巧 ふ。 

巧 八が 席腑巧 惊業叟 口は 凡 ミ 方法を なて との 生 巧の 巧夕を はおよ ぴ巧 巧の S を 
な 巧 化合 曲 夕及ぴ そのれ 沒 ゴー 3E 


夕 働* を 一二 0 四 

巧 一が ィタ 91 因 民は これを おはす る 伽 人 又は 巧菌 よりも 遙 かじ 崇髙な 口 的 •生命た 
ら びじな 動 差を 享る一 Q§ 植を 。をれ は？ •ソシ K 卜雲 Q 中 li をを じ 笛 現せら 
るべき 道 巧 的， 政治的， 經巧的 巧 一巧な り 0 

巧一摄 雲は 智的 なると、 技術的なる ち函巧 的なる とを 閒はス 凡て 巧を 的を おな 
り〇 か^る ものと して、 唯 か、 る ものと しての み •それは 閔を によ 〇 巧 護 せらる 〇围家 的 
見 拙より すれば •巧 巧な 生產 過程は 巧 一 的 じして •をの 目的は た r 一つ •生産を の 招 巧と 
团 力の 伸張 じあり となす ことを 巧 0 

雪 揉 晚業韵 照 义は晚 業 組合の 組 巧は 自由を り。 但し 正式を 認 さた 田 おの が巧こ 
化する 組を のみが 誌 化合の 組 おせられ たるを 雇傭者 階れ 力 至披備 ホ 階れ を 法律上 代表す る 
權 利を 巧す。 すなは ち國家 および 兩餘の 巧を をを じ 巧す る 彼等の 利益の 追 ホ •をが 門 じ 巧 
する 孕の 人 じ 義務的な 曲拓— 契め の 馨 •課 お •彼等 じ關 する 公共が をの 代 S とし 
ての 諸 巧 能 行使の 椎利 これな り 0 

巧 四が 塞 巧寥 《中 li おける 备理 Q 生霎 素閒 S 蒂は 雇が そ 及び 霧を 問の 巧は 


を 間 じがて 行は る。 化し 法律 および 諸 規則 c よ。 上な 叟 n じ 代理 ss サられ たる 巧な 
はこの 眼り じあらず 。凡ての 巧勸 契約は 規律 方法、 な 習期吗 報酬 额 .および その ま拂ぶ 
法巧黨 間に 閒 する 詳細な 規 巧を 包 おすべき ものと て 巧ら ざれぶ 化 劾と す。 

巧 十二が 陈 業が 合の 事業 •協調 組な 巧閱の 調囊務 巧— 剌 がの 判 化は •巧が 及び 通 
巧 生活 费達 Q 可能 隻び 雲閒 Q 調和を 保 證スち 銀 Q 塞は 詔なる 一 腹 的 班め の 
巧 巧を もを < る ことなく* 圃植 契約を 締 なせん とする 困 拓閒の 協を じを 巧 さる 0 

巧 十ー ニが 生產 およ ぴが政 的規ホ じあら はれる 危機の おおは •すべての 生 ホ 巧 葦 こより 
巧し く 巧え 忍ばるべき ものと す。 行政官 お’ 中央が 計 局 •公設 晚業叟 "の 公 おする 生產. 
巧 街 ホ 巧 •を繁 態のを S よび 協調 組合 省の 手 じより 慧を巧 さるべき 巧 冀巧準 b 
計 黄の 變 動じ 閒 する る 料は、 备種鐘 わよ びが S 巧 益が 望 じ. 又 3" 商な なる 巧を じ 
巧 節せら る、 ための 規準と をる。 

巧 十四が 巧 S ま 资出來 高 冀を羹 とし •且出 S 仕 SS が一 逼贸上 じ 及 
ぷ 時は 適を じ 一-巧 問每 .ぷ ひは 一巧 閒巧 じか する ことを 巧す。 正規の 巧 問 的 义代中 こ 
面拉巧 備 ちわ 及び 巧 働 巧 » ミ 


巧 働* を 一一 10 六 
团 るを 巧を おす。 自由 瞧業义 は 巧が 菜の 代表な^ びじ 公務 從お ホの 組合は 藝巧 •巧 巧 文 巧 
の 巧 容保蓮 •その 生產 の 完成、 協調 組な 巧 序の 道德的 目的のを 巧 じ 協力す。 

第 九が お 巧 的生產 への 因 家の 卞ホ はた r お 的ィニ シ卞— チヴの おか， 或 ひは 不充分 力 
至は 围ま のな 巧 的 利を が 危機 じ 立つ 巧 合 じの み 巧は る。 かやぅな 干渉は が 制 •巧 巧 •又は 
をを 管理の 形胺 をと る。 

巧 十が 西 巧 巧脚爭 なじが てち ホ づな調 組合が 阴が現 停を 試みた る 巧 じあら ざれち 
司法 活動を 巧す ことを 得ず 〇西括 巧 做 契 わの 解 釋义び 適用 じ關 ずる 個人的 巧な じ 於て は 》 
な 業を 合は 調停の ため 韓旋 する 樓阪を 巧す。 か、 る爭 なを お理 する 巧 限は 閒な慌 ま 化合 Q 
おを ずるを あの 陪を 貝を 附せ . b れ たるを 通 司法を じ扮 巧す 0 

圃 體勞慟 契約 及び 勞 働保險 

巧 十一が な 業 組合は 自己の 代ます る 雇 麻 看 函 おょび 巧が ホ 围閒 の々 お諸銷 巧を W 巧ち 
的 じょり 巧を する 巧 巧を 巧す 〇团植 巧 巧 契 わは 中央 巧 組 巧の お 巧 义ぴ巧 制の 下 じ •が 技 組 


封し をの 椎 利を 巧 巧す 〇 同じくな 傭 ホの おおじして 一巧 巧 間を おえざる ものは 巧樹夕 めた 
巧 ませら るる ことなし。 なを 又は 罔お黎 勇が への 服務は が おの 巧 かとなる ことなし。 

第 十 化が 企業の 冗 規的述 巧を 巧ぐ を規巧 および 法規 違 だ じして 巧倾ホ じより て 化さる 
、ものは •をの 巧 大性じ 鑑み •罰を、 巧 勧の 停止* 更に お大 なるおを じあり ては 無 キ巧卽 

時が 屉 じより て處刮 さる。 雇腑 ホが 罰を、 巧 物 停止 •無手を 卽時 解雇を 課し 巧る 巧た は 巧 
1 尔 さる 0 

を 一十が お 巧 傭を は 見 巧 期間 じ 服す 〇該巧 間中は をを ホ 間 S ホ じより て 巧は るる 契 
巧の 被 葉は •該 巧が# が 巧 巧に が柔 したる 期間 じ おする た r をなる ち 級 支拂閒 斑を を おす 
る じすぎ ず。 

第二 十 一 が 函お巧 働 契 おは その 恩惠 および 規律を ま 內巧仿 ホ じ も亦廷 ちす。 お 巧 巧 巧 
の淸巧 •巧 生を 確保す るた め •国家は 特が規 をを 發 布す 0 

職業 おか 所 

職業な か 巧 § ホ 


夕 it s さ ち o ル 

包含され ざる 巧 間 巧 働は、 ま 閒巧慟 のち 率に 巧 巧を 巧 ふべき ものと す。 巧 做が 出 來な化 巧 
をを 礎と して ま拂 はる、 時は， 出 ホ 高 化 まの ち 率は 通常の 巧慟 能力を 巧す ろが おな 巧が ぶ 
が 基礎 賃 率が 上を 小 限の 收 入を 獲 巧し 得る がかく 構が さるべき ものと す。 

巧 十 あが 巧 俯 ホは 一週 じ 化き 一度 日嗤日 じか 息す る 巧 利を おて 風 おが 約は 拱 巧を を 
よび 業 おの 技術的 お 素に なをす る 限り その 巧 則を 適用し、 かかる を 求の お 巧 巧 じがて 地ぶ 
的 傅が にを きお 間の 巧 式 および 宗お 上の 儀式を を 里す るが 如く 巧を すべし。 巧 份時關 は 巧 
巧を により 巧 重 且お货 じ窥守 さるべき ものと す 0 

第 十六が 無 化か 業の 被 侃を じして 一年間を 勒 のをは お 年 巧が 化が 化を をく る愧 がをお 
す 0 

第 十 セが お 化 企 紫 じぶ て 巧 働 ホが 自己の 进失 じよら ざるが 雇の ため 巧が の 中 巧を 生ず 
る 巧を は •勒巧 年數じ 比例して 手を をを くろ 巧 利を おす。 該乎 巧は 亦巧扮 ホむ 化 t の 巧な 
じ もま 拂は ろべき ものと す 0 

巧 十八 條 おか 企業 じがけ る 企業を の 巧： 史は 巧が 焚 約を 巧棄 せず。 巧帖 ホは が 巧が ホに 


すため かじ おじて 谅 力すべき ものと す〇國 おは 協調 組を 屏 おおよび 廊萊 組を じより •化 ホ 
巧る おり 救 巧が おおよび 制度を 整な •統一す 0 
第二 十 セが フ アツ シスト 閔 家は ホの 諸 件を 巧お^ 

(一〕 巧 蒂保險 の 完成 •ご 一) 巧 巧 保 險の改 なおよび 摘 張 •(三) •一切の おおじが する 一 
お 的な おへの 第ー ホと して エお疾 巧 i およ ぴ 結核が 險 •(叫〕 不時 失業 じ おする 保 おのを 
が， (が) 靑年巧 働 ホの ための 特別 資を模 巧 保 おの 採用- 
巧 二十 八が 巧が 巧 組な の 行政 上 およ ぴ 司法 上の 代を 者は 巧 寒 保 おおよび 社 わな おを 監 
特 す。 巧 描々 慟 契約 中 じは 技術 上 可能なる おり 疾巧 じがす る 巧 互 お巧資 をの 設 おを 規お 
す。 この 資 をはな 傭 あわよ び® 俯 あ 双方の 巧 込 金を なて 镑 成され •な 調 組な 聞 おの 監 がの 
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